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　　　１




《ブレイン・バースト》の通常対戦モードのひとつ、バトルロイヤル・モードは、格かく闘とうゲームの枠を広げた戦闘ゲームの色合いが強い。

　どんなバーストリンカーが、フィールドのどこに存在するかは、直接視認するか十メートル以内に接近するまで解わからない。ガイドカーソルはもちろん表示されるが、それも一番近い敵の方向を指し示すだけで、誰だれかと戦闘中ならば消えてしまう。

　だから、目先の相手と激闘を繰くり広げているところに、いきなり新たなデュエルアバターが割り込んでくることは大いにあり得る。というより、その展開こそがバトルロイヤルの醍だい醐ご味みでさえある。

　事実、二〇四七年六月二十七日の午後六時に突発的に開始されたこの対戦では、ハルユキはまず古ふる馴な染じみのバイク使い《アッシュ・ローラー》と接触し、そこに対戦開始者スターターである超硬のメタルカラー《ウルフラム・サーベラス》が乱入してきた。

　通算三回目となる激闘で、ハルユキはサーベラスの締めホールド技に苦しめられたが、必殺技《ヘッドバット》を繰り出してからくも脱出。そのまま飛ひ翔しようしてサーベラスを高空まで引っ張り上げ、勝利に王手を掛けた。

　しかし、またしても登場した乱入者が、戦いの行方を変えた。四眼の分析者クアツドアイズ・アナリストの二つ名を持つ謎なぞ多き女性Ｆ型アバター、《アルゴン・アレイ》だ。帽ぼう子し型がたパーツに装備された、これまではデータ・スキャン用だと思われたレンズから、恐るべき威力のレーザーを放ってシルバー・クロウの羽根を貫き撃うち落としたのだ。

　アルゴンは、どうやら顔見知りらしいサーベラスをも容よう赦しやなく撃ち、アッシュまでもがバイクごと撃げき破はされ、このまま彼女ひとりにバトルロイヤルを蹂じゆう躙りんされてしまうのか──と思われた、その時。

　三人目の乱入者が現れ、戦況をもう一度覆くつがえしたのだった。




「レベル１に負けて、たくさんポイントを失うのは、あなた」

　静かな……それでいて底知れぬ迫力に満ちた声が、《氷雪》ステージに舞うダイヤモンド・ダストを揺らした。

　循環する透明な水に全身を包んだ、特異な姿し色しよくのアバターだ。緑のレギオングレート・ウオール所属のバーストリンカー《オリーブ・グラブ》も油膜コーティングされた装甲を持っているが、厚みがまるで違う。頭部から四し肢しへとさらさら音を立てて流れ、四本の円弧を描いて再び頭に戻る水の総容積は、アバター本体と同じくらいあるだろう。

　細い腰や滑なめらかなフォルムは女性Ｆ型と思える。声もどちらかと言えば女性的だったが、何せアバター本体が見通せないので確信は持てない。

　たぶん《彼女》であろうデュエルアバターは、ステージの冷気を利用して作り出した氷の槍やりを投射し、アルゴン・アレイのレーザー攻撃を妨さまたげたのだ。その発想といい、照準の正確さといい、実に戦い慣れている。とても彼女の言葉どおり、レベル１の新米とは思えない。

　路上に膝ひざをついたまま、ハルユキは、視界右上に複数表示されているミニ体力ゲージを素早く確認した。

　ゲージは距きよ離りの近い順に自動ソートされるので、いちばん上にあるのは、ハルユキの腕の中で行動不能に陥おちいっているサーベラスのものだ。ハルユキとの戦いと、アルゴンのレーザー攻撃で削られた体力はもう一割も残っていない。

　その下が、少し離はなれた雪原にスタン状態で倒れるアッシュのゲージ。こちらもレーザーに撃たれたうえ、自身のバイクの大爆発による範囲スプラツシユダメージを丸ごと喰くらい、残り体力は同じく一割以下だ。

　そして、三つ目のゲージが、不思議な流水アバターのものだった。

　表示されるレベルは、その落ち着きと堂々たる戦い振りに反して、本当に１だ。いったい何者なんだ、と息を詰めながら、ハルユキは隣となりのアバターネームへと視線を移した。

「…………アクアＡｑｕａ、カレントＣｕｒｒｅｎｔ…………」

　そっと呟つぶやいた名前には、見覚え……いや聞き覚えがある。しかも、とても重要な場面で語られた名前だったはずだ。しかし、誰だれの口から、どんな流れで出たのかがなぜか思い出せない。

　────いや。

　さら。さらさらさら。耳の奥で、水の流れる音がする。

　まるで滞とどこおっていた水路が再び流れ始めたかのような、心地良い冷たさが頭の芯しんを洗う。それと同時に、ひとつのおぼろげな感覚、いや確信が生まれ、広がっていく。

「…………僕は、あの人を…………」

　知っている。

　ただ名前を聞いただけではない。いつか、どこかで……そう遠くない過去に、同じステージで戦っている。敵としてではなく、タッグ・パートナーとして。そう──助けて貰もらったのだ。何かとんでもなく重大な、バーストリンカー生命にもかかわるほどの危機に見舞われた時、あのバーストリンカーに助けて貰った。

　それだけでなく……別れ際ぎわにもっと、もっと大切なことを…………。

「……やー、ほんまびっくりやわぁ。まさかここであんたが出てくるなんて、ちーっとも思わんかったよ、カレンちゃん」

　不意にそんな声が聞こえ、ハルユキの思考を中断させた。さっと視線を巡らせると、戦場となっている青梅おうめ街道南側のビル屋上に、両腰に手を当てて立つアルゴン・アレイの姿があった。顔の上半分が大型のゴーグルに覆おおわれているので口くち許もとしか見えない。その口には、相変わらずあだっぽい笑みが浮かんでいる。しかし同時に、これまではまったく存在しなかった緊きん張ちよう感かんが、ごくかすかにせよ滲にじみ出ているように思える。

　確かに、アルゴンの仲間であるらしいサーベラスを抜いても、戦況は三対一だ。普通なら張り詰めて当然の場面だが、三のうちのハルユキは残り体力一割。アッシュは行動不能で、これでは一対一とほとんど変わらない。

　そのうえ、アルゴンの体力ゲージはいまだ満タン、おまけに遥はるか格上のレベル８なのだ。いったい彼女は、レベル１のアクア・カレントの何を警戒しているのか。

　青梅街道を挟はさんでアルゴンとちょうど正対する位置のビル上に陣取るカレントは、流水装甲の下に表情を隠したまま、やはり静かな声で応じた。

「私も、こんな形で再会するとは思っていなかった、アレイ」

　口調や呼び方からすると、二人はかなり古い顔見知りのようだ。アルゴンはひょいと右肩だけをすくめ、訊きき返す。

「ふぅん？　じゃあ、どんな形を予想してたん？」

「もちろん、全ポイントを懸かけての……殺し合い」

　カレントは、その恐ろしいひと言を、気負う様子もなく発した。これにはアルゴンの反応も少しだけ遅れた。数秒黙だまり込んでから──ぷっ、と噴き出す。

「あは、あははは。相変わらず、まじめぇな顔しておもろいこと言うわぁ。ウチとサドンデス・デュエルやりたいなら、あんたまず脱出せなあかんやないの」

　一呼吸置き。

「帝城の、無限ＥＫから」

「…………!!」

　その言葉が耳に入った瞬しゆん間かん、ハルユキは鋭するどく息を吞のんでいた。

　帝城での無限ＥＫ。それはつまり、アクア・カレントは、無制限中立フィールドに於おいてはかつてのアーダー・メイデンと同様に、超級エネミー《四し神じん》の祭さい壇だんのいずれかで封印状態にあるという意味だ。

　だがそんなことは有り得ない！　無制限フィールドにダイブするための《アンリミテッド・バースト》コマンドは、レベル４にならねば使えないのだ。わずかレベル１でしかないカレントが、帝城に行けるはずがない。

　ハルユキは、固かた唾ずを吞んでアクア・カレントの答えを待った。

　だが流水アバターにはその会話を続ける気はないらしく、ぱしゃりと水音を鳴らして一歩前に出ると、右手を三十メートル離はなれたアルゴンに向けた。

「今日は、あなたからポイントを奪うだけで満足しておく。残り時間も少ないし、お喋しやべりはもう充分」

「やー、そんなつれないこと言わんといてぇな。せっかくこうして再会したんよ？　お互い、積もる話も……」

　両手を広げ、頭を左右に振ったアルゴンの帽ぼう子しが──いきなり光った。

　会話を続けると見せかけて、プレモーションなしにレーザーを発射したのだ。しかも、二門同時。紫色の超高熱線は、空気中の氷の粒を瞬時に溶かして白い軌跡を引きつつカレントに襲おそいかかった。

　ハルユキが、「ずるい！」と叫ぶひまもなかった。アルゴンのレーザー攻こう撃げきの恐ろしさは、発射から着弾までのタイムラグの少なさにある。帽子のレンズが発光した、次の瞬間にはもう数十メートル先の標的に達しているのだ。もちろん実際の《光速》ほどではないのだろうが、ほとんどそうとしか思えないスピードだ。ハルユキも、アッシュも、天才的格かく闘とうセンスを持つサーベラスでさえまったく回かい避ひできなかった。

　だからハルユキは、カレントの細い体が流水装甲ごと撃うち抜かれたと確信し、反射的に顔を背そむけかけた。──だが。

　逸そらす寸前の視線が捉とらえたのは、必殺のアルゴン・レーザーがカレントの体をかすめて通り過ぎ、ずっと後方の氷柱を穿うがつシーンだった。

　──あの超精密狙そ撃げきが、的を外した!?

　──いや、違う！

　アクア・カレントの全身を覆おおう流水装甲がかなり薄うすくなり、代わりに、体の前に何かが出現している。伸ばされた右手の先に浮かぶそれは、水でできた立方体だ。一辺五十センチはありそうな、巨大な水のキューブ。恐ろしく透明度が高いので、眼を凝こらさないとほとんど視認できない。

　恐らくアルゴン・アレイのレーザーは、あのキューブによって軌道を曲げられたのだ。すなわち、光の屈折現象。

　サーベラスのタングステン装甲をすら溶かすほどの高エネルギーレーザーが、単なる水を蒸発させられずに透過・屈折してしまった理由は解わからないが、ともあれあの技があれば、カレントはアルゴンの攻こう撃げきに対してほぼ完全な防御力を持っているに等しい。レベル１とレベル８のパワー差は圧倒的なはずだが、どんな攻撃も命中しなくては意味がない。

「……凄すごい……」

　ハルユキは銀面の下で無意識の囁ささやきを漏もらした。

　腕の中で気を失っているサーベラスも、レベル１としては破格の実力で数多あまたのミドルレベルを──そこにはもちろんハルユキも含まれる──圧倒したが、アクア・カレントの強さはもう一つ次元が違うと思わされる。その風格、佇たたずまいはもはやハイランカーの域だ。

　事実、先のアルゴンの口ぶりは、カレントと旧知の仲ででもあるかのようだった。それが有り得るとすれば、カレントは初心者ニユービーではなく古参のベテランで、にもかかわらずずっと昔からレベルをひとつも上げていない、という理由くらいしか考えられないが──。

「わぁー、健けな気げなもんやね、カレンちゃん。ウチと戦うために、そんな技まで身につけてくれるやなんて」

　再び、笑いを含んだ声に思考を中断させられ、ハルユキは瞬まばたきしてビル上のアルゴンを見上げた。

「確かにあんたの《理論純水》は、ウチのレーザーも素通りしてまうもんね。でもその技、見た目ほど簡単やないやろ？　レーザーの入射角をめっちゃ微妙に制御せなあかんのちゃう？　たとえば……これでどう？」

　びゅあっ！　と大気を震ふるわせ、青紫色の光条が伸びた。だが、その軌跡はこれまでのように極ごく細ぼその直線ではなく、扇形をしている。アルゴンが、レーザー発射時に、ほんの少しだが帽ぼう子しを横に振ったのだ。

　必殺のレーザーは、前回と同じく、水のキューブに触ふれた途と端たんかくんと曲がった。キューブを透過し、抜け出た時にはもう照準が二十センチ以上もずれていて、カレントの右側を空むなしく通り過ぎていく──はずが、今回は違った。

　アルゴンがレーザーを振ったせいで、キューブを通過した後も軌道がずれて、カレントの右腕をほんの少しだが掠かすめたのだ。

　今度こそ、しゅんっ！　という音が響ひびき、華きや奢しやな右腕から小さく白煙が上がった。同時にカレントの体力ゲージが、一割強も持っていかれた。

　触ふれるか触れないか程度のかすり傷であれほどゲージが減った理由は、レーザーの威力だけではない。いかにベテランの風格があろうとも、カレントの体力はあくまでレベル１相当の値でしかないのだろう。つまり、同じ攻こう撃げきをあと十、いや九回やられたら、ゲージは簡単に消し飛んでしまう。

　アクア・カレントはどう対応する気なのか、と考えてから、ハルユキはようやく気付いた。

　彼女の、水のキューブによるレーザー防御は確かに見事な技だが……そもそもあれだけでは絶対にアルゴンには勝てないのだ。ブレイン・バーストは対戦格かく闘とうゲームであり、防御しているだけで勝てる格ゲーは古来ひとつも存在しない。飛び道具や必殺技には削りダメージというものがあり、いかに完かん璧ぺきに見える防御でも、ゲージは少しずつだが減らされてしまうからだ。カレントが、それを知らないはずがない。

　ならば、彼女はどこに勝機を見み出いだすつもりなのか。

　──決まってる。それは、この僕だ！

　ハルユキは奥歯を嚙かみ締しめ、自分の愚おろかさを思い切り罵ば倒とうした。

　──バカバカ、僕のバカちん！　何をボーっと眺めていたんだ！　ほんとは、さっきカレンさんが最初のレーザーを屈折防御した瞬しゆん間かんに飛び出すべきだったんだ。アルゴン・アレイは色や攻撃方法からしても遠えん隔かく型がたで、密着してしまえばレーザー攻撃は封じられるはずだ。

　──すみませんカレンさん、もう一度だけチャンスを下さい！　次こそ、タッグパートナーらしく連携しますから！

　いつしか、自分までもがアクア・カレントを旧知であるかのように考えていることにも気付かず、ハルユキは意識を集中した。

　アルゴンのレーザーは、どうやら連射はできない。一回撃うてば、エネルギーチャージに最低三秒はかかるようだ。シルバー・クロウの突進力なら、それだけあれば路面からビル屋上まで飛ひ翔しようし、アルゴンに組み付ける。

　次の射撃を待つわずかな時間の中で、ハルユキは腕の中で行動停止状態に陥おちいっているウルフラム・サーベラスに意識を向けた。

　サーベラスとアルゴンの関係性はまだよく解わからないが、どうやらこの不思議なレベル１リンカーは、《分析者アナリスト》の強いコントロール下にあるようだ。そのアルゴンは《加速研究会》の幹部と目されるので、考えたくないことだが、加速世界に混こん沌とんをもたらそうと暗あん躍やくするあの組織とサーベラスは繫つながりがあるのかもしれない。

　そう、思い返せば、ハルユキはサーベラスが《人造メタルカラー》である可能性を、すでに黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コと話し合っているのだ。そして、人造メタルカラー計画の礎いしずえとなっている《心傷殻理論》を提唱した者こそが、アルゴン・アレイ……。

　──でも。

　──でも、サーベラス、君はさっき確かに言った。この世界に、戦いに勝つことより大切な何かがあるのなら、それを見たい、って。僕はあれこそが君の本当の気持ちだと信じる。いや、そうだって解わかるんだ。

　瞬しゆん時じの思考でそう語りかけると、ハルユキは意識をカチリと切り替えた。

　アルゴン・アレイを倒す。通常対戦で勝っても、アルゴンにとっては痛くもかゆくもない程度のポイントしか奪えないが、それでも意志を……あるいは意地を示すことはできる。

　両眼に力をこめて見上げた先で、アルゴンの帽ぼう子しに内蔵されたレンズが、レーザー発射の前兆となる刹せつ那なの微光を放った。

　その瞬間、ハルユキはサーベラスを雪原に残し、ありったけの力で地面を蹴けって離り陸りくした。左の翼つばさは、先刻アルゴンに撃うち抜かれて金属フィンに穴が開いているが、五階建て程度のビル屋上までならきっと飛べる。いや、飛ばなくてはならない。

　レーザーが、びゅかっ！　と唸うなりを上げてアクア・カレントへと伸びた。今度もアルゴンは発射時に微妙に頭を動かし、カレントの屈折防御に対抗する。先ほどと同じく、曲げきれなかった光条がカレントの体を掠かすめ、体力ゲージを更さらに一割奪う──。

　だがその時にはもう、ハルユキはアルゴンの立つ五階建てビルの四階あたりにまで迫っていた。このまま組み付き、グラウンド勝負に持ち込む。Ｆ型アバターに寝技勝負を仕掛けるのは気が引けるが、今はそんなことを言っている場合ではない。アクア・カレントが作ってくれた、最初で最後のチャンスなのだ。

「う、おおッ！」

　ハルユキが、短い雄お叫たけびを上げながら残る十メートルを突貫しようとした、その時。

　帽子のレンズに撃ち終わりの余光を残すアルゴンが、顔をハルユキへと向けた。ゴーグルの下の唇くちびるが──にっこりと笑った。

　いままでただのメガネとばかり思っていた大型ゴーグルのレンズが、眩まばゆい紫色に輝かがやいた。

　…………まさか。帽子だけじゃなくて。眼からも、レーザーが。

　ハルユキの脳内に閃ひらめいた予感を、強きよう烈れつな高周波の唸りとともに迸ほとばしった二条の輝き線せんが事実に変えた。回かい避ひ不可能。防御もまた不可能。




　────怖おそれるな！　弾はじけ!!




　親にしてレギオンマスターでもある人──黒クロ雪ユキ姫ヒメのその声が、現実のものであるはずはなかった。

　アルゴンの両眼から放たれたレーザーが、わずか十メートル足らずの距きよ離りを貫いてハルユキに届くまでの時間はコンマ一秒にも満たなかったし、黒雪姫は確かにこのフィールドに観戦者ギヤラリーとしてダイブしてはいるが、かなり離はなれた高こう円えん寺じルック商店街のどこかに残った彼女の声が届くわけもない。

　それでもなお、ハルユキは、頭いっぱいに響ひびいた声に従い、両りよう翼よくを広げて減速すると同時に両腕を体の前でクロスさせた。

　ほとんど同時に、幅数センチの平行線を描く二本のレーザーが、腕部装甲に着弾した。

　先刻、右肩を撃うたれた時は、レーザーはまがりなりにもメタルカラーであるシルバー・クロウの装甲を呆あつ気けなく貫き大ダメージを与えた。しかし今度は、ぐぐっという抵抗感とともに、超高熱のエネルギーは大きな球体となって腕アーマーの前に留とどまった。

　確かに両腕の装甲は、クロウの全身でヘルメットと並んで最も頑丈な部位だが、レーザーに抗あらがっているのは単なる防御力ではない。

　たった一日前に習得したばかりの、あらゆるレーザー系攻こう撃げきを防ぐ……いや曲げるアビリティ。その名も《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》。

　とても実戦で使える技ではないはずだった。何せ、発動に成功したのはわずか一回。しかも無我夢中だったので、自分がどう動き、どうレーザーを曲げたのかまるで憶おぼえていない。このバトルロイヤルが始まってからも、今の今まで、自分がそんなアビリティに開かい眼がんしたことを綺き麗れいに忘れていたくらいだ。

　しかし、これが、ハルユキに残された最後の切り札であるのは間違いなかった。

「く……うっ……」

　あらん限りの精神力を振り絞り、ハルユキは自分を焼き尽くさんとする超高エネルギーの塊かたまりに抗おうとした。

　──いや、違う。

　──抗っちゃだめなんだ。光を受け入れ、導き、解き放つ。拒絶、遮しや断だんするだけの物理的な壁ではなく、もう一つの世界へと繫つながる通路。それが、僕の辿たどり着いた《鏡の境地》。光に対する柔法──。

　恐怖を捨て、ハルユキは握り締しめていた拳こぶしをふわりと開いた。両腕の、鋭するどい指先から肘ひじまでを、二本の導光管とするイメージ。

　かしゃかしゃっ、と音を立て、腕部装甲が変形した。中央のラインから左右に開き、できた隙すき間まに細長いクリスタルパーツがせり上がる。球状に保持されていたレーザーのエネルギーは、左右二本のロッド型結晶に流れ込み、Ｘの形となって輝かがやく。

「…………せああッ！」

　叫び、ハルユキは両腕を鋭く左右に振り抜いた。

　クリスタルロッドから解き放たれたエネルギーは、後方の空へと飛び去り、垂れ込めた雪雲に二つの大穴を開けて消滅した。

　必殺のレーザーがノーダメージで弾はじかれるのを見たアルゴンの口くち許もとから、ついに笑みが消えた。早くもリチャージが終わったらしい帽ぼう子しのレンズが、再度輝き始める。

　ゴーグルと帽子から交互にレーザーを撃てるなら、発射ラグは一・五秒にまで縮まる理屈だ。レーザー攻こう撃げきに百パーセントの耐性を持つ光学誘導アビリティだが、そんな間かん隔かくで撃うちまくられたら全弾を防ぐことは難しい……。

　びきっ。

　という硬い音が響ひびいた。レーザーの発射音ではない。道路の反対側から飛来した氷の針が、アルゴンの帽ぼう子しの左レンズに深々と突き立った音だ。

「あたっ……！」

　分析者が、そんな声を漏もらして仰のけ反った。直後、帽子の内部でチャージ中だったエネルギーが暴発し、左レンズを粉々に吹き飛ばした。そこは強力な武器にして弱点でもあったようで、アルゴンの体力ゲージが二割以上も減った。

　今度こそ──ラストチャンス！

「…………ッ！」

　すかさずハルユキは、両りよう翼よくをありったけの力で震ふるわせた。シルバー・クロウの体が弾はじかれるように突進し、姿勢を崩したままのアルゴンに肉にく薄はくする。組み付いて動きを封じれば、それで勝敗は決するはずだ。

　残り五メートル……三メートル……伸ばした指先が、ついに《分析者》の薄うすい装甲に触ふれようとした、その刹せつ那な。

「《ラズル・ダズル》」

　アルゴンが、恐らく必殺技の名前であろうフレーズを囁ささやいた。

　帽子に残された一つと、ゴーグルの二つ、計三つのレンズが凄すさまじい光量で輝かがやいた。レーザーではない。ストロボのような純白の光を、広範囲に照射したのだ。

　ダメージ感はなかった。体力ゲージも残り一割のまま健在。しかし至近距きよ離りから強きよう烈れつな光を浴びせられたハルユキの視界は白一色に染まり、ゲージとタイムカウント表示がぼんやり見えるだけになってしまった。《ダズルｄａｚｚｌｅ》というのは確か《目くらまし》という意味の英単語だったはずなので、名前のとおり直接攻撃力を持たない眩げん惑わく技わざなのだろうが、視力を完全に奪うこの性能は、黄の王の必殺技《愚者の回転木馬シリー・ゴー・ラウンド》をすら上回りかねない。

「くっ……」

　ハルユキは反射的に顔を押さえたくなるのを堪こらえ、両手を大きく広げて、アルゴンを当てずっぽうで捕獲しようとした。

　だが、左手の指先がアルゴンの体のどこかを掠かすめただけで、そのまま顔からビル屋上の氷に突っ込んでしまう。

「ふふ、ぼんがウチを押し倒そうなんて百年早いで」

　そんな囁き声だけを残し、アルゴンの気配が消えた。幸い視界はすぐに回復し始めたので、ハルユキは上体を起こし、霞かすむ眼で懸けん命めいに周囲を見回したが、もう《分析者》の姿はどこにもない。再表示されたガイドカーソルは、眼下の青梅おうめ街道に横たわるウルフラム・サーベラスを指している。

　氷雪ステージは建物内進入不可なので、そう簡単に戦場から離り脱だつはできないはずなのに……と考えながら諦あきらめ悪くきょろきょろしていると、どこからともなく声だけが聞こえた。

「光線防御持ちが二人もおったら、いくらウチでもしんどいわぁ。今日のとこは、こんくらいにしとこか。どうせもうすぐタイムアップやしね」

　その言葉通り、残り時間はいつの間にか百秒を切っている。笑いを含んだ声が、急速に遠ざかりながら、冷たい微風に乗って届いた。

「ほな、また遊ぼな、クロウ。それと……カレンちゃんも」

　そして、視界右上に並ぶミニ体力ゲージのうち、アルゴン・アレイのものだけが音もなく消滅した。

　バトルロイヤル・モードでのポイント収支は、参加者のレベル、与ダメージと被ダメージの値、とどめボーナスなど幾いくつもの要素で複雑に計算される。

　今回の対戦に関して言えば、ハルユキはサーベラスにかなりのダメージを与えたが、アルゴンにも同じくらい喰くらってしまったのでプラマイゼロといったところだろう。アルゴンのほうも、ハルユキ、アッシュ、サーベラスのゲージを散々削ったものの、レベル１のアクア・カレントに痛つう撃げきされたので収支ゼロ。

　そのカレントはと言えば、アルゴンのレーザーに体力ゲージを二割削られはしたが、自分も氷の針でアルゴンのレンズを一つ破は壊かいして同量のダメージを与えたので、レベル差を考えればアルゴンからいくばくかのポイントを奪ったはずだ。つまり、最初の宣言を、見事に達成してみせたことになる。

　そんな計算を脳裏で巡らせながら、ハルユキはようやく完全回復した両眼で、アクア・カレントを探した。だが、ついさっきまで陣取っていたはずのビルの屋上にその姿はない。

　──まさか、アルゴン・アレイに続いてあの人まで消えてしまったのか。訊ききたいことが山ほどあるのに。いやその前に、助けてくれたお礼を言わなきゃならないのに。

　そう考えたハルユキが、屋上にひざまずいたまま、思わず「カレンさあああぁぁぁん！」と叫ぼうとした──その寸前、真後ろで声がした。

「ナイスファイト、なの」

「えっ」

　両りよう膝ひざを支点にぐるっと体を反転させると、目の前に立っていたのは、間違いなく特異な流水装甲アバターだった。さらさら流れる水の膜の奥で、青白いアイレンズが仄ほのかに光っている。

「あっ、あのっ、僕、ええと、そのっ」

　残り時間はあと八十秒と少し。咄とつ嗟さに何から口にするべきか決めかね、ハルユキは正座状態のままわたわた両腕を振ってから、心の赴おもむくままにまくし立てた。

「す、すみません！　せっかく助すけ太刀だちして頂いて、いい感じに追い込めそうだったのに、僕、眩げん惑わく技わざなんかにやられて……」

　いきなり謝罪から始めたハルユキに、カレントはかすかな笑みの気配を漏もらすと、ちゃぷんと水音を立ててかぶりを振った。

「いいえ、あなたは頑張ったの。目くらましと逃げ足はあいつらの得意技だから仕方ない。それに、あれ以上アレイ……いえ、《分析者》を追い込んでいたら、心意技で即死させられていたかもしれない。この状況なら、彼女はそれを躊躇ためらわないの」

「しっ……し、シンイ……」

　声の届く範囲には誰だれもいないにせよ、いきなり禁断のワードを聞かされ、ハルユキはぴんと背せ筋すじを伸ばしてしまった。その反応を見て、カレントはもう一度微笑ほほえみ、言った。

「それより、クロウ、あなたにはまだこの戦場でしなきゃならないことがあると思うの。アルゴン・アレイが、観察を中止して、自みずから乱入してまで妨ぼう害がいしたかったことが」

「え…………あ、あっ！」

　そう、カレントの言うとおりだ。突とつ如じよ現れたアルゴンのレーザーに翼つばさを撃うち抜かれ、制御を失って墜つい落らくする直前、ハルユキはとても大切なことを語ろうとしていたのだ。加速世界に突如出現した天才バーストリンカー、ウルフラム・サーベラスに向かって。

「そ、そうだ……すみません、お礼はあとでちゃんと言います！」

　叫び、カレントに一礼してから、ハルユキは転がるように走った。ビル屋上から躊躇いなく飛び降り、傷ついた翼で不安定に滑かつ空くう。青梅おうめ街道の真ん中に着地すると、そこに横たわったままのサーベラスを抱え上げる。

　まだ意識は戻っていないようだ。少し離はなれた所で、スタンから回復したアッシュ・ローラーがバイクの残ざん骸がいの前で「ノオォォ────ッ！　俺様のマッスイィィ──ンがぁ──ッ！」と絶叫しているところを見ると、恐らくサーベラスの失神は、単なる被ダメージによるものではない。

　前回の対戦で発生した《人格交替現象》の予兆の可能性が高いが、ヘルメットだけでなく、両肩のアーマーも沈ちん黙もくしたままだ。ハルユキは残り時間が四十秒しかないことを確認すると、意を決してサーベラスを揺り動かしながら呼びかけた。

「サーベラス……起きてくれ、サーベラス！」

　覚かく醒せいするのが左肩の《サーベラスⅡ》ならまだいいが、現状未確認の、右肩に宿る（と推測される）《サーベラスⅢ》──アルゴンが「ミーちゃん」と呼んだ人格が出てきてしまったら何が起きるか解わからない。だが、この機会を逃せば、次にいつサーベラスとコンタクトできるかもまるで不明。たとえできても、その時の彼が第一人格のサーベラスⅠであるという確証はないのだ。

「サーベラス…………!!」

　ハルユキの、懸けん命めいの呼びかけが届いたのかどうかは定かでないが──。

　ウルフラム・サーベラスの、狼おおかみのあぎとを模したバイザーの奥で、弱々しい光が明滅した。同時に、タングステン装甲に包まれた体がぴくりと震ふるえる。

「…………クロウ、さん…………」

　やがて発せられたその声は、間違いなくハルユキと三たび戦ったサーベラスⅠのものだった。安あん堵どのため息を押し戻し、ハルユキは続けて叫んだ。

「サーベラス、もう時間がない！　でも、僕はもっと君と話がしたいんだ！　頼たのむ、この対戦が終わったら、アルゴン・アレイの乱入を避さけるためにすぐにグローバル接続を切って、それで……」

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを振り切り、続くひと言を口にする。

「……現実世界のこの場所、ルック商店街の青梅おうめ街道側入り口まで来てくれ！　僕はそこで君を待ってる!!」

「………………」

　サーベラスは、すぐには答えようとしなかった。

　頷うなずくことも、その他のいかなる反応も表さず、ただじっとハルユキの顔を見ている。しかしハルユキは、小柄なメタルカラー・アバターの内側に、解放を求める強い感情のうねりが存在することをありありと感じた。

　視界上部では、タイムカウントが冷れい酷こくに時を刻んでいく。残り二十秒。十五秒。

　デジタル数字が最後の一ひと桁けたに突入すると同時に、ハルユキは沈ちん黙もくを続けるサーベラスに深く頷きかけ、顔を空に向けた。

　すると、視界に、予想もしなかった光景が飛び込んできた。

　青梅街道南側のビル屋上に立ち続ける、流水のデュエルアバター、アクア・カレント。

　そして北側の、もともとカレントが陣取っていたビル屋上には、いつの間にか漆しつ黒こくのシルエットが一つ、ひっそりと佇たたずんでいた。

　剣状の四し肢しに、睡すい蓮れんの花を模したスカート。細くなよやかなボディの上には、鋭えい利りな逆Ｖ字型のマスク。ハルユキの親であり、ネガ・ネビュラスのマスターでもある、黒の王ブラック・ロータスだ。

　シルバー・クロウを観戦登録していた彼女は、突発的バトルロイヤルの開始と同時にギャラリーとしてこの戦場に自動ダイブした。しかし、たとえ攻こう撃げきされる恐れのない観戦者であっても、事情が解わからないまま《王》が姿を晒さらすのはリスキーなので出現ポイントである商店街の北に残ったのだ。

　なのに、いくら残り数秒とはいえ、あんなに目立つ場所に現れたその理由は──。

　ハルユキが途と惑まどいつつ見上げる先で、黒クロ雪ユキ姫ヒメはすっと右腕を持ち上げた。ハルユキに向かってではない。《終決之剣ターミネート・ソード》の鋭するどい切っ先は、通りの反対側に立つ、アクア・カレントを指している。

　だが、その仕草に、いっさいの敵対的ニュアンスは存在しなかった。

　それどころか、対戦者と観戦者の接近制限十メートルを超えて近くまでいきたい……いや、直接触ふれ合いたいと求める、黒クロ雪ユキ姫ヒメの心の表れであるかのようだった。

　同じことを感じたのか、アクア・カレントもまた右手を上げ、水が細く流れ落ちる指先をブラック・ロータスへと向けた。

　その時、ステージの空を埋うめ尽くす陰いん鬱うつな雪雲にわずかな隙すき間まができ、細く差し込んだ夕日が、漆しつ黒こくと流水のデュエルアバターたちを同じオレンジ色に煌きらめかせた。

　一秒後、タイムカウントがゼロになり、目の前に【ＴＩＭＥ　ＵＰ!!】の文字列が静かに燃え上がった。










　　　２




　現実世界に復帰した瞬しゆん間かん、周りから商店街の喧けん噪そうが押し寄せてきて、ハルユキは思わず瞼まぶたを閉じた。

　高こう円えん寺じルック商店街は、梅うめ郷さと中にほど近い青梅おうめ街道の交差点から北に向かって高円寺駅近くまで伸びている、歴史あるショッピング街である。煉れん瓦がふうの透水タイルで舗ほ装そうされた道の両側には、生鮮食品や雑貨を扱う昔ながらの個人商店から、喫茶店やギャラリー、ハルユキもよく行くゲームショップなどがぎっしりと軒のきを連ね、夕方ともなれば平日でも買い物客で大いに賑にぎわう。

　すぐ近くにあった街灯兼ソーシャルカメラの支柱に背中を預け、手探りでニューロリンカーのグローバルネット接続を切る。ふう[image: ～][image: ～]と長く息を吐はいていると、誰だれかの手が頭に置かれた。続けて、耳みみ許もとで声。

「よく頑張ったな。レベル８の《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》相手に、見事な戦いだったぞ」

　ぱちっと見開いた眼の先にあったのは、もちろん梅郷中学校副生徒会長にしてハルユキの《親》である黒雪姫の美び貌ぼうだった。毎週末の領土戦でハルユキが健けん闘とうした時と同じ、優しくも誇ほこらしげな笑みを浮かべている──が、その奥にはもう一つ、他の感情が隠されているように感じられた。寂さびしさ……いや、二度と還かえらぬ何かに向ける切なさ、だろうか。

「…………先輩……」

　ハルユキは、頭に手を載せられたまま、黒クロ雪ユキ姫ヒメの瞳ひとみをじっと見つめた。

　脳裏には、長かったバトルロイヤルのラストシーンがまだ焼き付いている。幹線道の両側から手を差し伸べ合う、二人のバーストリンカー。片やレベル９の《王》、片やレベル１ということを考えれば、それほど深い交こう誼ぎがあったとは考えにくいのだが、あの光景はまるで生き別れた姉妹ででもあるかのようだった。

「……あの、先輩。さっきのバトルロイヤルに参加してた、アクア・カレントさんって……」

「…………ン……」

　ハルユキが小声で口にした名前を聞いた途と端たん、黒雪姫はそっと右手を下ろし、眼を伏せた。その表情を見ていると、誰だれなんですか、とストレートに訊たずねることがなぜか躊躇ためらわれる。

　頭の中で、「先輩はあの人を知ってるんですか」「僕も名前に聞き覚えはあるんですけど」「なんでレベル１なのにあんなに強いんですか」等々の質問事項をこねくり回し、最後に「どうして僕とサーベラスを助けてくれたんでしょう」と書かれたカードを思い浮かべた、その瞬しゆん間かん。

　ハルユキはようやく、自分が大切な約束をしていることを思い出した。

「あ……あっ、す、すみません！　僕、すぐに行かないと！」

　いきなり叫んだハルユキに、黒雪姫も驚おどろいたように顔を上げた。

「行くって……どこにだ？」

「そ、それが……僕、対戦の最後に、サーベラスに言ったんです。この商店街の入り口で待ってるから、来てくれって」

「な……いや、それは、しかし」

　危険だ、というひと言を黒雪姫が吞のみ込んだことは、ハルユキにも解わかった。

　親として、またレギオンマスターとして当然の判断だろう。ウルフラム・サーベラスとアルゴン・アレイにはただならぬ関係があることは確定的で、そしてアルゴンはあの恐るべき組織《加速研究会》の幹部だと疑われるのだ。この状況で、サーベラスにリアルを晒さらすのがどれほど危険か、それはハルユキも否定できない。

「……解ってます。でも」

　一度頷うなずき、次いで軽くかぶりを振って、ハルユキは続けた。

「でも、あいつ、僕に言ったんです。加速世界に、戦いに勝つことより大切なものがあるなら、それを見たい……って。最初は、勝ってポイントを稼かせぐことだけが存在意義だって言ってたのに……僕との対戦を通して、何かを感じてくれたんです。だから……だから、僕…………」

　相変わらず肝かん心じんなところで言語化能力を使い果たしてしまうハルユキだったが、それでも黒雪姫には最後まで伝わったようだった。軽く見開かれた漆しつ黒こくの瞳が、やがて春の夜空のように和やわらぐ。

「そうか。ならば、行こう」

「え……ま、まさか先輩もですか？」

「少し離はなれたところにいるから大だい丈じよう夫ぶさ。言い合っているヒマはないぞ」

　確かにそれはそうだ。もしサーベラスが意を決して待ち合わせ場所に来てくれても、ハルユキがいなくては話にならない……というか逆効果になりかねない。

「わ、解わかりました。じゃあ、すみませんが急ぎます！」

　大きく息を吸い込み、ハルユキは小走り少し手前の速度で、商店街を南へと戻り始めた。

　買い物をする主婦や、談笑しながら歩く学生たちの間をすり抜けつつ数分移動すると、行く手に大きなサインゲートが見えてくる。前世紀半ばから建っているという──もちろん改修は何度もされただろうが──そのクラシカルな金属製ゲートの下が、ピンポイントで《ルック商店街の青梅おうめ街道側入り口》ということになるはずだ。

　今のところ、それらしき少年の姿はない。対戦終了後、黒クロ雪ユキ姫ヒメと少し会話したとは言え、出現位置を考えればハルユキが先着するはずだ。あそこで待っていれば、たぶん……いやきっと来てくれる。そしたら、僕は今度こそ、あいつにちゃんと言うんだ。一いつ緒しよに……

「念のため言っておくが」

　ゲートに近づこうとするハルユキの肩を、後ろから伸びた手が押さえた。振り向くと、黒雪姫の顔には、何とも微妙な表情が浮かんでいる。

「は、はい？」

「その、一応、可能性は頭の隅に入れておけよ。サーベラスが……男ではなかった場合も」

「は……え、えええ!?」

「声が大きい！　……私もまずないとは思うが、キミの仇きゆう敵てきのアッシュ・ローラーという例もあることだしな」

　仇敵の、をやや強調しつつそう言うと、黒雪姫は手を離はなした。

　確かに、加速世界のアッシュは一人称《俺様》の、この上なく男性Ｍ型な世紀末ライダーだが、現実世界では日クサ下カ部ベ綸リンという名のたいへん素直で大人しい女の子なのだ。ハルユキの知る限り、彼女が唯一の性別逆転バーストリンカーだが、例外が一つでも存在するならそれが二つになる可能性は常に存在する。

「特殊性で言えば、サーベラスはアッシュさんとタメ張りますもんね……。解りました、気をつけておきます」

　と頷うなずいてはみたものの、もし本当に女の子だったら、初対面でまともに会話できるかどうかがかなり怪しくなる。ましてや近くから黒雪姫に見られているとなれば、全身硬直・大量発汗状態に陥おちいり、あ行の音しか出せなくなる可能性が高い。

　そんなハルユキの内心を見抜いているのかいないのか、黒雪姫は笑顔で「がんばれ」とだけ言い、一足先に商店街入り口へと向かうと、サインゲートのすぐ東にあるファーストフード店に入っていった。ガラス越しに監視……ではなく見守るつもりだろう。

　一人になったハルユキは、何度か深呼吸してから、意を決して歩き始めた。数十歩でゲートの真下に到着したので、ファーストフード店から遠い方の金属柱に背中を預ける。店内窓まど際ぎわのカウンター席に座っている黒クロ雪ユキ姫ヒメをちらりと確認してから、改めて周囲を見回す。

　時刻は午後六時十分。平日だが人通りはかなり多い。ハルユキの位置からは、東西に走る青梅おうめ街道の歩道と北に延びる商店街が両方見えるが、どちらも帰宅途中の学生や勤め人、買い物客がひっきりなしに行き交っている。しかし今のところ、立ち止まってこちらを見るそぶりをする人物はいない。

　ウルフラム・サーベラスは、先のバトルロイヤル対戦で、アッシュ・ローラーにやや遅れて北東方向から出現した。つまり、現実世界の彼（もしかすると彼女）もそちらから現れるはずだ。ハルユキの言葉に応こたえてくれたならば、だが。

　仮想デスクトップの時刻表示を一いち瞥べつすると、対戦終了から五分弱が経過している。来るなら、北か、あるいは東だ。ハルユキは軽く両りよう拳こぶしを握ったまま、交互に視線を動かす。だが、通行人と建物に遮さえぎられ、見通しが悪い。

　──通常対戦ステージでも、こんなに遠くまで見通せるんですね……。

　耳の奥に、そんな声がかすかに甦よみがえる。

　アルゴン・アレイが乱入してくる直前、シルバー・クロウによって空高く持ち上げられたサーベラスが発した言葉だ。地上での格かく闘とう戦せんを得意とする彼は、あの高さから対戦ステージを眺ちよう望ぼうしたことはなかったのだろう。

　もう一度。

　いや、もっともっと、何度だって彼に見せたい。《月光》ステージの、巨大な満月に照らされながらどこまでも続く純白の街並みを。《繁はん華か街がい》ステージの、地上に星ほし屑くずが溢あふれたようなイルミネーションの海を。《原始林》ステージの、遥はるか地平線まで連なる緑のジャングルを。《黄昏たそがれ》ステージの空を儚はかない茜あかね色いろに染める、永遠の夕焼けを──。

「……あの世界は、無限なんだ」

　戦場で口にした台詞せりふをもう一度小声で呟つぶやいてから、ハルユキは顔を青梅街道から商店街へと動かした。

　そして、見た。

　行き交う人波の向こう、二十メートルほども離はなれた路ろ傍ぼうに、いつの間にか小柄な人影がひっそりと立っているのを。
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　中学校の制服であろう白の開かい襟きんシャツに、細かいチェック柄の入ったグレーのスラックス。服装からすると男子だが、髪はやや長めだ。まだ精せい悍かんさよりも幼さが前に出ている顔立ちは、ハルユキより一つ下の一年生だろうか。

　何かに耐えるように、少し歪ゆがめられた表情も気になるが、何より印象的なのは彼の眼だった。商店街の雑ざつ踏とうを挟はさんでいても、互いの視線が真まっ直すぐぶつかっていることをありありと感じる。それほどに、少年の眼は強い光を宿している。

　普ふ段だんなら、見知らぬ人と予期せず眼が合うと反射的に顔を逸そらせてしまうハルユキだが、今だけはひたすらに少年の瞳ひとみを凝ぎよう視しし続けた。

　彼がウルフラム・サーベラスだということは、直感以外にももう一つ、右手に握り締しめられた灰色のニューロリンカーが裏付けている。当然、細い首にはいかなるデバイスも存在しない。ハルユキの、対戦終了間ま際ぎわの『グローバル接続を切断しろ』という指示を、ひと目で解わかる形で実行しているのだ。

　──僕は、ここにいる。

　──あと二十メートル、その足で歩いてきてくれ。そうしたら、まずは挨あい拶さつしよう。互いに名乗って、握手して……そこからもう一度始めよう。

　ハルユキは、心の裡うちで懸けん命めいに語りかけた。サーベラスがどんな組織に属し、いかなる秘密があろうとも、根本のところまで溯さかのぼれば、二人とも同じ《ブレイン・バースト》という対戦格かく闘とうゲームのプレイヤーだ。拠よって立つその基き盤ばんさえ共有できれば、いつか必ず解り合える。友達になれる。

　──僕は、君と、友達になりたいんだ、サーベラス!!

　その無音の叫びを感じ取ってか、少年はひときわ強く表情を歪ゆがませた。眉まゆがぎゅっと寄せられ、引き結ばれた口くち許もとが震ふるえる。右足が少し持ち上げられ、また戻る。

　数秒間の葛かつ藤とうを見せてから、少年は徐々に肩の力を抜き、かすかな微笑ほほえみを浮かべた。

　全身を真まっ直すぐに伸ばし、両手を横に揃そろえて、ゆっくりと頭を下げ──。

　体を起こすと振り向いて、商店街を北へと走り出した。小さな背中はあっという間に人混みに紛まぎれ、ハルユキの視界から消える。

「あっ…………」

　ハルユキは短く声を漏もらし、反射的に少年を追いかけようとした。だが、二歩前に出たところで踏ふみ留とどまる。

　焦あせってはいけない。サーベラスは、ハルユキの呼びかけに応こたえて待ち合わせ場所のすぐ近くまできて、現実世界で顔を見せてくれた。バーストリンカーにとって、リアルの姿を晒さらすことはとても重い意味を持つ。だから、次の機会には、彼は今日より近づいてくれるはずだ。

　そう、きっとすぐに…………

「きっと、すぐにまた会えるさ」

　そんな声が後ろで聞こえ、ハルユキは振り向いた。するとそこには、テイクアウト用のドリンクカップを片手に持った黒クロ雪ユキ姫ヒメの姿があった。微笑を浮かべながら一度頷うなずき、カップを差し出してくる。

　途と端たん、喉のどがからからに渇いていることが自覚され、ハルユキは「ありがとうございます」と頭を下げてから受け取った。ストローに口をつけ、冷たいウーロン茶を一気に半分飲み干す。ふうっと息をつき、黒雪姫の顔を見ながら、改めて答える。

「……そうですよね。僕、また中なか野のに行きます。それで、何度でも、あいつと対戦します」

「ン、それがいい」

　黒雪姫は笑顔で頷き、ハルユキの背中をぽんと叩たたいた。

　そのアクションで、ようやく思い出す。この場所に移動する直前、ハルユキは黒雪姫にある質問をしたのだが、その答えをまだ聞いていない。

「あの、さっきはすみませんでした、お話を中断させちゃって」

　謝罪してから、改めて訊たずねる。

「えっと……バトルロイヤルで僕を助けてくれたアクア・カレントさんて、もしかしたら、先輩のお知り合い……なんですか？」

　ハルユキの問いに、黒雪姫は一いつ瞬しゆんいぶかしそうな顔をしたが、すぐにこくんと頷いた。

「ああ……そうだ。カレントは、私の古い……そしてとても大切な、仲間だったんだ」

「…………そう……ですか。だったら、もっと話したいこととか、たくさんあったんじゃ……」

　言ってから、ハルユキはふと思いつき、早口で続けた。

「そ、そうだ。もしかしたら、カレントさんはまだこの戦域エリアのマッチングリストにいるかもしれません。先輩から対戦を申し込めば、もう一度会えるんじゃないんですか？」

「…………ン……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは俯うつむき、すうっと空気を吸い込んだものの、対戦を開始するための《バースト・リンク》コマンドを発することなく、長い吐と息いきへと変えた。

「…………いや、いつかまた会う機会もあるさ……」

　そう呟つぶやいた黒雪姫の顔は、微笑の奥にいくつもの感情を内包しているように思えて、ハルユキはただ頷うなずくことしかできなかった。

　商店街の人通りがいっとき途絶え、青梅おうめ街道の車列も赤信号で停止した。生まれた静けさの中で、ハルユキは自分の感かん慨がいも込めたひと言を口にした。

「そうですね。また……いつか」

　その言葉に答えたのは──。

　黒雪姫ではなく、いつのまにか彼女の後ろを取っていた何者かだった。

「ごめんなさい。その《いつか》は、今なの」

　約二秒の硬直状態を経て、黒雪姫がしゅばっと振り向き、ハルユキがずざっと右斜め前に飛び出した。

　おそらく女性であろう人が、そこに立っていた。同年代か少しだけ上だと思われるが制服は着ていない。下が膝ひざ丈たけのスリムジーンズにスニーカー、上は七分袖そでのサマーニット。首のニューロリンカーは、白の半透明外装。

　髪は軽めの内巻きボブで、すっきり涼しげな顔立ちに、赤いフレームの眼鏡がアクセントになっている。まったくの無表情だが、透明感のある瞳ひとみだけが、水面のように光をたゆたわせる。揺れる心を映す小窓のように。

「だ……」

　誰だれなんですかあなたは、と問い質ただすべく開きかけた口を、ハルユキはぴたりと停止させた。

　どこかで、この人と会っている。対戦中にも感じた、そんな記き憶おくの残ざん影えいのようなものが、またしても頭の深いところを過よぎったのだ。

　思い出したいのにどうしても思い出せないもどかしさに唇くちびるを嚙かむハルユキと、隣となりで声もなく立ち尽くす黒雪姫を順に見て、眼鏡の女性はごくかすかに微笑ほほえんだ。軽く会え釈しやくしてから、ハルユキに向かって、少しハスキーな囁ささやき声を発する。

「お久しぶりなの、シルバー・クロウ」

「あ、ええと、ども……」

　反射的に頭を下げかけて、再びフリーズ。りりりリアル割れ!?　と仰のけ反るが、そんなハルユキを右手で制止し、女性は斜め掛けにしたショルダーバッグから小さな板状のものを取り出した。

　見れば、少々時代遅れの感がある薄うす型がたタブレット端たん末まつだ。タッチパネルに指を走らせると裏返してハルユキに示す。７インチほどの画面に表示されているのは、写真だ。人間の、胸から上を撮影している。まん丸い顔にぼさぼさヘア、まん丸い両眼をきょとんと見開く、なかなかに間の抜けた顔の少年は──どこからどう見ても、ハルユキ自身だった。

　それだけではない。写真の下部にはくっきりと【Ｓｉｌｖｅｒ　Ｃｒｏｗ】の文字、しかも２０４６／11／９と日付まで入っているではないか。

「な……ななっ……」

　どどどうしてこんな写真が!?　と再度仰のけ反るハルユキに向かって、女性は言った。

「……というわけだから、今いま更さらリアル割れを気にしなくていいの」

　──と言われても、そうですねと納得できるはずもない。ハルユキが硬直したまま画面内の自分とにらめっこを続けていると、ここでようやく黒クロ雪ユキ姫ヒメが、密ひそやかな声を発した。

「…………カレン、なのか……？」

　すると。

　タブレット端たん末まつをバッグに戻した女性は、赤い眼鏡のブリッジを指先で持ち上げ、初めて正面から黒雪姫を見た。二、三度瞬まばたきしてから眩まぶしそうに眼を細め、軽く、しかし確かに頷うなずく。

「リアルでは、はじめまして。そして……久しぶり、ロータス。あなたと話すのは、二年と半年ぶり……なの」

　その返答は、二つの意味を持っていた。

　まず、眼前のこの女性が、先刻のバトルロイヤルでハルユキを助けてくれた流水装甲を持つレベル１、アクア・カレントであるということ。次に、彼女はやはり、黒雪姫……いや黒の王ブラック・ロータスと浅からぬ因いん縁ねんがあるということ──。

　いや、それだけではない。カレントは、ハルユキとも何らかの関かかわりを持っているはずだ。そうでなければリアルの、しかも半年以上も前の写真を持っているはずがないし、アルゴン・アレイの攻こう撃げきからハルユキを助けてくれたことも説明がつかない。

　でも、どうして、《何らか》の中身が思い出せないのか。

　最大級の歯は痒がゆさに襲おそわれ、ハルユキは思わず右手でごちんと自分の頭を叩たたいた。続けてもう一度叩こうとしたが、カレントが素早く手を伸ばして妨さまたげた。

「ごめんなさい。思い出せないのは、私のせいなの」

「……え……それって、どういう……」

　啞あ然ぜんとするハルユキに向かって、カレントはにわかに信じがたい言葉を口にした。

「あなたの記憶を復活させてから、全部説明するの。でも、そのためにはどこか落ち着ける、安全な場所が必要。心あたり、ある？」

　とりあえず疑問を棚上げし、ハルユキは黒雪姫と顔を見合わせてから、カレントに向かってこっくり頷いた。

「ええと……少し歩いてもいいなら……」
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　レギオン《ネガ・ネビュラス》の作戦会議室兼前線基地。

　すなわち、高こう円えん寺じ駅の北に建つ複合高層マンションＢ棟二十三階の有アリ田タ家リビングルームに、ハルユキ、黒クロ雪ユキ姫ヒメ、そしてアクア・カレントのリアルであるらしい眼鏡の女性が到着した時、時刻は午後六時四十五分となっていた。

　時代に逆行する高燃費体質を誇ほこるハルユキとしては、そろそろ空腹メーターがレッドゾーンに差し掛かる頃ころ合あいだ。しかし、山ほど積み重なった疑問と謎なぞがせめて半分解消されるまでは、ご飯を食べても味が解わかるまい。

　というわけで、ソファセットに二人を案内してから、ハルユキはキッチンで三つのグラスに冷茶を注ぎ、ささやかなエネルギー源として木皿に梅のり巻あられを盛った。お盆を捧ささげ持ってソファのところに戻ろうとして、少し手前で立ち止まる。

　向かい合わせに座る黒雪姫とアクア・カレントの様子に、なぜかはっと胸を衝つかれたのだ。無言で見つめ合う二人は、互いに相手を深く求めつつも、同時に自分を遠ざけようとしているかのように思える。その雰ふん囲い気きは、再会してすぐの頃の黒雪姫と、倉クラ崎サキ楓フウ子コ──スカイ・レイカーを強く思い起こさせる。

「……お待たせしました」

　ハルユキはそう声をかけ、ガラステーブルにお盆を置くと、二人の前に冷えた緑茶のグラスを並べた。部屋が薄うす暗ぐらいので照明の光量を上げようとしたが、思い直して南のカーテンを全開する。東に去りつつある雨雲を、夕陽が金色に染め上げる光景が窓いっぱいに広がり、否いや応おうなく《氷雪》ステージでの激げき闘とうのラストシーンを想起させる。

「…………もうすぐ、梅つ雨ゆ明あけだな」

　黒雪姫の呟つぶやきに、ハルユキは頷うなずいた。

「最新の予測だと、七月五日でしたね」

「あと一週間か。それまでに、色々解決したいものだな……。──ありがとう、頂きます」

　黒雪姫がグラスを手に取ると、向かいの少女も「頂きます」と言ってお茶に口をつけた。ハルユキも下座に腰を下ろして一口飲み、三人揃そろってひと息ついたところで、右側に座るカレントが何気ない口調で言った。

「じゃあ、始めるの」

　傍かたわらのバッグから取り出されたのは、丸いコードリールつきの携行用ＸＳＢケーブルだった。プラグの片方を引き出し、それをハルユキに差し出す。

「え……あの、ええと」

「直結がいちばん簡単なの。早く」

　やむなくプラグを受け取ってから、ちらりと左側を見ると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは軽く苦笑して言った。

「必要ならばやむを得まい。行ってらっしゃい」

「は、はい、行ってきます」

　ハルユキがニューロリンカーの直結端たん子しにプラグを挿さすと、すでにもう一方を接続していたカレントがすかさず言った。

「バースト・リンク」




　体感時間で約十秒──つまり現実では〇・一秒にも満たない《加速》だった。戻った瞬しゆん間かん、黒雪姫が呆あきれたように「早いお帰りだな」と呟つぶやいたほどだ。

　何せ、直結対戦フィールド内で行われたことと言えば、最短距きよ離りに出現したアクア・カレントがすたすたクロウに歩み寄ってきて、水に包まれた両手でヘルメットを包んで、額をぴたっと押しつけて、ひと言囁ささやいただけなのだ。《メモリ・フリー》、と。

　加速終了しても、正直、何が変わったとも思えない。カレントは回収したＸＳＢケーブルを巻き取ってバッグに片付けてしまったので、成されるべきことは成された──のだろうが、しかし……。

　さらさら、さら。

　水が流れる音が聞こえ、ハルユキはキッチンの蛇じや口ぐちを閉め忘れたかなと振り向いた。しかし考えてみれば、もしそうならとうに警告が表示されているはずだし、聞こえているのはシンクに水流がぶつかる荒々しいノイズではなく、深山のせせらぎを思わせる軽やかな水音だ。耳を澄すませると、音源は外部ではなく自分の内側にあるように思えてくる。透き通った冷水が、頭の中を洗い流し、せき止められた回路を甦よみがえらせていく…………。

「………………え、あれ」

　ハルユキはぽかんと口を開け、右側に座る眼鏡の（おそらく）女性をまじまじと眺めた。

「……アクア・カレントさん……って、あのアクア・カレントさん……ですよね？　レイカーさんやメイデンさんと同じ……第一期ネガ・ネビュラスの幹部、《四元素エレメンツ》のお一人の……」

　こんな大事なことを、なぜ今まで忘れていたのか。アクア・カレントの名前は、ほんの九日前に行われた、《アーダー・メイデン救出作戦》のおりに聞いたばかりではないか。しかも、同じこの有アリ田タ家リビングルームで。

　二年半前、現在の六大レギオンに伍ごする勢力だったネガ・ネビュラスは、無制限フィールドの中央に存在する《帝城》攻略に挑いどみ、しかし四方門を守護する超級エネミー《四し神じん》に蹴け散ちらされて崩ほう壊かいした。その際、西門の守しゆ護ご獣じゆうビャッコと戦った頭首ブラック・ロータスと《風》のスカイ・レイカーは辛からくも離り脱だつできたものの、それ以外の門を攻めた三人の幹部は、全員が《無限ＥＫ》に陥おちいってしまった。

　南門・スザクの祭さい壇だんでは、四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイこと《火》のアーダー・メイデンが。

　北門・ゲンブの祭さい壇だんでは、《地》のグラファイト・エッジが。

　そして、東門・セイリュウの祭壇では、《水》のアクア・カレントが──。

　確かにあの時は、最優先目標であるメイデン救出作戦で頭がいっぱいだったが、それにしても四元素エレメンツの名前をこうも簡単に忘れてしまうとは情けない。ハルユキは両手で記き憶おく保存容量少なめな頭を抱え、「ううう」と呻うめいた。

　しかし、何たることか、それで終わりではなかった。

　頭の奥で更さらにもう一つ回路が開き、新たな、そして大量の記憶がどっと意識に流れ込んできたのだ。

　アクア・カレント。その二つ名──《唯一の一ザ・ワン》

　そう呼ばれている理由は、彼女があまりにも特殊なレベル１バーストリンカーだから。普通、レベル１の新米ニユービーは自分のポイント収支だけで頭がいっぱいになってしまうものなのに、カレントはポイントが危うくなった新米リンカーの護衛を請け負う《用心棒バウンサー》として名を馳はせているのだ。

　具体的には、レベル２までのバーストリンカーの依い頼らいを受けて、ポイント残高が50に回復するまでタッグを組んで戦ってくれる。護衛の報ほう酬しゆうは、ポイントではなく、《リアルを晒さらすこと》。待ち合わせ場所の喫茶店等に赴おもむき、指定された席に置いてあるタブレット端たん末まつにアバターネームを入力すると、カメラアプリで顔の写真を撮られる。その写真は、付近に身を隠しているカレントの端末に無線転送される。

　ハルユキが、なぜそんな具体的な手順まで知っているかというと──。

　かつて自分自身がアクア・カレントの依頼人となったからだ。去年の秋、まだまだひよっこだった頃ころ、バーストポイントがようやく３００を超えた嬉うれしさで舞い上がって、安全マージンのことなどすっぱり忘れてレベルを２に上げてしまったのだ。

　結果、保有ポイントはたった８にまで落ち込み、あとたった一敗でブレイン・バースト強制アンインストールという絶体絶命の危地に立たされた。そのピンチを救ってくれたのが、誰だれあろう《唯一の一ザ・ワン》アクア・カレントだ。神じん保ぼう町ちようエリアで、レベル３や４のタッグを相手に連戦連勝し、ハルユキのポイントを70台にまで引き上げてくれた。彼女が護衛してくれなければ、ハルユキはとっくにブレイン・バーストを失っていたかもしれない、いや、その可能性はかなり高い。

「…………カレンさん」

　ハルユキは顔を上げると、これまでとはまったく違う思いを込めてその名を呼んだ。無言で仄ほのかに微笑ほほえむ女性の、揺れる水面を思わせる瞳ひとみをじっと見詰め、もう一度呼ぶ。

「カレンさん…………僕……僕、ずっと、あなたに…………会いたかった」

　夢中でそう言った途端、左側からある種の心意的波動がメラッと放たれるが、それに気付くこともなく続ける。

「会って、お礼が言いたかったんです。あなたがいてくれたから……助けてくれたから、僕、こうして……」

　それ以上はもう言葉にならず、代わりに両眼に熱く滲にじむものがあった。

　アクア・カレントは、そんなハルユキに向かってゆっくりと頷うなずきかけると、穏おだやかな声こわ音ねで答えた。

「私も、もう一度あなたに会いたかったの。会って、たくさん話を聞きたかった」
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　メラメラッ。とオーラの第二波が訪れ、ハルユキはようやく視線をその発生源へと向けた。途と端たん、びくーんと体を竦すくませる。にこやかな笑みを保つ黒クロ雪ユキ姫ヒメの背後に、攻こう撃げき威力強化系の過剰光オーバーレイを幻視したからだ。

「ハルユキ君？」

「は、はひっ」

「盛り上がっているところすまないが、説明してくれるかな？　私にはさっぱり話が見えないのだが」

「は、は、はひ！」

　こくこく頷き、ハルユキは無我夢中でアクア・カレントと出会った経緯を説明した。時折頷きながら、静かに聞いていた黒雪姫は、ハルユキが「……というわけなんです」と締しめくくったその瞬しゆん間かん──。

「…………バカモノ!!」

　と、久々の大だい喝かつを炸さく裂れつさせた。ソファから身を乗り出し、ハルユキの左ひだり頰ほおをむぎ～と摘つまんで、尚もまくし立てる。

「レベル２に到達した時点でニアデス状態になっていた、だと!?　……いや、安全マージンを取らずにレベルアップしたことはいまさら責めん、私の指導不足が原因だからな。だが、なぜすぐ私に教えなかった！　言ってくれれば、ポイントなど幾いくらでも分けてやったものを！」

「で、でも、先輩はあの頃ころ高度治療室ＨＣＵで面会謝絶で」

「デモも製品版もない！　直結は無理でも、院内ネット経由で対戦はできただろう!?」

「で、でも、先輩もあの頃はポイントの残高が」

「そんなもの、エネミー狩りで幾らでも稼かせいできたさ！」

　……くすくす。

　不意に控えめな笑い声が響ひびき、黒クロ雪ユキ姫ヒメとハルユキは同時に顔を動かした。

　すると、これまでほぼ無表情を保ち続けていたアクア・カレントが、口くち許もとに手をあてて小刻みに肩を揺らしていた。

　その様子を見ても、ハルユキは「カレンさんも笑う時は笑うんだな」と思っただけだったが、黒雪姫のほうはハルユキの頰を摘んだまま、両眼をいっぱいに見開いた。何度か瞬まばたきしてから、それまでとは打って変わった囁ささやき声を漏もらす。

「……カレン。お前がそんなふうに笑うところを、初めて見た。……いや、リアルでは初対面なのだから、当たり前かもしれないが……」

　アクア・カレントは、尚も忍び笑いを続けていたが、やがて咳せき払ばらいすると言った。

「ごめんなさい。可笑おかしくて笑ったのではないの。なんだか、嬉うれしくて……だって、ロータスが、昔みたいに……私やメイデンが見ている前で、レイカーやグラフと言い合いをしていた、あの頃みたいに…………」

　赤いフレームの眼鏡に触ふれながらいっとき瞼まぶたを閉じ、すぐに顔を上げると、表情を改めて背中をぴんと伸ばす。ジーンズの両りよう膝ひざに両手を重ねて、透明な視線でハルユキと黒雪姫を見詰め──。

「改めて、自己紹介するの。私はアクア・カレント。リアルネームは氷ヒ見ミあきら」

　少し間を置いてから、中性的な雰ふん囲い気きに似つかわしいあきらという名前の女性は、主に黒雪姫に向かってぺこりと頭を下げた。

「ロータス。シルバー・クロウが私との関かかわりをいままであなたに黙だまっていたのは、仕方がないことなの。なぜなら、該当する彼の記き憶おくを、私が封印していたのだから」




　五分後。

　ハルユキと黒雪姫の自己紹介も終わり、互いのリアルでの呼び方も仮決定したところで、ハルユキは改めてあきらに確認した。

「ええと、じゃあ、あきらさんは八ヶ月前に僕の記き憶おくを心意技《記憶滴下メモリ・リーク》で封印して、それをさっきの直結対戦で使った《記憶解放メモリ・フリー》で解除した……わけですよね？」

「そのとおりなの」

「で、でも、なんでそんなことを……？」

「理由の半分は解わかりきっているの。ハル君に私の素顔を見られてしまったから」

「ほう？　キミはどうやってあきらのリアルを割ったんだ、ハルユキ君？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが軽い驚おどろき顔でそう訊たずねるので、ハルユキは後頭部を搔かきながら言った。

「いえ、意図的に割り出したわけじゃなくて、いつものドジで……指定場所の喫茶店で、トイレに行こうとしてつまずいて、偶然近くにいたあきらさんと……」

　ぶつかって、押し倒して、その際彼女の身体からだに不適切な接触をしてしまった記憶がようやく甦よみがえり、ハルユキはぱくっと口を閉じた。硬直しながら視線を動かすと、当のあきらは素知らぬ顔で梅のり巻あられを摘つまんでいるので、詳細を省いて説明する。

「……あきらさんのバッグを落としちゃって、そしたらさっきのタブレット端たん末まつが出てきて、そこに僕の写真が……」

　それを聞いた黒雪姫は、少々疑わしい顔をしながらも頷うなずいた。

「なるほどな。さすがのアクア・カレントも、ハルユキ君のオッチョコチョイパワーにはしてやられたか」

「い、いやあ、それほどでも」

「褒ほめてはいないがな。……それで、あきら、もう一つの理由とは？」

　視線を向けられると、あきらは指先に挟はさんだ梅あられをぴっとハルユキに向けた。

「それも、当時ハル君に説明しているの」

「そ、そうでしたっけ……ええと……」

　復活したばかりの記憶を高速再生し、ようやく該当シーンに辿たどり着く。ハルユキに心意技を使う寸前、彼女は確かに言っていた。

「……僕とあきらさんが出会う……つまり、復活したばかりのネガ・ネビュラスに《四元素エレメンツ》であるカレンさんが関かかわるには、まだ早すぎるから……ですっけ」

「そう。再合流する最初の一人はスカイ・レイカーであるべきだと思ったし、何より私とメイデン、そしてグラフは……」

「《無限ＥＫ》状態だから……か」

　黒雪姫が、痛みに耐えるような顔で言うと、あきらは眼を伏せながらそっと頷いた。

　しばし沈ちん黙もくする二人を交互に見やっているうちに、ハルユキはあることに気付き──いや思い出し、鋭するどく息を吸い込んだ。

　先のバトルロイヤルの最中にも感じたことだが、今までのやりとりには、一つの巨大な矛む盾じゆんが内包されているのだ。

　あきらのデュエルアバター、アクア・カレントは、無制限中立フィールドに於おいては帝城の東門に封印されている。

　その状態のまま、あきらは通常対戦フィールドに於いて、レベル１の用心棒《唯一の一ザ・ワン》として活動している。

　しかし──。

「……で、でも、あの、無制限フィールドって、レベル４からじゃないと入れないんじゃ」

　思考の結末部分をつい口に出してしまったハルユキに、二人の視線が向けられた。揃そろって何度か瞬まばたきしてから、まずあきらが眼鏡のブリッジに触ふれつつ口を開く。

「当然の疑問なの。むしろ、ハル君がいつそれを言い出すかと思っていたの」

　続いて黒クロ雪ユキ姫ヒメが、眉まゆ根ねを寄せたまま小さく頷うなずいた。

「その問いに対する答えはシンプルだ。かつてのネガ・ネビュラスが帝城攻略に挑いどみ破れた時、カレンはレベル７だった」

「な……ナナ!?　今のメイデンさんと同じじゃないですか！　そ、それが、どうしてレベル１に……」

　仰ぎよう天てんのあまり口と眼をいっぱいに見開いたその時、脳裏に遠く甦よみがえる声があった。草原を渡るそよ風のように爽さわやかで、磨みがき上げられた刃のように凜り々りしいその声は──帝城の内部で出会った不思議な若武者アバターのものだ。最初は《トリリード・テトラオキサイド》と名乗り、別れ際ぎわに《アズール・エアー》なる本名を明かした、大切な友達。

　ハルユキと謡ウタイの脱出経路を検討していた時、彼は確かに言った。東門はおすすめしません、なぜならそこを守護する超級エネミー、《四し神じんセイリュウ》は恐るべき特殊能力を持っているから、と。

「……レベル……吸収ドレイン……」

　ハルユキが呟つぶやくと、黒雪姫は軽く眉を持ち上げてから頷いた。

「……知っていたか。その通りだ……カレンは、指揮していた東門攻略部隊全員を撤てつ退たいさせるため、ひとりセイリュウの祭さい壇だんに踏ふみ留とどまって勇戦し……幾いく度ども敵の特殊攻こう撃げきを受け、その結果……」

「レベルが、一気に下がってしまったの」

　バーストリンカーとして、およそ考えられる限り最大のダメージであろう──もちろんポイント全損を除けば、だが──事柄を、あきらはさらりと口にした。指先に摘つまんだままだった梅あられを小さく齧かじり、冷茶を一口含むと、両眼を見開くハルユキと張り詰めた表情の黒雪姫に向けて仄ほのかに微笑ほほえむ。

「でもそのことで、メイデンやグラフ、レイカー、そしてロータスよりも深い傷を受けたなんて、私は思ってないの。四神の強さ、恐ろしさに差はない……私が無痛のドレイン攻撃を受けている時、メイデンはスザクの火炎に焼かれていたし、グラフはゲンブの超質量に押し潰つぶされ、レイカーとロータスはビャッコの爪つめと牙きばに切り裂さかれていた。純じゆん粋すいに苦痛の大きさを比べれば、みんな私以上だったはずなの」

「……しかし、カレン。仮想世界の痛みは戦いが終われば消えるが……お前の受けたダメージは……」

「もちろん、レベルが下がった直後はちょっと……ちょっとの少し上くらいはショックだったけど、でも、悪いことばかりじゃなかったの。用心棒バウンサーとして、ハル君みたいな困ってる子をたくさん助けることができたのも、そのお陰……だからそんな顔をしなくていいの、ロータス」

　あきらは、抑揚こそ薄うすいが、たっぷりと気持ちがこもった声でそう言うと、少し間を置いてから再び話し始めた。

「……ただ、レベルドレインのことはさておいても、守護エリアに深く踏ふみ込めばほぼ確実に《無限ＥＫ》状態になってしまうのはセイリュウも他の四し神じんと同じだから……私は、ネガ・ネビュラスが再結成されたと知っても、今までコンタクトする決心がつかなかったの。戻りたい気持ちはもちろんあった……本当は、戻りたくてたまらなかった。でも、もし私がレギオンに再加入すれば、ロータス、あなたは……」

　そこで口をつぐみ、俯うつむいたあきらに代わって、黒クロ雪ユキ姫ヒメがゆっくり頷うなずきながら囁ささやいた。

「二週間前、再会したばかりのメイデンも、まったく同じことを言ったよ。もし再加入すれば、新生ネガ・ネビュラスは……いや、マスターである私は、帝城で封印中のメイデンを救出するため再び四神に挑いどむだろう。その結果、新たな封印者を出してしまうかもしれない。それが怖かった、とな」

「怖くて当たり前なの。せっかくロータス……サッチが再起して、杉すぎ並なみに黒の旗が立ったのに、またあの悲劇を繰くり返したくはないの」

　あきらが黒雪姫に対して用いた《サッチ》なる呼称は、倉クラ崎サキ楓フウ子コが《サッちゃん》、四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイが《サッちん》と呼んでいると聞き、それを短縮した結果だ。シンプルな口調といい、実はパドさんほどではないにせよセッカチ星人らしい眼鏡の女性は、黒雪姫が何かを言う前に再度口を開いた。

「でも、サッチやハル君は、見事にメイデンをスザクの祭さい壇だんから助け出した。風の噂うわさにそれを聞いた時は、凄すごく嬉うれしかった。私が二人に再会して、封印したハル君の記き憶おくを解放できる日もきっとくるって、そう思い続けていたの……」

「……それが、今日だった……というわけか」

　黒雪姫が微笑ほほえみながらそう相づちを打つと、あきらは一度頷きはしたが、すぐに軽くかぶりを振った。

「本当は、もう少しだけ待つつもりだった。でも、のんびりしていられない事情ができたの」

　眼鏡の奥で、セピアがかった色の瞳ひとみが鋭するどい光を帯びる。

「……知ってのとおり、二年と半年前に旧ネガ・ネビュラスが消滅してから、私は《用心棒バウンサー》として低レベルリンカーの護衛を続けてきた。理由は幾いくつかあるけど、その一つは情報収集。私が助けたバーストリンカーたちは、ミドルゾーンに到達してからも、加速世界で知り得た重要情報を私に伝えてくれている……もちろん、所属レギオンの活動を阻そ害がいしない範囲で、だけれど」

　その言葉に、ハルユキは大いに納得しつつ頷うなずいた。仮に記き憶おくを消去、いや封印されなければ、ハルユキも受けた恩義を少しでも返すべく、アクア・カレントと連絡を取り続けていたに違いない。

　あきらも軽く頷くと、冷静ながらもどこか張り詰めた声で続けた。

「だから、私は新生ネガ・ネビュラスと連絡を断っていても、ここしばらく加速世界で起きていた一連の事件についてはそれなりに把は握あくしていたの。具体的には……《ヘルメス・コード縦走レース》での第四象限心意技による大規模テロと《災さい禍かの鎧よろい》の復活、七王会議で裁決された鎧の浄化指令、《ＩＳＳキット》の蔓まん延えんと東京ミッドタウン・タワーに出現した《大天使メタトロン》、そして……シルバー・クロウによる《鎧》の浄化と封印」

　すらすらと告げられた言葉は、この一ヶ月に起きた多くの事件をあまねくフォローしていて、ハルユキのみならず黒クロ雪ユキ姫ヒメも驚おどろいたように眼を見張った。

「相変わらず……と言うべきか、さすがの情報力だな、カレン」

　軽く両手を広げてから、ハルユキに説明する。

「彼女は、以前のネガ・ネビュラスでも情報の収集と分析を担当していたんだ。我々なら気にもしないような噂うわさの断片を集めて重要情報を導き出す手腕は、それは見事だったものさ」

　かつてのマスターに賞賛されたあきらは、少し恥はずかしそうに呟つぶやいた。

「情報は、都市に張り巡らされた水道管を流れる水みたいなものだから。パイプの継ぎ目やヒビから、常に少しずつ漏もれ出しているけれど、誰だれも意識しないの」

「へ、へえ……水道ってそんなに水漏れしてるんですか？」

　つい、もう一度台所のほうを振り向いてしまってから、ハルユキは訊たずねた。するとあきらは真顔で頷き、思わぬ豆知識を披ひ露ろうしてくれた。

「東京都水道局管内の、今世紀はじめの漏ろう水すい率りつは五パーセント前後。二〇四〇年代のいまでも、東京の上水道を流れる水の一パーセントは漏水で消滅しているの。量で言えば、一年間でだいたい一五〇〇万立方メートル」

「い、いっせんごひゃくまん……というと、二リットルペットボトルで、ええと……」

　ハルユキが仮想デスクトップの電卓アプリを起動するより早く、黒雪姫がさらりと暗算してみせた。

「七十五億本だ。これでも、他国の大都市に比べればロスはかなり少ないらしいがな。……しかしあきら、確か私がまだレベル８だった頃ころ、《レベル９サドンデス・ルール》の情報を得るために、同じくレベル８のグラフにお前が『先にレベルアップしてみろ』と言ったような記き憶おくがあるが……あれはなかなか強引な情報収集だったんじゃないか？」

　悪戯いたずらっぽい微笑を滲にじませながら黒クロ雪ユキ姫ヒメがそう指摘すると、あきらは涼しい顔で答えた。

「グラフは人ひと柱ばしら担当だったから問題ないの」

「ははは……ま、確かにあいつほどしぶとい奴やつはなかなかいないな」

　楽しそうに笑う黒雪姫の様子を見ながら、ハルユキは温かな感かん慨がいを嚙かみ締しめていた。

　何か喫きつ緊きんの事情に迫られてのことらしいが、あきら／アクア・カレントの登場によって、ネガ・ネビュラスの幹部集団たる《四元素エレメンツ》はこれで三人までもが帰還したわけだ。もちろん、カレントの言わば本体は無制限フィールドの帝城東門、四し神じんセイリュウの祭さい壇だんに封印されたままなのだが、いまだ名前だけしか知らないグラファイト・エッジも含めて、四人が完全復活する日も決して遠くないという予感がする。いや、四元素だけではなく、旧レギオンに所属していた他のメンバーたちも、いずれ続々とはせ参じてくれるのではないか。

　その時こそ、黒雪姫は、失ったものを取り返せる。

　ネガ・ネビュラスが名実ともに七大レギオンの一つに戻れば、ハルユキは黒雪姫を今ほど独占できなくなるだろう。それが寂さびしくないわけではないが、彼女のたった一人の《子》であるという事実は変わらないし、何より黒雪姫の……そしてハルユキ自身の目標でもある《レベル10》に到達するためには、レギオンの陣容強化は必須条件なのだ。

　梅風味のあられを齧かじりながらそんなことを考えていると、不意に黒雪姫が手を伸ばし、ハルユキの頭をわしゃわしゃと撫なでた。

「相変わらず気が早いなぁ、キミは」

　ハルユキの心を読んだかのような優しい笑顔をちらりと見て、小刻みにかぶりを振る。

「え……い、いえ、僕はべつにそんな、寂しいなんてちっとも」

「そこで言ってしまえば白状したも同然だろう。信じろ、私にとってキミやタクム君、チユリ君は、かつての仲間たちと同じかそれ以上に大切な存在だ。仮にレギオンがどれほど大きくなろうとも、私の中のキミが小さくなることなど有り得ん」

「は、はい……」

　じわりと滲みそうになったものを必死に押しとどめ、ハルユキは頷うなずいた。すると右側から、あきらも微笑ほほえみながら言った。

「泣きたい時は泣けばいいの。水はいつも巡っていないと澱よどんでしまうから」

　少し前のハルユキなら、堪こらえきれずにポロポロいってしまう場面だったが、ここはぐっと我が慢まんして答える。

「えっと……あきらさんが、正式にレギオンに復帰してくれる時まで、貯ためておきます」

「そう。なら、その時までに、記憶封印の直前に私に何を言ったかも思い出しておいて」

「え、えっと……僕、何を言い……ましたっけ…………」

　と口にする間にも、あきらの台詞せりふが呼び水になったかのように、当時のシーンが脳裏で再生される。あの時アクア・カレントは、あまりにも無防備に直結対戦を受け入れたハルユキへの警告として、『後払いの報ほう酬しゆうとしてポイントを全部奪う』と宣言したのだ。それに対してハルユキが答えた言葉は──

「…………『僕はあなたとは戦わない、なぜなら好きになってしまっ』」

　みしみしっ。と頭部を強きよう烈れつな圧力が襲おそい、ハルユキの台詞を中断させた。圧力の発生源は、頭に乗ったままだった黒クロ雪ユキ姫ヒメの華きや奢しやな五指だ。摑み技ホールド系デュエルアバターの如ごときパワーを発揮しながらも、口くち許もとの微笑は消えていない。もちろんそれは、必殺の《極冷気クロユキスマイル》ではあるが。

「……よく聞こえなかったな、キミがカレンと戦わない理由が、何だって？」

「え、ええと……その、それは、す、スキー……じゃなくて、スキヤキ……でもなくて、そう、スキル的に戦っても敵かなわないかなーって……」

　ハルユキ会心の言い逃れを、

「ブレイン・バーストにアビリティはあってもスキルは存在しないぞ」

　と冷ややかに論破してから、黒雪姫は仕方ないなというように表情を緩ゆるめた。最後にぽんと軽く叩たたいてからハルユキの頭から手を離はなし、自分も梅あられを一つ摘つまむ。

「だがまあ、そんなキミだから、あきらはこうしてリアルで姿を現してくれたんだろうな……」

　ぽいっとあられを口に放り込み、いい音をさせて嚙かんでから、グラスに残っていた冷茶を飲み干す。お代わりを注いでこようと腰を浮かせたハルユキを、黒雪姫は手振りで制して姿勢を改めた。正面に座るあきらを真剣な表情で見詰め、言う。

「……まだ色々と訊ききたいことはあるが、過去の話はひとまずこのへんにしておこう。より重要なのは現在と未来……あきらが今日杉すぎ並なみを訪れて我々とコンタクトした、その理由のほうだ。タイミングからして、《ＩＳＳキット》もしくは《加速研究会》と関連していると思うんだが……どうだ？」

　問われたあきらは、眼鏡のブリッジに指先を触ふれさせながら頷うなずいた。

「相変わらず、いい読みなの。理由はその両方……と、プラスもう一つ」

「ほう？　それは……？」

　今日はもう数え切れないほどびっくりさせられているので、今いま更さら何を聞いても驚おどろかないぞ、というつもりでハルユキはあきらの答えを待った。しかし、発せられたひと言は、そんな決意など軽く吹き飛ばす威力を持っていた。

「…………《災さい禍かの鎧よろい》」

「…………!!」

　黒雪姫は鋭するどく息を吞のんだだけだったが、ハルユキは反射的に激しく身を引き、危うくソファごと後ろにひっくり返りそうになった。どうにかバランスを取って前に戻り、大きく息を吐はいてから、改めて叫ぶ。

「そ……そんな！　あ、あの鎧よろいは……いえ、あの《呪のろい》はもう完全に浄化されて、消え去ったはずです!!」

　ハルユキが、災さい禍かの鎧こと強化外装《ザ・ディザスター》を、本来の姿──神器《ザ・ディスティニー》と聖剣《スター・キャスター》に還元し、無制限フィールドの片隅に永久封印したのは、ほんの六日前のことだ。いかに加速研究会といえども、もうあの場所に手出しはできないはずだし、そんなことがあってはならない。絶対に。

　そもそも、わずか数分前、アクア・カレント自身が言ったではないか。《鎧》は、シルバー・クロウによって浄化・封印された、と。

　ハルユキの受けた衝しよう撃げきを和やわらげようとするかのように、あきらは一度頷うなずきかけると説明を再開した。

「《災禍の鎧》そのものを復活させることは、研究会にももうできないと私も思うの。でも、彼らは恐らく、復活ではなく……新生を企たくらんでいるの」

「し……新生、だと？　あれを、新たに生み出す……というのか？」

　さしもの黒クロ雪ユキ姫ヒメも、声に畏おそれを滲にじませてそう訊たずねた。あきらは視線を正面に移動させ、再び頷いた。

「七年前の、災禍の鎧誕生にも、加速研究会が関かかわっている……と私は推測しているの。それは正しい？」

　逆に問われ、ハルユキは黒雪姫と顔を見合わせてから同時に頷いた。極ごく秘ひ情報ではあるが、四元素エレメンツの一人たるアクア・カレントに伏せる理由はまったくない。

「は、はい……。《鎧に寄生されてる時に見た夢》なんていう、ものすごく曖あい昧まいな根拠しかないんですが、でも僕は確信してます。七年前に、クロム・ファルコンとサフラン・ブロッサムの二人を罠わなに掛けて、フランさんを無限ＥＫでポイント全損させたのは、研究会の副会長ブラック・バイスと……幹部のアルゴン・アレイだってことを……」

　ファルコンとサフランの名前を聞いた時、あきらの瞳ひとみがほんの一いつ瞬しゆんだけ揺らいだような気がしたが、窓から差し込むオレンジ色の光が眼鏡のレンズに反射して表情を隠した。少しだけ俯うつむいたまま、静かな声を出す。

「そう……。なら、鎧がその後何代にもわたって受け継がれ、加速世界に多くの血が流れたのも、研究会の意図する処ところだった……と判断するべきなの」

「しかし……五代目のチェリー・ルークに鎧を譲じよう渡としたのは、確か黄の王イエロー・レディオだったはずだぞ。まさかあのバナナ頭までも、研究会の一味だというのか……？」

　黒雪姫が眉まゆをひそめると、あきらは顔を上げて小さく苦笑した。

「さすがにそれはない、と思うの。レディオくんは、罠とか策略が大好きだけど、基本的には目立ちたがりのお調子者だから」

「お、おちょーしもの……」

　仮にもレベル９の《王》をばっさり切ってしまうアクア・カレントにハルユキは仰ぎよう天てんしたが、黒クロ雪ユキ姫ヒメはクスクスと小さな笑い声を上げると頷うなずいた。

「それは確かにそうだな。自みずから舞台に上がらねば満足できないレディオは、暗あん躍やく趣しゆ味みの研究会とはカラーが違い過ぎるか……。しかし、ならば奴やつが四代目ディザスター討とう伐ばつのおりに《鎧よろい》を手に入れ、赤の王スカーレット・レインを狙ねらった罠わなのキーパーツとして使ったのは、レディオ自身の意志だったということになるが？」

　黒雪姫の指摘に、ハルユキも釣り込まれるように頷いた。

「それに、五代目のチェリー・ルークから六代目の僕に鎧が移動したのも、まったく偶然の成り行きでしたよ。ニコがネガう・ネビュラスちに協力を依い頼らいするとか、五代目ディザスターにとどめを刺すのが僕になるとか、誰だれにも予想できなかったはずです。たとえ、研究会の奴らでも」

　二人の指摘を、あきらは肯がえんじるでも否定するでもない表情で受け止め、少しボリュームを落として言った。

「……つまり、こういうことだと思うの。鎧が誰から誰に移動して、どこでどんな悲劇を生もうとも、研究会にとってはどうでもよかった。彼らが求めていたのは、災さい禍かのサイクルが必要なだけ続くこと……鎧が受け継がれ、強化されていくこと。そして、充分に強くなったところで回収し、最終的な目的のために使うこと……」

「あっ……」

　あきらの言葉の一部分を聞いた瞬しゆん間かん、ハルユキの脳裏にちかっとフラッシュバックする記き憶おくがあった。顔をしかめ、問題のシーンの再生を試みる。

「ええと……一週間近く前に、無制限フィールドで鎧を元の強化外装二つに分ぶん離りしたんですが、その直前に研究会副会長のブラック・バイスが現れて、僕に言ったんです。確か……『予定より少し早いが、その鎧は回収・解析する。クロウ君は、残念ながら加速世界から退場して貰もらう』……って」

　当時はぎりぎりの精神状態だったために記憶も曖あい昧まいだが、大意では間違っていないはずだ。ハルユキの、いやブラック・バイスの台詞せりふを聞いた女性二人は顔を見合わせ、厳しい表情を浮かべて頷いた。まず、あきらが口を開く。

「やっぱり、彼らには長期的な計画が……つまり、鎧の最終的な使用目的があったんだと思うの。これは私の推測だけど、ハル君から回収した鎧を、七代目となる誰かに装備させて、そこでクロム・ディザスターは完成するはずだった。あるいは、それすらも更さらに大きな計画の一部なのかもしれないけれど……」

「七代目、か。いかにもな数字だな」

　忌いま々いましげに言った黒雪姫は、ハルユキを見ると、口くち許もとを和なごませて続けた。

「つまり、六代目のハルユキ君が鎧を浄化・封印したことで、加速研究会の七年……いや、無制限フィールドでの加速を考えればその十倍、百倍にも及ぶ大計画が崩れ去ったというわけだな。改めて、ギガＧＪだったぞ」

「それ、アッシュさん語なんですかパドさん語なんですか」

　ハルユキが苦笑しつつ応じ、黒クロ雪ユキ姫ヒメもふふっと笑ったが、あきらはなぜか一いつ瞬しゆんぴたりと動きを止めた。少し遅れて、仄ほのかな微笑ほほえみを浮かべる。

　どうかしましたか、とハルユキは訊きこうとしたが、それより早くあきらは話し始めた。

「……災さい禍かの鎧よろいは、ハル君の頑張りによって消滅した。さっきも言ったけれど、鎧を復活させることは、もう研究会にもできない。でも、だからといっておとなしく諦あきらめるような連中でもないの」

「そうか……そこで、さっきの《新生》という言葉に繫つながるわけだな」

　黒雪姫の呟つぶやきに、あきらはゆっくり首を縦に動かす。

「ええ。加速研究会は、七年前と同じことをもう一度繰くり返そうとしている……と私は思うの。爆発的な憎にくしみと悲しみを呼び起こして、負のエネルギーを依より代しろとなる強化外装に注ぎ込み、呪のろわれた力を与える。いま加速世界に起きている出来事の幾いくつかは、その可能性を強く示し唆さしているような気がするの……」

「ふむ……。──あきらの分析力を疑いはしないが……しかし、そう容易たやすく再現できる現象ではないんじゃないか？　確か、クロム・ディザスターは幾つもの要素が複合して生まれた存在だったはずだ。……そうだな、ハルユキ君？」

　視線を向けられ、ハルユキは深く頷うなずいた。右手の指を折りながら、災禍の鎧の構成要素を列挙していく。

「はい。ええっと……まず、初代ディザスターになったメタルカラー、クロム・ファルコン。それと、彼のパートナーのサフラン・ブロッサム。サフランさんを無限ＥＫで全損させた神獣レジエンド級エネミー。ファルコンさんの悲しみと憎しみを受け止めて、鎧に変化した強化外装ザ・ディスティニー。あと、これは必須かどうか解わかりませんけど、サフランの心を宿した大剣スター・キャスター……。《災禍の鎧》が誕生するには、少なくともこれらの要素が必要だったはずです……」

「やはり、全すべてが相当に稀き少しようだな。メタルカラーアバターが数少ないのは言うまでもないし、固定パートナーがいるとなれば尚なお更さらだ。そして、何よりレアなのが、依代となったザ・ディスティニーか……。何せあれは、七の神器セブン・アークスの一つ、だからな」

　黒雪姫の囁ささやき声に、ハルユキとあきらは束つかの間ま沈ちん黙もくした。

　いつの間にか半分ほど減っている梅のり巻あられに手を伸ばし、一本摑つかむと、ハルユキはそれを木皿の縁に置きながら言った。

「いま、加速世界で存在が確認されてる神器は、まず……青の王の大剣、一番星アルフア《ジ・インパルス》」

　新しいあられを隣となりに置き、

「それと、紫の王の錫しやく杖じよう、二番星ベータ《ザ・テンペスト》。緑の王の大おお盾たて、三番星ガンマ《ザ・ストライフ》。あと……帝城の中で会ったトリリードの長刀、五番星イプシロン《ジ・インフィニティ》……」

　そこまでで、並んだあられは四本。顔を上げ、黒クロ雪ユキ姫ヒメとあきらを順に見る。

「この四つだけ、ですよね。四番星デルタ《ザ・ルミナリー》は行方不明のままですし……六番星ゼータ《ザ・ディスティニー》はもちろん封印中で、七番星エータ《ザ・フラクチュエーティング・ライト》は帝城の一番奥にあって誰だれも手出しできませんし」

　ハルユキが口を閉じると、黒雪姫は小さく苦笑して肩をすくめた。

「なんだか、そう列挙されると、やたら沢たく山さんあるように思えるが……しかし、現状では確かに四つ、いや研究会がちょっかいを出せそうなのは三つか。五番星を持っている、帝城暮らしのトリリード君には、いくら連中でも手出しできないだろうからな」

　右手を伸ばし、皿の縁に並ぶあられの一本を摘つまみ上げ、ぱくんと齧かじる。残った三本をしばし見詰めていたあきらが、やがてこちらも肩を上下させる。

「干かん渉しようが難しいのは、残り三つも同じだと思うの。どの王もまさか神器を手放すはずがないし、強化外装を奪い取るには相手をポイント全損させるしかない。さすがの加速研究会も、そこまでの戦せん闘とう力りよくはないはずなの」

　そう言って、あられを更さらに一本取る。ハルユキも残り二本を回収して同時に口に放り込み、しばらくモグモグしてから言った。

「……えっと……念のためですけど、加速世界に、七の神器と同じくらい強い強化外装は存在しない、んですよね？」

　すると、あきらと黒雪姫はぱちぱちと二度瞬まばたきし、揃そろってかぶりを振った。

「ない、と思うの」

「ない、はずだ。……そもそも、突出した性能を持つからこそ神器と呼ばれているわけだしな。キミも緑の王グランデの大盾とたった一度にせよ撃うち合ったなら、あのバカバカしい防御力を実感しただろう？」

「え、ええ、それはもう……」

「ま、あいつの場合は本体も反則級に硬いがな……。ン、となるとその逆に、ポテンシャルのほとんどを強化外装に託して生まれたバーストリンカーが、レベルアップ・ボーナスの全すべてを外装の性能アップに注ぎ込めば……ううん、それでもどうかなあ……」

　黒雪姫が首を捻ひねりつつ口にした推論に、ハルユキは否いや応おうなくひとりのバーストリンカーを思い浮かべた。

「たとえば、アッシュさんがこれからもバイクをひたすら育て続けたら、あのマッシーンが神器級の強化外装に……ってことですか？」

　しばし顔を見合わせ、同時にぷっと噴き出してしまう。アッシュ・ローラーには申し訳ないが、このうえミサイルや機銃やロケットランチャーが追加装備されても、彼の愛車が《七の神器セブン・アークス》に仲間入りできるとはちょっと思えない……。

　と考えた時、ふと連想がもうひと繫つながりしそうになり、ハルユキは眉まゆを寄せた。だが思考がどこかに辿たどり着く前に、黒クロ雪ユキ姫ヒメが軽く咳せき払ばらいをして、あきらに向けて言った。

「ン……すまない、脱線した。つまるところ、仮に加速研究会が第二の《鎧よろい》誕生を企たくらんでいても、その依より代しろに神器は使えないということになるが……」

「ええ。私もそこは同意なの」

「それに、足りない要素は他にもあるぞ。鎧の強さの本質は、歴代の装着者たちが長年かけて蓄積し、育て上げ、ついには疑ぎ似じ的てきな魂たましいを持つにまで至った負の心意の凝ぎよう集しゆう体たい……ハルユキ君言うところの《獣けもの》の強さだったはずだ」

　黒雪姫の指摘に、ハルユキは思い出そうとしていたことを脇わきにどけて大きく頷うなずいた。

「ええ。あいつはほんとに凄すごかったですよ。敵の攻こう撃げきを何から何まで、心意技さえも事前予測して、視界に攻撃軌道と技の種類まで表示してくれましたもん。そのうえ、歴代ディザスターの得意技を全部習得してて、使い放題なんですよ。《フラッシュ・ブリンク》からの《レーザー・ソード》のコンボとか、もう最強な勢いで……」

　両手を握り締しめてまくし立てるハルユキに、黒雪姫はしばし眼を見開いてから、やれやれというふうに苦笑した。

「なんだかその言い方は、《獣》にずいぶんと肩入れしているように聞こえるなぁ」

「あ、い、いえ、そういうわけでは……」

「だがまあ、言わんとするところは伝わった。それほどまでに《獣》は強力であり、だからこそクロム・ディザスターも強かった……ということだな。つまり、研究会の奴やつらが寄生能力と精神支配力を持った《災さい禍かの鎧マーク２》の製造に成功したとしても、それに負の心意が蓄積していって、マーク１と同等の性能を発揮するようになるまでに数年……いや、依代に神器を使えないことを考えればもっと長い時間がかかると考えていい。連中が、今いま更さらそんな気の長い計画を立てるかな……？」

　最後の問いは、あきらに向けられたものだ。

　第一期ネガ・ネビュラスの情報担当幹部だったという彼女は、すぐには答えずにセピアブラウンの瞳ひとみを窓越しの夕空へと向けた。まるでそこに何かを見ているかのように眼を細め、数秒後、密ひそやかな声で言う。

「……《巨大な負の心意の凝集体》。その形容に該当するモノがもう一つ、加速世界に存在している……。そしていまこの瞬しゆん間かんも、刻一刻と成長を続けているの……」

「…………!!」

　それを聞いた途と端たん、ハルユキと黒雪姫は鋭するどく空気を吸い込んだ。

　あきらに指摘され、ようやく思い至ったのだ。複数のバーストリンカーの、敵意や憎ぞう悪おといったネガティブな意志……すなわち負の心意を吸い込み、蓄積させ続けている存在。災さい禍かの鎧よろいに宿っていた《獣けもの》と成長ロジックを一いつにする、しかしずっと黒く禍まが々まがしいモノ。

「…………ＩＳＳキット、本体……」

　ハルユキが掠かすれ声で呟つぶやくと、それを受けて黒クロ雪ユキ姫ヒメがあきらに訊たずねた。

「カレン、お前は……見たのか？　東京ミッドタウン・タワーにある、ＩＳＳキットの本体を……？」

　しかしそこでいったん口をつぐみ、すぐに頭を下げる。

「すまん。見られるはずはないな……。無制限フィールドのお前は、いまだ帝城東門に封印されたままなんだから……」

「謝らなくていいの、ロータス。帝城攻略は《四元素エレメンツ》を含むメンバー全員の意志だった。それに、結果はどうあれ、レギオンのみんなで帝城目指して歩いたあの夜のことは、今でも大切な思い出なの」

　穏おだやかにそう応じると、あきらは語調を戻して続けた。

「……ＩＳＳキットの本体を、直接見てはいないの。少し前に、私が護衛をしたことのあるバーストリンカーが、キットを装着してしまって……。その子が、キットの性能や、強化・増殖の仕組みについて情報を送ってくれた。キットが中央集権的構造になってることは、そこから推測したの」

「……あの、その人は、今でも……」

　──大だい丈じよう夫ぶなんですか？　と視線で訊たずねたハルユキに、あきらはそっとかぶりを振った。

「三日前から、連絡が途絶えたまま。多分、ＩＳＳキットの精神支配力が、私との関係性を上回ってしまったの」

　相変わらず声も表情も抑制されているが、それでも眼鏡の奥の瞳ひとみにちらりと哀かなしげな色が浮かんだのをハルユキは見た。

　当然だろう。加速世界にただ一人の用心棒、《唯一の一ザ・ワン》アクア・カレントにとっては、依い頼らいを受け、タッグを組み、全損の危機から救った全すべての新米ニユービーがある意味では自分の《子》のようなものなのだ。

「三日……。三日くらいなら、もしかしたら、ライム・ベルの必殺技を使えば……」

　ハルユキは無意識のうちにそう口にしていた。念頭にあったのはもちろん、世せ田た谷がやエリアのレギオン《プチ・パケ》のことだ。特異なチョコレート装甲を持つショコラ・パペッターと、彼女の《親》と《子》のたった三人で構成されるレギオンだったが、ショコラ以外の二人がＩＳＳキットに汚染されてしまった。

　しかし、ショコラの必死の呼びかけと、ライム・ベルの時間遡そ行こう能力《シトロン・コール・モードⅡ》によって、二人からキットを分ぶん離りし、封印カード状態にまで還元することができた。同じことが、アクア・カレントの依頼人に対しても、原理的には可能なはずだ。

　あきらは一いつ瞬しゆんハルユキを見詰めたが、すぐにもう一度首を横に振った。

「ありがとう。でも、状況はもう、端たん末まつひとつひとつへの対処では解決できないところまできているの。目もく撃げき情報を総合すると、キット装着者は毎日十人以上も増え続けている。たぶん、あるしきい値を超えれば、感染爆発パンデミツクみたいなことになると思うの……」

「……そして、ＩＳＳキット増殖の目的は、膨ぼう大だいな量の負の心意を集めて、災さい禍かの鎧よろいマーク２に注入すること……だと、あきらは思っているわけか……？」

　深刻な表情の黒クロ雪ユキ姫ヒメに、あきらは軽くおとがいを引く。

「それが目的の全部かどうかは解わからない。でも、使い道のひとつであることは間違いないと思うの」

「ふむ。その理由は？」

「その理由は、私が今日、杉すぎ並なみエリアに……サッチやハル君の前に現れた理由でもあるの」

　思いがけない言葉に、ハルユキと黒雪姫は同時に軽く息を吸い込み、続く説明を待った。

「……加速世界に、親は不明でレギオンにも未加入、にもかかわらず規格外に強い新人メタルカラーが現れた。一週間くらい前にそんな噂うわさを聞いてから、私はずっと情報を集めていたの。何度かは、直接ギャラリーもした……観戦用ダミーアバターを使って、だけど」

「……ウルフラム・サーベラス……？」

　ハルユキの掠かすれ声に、あきらは軽く頷うなずく。

「ええ。彼は……その登場の仕方や常識外の強さ、メタルカラーであること、そして全体的な雰ふん囲い気きまでも、私にひとりの……遠い昔にいなくなってしまったバーストリンカーを思い起こさせるの。二代目クロム・ディザスター、《マグネシウム・ドレイク》を……」

「…………!!」

　その名前は、昨日の昼休みに、黒雪姫の口からも聞いたばかりだ。加速世界の黎れい明めい期きに出現し、多くの人望を集め、しかし突然《鎧》に吞のみ込まれて二代目のディザスターとなり、多くの血を流した果てに討とう伐ばつされた──。

「……ドレイクを直接知っていたのか、カレン？」

　黒雪姫の問いに、あきらはこくりと頷く。

「対戦したことも、話をしたことも何度もあるの。私の力が水、彼の力が炎だったせいもあって、お互いをライバル視していたから。ネガ・ネビュラスに入る前の話、だけれど」

　顔を上げ、再び窓の外を見やると、あきらは遠い昔を覗のぞき込むような眼をして続けた。

「……私は《親》とあまり長い時間を過ごせなかったので、ドレイクに教わったことも少なくない。自分の力の使い方や、対戦のテクニック、バーストリンカーとしての覚悟……。だから、ライバルであり、友達でもあった、と私は思ってる。──でも、ドレイクはある時突然姿を消し、戻ってきた時はもう違う誰だれかになっていた。災禍の鎧に身を包んで、通常対戦でも、無制限フィールドでも、たくさんのバーストリンカーを手に掛けた……。以前の何倍もの威力になった炎で、私を焼き払った時も、躊躇ためらいさえしなかったの……」

「…………カレン、さん……」

　思わず名前を呼んだハルユキを見て、あきらは大だい丈じよう夫ぶというふうに微笑ほほえんでみせた。

「もう、ずっとずっと昔のこと。……でもこの前の日曜、初めてウルフラム・サーベラスを見た時、私は一いつ瞬しゆんドレイクと見間違えたの。サイズはドレイクのほうがずっと大きいし、色合いも違うけれど……でも全体としてはかなり似てる。外見だけじゃなくて、雰ふん囲い気きも。強さも、出自が不明なところも。だから、私は推測……いえ、直感したの。また、同じことが起きるんじゃないか、って……」

「同じこと……とはつまり、クロム・ディザスターの出現、だな？」

「ええ。もちろん、《鎧よろい》がハル君の手で封印されたことは知ってる。でも……昔、ドレイクがディザスターになった時も、そうだったの。初代が討とう伐ばつされて、加速世界の住人はみんな、もう二度とあの恐ろしいバーサーカーは現れないと信じて疑わなかった。なのに……」

「……《鎧》は現れ、再び大量の血が流された……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの密ひそやかな声に、あきらは深く頷うなずいた。

「これは仮定だけど、ウルフラム・サーベラスがドレイクと同じく《鎧を装備する者》の役回りなら、加速世界のどこかに《鎧を生み出そうとしている者》がいるはず。私はそう考えて、今週のサーベラスの対戦をできる限りギャラリーしていたの。残念ながらタイミングが合わなくて、一昨日と昨日のハル君との対戦は観みられなかったけど……」

「そ、そうだったんですか」

　ハルユキが首を縮めると、かつてのタッグ・パートナーは仄ほのかに微笑んだ。

「今日こそ観戦できるかと思っていたけど、ハル君が現れなかったの。でもハル君を待っていたのはサーベラスも同じだったみたいで、今日は自分からの対戦は一度もしないで、そのうちマッチングリストからも消えてしまった。それで、もしかしたら自分からネガ・ネビュラスの領土に出向くつもりかもって思って……私も、迷ったけど中なか野のから杉すぎ並なみに電車で移動したの。高こう円えん寺じ駅で降りて、駅のベンチでグローバル接続して、念のためにバトルロイヤル待ち受けもオンにしたら……」

「サーベラスが開始したＢＲステージに引き込まれた、というわけか」

「ええ。でももちろん対戦には参加しないで、サーベラスとハル君の対戦だけ観せて貰もらって、何も起きなければそのまま帰ろうと思っていたの。──でも、まさか《あいつ》がステージに入り込んでて、しかも対戦に介入するなんて……」

「……《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》……アルゴン・アレイ、ですね」

　訊たずねたハルユキに、あきらは珍めずらしくキレのいい動きで首しゆ肯こうしてみせた。

「情報収集という本来の目的のためには、姿を隠したままあいつの言動を観察するべきだったけど……あいつがハル君やアッシュ・ローラーを好き勝手に攻こう撃げきするのを見てたら腹が立って仕方なくて、つい割り込んじゃったの。そのわりに、あんまり助けにはなれなかったけど……」

「い……いえ、そんなことないです!!」

　勢い込んで叫んでから、ハルユキはあきらに向かって身を乗り出した。

「アルゴン・アレイのレーザー攻こう撃げきに手も足も出なくて、泣きたいくらい悔くやしくて、なのに立てなくて……。そんな時、ビルの上のカレンさんを見て、僕、とっても感動しました。まだ記き憶おくは戻ってなかったはずなのに、凄すごく力が湧わいてきて……カレンさんがいてくれたから、僕あそこからまた戦えたんです」

　無我夢中でそう言い募つのるハルユキに、あきらはこれまででもっとも優しい笑みを滲にじませながら言った。

「……シルバー・クロウ、あなたは私の想像よりもずっと、ずっと強くなってたの。護衛したことのあるバーストリンカーの、立派に成長した姿を見ることが、私はなにより嬉うれしい。予定外の成り行きだったけど、今日こうしてあなたに再会できて……本当によかったと思っているの……」

　じっと見つめ合う二人の間を、黒クロ雪ユキ姫ヒメの三点バースト咳せき払ばらいが通過した。

「あー、ハルユキ君、ピンチに手助けしてやれなくてほんっとうにすまなかった。何せ、こちとらギャラリーだったものでな！　それにあきら、なんだか私との再会はオマケのように聞こえるが？」

　ハルユキは当然びくーんと身を引いたが、あきらは黒雪姫に視線を移すと、まるで甘えん坊の妹を見る姉のような表情でふふっと笑った。

「サッチ、あなたは昔とまったく変わってないの」

「そ……それは成長がないという意味か!?」

「褒ほめ言葉なの、もちろん。私が剣を捧ささげたレギオンマスターは、何も変わらずに私を待ってくれていた。それが嬉しくないはずがないの」

　一いつ瞬しゆん口を閉じると、あきらは表情と姿勢と声こわ音ねを凜りんと正し──。

「これもきっと、永遠とわに巡る水の導き。サッチ……いえ、黒の王ブラック・ロータス。私アクア・カレントは、今日この瞬間より、ネガ・ネビュラスに復帰したいと思います。許して頂けますか？」

　いきなりの宣言に、黒雪姫は虚を突かれたように両眼を瞬またたかせた。

　だが、すぐに漆しつ黒こくの瞳ひとみをきらりと輝かがやかせ、ソファから勢いよく立ち上がった。ガラステーブルを回り込み、あきらの前まで移動すると、まっすぐ右手を差し出す。

　あきらがその手を取って立つと、黒雪姫はほぼ同じ高さにあるセピアブラウンの瞳を間近から見詰め、囁ささやいた。

「もちろん。もちろんだとも。…………おかえり、カレン」

「…………ただいま、ロータス」

　そして二人は、同時に一歩ずつ近づくと、互いの体にしっかりと両腕を回した。

　二ヶ月前、新しん宿じゆく駅サザンテラスで倉クラ崎サキ楓フウ子コと抱き合った時のような涙も嗚お咽えつもなかったが、しかしハルユキには、二人の心が触ふれ合い、共振し、部屋いっぱいに温かな光の波を広げるさまがはっきりと感じられた。

　二〇四七年六月二十七日。旧レギオンの崩ほう壊かいから、二年と十ヶ月後。

《四元素エレメンツ》の一人、《水》のアクア・カレントは、《風》のスカイ・レイカー、《火》のアーダー・メイデンに続いて、ネガ・ネビュラスへの復帰を果たした。

[image: ]










　　　４




　翌々日──六月二十九日、土曜日、午後三時。

　ハルユキは、梅うめ郷さと中学校第二校舎裏に建つ飼育小屋の中にいた。

　水を撒まいた床を、奥からデッキブラシで丁てい寧ねいに擦こすっていく。普ふ段だんは耐水コーティングシートで覆おおっているので、ぱっと見ではさして汚よごれていないが、小屋の主あるじの健康を保つためにも週に一度は磨みがき掃除をすることにしている。

　その主ことアフリカオオコノハズクのホウは、定位置である左の止まり木の枝で、時折首をくるくる動かしている。別にハルユキの作業を監視しているわけではなく、学校全体に満ちる浮き立った雰ふん囲い気きを彼も察知しているのだろう。なにせ明日の日曜は、ついに梅郷中の文化祭当日なのだ。

　体育館のステージでは吹奏楽部が最後の通し練習中、前庭では文化祭ゲート制作班の殺気立った声が響ひびき、校舎二棟を隔へだてたグラウンドからも創作ダンスを練習するかけ声が遠く届いてくる。

　ハルユキには二度目の文化祭だが、小学校では味わえなかった《生徒主導のお祭り》感覚は嫌きらいではない。──というわりには今年もクラス展示担当という地味めな班に参加してしまい、《三十年前の高こう円えん寺じ》という堅めなテーマの展示は、一時間前に早くも準備が終了している。残る作業は明日の朝、ハルユキ担当のＡＲ表示ファイルを学内ローカルネットにアップロード、起動するだけだ。

　チユリの陸上部はクレープの屋台を出し、タクムの剣道部は仮装ダンスを披ひ露ろうするとのことで、二人ともまだ準備中だ。四時過ぎには終了する予定で、夕方の領土戦（もちろん文化祭の出し物ではなく加速世界の）には間に合うらしいが、万が一の場合は二人を抜いた四人で杉すぎ並なみを防衛しなくてはならない。

　…………いや。

　四人ではなく、五人だ。一昨日の木曜日、ネガ・ネビュラスは待望の新レギオンメンバーを迎え、総勢が七人になったのだから。

　そう考えると同時に、温かいものが胸に広がりかけたが、しかしそれはすぐにどこか奥へと引っ込んでしまった。昨日の金曜の放課後に行った、いや、行われなかった対戦のことを連想したせいだ。

　ハルユキは昨日、ホウの餌えさやりが終わるやいなや学校を飛び出し、一人で中なか野の第二戦域エリアを目指した。もちろん、ウルフラム・サーベラスと対戦するためだ。邪じや魔まの入らない通常対戦で、今度こそサーベラスと心ゆくまで拳こぶしを交え、もう一度呼びかけるつもりだった。一いつ緒しよに来い、と。仲間に……友達になってくれ、と。

　だが──。この一週間、毎日のように中ナカ二ニエリアで対戦していたはずのサーベラスが、なぜか昨日は何時まで待っても現れなかったのだ。

　代わりに、様子を見に来た黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コに捕ほ捉そくされ、そのまま二人が有アリ田タ家に泊まっていくという予想外の展開になりそれはもちろん楽しかったのだが、一夜明ければどうしても残念な気持ちが甦よみがえってしまう。いや、残念というよりも不安感だろうか。もしかしたら、サーベラスはもう現れないのではないか……現れた時には、何か決定的な変化が訪れてしまっているのではないか、という。

　そんな複雑な思考を抱えたまま、デッキブラシをごしごし動かしていると──。

【ＵＩ[image: ∨]　どちらなのですか？】

　という桜色の文字列が、視界に表示されたままのアドホック・チャット窓に流れた。

　顔を上げると、飼育小屋の入り口で、デッキブラシを右手に持った年下の少女が笑顔を軽く傾けていた。濡ぬれてもいいように着ている白い体操服の胸には、梅うめ郷さと中のものではない校章が入っている。

「ど……どっちって、何が？」

　ハルユキが手を止めてそう訊きき返すと、系列校の松まつ乃の木ぎ学園初等部の四年生であると同時に梅郷中飼育委員会の《超委員長》でもある四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイは、ハルユキを見上げながら空中で左手の指を走らせた。

【ＵＩ[image: ∨]　有田さん、なんだか嬉うれしいのが半分、寂さびしいのが半分みたいなお顔をしていらっしゃるのです】

　チャット窓に、口で喋しやべるよりも速いスピードで二行目が表示される。

　ハルユキは少し考え、こくりと頷うなずいた。

「うん、そうかも……。昨日、ホウの世話が終わってから中なか野のに行ったんだけど、サーベラスと対戦できなかったんだ。それが寂しい……っていうか、残念な顔の理由かな」

【ＵＩ[image: ∨]　そうでしたか……】

　謡の顔から微笑が消えたので、ハルユキは慌あわてて付け加える。

「まあ、あいつだって中学生なら、色々リアルの事情もあるだろうしね。七月になったらもう期末テストも始まるし」

　という台詞せりふで自分にダメージを与えてしまい、軽くよろめいていると、謡は再度にこりと口くち許もとを綻ほころばせた。

【ＵＩ[image: ∨]　きっと、すぐに会えるのです。それでは、嬉しいお顔の理由は何なのですか？】

「それは……」

　言いかけて、ぱくんと口を閉じる。

　一昨日の放課後に起きた一連の出来事──サーベラスとの突発的バトルロイヤル、アルゴン・アレイの乱入、そして《嬉しい顔の理由》であるところのアクア・カレントの登場とレギオン復帰については、今日の領土戦前に全メンバーに報告することになっている。昨日有アリ田タ家に泊まっていった楓フウ子コさえまだ知らないのだ。

「……えーと、もうちょっとだけ内ない緒しよ」

　ハルユキの答えに、謡ウタイはぱちくりと眼を見開いてから、可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませた。

【ＵＩ[image: ∨]　飼育委員会超委員長の私にも、ですか？】

「そ、その役職、井イ関ゼキさんが勝手につけたやつだし」

　そう言った途と端たん、脳内にぶぶーっという不正解ブザー音が響ひびく。

【ＵＩ[image: ∨]　サッちんが委員名めい簿ぼを改ざん……ではなく修正して、私の役職を《学校間交流生》兼《超委員長》に変更してくれたのです。だからもう公式の役職です！】

「え、ええー!?」

　──またあの人は、面おも白しろがってイイカゲンなことを。

　と思いつつローカルネットの飼育委員会専用ページを開くと、確かに委員長であるハルユキの上に、超委員長・四シ埜ノ宮ミヤ謡の名が燦さん然ぜんと輝かがやいている。えっへん、とばかりに体操服の胸を張る謡を横目で見つつ、しばし考えてから止まり木の上のコノハズクに声を掛ける。

「おーい、ホウ。上司にも言えないことはあるよなー？」

　すると、梅うめ郷さと中飼育委員会の頂点に君臨する猛もう禽きん類るいは、かなりどうでもよさそうな動きながらも羽根を広げて二、三回ばさばささせた。それを肯こう定ていと解かい釈しやくし、謡に向き直る。

「ほら、ホウもああ言ってるし」

【ＵＩ[image: ∨]　ホウさんを利用するのはずるいのです！】

　先ほどより五割増しの膨れっ面つらを作ってから、謡は無声ながらも大きく破顔した。右手のブラシをぐいっと掲げ、左手だけで器用なタイプを続ける。

【ＵＩ[image: ∨]　それでは、お掃除のあとで説明して頂くのです。さあ、終わらせてしまいましょう】




　床のブラシ掛けとモップでの拭ふき上げ、シートの敷しき直しと水浴びバットの洗浄を終えたところで、時刻は三時三十分を回った。謡に《超委員長》の称号を与えた井関玲レイ那ナは、所属するＢ組のクラス展示の準備が遅れまくりで大変なことになっているらしく、委員会活動は欠席。それでも最初に直接謝りに来てくれただけ有あり難がたいと言うべきで、もう一人の委員であるＡ組の浜ハマ島ジマという男子生徒は初日以来まったく姿を現していない。

　ゆえに、二人だけで委員会活動日誌に署名するとファイルをアップロードし、これで本日の活動は終了となった。

【ＵＩ[image: ∨]　それでは、着替えてきますので少々お待ち下さい】

　謡が手て提さげバッグ片手にぺこりと一礼する。いつまでも第二校舎一階トイレが更衣室代わりでは申し訳ないが、ちゃんとした女子更衣室があるのは体育館と第一校舎だけで、どちらも裏庭からはかなり遠い。

「ご、ごゆっくり」

　謡ウタイを見送り、ハルユキは樹下のベンチに腰掛けるとふうっとひと息ついた。

　飼育委員を拝命してから、今日で早くも十二日が経過する。小屋の掃除やホウの体重測定にも慣れ、直接の餌えさやりこそまだできないものの、委員会の活動がすっかり日常の一部となった感はある。

　最初に何年分もの腐った落ち葉が積もった小屋を見た時は、これを綺き麗れいにするなんて到底できないと思ったし、ホウを見た時だってこんなに大きな鳥の世話なんて絶対無理だ、と思った。そもそもハルユキにはいかなる種類の課外活動をするつもりもなく、委員に選ばれた経緯だってオッチョコチョイゆえの意図せざる立候補だったのだ。

　学校ではひたすら息を殺し、首を縮め、目立たないように、目立たないように。それが唯一にして絶対のルールのはずだった。黒クロ雪ユキ姫ヒメと出会い、驚きよう異いの思考加速プログラム《ブレイン・バースト》を与えられてからも、現実世界の自分は何ひとつ変わらない……変われない、そう思っていた。

　いや、実際のところは何が変わったわけでもないのだろう。相変わらずよく知らない生徒の視線には怯おびえてしまうし、授業中に指名されただけで額に汗が滲にじむ。この飼育委員会だって、同じバーストリンカーでありレギオンメンバーでもある謡が一いつ緒しよだからこそ続けていられるという面は否定できない。

　数日前、試合形式のバスケットボールで頑張りすぎたハルユキがぶっ倒れて保健室に運ばれた時、自分の授業をエスケープしてまで付き添ってくれた黒雪姫は言っていた。『現実世界でも、絶対的な限界と思える壁を、イメージ力の助けを借りて乗り越えるオーバーライドすることは可能だ』と。

　ハルユキにとっての絶対的限界とは、突き詰めればこの自分そのものだ。チビで、デブで、勉強もスポーツもできなくて、自分を虐いじめる不良たちに抗あらがう勇気もない。

　そんなマイナスの自己認識イメージが、自分自身を小さな檻おりに閉じ込めているんだ。と、黒雪姫なら言うだろう。

　だが、現実の自分に対してプラスのイメージを持ちたくとも、その根拠となり得る何かが見当たらないのだ。飼育小屋の掃除や、バスケの試合でちょっとばかり頑張れたからといって、それは他の生徒なら誰だれだってできることだ。マイナス１００がマイナス95になったくらいの話でしかない。

　去年の秋にバーストリンカーになって以来、ハルユキは加速世界だけでなく、現実世界でも多くの出会いを経験した。超委員長こと四シ埜ノ宮ミヤ謡／アーダー・メイデンもその一人だし、倉クラ崎サキ楓フウ子コ／スカイ・レイカー、日クサ下カ部ベ綸リン／アッシュ・ローラー、氷ヒ見ミあきら／アクア・カレント、そしてもちろん黒雪姫／ブラック・ロータス。彼女たちはデュエルアバターだけでなく、生身のハルユキにも手を触ふれ、励まし、背中を押してくれた。あなたにはあなただけの存在価値がある、と何度も何度も言ってくれた。

　そんな言葉を疑うつもりは毛頭ない。みんなの期待に応こたえるために、これからも全力で頑張ろうと思う。

　────でも。

　もし、僕がバーストリンカー・シルバー・クロウでなくなったら。加速世界の記き憶おくを丸ごと失って、もとの何も持っていない有アリ田タ春ハル雪ユキに戻ってしまったら。

　そうなったら、あの時の、あの人たちのように。照明を落とした深夜のリビングルームで、僕が聞いているとも知らずに、抑えた、しかし尖とがった声で言い合いをしていたあの人たちみたいに。僕をいらないと言った、父さんと母さんみたいに…………。

　不意に、ばさばさっ！　という羽音が聞こえ、ハルユキは顔を上げた。左側にある飼育小屋を見ると、金かな網あみの向こうで、ホウが灰白色の両りよう翼よくをいっぱいに広げ、赤金色のまん丸い瞳ひとみでハルユキを凝ぎよう視ししていた。

　体長二十数センチとフクロウ目では小柄な種だが、羽根を広げると実に堂々たるシルエットだ。翼つばさの形が、街でよく見るカラスやムクドリとはまったく違う。獲物を捕らえるための脚もがっしりとしていて、小さくても猛もう禽きん類るいなのだと改めて思わせられる。

　だが、その脚の片方には、稲妻のような形のむごい傷きず痕あとが残る。前の飼い主が、個体識別用マイクロチップを抉えぐり取った痕だ。何かの事情で邪じや魔まになったホウを捨てるにあたって、改正動物愛護法による処しよ罰ばつを逃れるために。

「…………お前も、いらないって、言われたんだったな……」

　ハルユキが呟つぶやくと、コノハズクはゆっくり両翼を畳たたみ、くるっと首を回した。まるで、それがどうかしたのか、と言わんがばかりに。

　捨てられたホウは、松まつ乃の木ぎ学園の敷しき地ち内ないで謡ウタイに保護されたのだが、傷からの出血により瀕ひん死し状態だったらしい。命を取り留めてからも、飼育部の廃部で住すみ処かを失い、受け入れ先が見つからなければ結局殺処分は免まぬがれなかった。だから、ホウが今こうして生きているのは、謡の懸けん命めいの努力があったればこそ、ということになる。

　しかし、小屋の中のホウには、惨みじめさや卑ひ屈くつさなど欠片かけらもない。その姿はどこまでも気高く、美しい。もちろんハルユキが勝手にそう感じているだけなのだろうが、少なくとも彼は、誰だれかに必要とされるとかされないとか、そんなことは気にしているまい。自分の世界で、自分の生をシンプルに生きている。

「……かっこいいな、お前は」

　呟き、ベンチから立つと、ハルユキは両手を思い切り上に突き出して伸びをした。

　自分に対するプラスのイメージの根拠を、誰かの視線や言葉に求めることがそもそも間違いだ。たとえ砂粒のように小さくても、自分の中にそれを見つけ、少しずつ積み重ねるしかない。幸い、日々に難題は山積みだ。明日の文化祭でクラス展示をちゃんと稼か働どうさせなくてはならないし、その後に襲おそい来るテストも乗り切らねばならないし──十五分後には、今週の領土戦だってある。一つ一つクリアした先に、必ず何かが見つかるはずだ。

　──そう、これまでだって、きっとそうしてきたんだ。

　背後から軽い足音が聞こえたので振り向くと、純白のワンピース型制服に着替えた謡ウタイと視線が合った。四つも年下の少女は、深い叡えい知ちを湛たたえた大きな両眼でハルユキの顔を正視すると、そこに何かを見み出いだしたかのようににこりと微笑ほほえんだ。

【ＵＩ[image: ∨]　お掃除お疲れ様でした。領土戦もがんばりましょう！】

　綴つづられた文字列は簡潔だったが、ハルユキの尽きせぬ迷いや畏おそれを察した上で、あえてそう言ってくれたのだと思えた。頷うなずくと、ハルユキもお腹なかに力を込めて答えた。

「うん！　頑張ろう！」




　オンライン対戦格かく闘とうゲーム、ブレイン・バーストの《領土戦争》──つまりレギオンとレギオンが戦域エリアの支配権を懸かけて戦うチームバトルは、毎週土曜日の午後四時に開催される。

　攻こう撃げき側がわは、事前にＢＢコンソールから攻撃チームメンバーを編成・登録し、狙ねらいのエリア内に移動──もちろん現実世界で──して待機。四時を回ってからリーダーが加速し、通常対戦用のマッチングリストを開くと、トップに支配レギオンの名前が出現しているので、それを選んでデュエルを挑いどむ。

　防衛側も、事前に防衛チームを登録し、領土エリア内で待機するのは一いつ緒しよだ。しかし支配レギオンのアドバンテージで、隣りん接せつする領土ならば、生身が別領土に存在しても防衛に出撃できる。つまり、杉すぎ並なみ第二戦域エリアに存在する梅うめ郷さと中学校で待機していれば、北の第一戦域、西の第三戦域の防衛も可能──ということだ。

　もっとも、当然ながらグローバルネットへの接続は必須となる。学校内で生徒のグローバル接続が許されているのは生徒会室の据え置きマシンのみ、それも放課後に限られているが、しかしそこは黒クロ雪ユキ姫ヒメのこと、前者の制限はこっそり回かい避ひ済みだ。ハルユキたちネガ・ネビュラスメンバーには生徒会専用機へのアクセス権が与えられていて、学内ローカルネット経由で専用機を踏ふみ台にすることで、グローバルネットに接続できる。

　ゆえにハルユキと謡は、飼育小屋脇わきのベンチに並んで座り、そこから領土戦に参加することにした。一回の戦争は通常対戦と同じく最大三十分──現実時間で一・八秒だが、攻め込んでくるチームが多いとそのぶん待機時間も長くなるので、多少の準備は必要となる。事前に購買で仕入れておいたパックジュースを謡に手渡すと、彼女も手て提さげバッグから小さな紙袋入りの花か林りん糖とうを取り出してハルユキにくれた。

「あ、ありがとう」

　礼を言って受け取り、小袋に印刷してある【五色かりんとう】の文字を見た途と端たん、再び胸に嬉うれしい気持ちが湧わき上がってきて、自然と顔が緩ゆるんだ。

【ＵＩ[image: ∨]　かりんとう、そんなにお好きなのですか？】

　不思議そうな顔で謡ウタイがそうタイプするので、慌あわててこくこく頷うなずく。

「う、うん、大好物なんだ。ありがとう、四シ埜ノ宮ミヤさん」

　好きなのは本当だが、笑顔の理由は、かりんとうと少し似た語感のバーストリンカーを連想したからだ。しかしせっかくここまで内ない緒しよにしてきたのだから、今それを悟られるわけにはいかない。表情を引き締しめ、仮想デスクトップの時計を確認する。午後三時五十五分。

「それじゃ、そろそろミーティングが始まるから、生徒会サーバーに接続しよう」

　ハルユキはそう言って、謡と同時に指を動かした。少し深いところに置いているアイコンをタップすると、個人認証が行われ、ネットワーク追加ダイアログが表示される。これでハルユキと謡は、梅うめ郷さと中ローカルネットの他に、黒クロ雪ユキ姫ヒメが生徒会専用機内に構築した領土戦準備用クローズドネットにも接続したわけだ。

　そのまま待っていると、三時五十七分になると同時に耳慣れた加速音が響ひびき、視界にデュエル開始を告げる文字列があかあかと燃え上がった。しかしもちろん、領土戦の本番ではない。レギオンマスターの黒雪姫とハルユキによる通常対戦を利用して、防衛前のミーティングを行うのだ。

　白銀のデュエルアバター、シルバー・クロウが《月光》ステージの白い地面を踏ふむと、少し離はなれた場所に緋ひ色いろと生き成なりの二色をまとう巫み女こ型がたアバターが降り立った。謡が操るアーダー・メイデンだ。現実世界では同じベンチに座っていた二人だが、クロウは対戦者、メイデンは観戦者なので、初期出現位置は自動的に引き離される。

　原則として、観戦者は対戦者の十メートル以内には近寄れないのだが、親子もしくはレギオンメンバーならばその制限は回かい避ひできる。ハルユキは謡が歩み寄ってくるのを待つ間に、近くにそびえる槍やりのように細い針葉樹を二、三本破は壊かいして必殺技ゲージを少し貯ためた。ミーティングはグラウンドで行われるので、裏庭から歩いて移動するのは少しばかり面めん倒どうくさい。

　巫女アバターは、現実世界では飼育小屋だった超小型の神殿の前で立ち止まり、中を覗のぞき込んで言った。

「やっぱり、ホウさんはこっちにはいないのですね」

「そ、そりゃ、ブレイン・バーストが再現するのは地形だけだし……」

　とハルユキが答えると、向き直ったメイデンの赤いアイレンズがきらっと輝かがやく。

「以前、現実世界の動物園にいる象さんが、原始林ステージですっごく大きなマンモスさんになったことがある……という噂うわさを聞いたのです」

「へええ！　それはちょっと見てみたいかも……じゃあ、今度、上うえ野のの動物園で実験してみようか」

「それは、デートのお誘さそいですか？」

「で……デ!?　い、いや、その、そういうアレではなく……純じゆん粋すいにバーストリンカーとしての戦術的見地から……」

　ハルユキがしどろもどろになっていると、メイデンが楽しそうにくすくすと笑った。現実世界の謡ウタイはほぼ無音で微笑ほほえむだけなので、彼女の笑い声が聞けるのはこちら側だけだ。それすら、めったにあることではないが。

　思わずハルユキも一いつ緒しよになって笑いかけたその時、どこか遠くでずずーんと重々しい崩ほう壊かい音おんが轟とどろき、同時に視界右上に表示されたブラック・ロータスの必殺技ゲージが急増した。黒クロ雪ユキ姫ヒメが何か巨大オブジェクトを破壊したのだ。理由はもちろん、ハルユキの集合が遅れているからだろう。

　びくっと首を縮めてから、慌あわてて背中の翼つばさを広げる。

「じゃ、じゃあ僕、先にグラウンドに行ってるから！」

　謡を抱えて飛べればいいのだが、残念ながらギャラリーのメイデンを移動させることはできない。手を振る謡を裏庭に残し、急角度で離り陸りくする。

　第二校舎と中庭、第一校舎をひと息に飛び越すと、青白い月光に照らされるグラウンド中央に細身のシルエットが見えた。二つあるはずの大型照明灯の一つが、根元から断ち切られて消滅している。再び背中をブルリと震ふるわせてから、着地と同時に深々と最敬礼。

「ど、ども、遅くなりました、すみません!!」

「いや、謝る必要はないさ。レギオンメンバー同士の仲がいいのは喜ばしいことだからな」

　と応じる漆しつ黒こくのデュエルアバター、黒の王ブラック・ロータスの声は大変にとんがっている。よもやデート云うん々ぬんの会話が聞こえたはずはないが、こういう時の黒雪姫の超感覚には加速世界の法則も通用しない。

　更さらなる言い訳を試みるべきか否いなかを迷っていると、幸いなことに、周囲で立て続けにアバター出現サウンドが響ひびいた。自動追つい随ずい機能によって、アーダー・メイデンとシアン・パイル、そしてライム・ベルがテレポートしてきたのだ。

「こんにちは、サッちん、チユリさん、黛マユズミさん」

　謡が頭を下げると、チユリとタクムは挨あい拶さつもそこそこに、揃そろって顔の前で両手を合わせた。

「黒雪センパイ、ういちゃん、ごめんなさーい！」

「すみませんマスター、ぼくとチーちゃん、まだ文化祭の準備が終わらなくて……」

　予想していたことではあるが、それを聞いたハルユキはつい叫んでしまった。

「え、ええー!?　じゃあチユタクは領土戦不参加!?」

「だから、そのツユダクみたいな呼び方やめなさいっての！　しかたないでしょ、あたし今、屋台でクレープの試作してるんだもん。このミーティングは時間決まってるから加速する準備できるけど、領土戦はいつ始まるかわかんないし……」

　とライム・ベルが両手を腰に当てて言うと、シアン・パイルも右手の杭打ち機パイルドライバーで頭をかきながら続けた。

「ぼくもダンスの練習中で、しばらく抜けられそうもないんだ。ハル、今日はなんとかぼくら抜きで頑張ってみてくれないかい」

「そ、そりゃもちろん頑張りはするけどさ……」

　と答えたその時、左方で更さらなる出現音。テレポートしてきたのは、銀色の車くるま椅い子すに腰掛ける女性Ｆ型アバターだった。華きや奢しやな肢し体たいを白いワンピースに包み、同色の鍔つば広ひろ帽ぼう子しの下からブルーシルバーに輝かがやく髪を長く垂らしている。レギオンのサブマスターを務めるスカイ・レイカー──倉クラ崎サキ楓フウ子コだ。

　ヘルメス・コードでのレースを経て、長いあいだ喪うしなわれていた両脚を取り戻したレイカーは、もはや車椅子型強化外装を使う必要はない。しかし実のところ、彼女にとってあの車椅子は、ハンディキャップではなく機動力を数倍にも引き上げる強力な武器だ。地面が平へい坦たんかつ硬質なステージでないと性能を発揮できないが、もちろんその場合は下りればいい。

　というわけで、こと領土戦では車椅子に乗って出しゆつ撃げきするのを常としている楓子は、月光ステージの地面に敷しき詰められたタイルの上を滑すべるように近づくと、軽く会え釈しやくしてからにこやかに言った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、鴉からすさん。チーコと黛マユズミさんが不参加なら今週は二人チーム二つで防衛に当たることになりますが、鴉さんにはパートナーを自由に選ばせてあげますから」

「あ、そ、それはどうも…………って、ええええ!?」

　思わず後頭部に手をあててお礼を言いかけてから、改めてのけぞる。楓子が言ったのはつまり、彼女と謡ウタイ、そして黒クロ雪ユキ姫ヒメの中から、チームを組む相手を選択せよということだ。もちろん三人とも実力は折紙付きだが、この状況で「誰だれでもＯＫです」などという返事は許されそうもない。

　にこにこ顔のスカイ・レイカー、どこか真剣……あるいは必死な気配のアーダー・メイデン（理由はハルユキの選択次第では楓子とのタッグになってしまうからだろう）、そして両眼を冷たく光らせるブラック・ロータスをぐるぐる順番に見回してしまうハルユキだったが、そこでようやく気付いた。

　タクムとチユリが不参加でも、防衛チームの合計人数は四ではなく五だ。なぜなら今日から、ネガ・ネビュラスには新たなメンバーが加わる、いや帰還するからだ。そしてそれこそが、ハルユキが謡に内ない緒しよにし続けていた《嬉うれしさの理由》だ。

　ふうっと息を吐はいてから、ハルユキはロータスに向かって軽く頷うなずきかけた。

　黒雪姫も、それまでの不ふ機き嫌げんモードを解除して仄ほのかな微笑の気配を滲にじませた。右手の剣をゆるやかに持ち上げ、まず夜空の真ん中に輝く巨大な満月を示してから、ゆっくりと動かしていく。グラウンドを横切り、第一校舎を登った切っ先が、屋上の一点を示す。

　メンバー全員の視線が集中したその場所に、いつの間にか、七人目がひっそりと立っていた。青白い月光を受けて涼しげに煌きらめく、流水のデュエルアバター──。

「えっ…………」

　楓フウ子コが息を吞のみ、

「あ……あっ！」

　謡ウタイが細い叫び声を漏もらした。チユリとタクムも驚おどろき顔で固まっている。そしてハルユキは、ゴーグルの下で満面の笑みを浮かべていた。

　六人が無言で見詰めるなか、流水アバターは校舎の壁面を伝ってグラウンドに降り立つと、一歩一歩を大切に踏ふみ締しめるかのような動きで歩み寄ってきた。近づくにつれ、さらさらという水音が耳に届く。空中に舞う微細な飛沫しぶきが、月明かりを反射して銀色に輝かがやく。

　楓子と謡が吸い寄せられるように数歩進み出ると、流水アバターは二人の手前で足を止めた。しばし沈ちん黙もくを続けてから、水音に乗せて囁ささやく。

「……ただいまなの、レイカー、メイデン」

　その声を聞いても、楓子たちはすぐには反応しなかった。いや、できなかったのだろう。何秒かが経過してから、揃そろって幽かそけき声を絞り出した。

「カレン……なの……？」

「レンねえ、ですか……？」

《四元素エレメンツ》の一人、《水》のアクア・カレントは、その問いかけに確かな頷うなずきを返した。続いて両手を差し伸べると、手の甲に繫つながる水の輪が左右に広がり、空中に大きなハートの形を描いた。

　楓子と謡が同時に飛び出し、同じく広げた両手でカレント──あきらの体を包み込んだ。

　固く抱き合う三人の姿を、ハルユキが感無量で見詰めていると、すぐ隣となりにいたチユリが小声で訊きいてきた。

「ねえ、ハル……あの人ってもしかして、昔うちの幹部だった……」

「そうさ。アクア・カレントさんだよ。ついに、ネガ・ネビュラスに戻ってきてくれたんだ」

「って、ちょっとハル、あんた知ってたの？　知ってて内ない緒しよにしてたの？」

　強化外装《クワイアー・チャイム》の角かどッコで脇わき腹ばらをぐりぐりされ、慌あわてて言い訳する。

「し、知ってたって言っても、カレンさんと会ったのはたった二日前なんだよ！　それに、こういうシーンってサプライズのほうが盛り上がるし」

「だからって、あたしたちにまで黙だまってることないでしょ！　ねえタッくん……──あれ、どうしたの、タッくん？」

　チユリと一緒に振り向くと、そこに立つシアン・パイルは、なぜか腕組みしながら頭を右に左に捻ひねりまくっていた。

「…………アクア・カレント……《四元素エレメンツ》の一人……確かにそう聞いていたけど、でも彼女は……用心棒《唯一の一ザ・ワン》で……ぼくはどうして、前に名前を聞いた時にそれを…………」

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶかタク…………はっ！　そっ、そうか、お前も記き憶おくを！」

　フェイスマスクに並ぶスリットから湯気が出そうなほど考え込んでいるタクムから視線を外し、ハルユキは感動の再会に浸り続けているあきらに向けて叫んだ。

「あ、あの、お取り込み中すみませんカレンさん！　た、タクにもアレを、メモリ・フリーをお願いします!!」




　去年の秋、ポイント全損しかけたハルユキは、神じん保ぼう町ちようエリアであきらとタッグを組んで戦いからくも危機を脱した。しかしその後、記き憶おくを封印するという驚きよう異いの心意技《記憶滴下メモリ・リーク》によってアクア・カレントと出会ったことを強制的に忘却させられ、一昨日その封印を解除して貰もらうまでまったく思い出せなかったのだが──なんと同じ処置を、神保町に同行していたタクムも施ほどこされていたらしい。

　戦場をバトルロイヤル・モードに切り替えた上で、ハルユキ同様に記憶を戻して貰ったタクムは、何度か頭を小刻みに振ってからようやく得心がいったように頷うなずいた。

「なるほど……。《ザ・ワン》、用心棒なんていうリスクの高い役割を長く続けているのに、あなたがリアル割れと無縁な理由がようやく解わかりました」

　タクムの言葉に、あきらは軽く肩をすくめた。

「安全の担保は、ふつうはリアルの顔写真だけで充分なの。いままで記憶封印まで行ったのは、最初から悪意を持ってコンタクトしてきたバーストリンカー数名と……」

　一度口を閉じてから、微笑とともに付け加える。

「……新生ネガ・ネビュラスのメンバーであるあなたたちだけ」

「まったく、３００ポイント貯たまっただけで速攻レベルアップしちゃうとか、いかにもハルらしい話よね」

　三角帽ぼう子しを左右に振りつつそう言ったチユリは、あきらに顔を向けると、実にストレートな質問を発した。

「それにしてもカレンさん、《記憶を封印する》なんて、心意技にしてもスゴすぎな効果ですよね。いったいどういう仕組みなんですか？」

「私からしてみれば、ベル、あなたの必殺技のほうがよっぽどスゴすぎなの。──私の心意技のロジックについては、詳しく説明するとこの対戦が終わっちゃうからかいつまんで言うけれど……ブレイン・バースト・プログラムそのものに、バーストリンカーの記憶に干かん渉しようする力があることは、この場の全員が知ってると思うの」

　その言葉に、ハルユキは思わず「おお」と声を漏もらした。

　今のいままで関連づけられなかったのは不ふ甲が斐いないが、確かにブレイン・バーストは、ポイント全損してしまった者のニューロリンカーから強制アンインストールされる時、加速世界にまつわる記憶を根こそぎ道連れにしてしまう。ハルユキは、その実例さえ今年の四月に目まの当たりにしている。

　頷うなずく一同をぐるりと見回し、あきらは続けた。

「私の心意技《記憶滴下メモリ・リーク》は、その力をごく限定的に発動させて、私自身に関する記き憶おくをブロックする。具体的な仕組みの考察については、また今度、時間がある時に話すの」

「まったく、水みず臭くさいわねえカレン。あなたにそんな力があるなんて、四元素のわたしたちも知らなかったわ」

　楓フウ子コの台詞せりふに、全身を流水に包んだアバターはさらりと答える。

「私が水臭いのは当たり前なの」

　それを聞いてみんながひとしきり笑ったところで、黒クロ雪ユキ姫ヒメが両手の長剣をキンッと打ち鳴らした。

「積もる話もあるだろうが、ともあれ我々ネガ・ネビュラスは新たなメンバーを迎えることとなった。ベル、パイル、そしてクロウの三人は、今後カレントと共に戦う場面も増えると思う。それぞれの能力特性を活いかした、効果的な連携を工夫してみてくれ。……といったところで、今日の領土戦についてだが、ベルとパイルが不参加ゆえ防衛に当たるのは五人だ。チーム分けは、すまんが独断で決めさせて貰もらう」

　ハルユキは、少しばかり緊きん張ちようしつつ次の言葉を待った。マスターらしく淀よどみない口調で、黒雪姫はきびきびと全員の担当エリアを指示した。

「南側の杉すぎ並なみ第二、第三エリアには、私とレイカー。そして北側の第一エリアには、メイデン、カレント、そしてクロウの三人を配置する。みんな、よろしく頼たのむぞ。《東京ミッドタウン・タワー攻略作戦》を前にして領土を奪われては、盛り上がらないこと下水道ステージの如ごとしだからな」
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　領土戦争の参加人数は、原則として防衛側チームの数に攻こう撃げき側がわチームが合わせる形となる。つまり、防衛側が三人なら、たとえ攻撃側が五人チームを組んでいても自動的に二人が除かれ、レベルの高い順に三人だけが戦場にダイブすることになる。

　このルールの例外が、防衛側が二人または一人の場合だ。攻撃側の最小数は三なので、たとえ防衛側が二人以下でも、その陣容で三人の敵軍と戦わねばならない。

　なので、所属バーストリンカーが数十人にのぼるような巨大レギオン同士の領土戦ならば、相手チームの人数の読み合いという要素も生まれる。十人規模の大チームを三人チームで迎撃すれば敵の戦力を七人も無む駄だ遣づかいさせられるし、全領土の防衛が不可能と判断される場合は、敵がもっとも多い人数で攻めてくると思われるエリアに一人だけを配置して、捨て戦いくさでも価値ある一敗とすることも可能だ。

　とは言え、現在の杉すぎ並なみエリアの情勢では、そこまでの戦略的オペレーションは必要とされない。第二期ネガ・ネビュラスが十人に満たない小規模レギオンであることは誰だれもが知っているので、攻めてくる方も三人より多いチームは組まないからだ。事前の読み合い要素といえば、攻撃側がいかにしてブラック・ロータスのいるエリアを避さけるか、くらいしかない。理由は単純に《おいそれとは勝てないから》だが。

　それは逆に言えば、黒の王がいないエリアならいい勝負にならなくもない、ということでもある。口の悪い敵だと、ロータスなしでクロウありのエリアを引いて「よっしゃ当たりだぜ！」くらいのことを叫んだりもするので、ハルユキとしては黒クロ雪ユキ姫ヒメと別チームでも絶対に気を抜くわけにはいかない。

　ゆえに、四時をほんの数秒回ったところで本日の第一戦が開始され、杉並第一エリアを舞台とする戦場に降り立った瞬しゆん間かん、ハルユキは意い気き軒けん昂こうに叫んだ。

「よし、頑張って絶対防衛しましょう、メイさん、カレンさん!!」

　しかし次の瞬間、がくっと肩を落としながら呻うめいてしまう。

「う、うへえ……このステージかぁ…………」

　見回した周囲の地形に、ことさら目立つ部分はない。道路は現実世界とよく似た灰色のアスファルトに覆おおわれ、ビル群も全すべて同系色のコンクリート製だ。目立つのは路上に点在する大型マンホールくらいだが──しかしそれこそが、この《下水道》ステージ最大の特徴なのだ。

「……ローねえがあんなこと言うから、ほんとになったのです……」

　そう呟つぶやくアーダー・メイデンの声にも力はない。その隣となりの、第二期ネガ・ネビュラスのメンバーとして記念すべき領土戦初参戦となるアクア・カレントも、全身を巡る水流の勢いが少しばかり鈍にぶっている。全員の士気が急降下なのもやむなしと言うべきで、下水道ステージは、自然系・水属性の中でも不動の不人気ナンバーワンなのだ。

　しかし、この場では最年長にしてバーストリンカー歴も最も長いと思われるアクア・カレントが、流石さすがの冷静さを見せて言った。

「つらいのは、敵チームも一いつ緒しよなの。精神力の勝負なら、なおさら負けるわけにはいかないの」

「そ……そうですよね。下水なんかただの暗くて臭くさくてぬるぬるの土管ですよね！」

「……表現はともかく、その意気や良し、なの。というわけで、この領土戦のリーダーはクロウにお願いするから、よろしく」

「はい、任されまし……って、え、ええ!?」

　今いま更さらのように仰のけ反るが、メイデンまでもがこくこく頷うなずく。

「戦せん闘とうが始まったら、私とレンねえは、クーさんの指示で動くのです。ナイスな作戦、期待してます！」

「…………は、はひ……がんばります……」

　この期ごに及んでイヤだとも言えず、かっくんと頷いてから、ハルユキはさっそく視界右上に表示されている敵チームの陣容を確かめた。

　人数は、順当に三人。上から、レベル５の《ブレイズ・ハート》。同じくレベル５の《オーカー・プリズン》。そしてレベル４の《ピーチ・パラソル》となっている。

　全員、知らない名前でもない。それどころか、何度か対戦したことさえある。しかしハルユキは、三つのアバターネームを見た瞬しゆん間かんに小さく声を上げていた。

「えっ……なんで…………!?」

「どうかしたのですか？」

　ハルユキの反応を見て、不思議そうに首を傾かしげる謡ウタイに向けて、滑なめらかに説明したのはあきらだった。

「クロウが驚おどろいた理由は……この三人が全員、赤のレギオン《プロミネンス》所属だから」

「そ、そうなんです。プロミとうちはいま無期限停戦中で、領土戦はお互いに攻め込まない約束になってるはずです。なのに、なんで急に……ニコ、じゃない赤の王からは何も言ってきてないのに……」

　そこまで口走ってから、ハルユキは一つの可能性に思い至り、強く両りよう拳こぶしを握った。

　プロミネンス─ネガ・ネビュラス間の停戦協定は、六大レギオン間の永久不可侵条約と違って一切の罰ばつ則そくを規定していない、言わば紳士協定だ。だから、条約を守るという《理性》を、何かを原因とする《衝しよう動どう》が上回れば領土戦で攻め込んでくることはあり得る。

　そして現状、考えられる幾いくつかの原因のうち、最もありそうなのは──

「ま、まさか……プロミのメンバーにまで、ＩＳＳキット感染者が……」

　ハルユキが呻うめいた途と端たん、あきらと謡の顔にも緊きん張ちようの色が走った。まさかとハルユキは言ったが、十日以上も前の段階で、同じ六大レギオンであるグレート・ウォールに感染者が発生している。そしてプロミネンスの領土である練ねり馬まエリアは、都内に三箇所確認されているＩＳＳキット発生源のひとつ、足あ立だちエリアとそう離はなれてもいないのだ。

　大きく息を吸い、ハルユキは口早に言った。

「これまで、ＩＳＳキット感染者が領土戦に参加してきたことはありませんでした。でも、いつ来ても不思議はなかったんです。……もし敵の三人全員がキットを装着していれば、遠えん距きよ離りでは《ダーク・ショット》、近距離では《ダーク・ブロウ》の心意技二種を遠えん慮りよなく乱発してくるはずです。どっちも無防備に喰くらえば即死級の威力です。それと……」

　視線をちらりとステージの北側に振る。

「……敵がキット装着者なら、下水道を通らないで、地上から一直線に攻めてくることも有り得ます」

　本来、この下水道ステージでは、地上を自由に移動することはできない。ステージの各所に、高く頑丈なコンクリート壁が立ちはだかっているからだ。否いやが応おうでも下水道を使わせるための移動制限だが、ＩＳＳキットを持つ者には意味を持たない。二種の虚きよ無む属性心意技は、どんなに分厚い壁だろうと容易たやすく穴を穿うがってしまう。

　防衛チームの三人は、しばし黙だまって杉すぎ並なみ第一エリアの北方を見やった。

　領土戦では、現実身体の位置に関係なく、攻こう撃げき側がわチームと防衛側チームは東西もしくは南北に分かれて配置される。今回、ハルユキたちはエリアを南北に貫く環状八号線の南なん端たんに出現したので、敵チームはこの道路の北端から攻めてくるはずだ。

　他のステージならかなり遠くまで見通せるはずの環かん八ぱち通りだが、下水道ステージではそうもいかない。ほんの数十メートル先で、黒い雨あめ染じみをまとうコンクリート壁が道路を横切っている。あの先に行くには、垂直壁面を上れるアビリティを使うか、地下の下水道を使うか、あるいは空を飛ぶかしかない。

「……僕、ちょっと上から偵察してきま……」

　言いかけた台詞せりふを、ハルユキは途中で吞のみ込んだ。飛ぶためには必殺技ゲージを貯ためる必要があるが、何とも念の入ったことに、下水道ステージの地上オブジェクトは壊こわしてもほとんどチャージできないのだ。その代わりに、地下のトンネルには、一つ壊せばゲージがどかんと貯まる謎なぞのドラム缶がたくさん配置されている。万事に於おいて、お前ら諦あきらめて潜もぐれ、という設計思想のステージなわけだ。

　それでも強引に地上でゲージを貯めようとすれば、もう味方を殴なぐるか殴られるかしかない。だが、領土戦の勝敗は、同じ人数が生き残った場合は残存体力ゲージの合計量で決まるので、無む駄だな被ダメージは極力避さけねばならない。

　シルバー・クロウ最大の力である飛行アビリティをいきなり封じられてしまい、がっくり肩を落とすハルユキに、あきらがほんの少し笑いを含んだ声で言った。

「浮き沈みの激しいとこは、まるで変わってないの。大だい丈じよう夫ぶ、偵察は私がする」

「えっ……ど、どうやって……？」

　それには答えず、アクア・カレントは最も寄よりのマンホールに歩み寄ると、錆さび付いた蓋ふたの端はしを真上から蹴けり付けた。くわぁん、と金属音を響ひびかせて円形の蓋が跳ね上がり、路面を転がっていく。

　出現した穴の直径は一メートル近くもあるだろうか。内壁の側面にハシゴが設置されているのを見るまでもなく、あの下が噂うわさの下水トンネルだ。耳を澄すませれば、ごぼごぼと重そうに流れる水音が届いてくる。

　アクア・カレントは、穴の上に右手をかざすと、指先を下に向けた。するとそこから、全身を巡る水が二、三リットルぶんほども流れ落ち、マンホールの中に消えた。

「あ、あの、いったい……」

　わけが解わからず、ハルユキは眼を見開く。現象としては、カレントは貴重な流水装甲の一部をただ下水に捨てただけだ。量としては一割程度だろうが、全身を覆おおう水膜は明らかに薄うすくなっている。

「レンねえにお任せ、なのです」

　隣となりで謡ウタイが落ち着いた声を出した、その直後──。

　静止していたカレントが顔を上げ、当たり前のように言った。

「敵チームは、下水道から接近してきている。三人全員が固まって移動している……あと数分で、ステージ中央に到達する」

「へっ!?　な、なんで解わかるんですか!?」

「アビリティ《流体音感ハイドロ・オーデイトリー》。私の《水》が混ざった液体を、全すべて私の耳にする。続きは、移動しながら」

　さらりと言い放つと、カレントは足あし許もとのマンホールに躊躇ためらいなく身を投じた。ハシゴを使わずに、内壁を流れ落ちるようにしてあっという間に姿を消す。

「や……やっぱり、下で戦うのか……」

「でも、悪い展開ではないのです。地上の壁を心意技で壊こわさずにちゃんと地下を移動しているなら、ＩＳＳキットに寄生されている可能性は少し下がりますから。それに、領土戦ステージの真ん中には……」

　謡の言葉に、ハルユキも腹をくくって頷うなずく。

「最大の拠点があるもんね。先に占領されると厄やつ介かい、か……。──よし、メイさん、僕たちも行こう」

　右腕を伸ばし、小柄なアーダー・メイデンの体をひょいと抱え上げると、ハルユキはそのまま数歩移動してマンホールへと飛び込んだ。

　このステージで領土戦を行うのは初めてだが、下水道ステージそのものが未経験というわけではない。マンホールの深さと内部構造は記き憶おくしている。真っ暗な縦穴を十メートルほど自由落下し、広く薄うす暗ぐらい空間に出たところで背中の翼つばさを広げてブレーキ。螺ら旋せんを描いて滑かつ空くうし、先行したアクア・カレントの隣となりにドプンと着水する。

　そこは、かまぼこ型の断面を持つ巨大な地下トンネルだった。直径は六、七メートルもあるだろうか。壁も床も地上と同じくコンクリートだが、カビだのコケだの謎なぞの粘液だのにくまなく覆おおわれ、大小の金属パイプも無む惨ざんに錆さび付いている。照明は天てん井じように据え付けられた旧式の蛍光灯だけで、明かりの届かない暗がりでは、正体不明の小型生物がちょろちょろ這はい回る。

　平らな床には浅く水が流れているが、これが実に厭いやらしい灰色に濁にごっていて、足首あたりまで沈めているだけで大変な精神的ダメージがある。もし転んで、顔から突っ込んでしまった日には悶もん絶ぜつ必至──というか、ハルユキはそこまで経験済みだ。

　今日は絶対転ばないぞ！　と決意しつつ、右腕に抱いたままのメイデンに一応訊きく。

「あの、メイさん、降ろしていい……かな？」

「…………だめ、と言ったらずっと抱っこしててくれるですか？」

「え、ま、まあ、敵と接触エンカウントするまでなら……」

「それはいい考えなの」

　と左側から言うや否いなや、あきらも体を預けてくるので、ハルユキは反射的に左腕で抱え上げてしまった。しかし、いかに小柄なＦ型とはいえ、二人を同時に持ち上げるとそれなりの荷重がある。

「あ、あの、この状態で走ると、かなりの確率で転んで顔からバシャーンですが……」

「大だい丈じよう夫ぶ、あれを壊こわすの」

　カレントが指差すほうを見れば、確かに、暗がりに紛まぎれて円筒形のシルエットが鎮ちん座ざしている。下水道ステージのボーナスアイテム、ドラム缶だ。転ばないよう慎しん重ちように近づき、キック一いち撃げきで粉ふん砕さいすると、中から謎なぞの発光ガスが湧わき出して数すう瞬しゆんあたりを照らす。それを浴びたハルユキと、あきらと謡ウタイの必殺技ゲージも半分近くチャージされる。

「よし、これなら、お二人を抱えたままステージ中央まで飛べます！」

「お願い。私の《流体音感》はそろそろ切れる。敵チームが中央に到達するまで……予想ではあと一分三十秒」

「それだけあれば充分です！」

　あきらに叫び返し、ハルユキは背中の金属翼よくを展開した。閉へい鎖さ空間での飛行は神経を使うが、敵の位置を追跡できていれば不意打ちを警戒しなくて済むので、かなりスピードを出せる。

　翼を軽く振動させ、濁り水から両足が数十センチ離はなれたところで、ハルユキは水平飛行を開始した。トンネルの直線部分はあっという間に終わり、前方に左右への分岐路が出現する。速度を緩ゆるめる前に、耳みみ許もとであきらが囁ささやく。

「右なの」

「了解です！」

　体を傾け、得意の高速直角ターン。翼つばさの先せん端たんが連続的に水面を掠かすめ、後方に次々と水柱が立ち上る。

「なんだか、映画みたいなのです！」

　右腕の中で、謡ウタイが少しばかり興こう奮ふんの滲にじむ声を出す。そう言われるともっとスピードを出したくなるが、それで壁に接触でもして、三人揃そろって下水にダイブでは目も当てられない。急ぎつつも慎しん重ちように、と自分に言い聞かせる。

　その後も、あきらの的確な指示に従って右に左に曲がりつつ、数十秒も飛んだところで前方にやや明るめの光が見えた。必殺技ゲージとよく似た青い色合いは、蛍光灯ではなく《拠点》が放つライトエフェクトだ。

「あそこが中央。敵チームもあと数秒で到着する」

「着地します！」

　叫びざま、両りよう翼よくをいっぱいに広げ、軽く逆進をかける。速度を落としつつトンネルから飛び出すと、そこは円形の地下空間だった。

　ハルユキたちが飛んできたのと同じ下水トンネルが八方から集合し、中央で灰色の湖を作っている。空間の差し渡しは五十メートル、ドーム状の天てん井じようまでも三十メートルはあるだろうか。

　湖の真ん中には小さなコンクリートの島があり、その上に青く光る金属リングが浮遊している。不思議な振動音を放ちつつ、ゆるやかに回転するそのリングこそが、領土戦ステージ特有の《拠点フツトホールド》だ。リング内部では必殺技ゲージがオートチャージされるので、いかに拠点を占領していくか──占領したならばいかに防衛するか、されたならばいかに攻略するかが領土戦の基本戦略となる。

　ことに、ステージ中央に存在する拠点は《要塞拠点ストロングホールド》とも通称され、他の拠点より大きなチャージリングを備えている。小型アバターなら同時に三人も──回復速度はやや遅くなってしまうが──チャージできるので、ここを取れるかどうかが勝敗に直結することも多い。

　ゆえにハルユキは、まだ無人の要よう塞さいを占領するべく、湖中央の小島に飛び込もうとした。しかし──。

「回かい避ひして！」

　あきらの鋭するどい声が響ひびいたのとほぼ同時に、反対側のトンネルの奥から高速で飛来するものがあった。真っ赤な火炎で形作られた、楕だ円えんと直線と円弧。つまり──８分音符。

「うわっ」

　声を上げつつ左に急きゆう旋せん回かい降下する。炎の音符が振り撒まく火花がシルバー・クロウの装甲に幾いくらか跳ね返ったものの、メタルカラーの耐熱性能が幸いしてダメージはない。８分音符は緩ゆるい弾道曲線を描いて後方に飛び去り、コンクリートの壁にぶつかると、四つの32分音符に分ぶん裂れつしてから大きな火炎の渦を作った。

　視界の端はしにその様子を捉とらえながら、着水寸前にフルブレーキ。拠点までは辿たどり着けず、その二十メートル手前で湖に降りる。再び両足がドポンと濁にごり水に吞のまれるが、さすがにこの状況で生理的嫌けん悪お感かんなど気にしていられない。あきらも謡ウタイも自みずからハルユキの腕を飛び出すと、左右に少し間を開けて展開する。

「……いまの技は、確か、えーと……」

　記き憶おくを掘り返そうとするハルユキに答えたのは、正面のトンネルから勢いよく飛び出してきた小柄なデュエルアバターだった。

「あたしの《シアリング・ノート》をノーダメで避さけるなんて、なかなかヤルなーっ！」

　足あし許もとの汚お水すいを気にする様子もなくばしゃばしゃと走り続け、拠点の浮き島を頂点としてハルユキたちと二等辺三角形を作る位置で停止。そこでくるくると二回転してから、左手を脇わきに構え、右手を高々と伸ばしてビシッ！　と決めポーズ。

　全身を彩いろどるのは、かなり鮮明な《遠えん隔かくの赤》だ。もちろん赤の王スカーレット・レインほどではないが、薄うす暗ぐらい地下空間にオレンジがかった朱しゆ色いろがくっきり浮き上がって見える。上半身の装甲はネクタイつきのブレザー、下半身はミニスカート形状で、二本のヘアパーツを長く垂らす頭部の左右には大きなリボンが装着されている。

　どことなく古いにしえの電脳アイドルを想起させるアバターを、ハルユキは過去に二、三度だが見たことがあった。練ねり馬まエリアでギャラリーした、通常対戦で。

「……《ブレイズ・ハート》さん…………」

　名前を呟つぶやいたハルユキの声は、胸中の危き惧ぐと緊きん張ちようを映して、少し掠かすれていた。

　こうして直接相対すれば、もう疑う余地はない。彼女は、間違いなく赤のレギオン《プロミネンス》のメンバーだ。ならば問題は、この戦いが本人の意志によるものかどうか、だ。

　キメポーズを取り続けるブレイズ・ハートの体を、ハルユキは二、三歩踏ふみだしながら食い入るように凝ぎよう視しした。

　ブレザーを模した胸部装甲は左右に分かれ、内側にアバター素体が露ろ出しゆつしている。《ＩＳＳキット》が寄生するならあの位置だろう。両眼に力を込め、もう何度も目もく撃げきしている漆しつ黒こくの半球を探す。

　すると、クロウの鏡面ゴーグル越しにも視線を感じたのか、ブレイズ・ハートは両手でさっと胸を覆おおって叫んだ。

「な、何じろじろ見てるんだーっ！　マッタイラで悪かったな────っ！」

「え!?　い、いやいやそんな、そういうつもりじゃ……」

「なにぃーっ！　ならペッタンコ好きのヘンタイかーっ!?　そういやあんたの仲間もかなりのペッタンだなーっ!!」

　というブレイズの台詞せりふに、思わずメイデンとカレントの胸を確認しそうになったが危うく堪こらえる。意志力を振り絞って視線を正面に固定しつつ、

「ち、ちがいます、ペタンコ好きとかそーゆーのじゃないです！」

　と叫んだハルユキに続いて、謡ウタイも凜りんと張った声で宣言した。

「そうです！　クロウさんが好きなのは、胸じゃなくて脚なのです!!」

「そう、そのとお…………い、いやいやいや!!」

「ふうん、そうなの。記き憶おくしておく」
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　左側であきらまでそんなことを言うので、ハルユキは走って逃げたくなったが、幸いそれを実行に移す前に謡が相手には聞こえないボリュームで囁ささやいた。

「ブレイズさんの様子からして、キットには寄生されていないようなのです。外見からも確認できませんし」

「え、ええ……そうですね。でも、となると問題は……」

　ハルユキがそこまで言いかけた時、ブレイズ・ハートの左右に、追いついてきた二人の仲間が大きく水みず飛沫しぶきを上げて停止した。

　右に並んだのは、たくましい両腕に巨大なツメを装備した黄おう褐かつ色しよくのＭ型アバター。そして左には、身の丈ほどもあるパラソル型強化外装を抱えた、薄うす桃もも色いろのＦ型アバター。《オーカー・プリズン》と《ピーチ・パラソル》、どちらもハートと同じくプロミネンスに所属するバーストリンカーである。

　ハルユキはオーカーとピーチの胸部装甲も丹念に、そして極力さりげなく確認したが、やはりＩＳＳキットは見当たらない。ブレイズ・ハートが体の前から両手を下ろしたタイミングで、胸に渦巻く疑問を口にする。

「……あなたたちは全員、プロミネンスの人……ですよね。どうしてです!?　プロミとうちは、無期限停戦中のはず……それともこれは、赤の王の意志……」

「レインのじゃない！　攻め込んだのは、あたしたちの意志だ──っ！」

　朱しゆ色いろのブレザーを着たアイドル型アバターは、ハルユキに最後まで言わせなかった。甲かん高だかい叫び声には、明確な怒いかりが籠こもっている。ピーチ・パラソルも「そーだよそーだよ！」と声を上げ、オーカー・プリズンは両手のツメをがしゃがしゃ開閉させる。

　どうやらハートたちは、何か腹に据えかねる──しかも赤の王の定めた停戦協定を破るほどの──ことがあって、今日の領土戦で杉すぎ並なみに攻め込んできた、ということらしい。だが、ハルユキにはその《何か》の中身がさっぱり思い当たらない。

　ネガ・ネビュラスとプロミネンスが関かかわった事件は、今年始めに発生した《五代目クロム・ディザスター》の一件くらいだ。しかしあの時は、マスターたるニコ自みずからがハルユキに体当たりのソーシャル・エンジニアリングを仕掛け、他のレギオンメンバーは登場しなかった。四月の《ダスク・テイカー》事件の時は、ニコと副長のパドさんがハルユキとタクムを助けてくれたし、その後もずっと友好的関係を維持している……いや、もっと単純に、二人は大切な友達なのだ。

　だからハルユキは赤のレギオンそのものにも親近感を抱いだいてきたし、交流の機会こそ少なくともメンバーに敵対的な行動を取った憶おぼえは一切ない。だから、何がブレイズ・ハートたちをこれほど怒おこらせたのか、想像もつかない。

　ちらりと左右を見ると、謡ウタイもあきらも軽くかぶりを振った。彼女たちにも事情が解わからないとなると、あとはもう直接訊きくしかない。

「あの、原因は、何なんですか？　僕たちがプロミに何かしまし……」

「しただろ──っ!!」

　つぶらなアイレンズを、高温の炎を思わせるブルーに輝かがやかせてブレイズ・ハートは喚わめいた。再びくるっと一回転し、右手の指をハルユキに突きつける。

「昨日のコトを、忘れたとは言わせないぞーっ！　無制限フィールドの豊と島しまエリアでエネミー狩りしてたプロミうちの二十人以上と、狩りを指揮してた赤の王スカーレット・レインを、ドでっかーい神獣レジエンド級でまとめてＥＫエネミー・キルしようとしたくせにぃ──っ！」

「な……な……!?」

　ハルユキは大きく仰のけ反り、次いで顔と両手を激しく左右に振り動かした。

「し、してない！　そんなコトしてないです！」

　それを聞き、ハートの隣となりのピーチ・パラソルが鋭するどく両目を光らせる。両手で持った傘かさ型がた強化外装をぎゅんぎゅん高速回転させながら、

「しらじらしーのよ！　私もハトっちもオカくんも、ば──っちり見たんだよ！」

　回転を止めたパラソルを勢いよくハルユキに向け、石突き部分に存在する砲口でぴたりと狙ねらいをつける。

「確かにアンタたちはいなかったけど……その代わり、神獣レジエンド級の背中に乗ってたのよ！　アンタたちのマスター……黒の王、ブラック・ロータスが！」

　怒いかりに燃えるその声は、ハルユキの胸を大径ライフル弾の如ごとき衝しよう撃げきで撃うち抜いた。

　広大な地下ドームが生み出す残ざん響きようが薄うすれ、消えても、ハルユキは反応できなかった。その代わりに、アーダー・メイデンが一歩前に出ると、凜りん乎こたる声で叫び返した。

「有り得ないのです！　ロータスが、そんな不意打ちのような真似まねを……しかもエネミーを利用した攻撃なんか、するはずがないのです!!」

「黙だまれ！　黙れ黙れだまれ────っ!!」

　迸ほとばしった絶叫は、それまでのアイドル然とした甘さをかなぐり捨てた、どこか悲痛な色合いを滲にじませていた。体の前で両りよう拳こぶしを握り、小さな体を激しく震ふるわせて、ブレイズ・ハートは続く言葉を振り絞った。

「したじゃないか！　二年半前……先代の赤の王、レッド・ライダーを、卑ひ怯きような不意打ちで……殺したじゃないか────っ!!」

「…………！」

　ハルユキは、突とつ如じよ猛もう烈れつな息苦しさに襲おそわれ、思わず胸を押さえた。仮想の空気を吸い込もうとするが、喉のどが塞ふさがる感覚は去らない。

　ブラック・ロータス──黒クロ雪ユキ姫ヒメが、無制限フィールドで赤のレギオンに神獣レジエンド級エネミーによる攻撃を仕掛けたという話は到底信じられないが、過去に赤の王レッド・ライダーを不意打ちで全損させたことは事実だ。その惨さん劇げきに至るまでには多くの因いん縁ねんがあったのだが、今ここでそれを説明する時間も、またその権利もハルユキにはない。

　今度ばかりは、謡ウタイもあきらも反はん駁ばくしようとはしなかった。沈ちん黙もくするネガ・ネビュラスの三人に向けて、ブレイズ・ハートは少しだけトーンを落とした声を投じた。

「……昨日のエネミー狩りには、二代目赤の王……スカーレット・レインも参加してたんだ。黒の王は、神獣レジエンド級をけしかけただけで消えたけど、もしレインがピンチになってたら、また出てきてとどめを刺そうとしたに決まってるんだ」

　それを聞いて、ハルユキはようやく窒ちつ息そく感かんを振り払い、問い質ただした。

「じゃ、じゃあ、レイン……赤の王は無事なんですね!?」

「あったりまえだ──っ！　あたしたちがついてるんだからな！　もう二度と、二度と、マスターを殺させるもんか────っ!!」

　ブレイズの宣言に、ピーチは傘かさ型がたライフルを高く掲かかげ、オーカーは両手の爪つめをじゃきん！　と開く。

　二年半前、先代赤の王の退場に伴って、レギオンとしてのプロミネンスは一度崩ほう壊かいしたと聞いた。幾いくつかのグループに分ぶん裂れつした元プロミメンバーと、周辺から攻め込んでくる中小レギオンのメンバーが互いに相争い、戦国時代のような様相になったらしい。

　その大混乱の中で頭角を現し、勝利を重ね、ついには王の証あかしたるレベル９にまで到達したのが、《不動要塞イモービル・フオートレス》、《鮮血の暴風雨ブラツデイ・ストーム》の二つ名を持つスカーレット・レインだ。二代目赤の王となった彼女を柱としてプロミネンスが再結成され、練ねり馬まエリアは落ち着きを取り戻したが、その新生レギオンには旧来のメンバーはあまり残らなかったらしい。現在の六大レギオン中では最少となる、三十数名という規模がそれを証明している。

　しかし、発言から推測するに、ブレイズ・ハートは旧プロミネンスからの継続メンバーなのだろう。そしてこの領土攻こう撃げきに参加しているからには、ピーチ・パラソルとオーカー・プリズンも恐らく。

「……なら、ブレイズさん、あなたがたがこうして杉すぎ並なみエリアに攻め込んできた理由は……黒の王、ブラック・ロータスと戦うため、なんですか」

　ハルユキの問いに、三人の攻撃者は決然と頷うなずいた。

「そうだ！　領土の中じゃ、通常対戦は挑いどめないからなーっ！　レインは、状況が摑つかめるまで動くなって言ってたけど……あたしたちは、どうしても許せないんだ！　たとえ三対一でも、黒の王に勝てるとは思ってないけど、でも、でも、せめて一発！　ぶんなぐってやらないと、気が済まないんだ────っ!!」

　叫ぶと同時に突き出されたブレイズ・ハートの右みぎ拳こぶしに、炎にも似た闘とう気きが薄うすく揺らめくのを、ハルユキは確かに見た。

　黒の王が、エネミーを使って赤の王を狩ろうとするなどということは有り得ない、絶対に。黒クロ雪ユキ姫ヒメにとって、ニコはもう単なる停戦中のレギオンの頭首ではない。リアルワールドに於おける、大切な友達なのだ。ハルユキがニコをそう思っているように。

　だから、仮にブレイズたちが神獣レジエンド級エネミーの背中にブラック・ロータスを見たというなら、それはネガ・ネビュラスでもプロミネンスでもない勢力の仕掛けた欺ぎ瞞まん工作だとしか思えない。しかし、今それを言葉で説明しても、怒いかりに燃える三人は受け入れないだろう。過去にレッド・ライダーを討うち取られた時からの宿しゆく怨えんが、彼女たちを衝つき動かしているのだ。

「……残念だけど、このステージに黒の王はいない」

　不意に、アクア・カレントが静かな声を発した。流水をまとう右手を伸ばし、ばしゃっと飛沫しぶきを散らして握る。

「だから、王に代わって、私たちが証明する。ブラック・ロータスと、彼女が率いるネガ・ネビュラスは、決してあなたたちの王を騙だまし討ちなんかしないということを」

「どうやって証明するのよ！　口先だけの言い訳なんて、興味ないんだよっ！」

　すかさず叫び返したのは、ライフル傘がさを構えるピーチ・パラソルだった。今にも火を噴きそうな銃口に怯ひるむことなく、今度はアーダー・メイデンが敢かん然ぜんと応じた。

「もちろん、言葉には頼たよらないのです。私たちはバーストリンカー。だから、拳こぶしと気合いで語るのです！」

　謡ウタイも、あきらと同じように右手を突き出し、可愛かわいらしい拳げん骨こつを作ってみせる。

　ハルユキは、自分も何か言わないと！　と考えたものの、先輩二人の宣言に付け足すべきことを残念ながら思いつけなかった。仕方なく、無言のまま二人に倣ならって右拳をぐいっと前に伸ばす。

　並んだ三つの握り拳を見て、ブレイズ・ハートは反射的に何かを叫びかけたようだったが、ぐっとそれを吞のみ込んだ。少ししてから、抑制の効いた、しかし勇ましい声で応じた。

「望む、ところだーっ！　黒の王の前に、まずあんたたちを蹴け散ちらしてやるからな──っ!!」

　突き出したままの右手を開き、続けて叫ぶ。

「マイク・オ────ン！」

　それがキーワードだったらしく、掌てのひらに赤い光が集まり、ひとつのオブジェクトを作り出した。強化外装としてはかなり小さい。先せん端たんが丸くなった、全長二十センチほどの円筒は、確かにマイクそのものだ。

　ブレイズと同時に、黒チームの遠えん隔かく型がたであるメイデンも強化外装を呼び出した。「弓きゆう箭せんの道は迷わぬに」という謡らしいキーフレーズが発せられると、左手に炎が集まり、上下に伸びて細身の長弓を生成する。名を《フレイム・コーラー》という、威力と精度を兼ね備えた強力な武器だ。

　最小単位である三対三の領土戦は、遭そう遇ぐう前まえに散開してしまって、最初から三箇所での一対一デュエルになることも多い。しかしこうして双方が固まった状態で出会えば、能力のシナジー効果や意思疎そ通つうのスピード……つまりチームワークが勝敗を分ける大きな要素となる。

　その意味では、不利なのはネガ・ネビュラスの三人のほうだ。何せ、アーダー・メイデン＋アクア・カレント＋シルバー・クロウというこのチームは、これが初の領土戦なのだ。開発済みの三人連携技など一つもない。

　──それならいっそ、こっちからバラけてタイマンに持ち込むか!?　それとも即興でコンボ技を狙ねらっていくか……!?

　というハルユキの、刹せつ那なの迷いを狙い撃うつかのように、プロミチームが先手を取って動いた。いや、正確には、いつの間にか始まっていたのだ。ここまでただのひと言も喋しやべらなかったオーカー・プリズンは、単なる無口キャラだったわけではなく、どうやら密ひそかに技の発動準備をしていたらしい。

「──《エッジド・ケージ》!!」

　いきなり、野太い声でオーカーが叫んだ。最大の特徴である巨大なツメを装備した両腕が、足下の濁にごり水に手首まで突っ込まれている。直感的に、地面を走るグラウンダータイプの攻撃技だと判断したハルユキは、水中に眼を凝こらした。彼ひ我がの距きよ離りは二十メートル近くある。どんなに高速な技でも、見てから避さけることは可能────

　じゃかっ！　と重く鋭するどい金属音が、全方位で響ひびいた。ハルユキたち三人を取り囲む形で水中から伸び上がったのは、元の数倍にも巨大化したオーカーのツメだった。サイズだけでなく、本数まで増えている。わずか二十センチほどの間かん隔かくで並ぶ三十本近いツメが、頭上で一点に集まり、閉じる。

　あっという間に、ハルユキたちは鋼こう鉄てつのツメでできた檻おりに閉じ込められてしまった。考えてみれば、黄土色オーカーというのはほぼ純じゆん粋すいな《間接の黄》。そんなアバターの必殺技が、単純素直な遠隔火力であるはずがなかったのだ。

「……攻こう撃げきの種類を察するのが、ちょっと遅すぎるの」

　檻に触ふれるのを避け、ハルユキにぴったり密着したあきらがひそっと囁ささやいた。その口ぶりからして、どうやら彼女はオーカーの技が捕獲キヤプチヤー系だと看破しつつも、事前の宣言どおりにハルユキの指示を待っていたらしい。

　いきなりの失点に、ハルユキは焦あせりを感じつつ叫んだ。

「す、すみません！　すぐ壊こわします！」

　見たところ、ツメの一本一本にはさほどの強度はないようだ。パンチで破は壊かいするべく右みぎ拳こぶしを握り締しめたところで、今度は謡ウタイに止められてしまう。

「よく見ないとだめなのです。ツメは全部、内側に刃がついてます。普通に殴なぐったら逆にダメージを受けるのです」

「うぐっ…………」

　確かに、檻を構成するツメは全すべて、剃刀かみそりのように鋭いエッジを外ではなく中に向けている。いくらシルバー・クロウが切断耐性を持つメタルカラーでも、刃部分を殴れば無傷では済まない。側面を思い切り打てば折ることは可能だろうが、ツメとツメの間は二十センチしかないのでパンチの角度が取れない。

「そっ、そうだ……必殺技には、必殺技！」

　ハルユキは右手に続いて左手も握ると、両の拳を額の前でクロスさせた。シルバー・クロウ唯一の必殺技《ヘッド・バット》は、モーションは大きいし溜ためは長いしで高速格かく闘とう戦せんの最中に繰くり出してもまず当たらないが、動かない目標に対して使うなら効果は大きい。ちらりと確認した必殺技ゲージも、ぎりぎりだが足りそうだ。

　両腕を交差させたまま上体を反らすと、甲かん高だかいサウンドとともに光がヘルメットの額部分に集まり始める。それを見ていた先輩バーストリンカー二人が、またしても冷静なコメント。

「狙ねらいは、悪くないと思うのです……が」

「使うタイミングが、いまいちなの」

　────え。

　とハルユキが内心で声を出したのと、二十メートル先でブレイズ・ハートが叫んだのはほぼ同時だった。

「させるか────っ！《シアリング・ノ────ト！》」

　右手のマイクに向かって、歌うように高らかな技名発声。それを受けたマイクが赤々と輝かがやき、まるで声そのものが点火されたかの如ごとく、空中に巨大な炎の８分音符を生み出す。

　ごうっ！　と唸うなりを上げて突進してくる音符を見て、ハルユキは瞬しゆん間かん的てきに間に合わないと直感した。

　ここで心の声を無視して必殺技発動に固執するとどうなるか、くらいは想像できるので、素早く両手を下ろす。額に集まっていた光が空むなしく拡散するが、未練を振り切って叫ぶ。

「防御姿勢に！」

　同時にハルユキは、耐熱性能の高いメタルカラーである自分が二人の盾たてになるべく前に出ようとした。しかしそれに先んじて、

「了解」

　とひと言囁ささやいたアクア・カレントが、両手でクロウとメイデンを抱き寄せた。全身の流水装甲がざあっと移動し、三人をまとめて包み込む。

　直後、飛来した炎の８分音符が、刃の檻おりの天てつ辺ぺんに触ふれた。それは四つの32分音符に分ぶん裂れつし、檻の周囲に落下、一度バウンドしてから次々に爆はぜた。

　オレンジ色の閃せん光こうが視界を塗りつぶし、次いで渦巻く火炎が四方から押し寄せる。炎はツメとツメの隙すき間まを抜け、檻の内部を満たす。厚さ三センチはある水膜が瞬時に熱され、ハルユキの体にも強い熱感が伝わる。

　だが幸い、かなり熱めのお風ふ呂ろくらいのところで水温上昇は止まった。炎は勢いを弱め、再び檻の外に流れ出していく。

「あ、ありがとうございます……さすがですね、カレンさん」

　水膜に包まれたままなので、語尾をぼこぼこさせながらハルユキは礼を言ったが、あきらは素早くかぶりを振った。

「あと一回同じ攻こう撃げきを受けたら、水が沸ふつ騰とう、蒸発してしまうの。下の湖から補給できるけど、かなり汚よごれてるから浄化に時間がかかる」

　その言葉はつまり、アクア・カレントは失った水流装甲をステージに存在する水分で補えるが、不純物が混ざっている水は補給前に浄化しなければならない、ということだろう。下水道ステージの濁にごり水は、そういう意味では最悪に近い。これ以上汚きたない水は《腐ふ蝕しよく林りん》ステージの毒沼か、上位暗黒系《大罪》ステージの血の池くらいしか思いつかない。

「でも……向こうも、今みたいな大技をそうそう連発はできないはず……」

　頭の半分で脱出方法を探しながら、ハルユキはそう口にした。ブレイズ・ハートの、火炎の音符を投とう擲てきする攻撃は、派手な見た目といい広い効果範囲といい、必殺技ゲージを相当に消費するはずだ。そしてこの下水道ステージでは、ドラム缶以外のオブジェクトを壊こわしてもゲージは貯たまらない。次の音符攻こう撃げきが来る前に、何らかの手段で必殺技ゲージを……。

　そこまで思考が及んでから、ようやく気付く。あるではないか、ドラム缶より簡単に、しかも永久的にゲージを回復する手段が。

「しまった……！」

　思わず口走った時にはもう、ブレイズ・ハートが単独で右に走り始めていた。目指すはもちろん、地下ドームの中心に設置された大型エネルギー・チャージャー──《要塞拠点ストロングホールド》だ。今はまだ中立状態だが、金属リングの中にアバターが入った状態で三十秒経過すると占領状態に移行し、必殺技ゲージのチャージ機能が開放される。そうなったら、ブレイズは炎の音符を飛ばし放題だ。

　拠点の占領だけは妨ぼう害がいせねばならない。刃の檻おりに閉じ込められたこの状態でそれが可能なのは、アーダー・メイデンの持つ長弓だけ。しかし当然、敵もそれは予測しているだろう。大型ライフルを持つピーチ・パラソルが、何もせずに待機しているのはメイデンの射しや撃げきに備えているからに違いない。ならば────

「……カレンさん、三つ数えたら水を戻して、メイさんは弓でブレイズを狙ねらってください」

　小声でそう指示すると、謡ウタイとあきらはかすかに頷うなずいた。

　三、二、一、

　心の中でゼロを数えながら、ハルユキは素早くしゃがみ込んだ。三人を包んでいた水膜がカレントの体に戻ると同時に、いままでシルバー・クロウの陰に入っていたアーダー・メイデンが左手の長弓を持ち上げる。右手で弦に触ふれると、全体が赤々と輝かがやく火矢が生成され、一気に引き絞られる。

　しかし、メイデンの弓を見た瞬しゆん間かん、ピーチ・パラソルも動いていた。

「させないんだよっ!!」

　メイデンとブレイズを結ぶ線上までダッシュするや、傘かさをいっぱいに開く。花びらのようなメタルプレートは二段階に拡張し、たちまち直径一メートル半にも及ぶ円形の盾たてを作り出す。メイデンの火矢がいかに強力でも、通常攻撃で防御型強化外装を破は壊かいするのは困難だ。一箇所を繰くり返し撃うてば別だろうが、そんな悠ゆう長ちような真似まねをしている間にブレイズが拠点を占領してしまう。

　しかし、ハルユキの真の狙いは、拠点に陣取るブレイズ・ハートではなかった。

　しゃがんだままぐるっと向きを変え、半分だけ展開していた背中の翼つばさを全力で振動させる。普通なら前にすっ飛び、謡とあきらを巻き込んで刃の檻に激突してしまうところだが、そうはならなかった。翼の先せん端たんが、ステージ床面の濁にごり水に深く沈んでいたからだ。

　代わりに、金属フィンの高周波振動が水を巻き上げつつ微細な粒子へと変え、後方に巨大な濃のう霧むの塊かたまりを生み出した。白い霧きりはピーチに向かって流れ、彼女の視界を奪う。当然、メイデンからもピーチと、その向こうの拠点にいるブレイズは見えなくなるが──ハルユキが指示したのは《狙ねらう》ところまでだ。《撃うつ》のは当然、別の相手。

「メイさん、オーカーを！」

「らじゃー、なのです！」

　ハルユキの指示を先読みしていたかのようなスピードで、謡ウタイが火矢の角度を変えた。刃の檻おりを保持中で動けないオーカー・プリズンを照準するや、躊躇ためらいなく矢を放つ。

　オーカーからは謡のアクションが見えたはずだが、捕獲技を発動しているがために動けない。宙に真っ赤な軌跡を引いて飛ひ翔しようした火矢は、オーカーの、鳥かごのようなフレームに包まれた丸い頭を見事に捉とらえた。ごうっ、と燃え上がった炎が、頭を包む。

「ムウウッ…………！」

　今日二度目の声を発しながら、オーカー・プリズンが仰のけ反った。左右の腕が水面から引き抜かれると同時に、ハルユキたちを拘こう束そくしていた刃の檻も水に沈んで消える。

　この機を逃すわけにはいかない。細かく指示している時間もない。ゆえにハルユキは、

「あと、任せます！」

　指揮官としては失格かもしれない指示を叫ぶと、最後に残されたわずかな必殺技ゲージを消費して飛んだ。離り陸りく直後にゲージは尽きてしまったが、ほんの二十メートルだけジャンプできれば充分だ。まだ濃のう霧むに包まれて慌あわてているピーチ・パラソルを飛び越し、その向こうの拠点に突っ込む。環状のバー・インジケータで示される、占領までの残り時間はあと二秒……一秒……

「うおおおっ!!」

「のわ──っ!?」

　ようやく落下してくるクロウに気付いたブレイズ・ハートに、体ごと激突。ともかく相手を拠点から排除せねばならない。無我夢中でしがみついて拠点のある浮き島から押し出すと、勢い余ってブレイズともども濁にごり水に突っ込む。

「ぎゃ──っ！　離はなせ──っ！　汚きたない、臭くさい、ぬるぬるする────っ!!」

「こ、こっちだって嫌いやだ────っ!!」

　叫び返しながら、暴れるブレイズを必死に押さえ込む。拠点リングから追い出しても、占領タイムが一気にリセットされるわけではない。段階的に減少するそれがゼロになるまでは、相手を拠点から引き離しておかねばならないのだ。

　小柄で、アイドルっぽいデザインで、付け加えれば胸も平らなＦ型アバターに抱きつき拘束ホールドを仕掛けるのは実に気が引けるが、濁り水がぬるつくせいで少しでも力を抜くと脱出されてしまいそうだ。両手のみならず両足まで使い、必死に押さえ込みを続けていると──。

「こ、こ、こら──っ！　ハトっちに何してるんだよ──っ！」

　ようやく濃霧から抜け出てきたピーチ・パラソルが、アイレンズを三角に吊つり上げながら巨大な傘かさを畳たたんだ。石突き部分の銃口ががしゃっと伸長し、強化外装はシールドモードからライフルモードに変化する。

「死ね、ヘンタイ！　だよ!!」

《ハトっち》を誤射する可能性が頭からすっ飛ぶほど逆上しているらしいピーチが、ハルユキを撃うつべくライフルを構えた。

　ブレイズが「わあ、撃つなぁ──っ！」と悲鳴を上げ、ハルユキもとりあえず「ヘンタイ違う！」と叫んでみたが、ピーチの両眼に宿る殺意は消えない。

「《チャージ・ショット》!!」

　声と同時にトリガーが引かれると、銃口に一いつ瞬しゆん光が集まってから、猛然と火を噴いた。ピンク色に輝かがやく大口径弾が、ちゅんっ！　とハルユキのヘルメットを掠かすめ、ついでにブレイズのリボンも掠めて、近くの水面に盛大な水柱を立てる。

「ひいっ！　あ、あの、アレなんとかして!!」

　ハルユキがそう叫ぶと、アイドル型アバターは組み伏せられたままの状況も一瞬忘れたかのようにぷるぷる首を振り、答えた。

「ピッちーがああなったら、ターゲットが穴だらけになるまで止まらないんだ……」

「え、ええー……逆上するスナイパーってどうなんですか……」

　というやり取りの間にも、ピーチはライフルのボルトハンドルを音高く引いて排はい莢きようすると、再度構える。ハルユキとブレイズはびくっと体を震ふるわせ、思わず互いに抱きつく。

　しかし、幸い、次の弾は発射されなかった。広大な地下ドームに、凜りんとした──そして少しだけ呆あきれた響ひびきの混じった技名発声が響いたのだ。

「《フレイム・トーレンツ》」

　斜め上に向けられた長弓から、ひょうと火矢が放たれる。矢は放物線の頂点を過ぎるや数十本にも分裂し、ピーチ・パラソルの頭上で紅ぐ蓮れんの雨と化す。

　この大技に、バーサク状態寸前のピーチもさすがに我に返ったか、わああ!?　と悲鳴を上げた。ライフルの銃身を取り巻くように折り畳たたまれていたプレートを開き、再び傘かさに変わった強化外装の下に身を隠す。直後、炎の雨が轟ごう然ぜんと降り注いだ。

　技の効果圏は意外に狭せまく、ハルユキたちまで届く火矢はなかったが、そのぶん圏内は大変なことになった。もちろん地面は水に満たされているのだが、矢は水面に落ちてもすぐには消えずに燃え続ける。ピーチの傘にも大量の火矢が突き立ち、まさしく焦しよう熱ねつ地じ獄ごくの有り様だ。

「あ……あれが、ネガビュの《緋色弾頭テスタロツサ》……」

　体の下でブレイズ・ハートが震え声を出すので、ハルユキは思わず訊きき返した。

「え、し、知ってるんですか？」

「プロミの中堅どころはみんな、噂うわさくらいは聞いてるよ……《ＩＣＢＭ》スカイ・レイカーに抱えられて飛びながら、あの技でフィールドを火の海にして……最後には自分が火の玉状態で拠点に落っこちてきて……」

「う、うわあ……」

　つい一いつ緒しよになって震ふるえながら、そういえばと思い出す。二代目赤の王たるニコ自身が、昔の領土戦では至近距きよ離りに落ちてきたメイデンに酷ひどい目に遭あわされたと言っていた。確かに、あれほどの火力を持つアバターに拠点を占領されたら、奪還どころか接近も至難だ。──と考えた直後、現実にアーダー・メイデンによる拠点占領が完了し、金属リングがレギオンカラーである黒に染まる。

　謡ウタイは再び弓を上空へと引き絞りながら、ハルユキに向かって叫んだ。

「クーさん、ピーチさんは私が足止めしておきます！」

　続けて、後方からもあきらの声が届く。

「オーカーの相手は私が。クロウはリーダー同士、決着をつけて」

　ちらりと後ろを見ると、両手のツメをぶんぶん振り回すオーカー・プリズンを、アクア・カレントが流れるような高速移動で翻ほん弄ろうしている。ベテランたる二人が足止めに徹てつすれば、そう簡単に逆ぎやく襲しゆうされはしないはずだ。

　ハルユキは顔を戻すと、組み敷しいたままのブレイズ・ハートと眼を合わせた。視線による意思疎そ通つうが行われ、互いに相手の体を離はなすと水中から跳ね起きる。

「よおぉし……こーなったら、ガチンコのタイマンで白黒、じゃない赤黒つけてやるぞーっ！」

「そ、その言い方だとこっちが黒星決定みたいですが……でも、望むとこです！」

　ハルユキが、水滴を散らしながらびしっと構えを取ると、ブレイズも例の一回転キメポーズを披ひ露ろう。間合いは二メートルもないが、なぜか相手に下がる気配はない──。

「《遠えん隔かくの赤》なのに格かく闘とう戦せん？　と思ってるだろーっ！」

　ハルユキの疑問をずばり言い当てたブレイズは、可愛かわいらしいフェイスマスクにニマッと笑みを浮かべた。

「教えてやる！　遠隔の赤は、炎の赤！　そして炎の赤はな──……」

　右手のマイクを口くち許もとにあてがい、とんでもない音量の声で──

「……熱血の、赤だぁ────っ!!《バーニング・ハ──────ト》!!」

　声が真っ赤なマイクに触ふれ、点火され、燃え上がった。

　ブレイズがこれまで二度発動した必殺技《シアリング・ノート》は、声から炎の音符ノートを作り出す遠隔攻撃技だった。だからハルユキは、反射的にマイクの正面を避さけ、左に動いた。

　だが、今回生み出されたのは音符ではなかった。眩まばゆいまでの赤に輝かがやく、巨大なハートマーク。しかもそれは生成直後に崩ほう壊かいし、ブレイズ自身を猛もう烈れつな火炎で包み込んだ。長いツインテールの髪も炎に変わり、波打ちながら逆立つ。これまでサファイア色だったアイレンズが、ルビーへと変わる。

「──シルバー・クロウ!!」

　炎の精霊サラマンダーの如ごとき姿へと変わったブレイズ・ハートは、甲かん高だかい金属質の共鳴音を帯びた声で叫んだ。

「お前が、お前のマスターを信じてるなら……その気持ちで、あたしの拳こぶしを止めてみせろ────っ!!」

　あまりにもアツい台詞せりふの熱量に耐えかねたかのように、右手に握られていたマイクまでもが燃え上がり、巨大な炎となって拳を包んだ。

　ブレイズの周囲では、ドーム床面を満たす水がぐらぐらと沸き立っている。これほどの高温をアバター本体に宿して、なんで無事でいられるんだとハルユキが視界右上の敵体力ゲージを見ると、果たしてまったく無事ではなかった。ブレイズ・ハートのゲージは刻一刻と減少中で、つまりこの炎は彼女の身をも焼いているのだ。

　──てことは、逃げ回ってれば、そのうち自滅……？

　と、ほんの一いつ瞬しゆんにせよ考えなかったと言えばウソになる。いや、これが普通の対戦、普通の領土戦ならハルユキは躊躇ためらわずにそうしていただろう。だが、ブレイズ・ハートたちは、敬愛する頭首にエネミー・キルを仕掛けられたことに怒いかり、仮に黒の王とぶつかっていれば到底勝てないと認識しながら、それでも一発殴なぐるために杉すぎ並なみエリアに攻め込んできたのだ。

　ならば、ここで逃げることは、己のレギオンマスターにして《親》でもある黒クロ雪ユキ姫ヒメを愛する気持ちがブレイズたちに劣ると告白するに等しい。ロジックではなくエモーションで、ハルユキはそう感じた。

「……信じてるに、決まってる!!」

　ひと言叫び、右拳を握ると、腰を落として構える。もちろん領土戦を含む尋常の対戦で心意システムを使うのは最大級の禁きん忌きなので、ブレイズのように拳を光らせることはできないが、それでも集中させた闘とう志しがＢＢシステムのイマジネーション制御系に微弱な信号となって伝わり、拳の周りを陽かげ炎ろうのように揺らめかせる。

　ハルユキの構えを見たブレイズが、ニッとアイドルらしからぬ太い笑みを浮かべた。

「いい根性だーっ！　なら、小細工なしで……行っく、ぞおおおぉぉぉ────っ!!」

　煮えたぎる水を蹴け立たてて、一直線に突っ込んでくる。燃え上がる拳をぐるんと一回転させ、大迫力の右ストレートパンチを撃うち出す。

　同時に、ハルユキも飛び出していた。ブレイズの大きなモーションとは対照的に、ほとんど振りかぶらずに体の捻ひねりだけで右拳を放ち、蹴り足で加速する。

　灼しやく熱ねつの隕いん石せきのようなブレイズの拳けん撃げきと、純白の光線にも似たハルユキの拳撃が、完全な同一軌道を描いて激突した。炎と光が解け合ったライトエフェクトが広がり、少し遅れて衝しよう撃げき波はがステージを震ふるわせる。足下の水改めお湯も圧力によって押しのけられ、コンクリートの地面が露ろ出しゆつする。

　いかに熱血アイドルとはいえシステム上は遠えん隔かく攻撃タイプであるブレイズ・ハートと、格闘タイプのメタルカラーであるシルバー・クロウでは、打だ撃げきの威力や装甲強度に基本的な差がある。だが、必殺技《バーニング・ハート》によって強化されているブレイズの拳こぶしは、クロウの拳に押し負けせず、がっちりと受け止めてのけた。

　こうなると、アドバンテージはブレイズに移る。炎に吞のまれたクロウの拳はたちまち赤熱し、体力ゲージがゆっくりとだが減り始める。いかにメタルカラーが高い炎耐性を持つといっても、銀の融ゆう点てんは鉄やタングステンと比べればかなり低いので、このまま接触し続けていればいずれは装甲が溶け崩れ、拳のみならず右腕の大部分を吹き飛ばされるだろう。

「……動かないのは、あたしの炎を甘く見てるからか!?　それとも、ただのバカか──っ!?」

　ハルユキと力比べを続けるブレイズが、勝ち誇ほこるような、それでいてどこか不満そうな口調で叫んだ。右手を炙あぶる熱さに耐えながら、反射的に叫び返す。

「後のほうです！」

　真正面からのドツキ合いに応じたのも、こうして無策な力比べを続けているのも、戦術的には愚ぐの骨こつ頂ちようだろう。だが、この状況こそが、ハルユキの望んだものだった。食い縛しばった歯の間から、ありったけの声を絞り出す。

「──でも、きっと、僕の《親》……黒の王ブラック・ロータスもこうします！　クレバーな撤てつ退たいなんか犬に喰くわせろ、ステージにダイブしたならひたすら対戦あるのみ……それがあの人の教えですから！」

「…………！」

　途と端たん、ブレイズがわずかに真しん紅くのアイレンズを見開く。

　ハルユキとしては、『だから黒の王は、エネミーだけけしかけて自分はとっとと逃げたりなんか絶対にしない』とまで言いたいところだったが、言葉だけでは思いの全すべては伝わるまい。あくまで拳で。拳に宿る闘とう志しの炎で、ブレイズに伝えねばならない。

　右手の装甲は、赤熱状態を通り越してオレンジ色に輝かがやき、いよいよ融解寸前と見えた。体力ゲージの減りも加速し、すでに七割を切っている。

　ここから、必殺技で強化されているブレイズの拳を押し返すのは至難の業わざだ。しかしハルユキの脳裏には、ひとつのイメージが存在した。シルバー・クロウと同じくらい小柄なのに、並み居る大型アバターと正面からぶつかり合い、一歩も引かない超硬のメタルカラー・アバター。ウルフラム・サーベラス。

　サーベラスのパンチや頭突きの威力は、持って生まれたタングステン装甲の性能だけに依い拠きよするものではない。なぜあれほど硬く、重いのか……それは彼が、打撃に自分の全てを乗せているから。デュエルアバターが生み出すエネルギーのありったけを、インパクトの一いつ瞬しゆん、一点にフォーカスさせているからだ。

　それを可能としているのが、とんでもなく頑丈な関節部である。サーベラスは恐らく、攻撃の瞬間に全身の関節を固定し、ひとつの金属塊かいとなって敵に激突しているのだ。ハルユキが黒クロ雪ユキ姫ヒメに伝授された、全身を柔らかく構えて敵の攻こう撃げきを受け流す《柔法》とはまったく対極の技……言わば《剛法》。それがサーベラスの技を、一撃必倒たらしめている。

　もちろん、タングステンほどの硬さも重さも、ついでに関節強度もないシルバー・クロウには、サーベラスの剛法をそのまま模も倣ほうすることはできない。だが全身は無理でも、右腕一本をほんの一いつ瞬しゆんだけ金属の塊かたまりと化すことはきっと可能。心意システムを知る前に、魔ま都とステージの恐ろしいほど硬い建物の壁をただの貫ぬき手てで穿うがったのだから、クロウの腕にはそれだけの強度があるはずだ。

　ハルユキは少しだけ体を回転させ、ブレイズとのせめぎ合いを続けている右腕をまっすぐに伸ばした。手首、肘ひじ、肩、そして肩けん甲こう骨こつから延びる右の翼つばさまでを一直線に揃そろえ、そこに鋼こう鉄てつのシャフトを通すイメージ。ほんの少し関節が曲がったり緩ゆるんだりすれば、この後のアクションに耐え切れず、腕がへし折れる。

　──サーベラス。君の技、使わせて貰もらうよ。

　心の中で、狼おおかみの頭を持つデュエルアバターに……いや、高こう円えん寺じルック商店街で刹せつ那なの邂かい逅こうを果たした年下の少年に向けて囁ささやき、ハルユキはぐっと呼吸を止めた。感覚では、右みぎ拳こぶしの装甲が融ゆう解かいするまであと数秒。これが、最初で最後のチャンス。

「行くぞ、ブレイズ!!」

　ハルユキがそう叫ぶ前から勝負に出ることを察していたのだろう、ブレイズ・ハートも間髪入れず応こたえた。

「来い、クロウ!!」

　ブレイズの炎がひときわ明るく輝かがやいた、その瞬間。ハルユキは、両足で激しく地面を蹴けり付けると同時に、背中の翼をフルパワーで振動させた。大口径の実弾ライフルが発射されるような大音響が轟とどろき、クロウの右手首、肘、肩から大量の火花が散った。しかし腕は曲がりも砕くだけもせずに、サーベラスの剛ごう拳けんか、いっそシアン・パイルの杭打ち機パイルドライバーの如ごとき威力とスピードでまっすぐ前に撃うち出された。

　ブレイズ・ハートの拳を包んでいた炎が真円を描いて消散し、小柄なアバターは猛もう烈れつな勢いで跳ね飛ばされて、遠く離はなれたドームの壁に激突した。




　三分後──。

　アーダー・メイデンの《火焰豪雨フレイム・トーレンツ》に傘かさ型がた強化外装を穴だらけにされたピーチ・パラソルと、アクア・カレントの詳細不明の技によって両手のツメを残らず切断されたオーカー・プリズン、そして全身に焼け焦こげを作ったブレイズ・ハートの三人は、横一列に並ぶと同時に頭を下げ、声を揃えて叫んだ。

「「「参った!!」」」

　すでに一同は暗くて狭せまくてぬるぬるする下水道から脱出し、地上の環かん八ぱち道路に場所を移している。残り時間は五分と数十秒、このまま領土戦が終われば体力ゲージの合計値でハルユキたちの勝ちだ。

　それでも一応、バーストリンカーのたしなみとして最低限の注意力は保持したまま、ハルユキはぺこりと会え釈しやくを返した。

「え、ええと……ＧＧ、じゃない、いい勝負グツド・ゲームでした」

　すると、それを聞いたプロミネンスの三人は顔を上げ、ちらりと視線を交わしてから、一様に微笑ほほえんだ──と言ってもオーカーの鳥とり籠かごマスクは、どこが眼でどこが口なのかいまいち解わからないのだが。

　反応の理由が解らずにハルユキが途と惑まどっていると、代表してピーチ・パラソルが言った。

「いまのパドさん語は、本人譲ゆずり？」

「あ、そ、そっか……一応、そういうことに……」

　ゲーム内のみならず日常会話でも数多あまたの短縮語を駆使するパドさんことブラッド・レパードは、赤のレギオンの幹部《三獣士トリプレツクス》のひとりだ。当然、ピーチたちは日ひ頃ごろからパドさん語を耳にしているわけだ。

　三人の肩から力が抜けた、この機を逃すまいとハルユキは続けて口を開いた。

「あの、戦せん闘とうの前にブレイズさんが言ってた、無制限フィールドでのエネミー・キルのことですが……」

　恐る恐るそう切り出すと、ブレイズ・ハートが右手を持ち上げ、軽くかぶりを振った。

「それ以上、言わなくていいよ。──正直、まだあんたの言い分を全面的に受け入れる気にはなれないけど……加速世界に、あんなに黒くてあんなに尖とがってるデュエルアバターが、ブラック・ロータスの他にいるとも思えないし……。──でも」

　一度言葉を切ると、自分の右手に視線を落とし、そこに残るインパクトの感触を確かめるかのようにゆっくり握る。

「……でも、あんたが、自分のマスターを全力で信じてることだけは解った。あたしたちが、スカーレット・レインを信じてるように。だから、今は色々まとめて吞のみ込んどく。マスターが、そうしろって言ったから」

「あ、ありが……」

　反射的にお礼を口にしかけたハルユキを、ブレイズは再び右手を広げて制した。

「その言葉は受け取れないよ。エネミー・キルの一件は棚上げしても、ブラック・ロータスがレッド・ライダーを不意打ちで全損させたことは紛まぎれもない事実だから。こればっかりは、レインやパドさんがどう言おうと忘れない。だから、あたしたち三人は、あんたらネガ・ネビュラスとは馴なれ合えない」

「…………」

　レッド・ライダーの一件にも、君たちの知らない事情が──と口にしたい衝しよう動どうに、ハルユキは耐えた。ブレイズが言ったとおり、事実は事実だ。黒クロ雪ユキ姫ヒメは、レベル10への到達を望んで先代赤の王の首を落とした。それは彼女自身の選択であり、ブレイズたちが今も抱える恨うらみと憎にくしみは選択の結果だ。たとえ《子》のハルユキであっても、その因果に横から介入することはできない。

　だからハルユキは、ただ無言で頷うなずいた。

　残り時間が二分を切ったのを合図に、赤のレギオンの三人は揃そろって身を翻ひるがえした。領土戦はどちらかのチームが全滅するか三十分が経過するまで終わらないが、これ以上話すことはないという意思表示か、環八道路から去るつもりらしい。

　遠ざかろうとする背中に、アクア・カレントが静かな声を投げかけた。

「最後に、ひとつだけ教えて」

　ブレイズ・ハートが立ち止まり、長いツインテールを揺らして振り向く。

「あなたは、黒の王が神獣レジエンド級エネミーをけしかけて消えた、と言った。それは、地上を走って離り脱だつした……という意味？」

　予想外の質問だったらしく、ブレイズは水色に戻ったアイレンズを何度か瞬まばたかせてから、素早く首を左右に振り動かした。

「違うよ。でっかいエネミーの背中から飛び降りたら、そのまま体ごと地面に突き刺さるみたいにして、一いつ瞬しゆんで消えたんだ」










　　　６




　六月第五週の領土戦では、最終的に四つのチームが杉すぎ並なみエリアに攻め込んできた。内訳は、青のレギオンレオニーズが一、緑のレギオングレート・ウオールが一、豊と島しま区を根城とする小規模レギオン《ポンドバッグ》、そして赤のレギオンプロミネンスから一チーム。

　ハルユキ・謡ウタイ・あきらの防衛チームは、ポンドバッグ及びプロミネンスの攻こう撃げきチームと戦い、ともに勝利した。そして黒雪姫と楓フウ子コの一人足りないチームも、青チームと緑チームに完勝。ゆえにリザルトは全エリアで防衛側の勝率百パーセントとなり、ネガ・ネビュラスの旗は守られた──と言っても、去年の十一月に領土宣言をして以来、攻め落とされたことは一度もないのだが。

　所属人数だけ見れば小レギオンに分類されるネガ・ネビュラスが、領土戦で勝率五割以上をキープし続けられている理由は、もちろんレギオンマスターにして圧倒的攻撃力を誇ほこる黒の王が自みずから防衛にあたっているからだ。レベル差が絶対的な壁とはならないブレイン・バーストだが、さすがにレベル９ｅｒナイナーだけは別格。《絶対切断ワールド・エンド》の二つ名の通り、四し肢しの剣であらゆる物を斬きり伏せるブラック・ロータスを倒そうとするなら、非物理系拘束ホールド技で動きを止めてから大量の遠えん距きよ離り火力を集中させるくらいしか手はないが、攻撃側の人数が制限される領土戦ではそれも難しい。

　ゆえに、他の王たちが自みずから攻めてこない現状では、陥落の可能性があるのは黒クロ雪ユキ姫ヒメが防衛していないエリアに限られる。実際、ハルユキ＋タクム＋チユリの若手三人組チームの時はそれなりに負けもしているのだが、二戦一勝や三戦二勝でも勝率五割はギリギリクリアできるので、危ういながらも旗は守れている、というわけだ。もっとも、仮に黒雪姫がいなくとも《四元素エレメンツ》が二人も加わっているチームで星を落とせば、それは指揮を任せられたハルユキの責任というものだが。

　そんな理由で、今週の領土戦タイムが終了し、梅うめ郷さと中の裏庭に戻ってきた途と端たん、ハルユキはずるずるとベンチに沈み込んでしまった。

「はああ…………よ、よかった……負けなくて…………」

　勝利の快かい哉さいとは程遠い台詞せりふを聞き、隣となりに座る謡ウタイが仄ほのかに苦笑する。

【ＵＩ[image: ∨]　おつかれさまでした、有アリ田タさん。二つ目の対ポンドバッグ戦は、なかなかの作戦指揮ぶりだったのです】

　チャット窓に綴つづられたのは一見お褒ほめの言葉のようだが、最初の対プロミネンス戦は《なかなか》の域にさえ到達していなかったという指摘でもある。首を縮めつつ、ハルユキは小学四年生の大先輩に対して言い訳を試みた。

「せ、せめて事前にリーダー指名しておいて貰もらえれば、もう少し心の準備ができたのに……」

【ＵＩ[image: ∨]　いかなる状況にも臨機応変、なのです！】

「はひ、そうですね……。──でも、カレンさんが復帰してくれてほんとに良かったよ。領土戦のチーム編成も、かなり幅が広がるし」

　と何気なく口にするや、謡は小さな唇くちびるを可愛かわいらしく尖とがらせ、上目遣いになってハルユキを睨にらんだ。その表情のまま、両手で素早くホロキーボードを叩たたく。

【ＵＩ[image: ∨]　有田さんは、いつから知っていらしたのですか？　今日、レンねえがネガ・ネビュラスに戻ってくることを？】

　と詰きつ問もんされてしまえば、今いま更さらごまかすわけにもいかない。なにせ領土戦の前に、『嬉うれしい顔の理由は内ない緒しよ』と言ってしまっているのだ。

「お、一昨日おとといの夕方……だから、まだ四十六時間くらいしか経たってないよ！　僕もびっくりしたんだよ、バトルロイヤルの真っ最中にいきなりカレンさんが登場して、僕やアッシュさんを助けてくれたんだから……。そ、それにほら、どんな状況でも臨機応変ってさっき四シ埜ノ宮ミヤさんも」

【ＵＩ[image: ∨]　それは対戦中の話なのです！】

　勢いよくタイプしてから──謡はふっと表情を緩ゆるめた。

　ハルユキを見上げる大きな瞳ひとみに反射する光が、少しずつ増えていく。曇くもり空の切れ間から注がれる夕ゆう陽ひの色の輝き点てんは、やがて水滴に形を変えて頰ほおに流れる。

　ぎょっと両眼を見開くハルユキの視界に、ゆっくりと桜色の文字が綴られた。

【ＵＩ[image: ∨]　きっと今度も、有アリ田タさんがいてくれたから、なのですね】

「え……こ、今度？　って……？」

【ＵＩ[image: ∨]　フーねえも、私も、サッちんも、有田さんが一いつ生しよう懸けん命めいがんばって下さったから、ネガ・ネビュラスに戻ってこられたのです。だからきっと、レンねえもそうなのです】

「ぼ、僕なんか、何もしてないよ……むしろ、師し匠しようも四シ埜ノ宮ミヤさんも、もちろん黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩も、僕を助けるために戻ってきてくれたんだし……カレンさんだって……」

【ＵＩ[image: ∨]　そこは、胸を張っておけばいいのです】

　謡ウタイは右手で涙を拭ぬぐうと、指先で揺れる透明な雫しずくをしばし見詰めた。

　再びハルユキに視線を移し、四つ年下の少女は、唇くちびるを丸く開けた。

　口くち許もとが強こわ張ばり、小刻みに震ふるえる。細い首に腱けんが浮き上がり、引き攣つるように動く。

「し、四埜宮さん……！」

　ハルユキは掠かすれ声で呼びかけた。謡は、実兄でありバーストリンカーとしての《親》でもある四埜宮竟キヨウ也ヤの事故死を目まの当たりにしたショックで声を失っている。肉声で発音できるのは、長年の練習でどうにか可能となった、ブレイン・バースト関連のボイスコマンド二種だけのはずだ。

　失語症とは、口ではなく脳の機能障害である。謡の症状は《皮質下運動失語》と分類され、言語の理解や筆記は正常に可能な一方で、自発言語……つまり肉声による発話が困難となる。大脳の《中心前回》と呼ばれる場所で起きる梗こう塞そくが主たる原因だが、謡の場合は過大な精神的ショックが該当部位のニューラル・ネットワークに障害を引き起こし、それはブレイン・インプラント・チップをもってしても回復できなかった。

　だから、無理やりに本物の声で喋しやべろうとすれば、謡は肉体のみならず心にも大きな苦痛を感じるはずだ。ハルユキは制止しようと両手を持ち上げかけたが、それより一いつ瞬しゆん早く、謡の震える唇からかすかな──しかし確かな音が一つ零こぼれ落ち、空気を伝わって、ハルユキの耳にまで届いた。

「あ…………」

　続けて、「り」。「が」。最後に、「とう」。

　四つの音を発し終えた時、謡の額には汗の珠たまが浮いていた。それでも気丈に微笑ほほえみを浮かべ、謡はそっとハルユキに頭を下げた。

　滲にじみそうになる涙を必死に堪こらえ、ハルユキは囁ささやいた。

「……僕こそ……ありがとう、四埜宮さん。今、この場所にいてくれて……本当に、ありがとう」

　すると謡は頭を上げ、本来の年齢を思わせる無む垢くな笑みを、顔いっぱいに輝かがやかせた。
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　午後五時三十分を回ったところで、ハルユキは正門前の未完成ゲートをくぐって謡と別れ、一人帰途についた。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメもタクムもチユリも文化祭の準備が終わらず、それどころか学校全体がお祭り前夜の熱気に包まれているなかでソロ下校するのはなかなかに寂さびしいものがあったが、強制下校時刻である午後六時以降も校内に居残るには、所属する展示グループが学校管理部に作業時間延長を申請し許可されねばならない。ハルユキの二年Ｃ組クラス展示班はとうに作業完了を報告してしまったので、もちろん許可が出るはずもない。

　とぼとぼ歩いて青梅おうめ街道まで出ると、ハルユキは道路の反対側にあるバス停をじーっと凝ぎよう視しした。どうせ学校から追い出されたなら、昨日と同じくバスに飛び乗って中なか野のエリアまで遠征といきたいところだが、残念なことにそれも黒雪姫に禁止されてしまった。

　理由は、領土戦終了後に行われた反省会でハルユキが報告した、赤のレギオン所属のバーストリンカーによる停戦破りの理由だ。経緯を聞き終えると、黒雪姫はきっちり三秒間沈ちん黙もくしてから、「あやつの仕し業わざだろうな」と忌いま々いましげに呟つぶやいた。

　その言葉が何者を指しているのかについてはハルユキも思い当たるところがあったが、黒雪姫に「一件については私が全すべて預かる」と宣言されてしまえば、敢あえて名前を出すことはできなかった。しかもレギオンマスターは、続けて主にハルユキに向けて言い渡したのだ。文化祭が終わるまでは、杉すぎ並なみの外でのフリー対戦も観戦さえもしてはならぬ、と。

「…………まあ、たった一日の我が慢まんだけどさ……」

　文化祭は明日日曜の午後には終わるので、その夜にはもうエリア外遠征も解禁、と解釈していい──はずだ、恐らく。そうしたら中なか野のに行って、ウルフラム・サーベラスと再戦して、そこでもう一度言うのだ。一いつ緒しよに来い、と。

　来週には次の七王会議も開かれ、そこでハルユキの習得した《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティが《理論鏡面セオレテイカル・ミラー》アビリティ同様の性能を持つと認められれば、いよいよ東京ミッドタウン・タワーの合同侵攻作戦が動き出す。《四し神じんスザク》を除けばハルユキにとって過去最強の敵となるであろう神獣レジエンド級エネミー、《大天使メタトロン》攻略戦の先陣に立つのだ。その前に、サーベラスを複雑に搦からめ捕る不可視の糸を全すべて解き明かし、断ち切ってやりたい。

　彼を助けたい、というこの気持ちは、もしかしたら不ふ遜そんで傲ごう慢まんで押しつけがましいかもしれない。バーストリンカーとしての純じゆん粋すいな戦せん闘とう力りよくを比較すれば、レベル５のシルバー・クロウはレベル１のサーベラスと互角と言えるかどうか、というところだろうから。

　でも、一昨日の夕方、人波を挟はさんで数秒間だけ対面したリアルの彼は──彼の眼は、確かにハルユキに何かを訴えかけていた。

　ならば、それに応こたえたい。何度でも手を差し出し、言葉を投げかけたい。かつてハルユキに対して、たくさんの人たちがそうしてくれたように。

「…………明日、きっと、会いに行くよ」

　紫色に染まる中野方面の綿雲わたぐもを見上げ、そっと呟つぶやくと、ハルユキは自宅マンション目指して歩きはじめた。




　マンションＢ棟のエレベータに乗ったところで、視界右上にメール着信アイコンが点滅した。昨日から海外出張中で明日夜まで帰らない母親からだろうと思いながらメーラーを起動する。文化祭を見に行けないことを一応謝るつもりかな、とそこまで先回りしたのだが、表示された送信者名は母親ではなく、たった一文字【Ｎ】となっていた。

「……だ、誰だれ？」

　首を捻ひねりながら本文を展開すると、そこにもわずかに【五秒後に参上】と書いてあるだけだ。いよいよ訳わけが解わからず、頭を逆に傾けているとエレベータが停止したので、無意識の歩行で外に出る。

　すると少し遅れて、隣となりのエレベータの扉も開いた。これまた無意識の動きでそちらを見ると、廊下に勢いよく飛び出してきた何者かが、ハルユキにピッと右手の指を向けた。

「よっ、おひさ……でもないか。五日ぶり？」

「は……え……えええ!?　な、なななんでここに!?」

　驚おどろきのあまり仰のけ反りすぎたハルユキが、危うくバランスを回復させて前に戻ると、メール着信からきっちり五秒後に現れた送信者は呆あきれ顔で言った。

「ちゃんと予告してやったんだから、そんなに驚かなくてもいーだろ。だいたい、あたしがここ来るの何度目だっつーの」

「え、ええっと……三、四……五……」

「ただの慣用表現だよ、いちいち数えんな！」

　つかつかと近寄ってきて、ハルユキのお腹なかを軽く平手で叩たたくと、赤毛を頭の両側で結わえた女の子──赤の王スカーレット・レインこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コことニコは、にかっと顔中で笑った。そのまま共用廊下を有アリ田タ家方面に歩いていくので、ハルユキはどうにか頭を再起動させ、慌あわてて後を追う。先に２３０５のプレートがついたドアに到着したニコが、ぱぱっと右手の指を走らせた途と端たんに解かい錠じよう音おんが響ひびくので、またしても仰ぎよう天てん。

「え、えええ!?　まだウチの鍵かぎ持ってたの!?　一時電子鍵インスタントキーの有効期限なんて、とっくに……」

「あー、こないだ泊めて貰もらった時、ホームサーバーにちょちょっとアレして永久電子鍵パーペチユアルキーに変更しといたからさ」

　さらりと恐るべき台詞せりふを口にしながらスニーカーを脱いだニコは、「お邪じや魔ましまーす」と言いつつも勝手知ったる足取りで奥に向かう。廊下の途中で振り向き、まだ呆ぼう然ぜんとしているハルユキを見ると、

「あたしはてきとーにしてるから、先に着替えてきていいよ」

　と優しい言葉を発してから、リビングに消えた。

「…………予告って、ふつう五秒じゃなくて五時間前にはするもんじゃないのかよう」

　仕方なく、そんなことを呟つぶやいてみるハルユキだった。

　お言葉に甘えて制服をＴシャツとハーフパンツに着替え、リビングに戻ると、ニコは二人掛けのソファに横たわってクッションに頭を乗せていた。その堂々たるくつろぎっぷりに思わず笑みを浮かべた途端、横目で睨にらまれてしまう。

「なーにをニヤニヤしてんだよ」

「な、何でもナッシンです……む、麦茶でいい？」

「ん、あんがと」

　頷うなずいてキッチンに向かい、グラス二つに麦茶を注いで戻ると、ハルユキはニコの向かいに腰を下ろした。そこでようやく、先刻から胸にささやかな違和感が居座っていることを自覚する。何度か首を捻ひねってから、ようやくその理由に思い当たり、寝転がったままのニコに訊たずねる。

「そういえばニコ、今日はなんで最初っからノーマルモードなの？」

「へ？」

　一いつ瞬しゆん眼をぱちくりさせた小学六年生の少女は、すぐにニンマリ笑って言った。

「なんだよ、やって欲しいのか？」

　勢いよく体を起こしてハルユキと正対すると、ぴしっと揃そろえた膝ひざに両手を載せ、これまでの《にやり》ではなく《にっこり》なスマイルを顔いっぱいに咲かせる。

「──お兄ちゃんも、あたしのこと好きなんだねっ！　嬉うれしいなっ！」

　五日前のカレーパーティーでは発動しなかった、かなり久々の天使モードに精神を直ちよく撃げきされ、しばし上体を泳がせてからブルルと頭を振る。

「そ、そりゃ嫌きらいじゃないけど、いやそういうことじゃなくて、何か理由があるのかなって思っただけだってば！」

　そう口にした途と端たん──ハルユキはようやく、自分がすでにその《理由》を知っていることに気付いた。いや、ニコが天使モードではない理由だけでなく、今日こうしていきなり訪問してきた理由までも。

　大きく息を吸い込み、しばらく胸に溜ためてから、吐と息いきに乗せて囁ささやく。

「そうか……、そう、だよね。ニコがここに来たのは……昨日の、無制限フィールドでの出来事について話を聞くために、決まってるよね……」

　すると、ニコは表情をノーマルに戻しながらゆっくり体を後ろに傾けて、とすん、とソファの背もたれに寄りかかった。クッションの反動を利用するように頷うなずくと、どこか物もの憂うげに言う。

「ま、それもあるけど……そいつは理由の三分の一だな」

「え……じゃあ、あと三分の二は？」

「そっちも半分は解わかンだろーが。ワビだよ、ワビ入れにきたの」

「わび……って、あ、謝るって意味？」

「あったり前だろーが。あんたと麦茶で侘わび寂さびやってどーすんだよ」

「へ、へえ、ニコ、お茶のココロエとかあるの？」

「ナメんなよ、こう見えてもガッコの茶道クラブ入ってたこともあんだからな！」

「こともある……って、なら、もう辞めてるんじゃないですか……」

「うっせ！　極きわめたから免許皆かい伝でんなんだよ！　…………って」

　そこでいつしか自分がソファから身を乗り出し、勢いよくまくし立てていたことに気付いたのか、ニコは何度か瞬まばたきすると大きな苦笑を浮かべた。

「あーもう、なんであんたと話してるとこうなのかな。調子狂うったらねーよ……これ以上脱線する前に、まずこっちからワビ入れっかんな！」

　きっぱり宣言すると、ニコは再び細い脚を揃そろえ、両手を両りよう膝ひざにぱしっと音を立てて置いた。続けて、小さな黒リボンで結わえた髪をなびかせて深々と低頭する。

「──《プロミネンス》のメンバー三名が、今日の領土戦で、停戦協定を破って《ネガ・ネビュラス》の領土を攻撃したことをレギオンマスターとして謝罪する！　ごめんなさい！」

　前置きの物々しさと、結びの可愛かわいらしさがややミスマッチな謝罪につい微笑ほほえんでしまいそうになり、ハルユキが慌あわてて表情を引き締しめると同時にニコが顔を上げた。どう答えるべきか迷っているうちに、ニコがさらりと付け加えた。

「……って、あんたんとこの黒いのに伝えといて」

「へっ!?　ぼ、僕が？」

「ったりめーだろが！　下したっ端ぱ戦せん闘とう員いんのあんたにだけ謝ってどーすんだよ」

「し、シタッパ……。──そそそんなら、最初っから僕じゃなくて先輩に会いに行けばいいじゃないか！」

「しょーがねーだろ、知ってるのココだけなんだもん。あーもう、そんじゃ戦闘員は撤てつ回かいして怪人カラス男に格上げしてやっから」

「そ、それって格上げなの？　だいたいなんでヒエラルキーが悪の組織側の……」

　と、そこまで言いかけて、またもや果てしなく脱線しかけていることに気付き、ハルユキは咳せき払ばらいで発言を停止した。言いたいことはひとまず脇わきに置き、頷うなずく。

「……解わかった、今のは黒の王に伝えておくよ。でも、僕も、先輩も、他のレギオンメンバーも、領土を攻こう撃げきしてきたブレイズ・ハートさんたちが一方的に悪いとは思ってない。あの人たちには、そうせずにいられない動機があったんだ。だから……できればニコも、ブレイズさんたちにあんまり厳しい処しよ罰ばつは……」

「何言うのかと思ったら、まずソコかよ」

　ふふっと笑ったニコは、両手を頭の後ろで組み合わせると軽く頷いた。

「さすがにお咎とがめなしじゃ済ませられねーけど、来週のエネミー狩り出撃回数二倍くらいにしとこーと思ってる。そもそもそれ言ったら、プロミ頭首のあたしだって、言葉オンリーで何の行動も伴わない謝罪だけして済むのかっつう話だしな」

「……こ、行動？　と言いますと？」

　なぜか丁てい寧ねい語ごで質問してしまうハルユキを一いち瞥べつするや、ニコは再び姿勢を正し、握った両手を胸元に揃そろえて破顔した。

「なーにお兄ちゃん、あたしに何かして欲しいの？　お掃除？　お洗せん濯たく？　それとも……」

「い、いやいやいや！　何もしなくていいです！　っていうか、だいたいさっきからニコがそうやって脱線させるから話が妙な方に行くんじゃないか」

「みょーな方って、どっち？　あたしはお家のお手伝いしか言ってないよー？　さてはへんな想像したんでしょー、ハルユキお兄ちゃんのぉ、えっち♡」

　最後のはにかみスマイルを二秒ほど持続させてから、ニコはあっさりモードチェンジして続けた。

「今のが《行動を伴う謝罪》ってことでいいよな？」

「う、うぐ……そうやって次々切り替えられると、なんか頭がくらくらするんだけど……」

「なら、もっとぺーすあっぷしてあげるねっ♪　──そんでだ、クロウ。本題の、あんたが最初に言いかけた《無制限フィールドでの出来事》だけどな……」

「ううう、は、はい」

　頭を両手で抱えながら頷くと、完全に赤の王としての顔に戻ったニコは、鋭するどい眼光でハルユキを射い貫ぬいた。

「クロウ、あんた、事の真相に心当たりがあるんだろ？」

「え、し、真相……？」

「あのな、あたしもあの神獣レジエンド級の背中に乗ってたのが本物のロータスだとは思ってねぇよ。見たのは短時間だけど、情報圧がぜんぜん違ったからな」

　ニコの言葉に、ハルユキはどうにか思考を立て直し、これまで得ている情報を脳内で素早くまとめた。

　ブレイズ・ハートたちによれば、赤のレギオンは昨日の金曜日、頭首スカーレット・レインを含む二十人以上の大集団で無制限フィールドに入ってエネミー狩りをしていた。場所は豊と島しまエリア……つまり池いけ袋ぶくろ近辺だ。そこに、一体のデュエルアバターを背中に乗せた神獣レジエンド級エネミーが突とつ如じよ出現、攻こう撃げきしてきた。背中のアバターはすぐさま地面に潜もぐるようにして消え、ニコたちは荒れ狂う神獣級から辛からくも逃げ延び、ポータルからの離り脱だつに成功した。

　そして、問題のエネミーに乗っていたアバターは、漆しつ黒こくの装甲と、剣のように鋭するどい四し肢しを持っていた……。

「……それって、ニコの見た黒いアバターは、情報圧の強さが……黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩を超えていた、ってこと……？」

　ハルユキがおそるおそる訊たずねると、あに図らんや赤の王は首を横に振った。

「その逆だ。ロータスよりかなり弱かった……っつうか、あたしの眼にも圧アツがほとんど見えなかった」

《情報圧》とは、デュエルアバターに秘められた戦せん闘とう力りよくや蓄積された戦闘経験までもを、アビリティ《視覚拡張ビジヨン・エクステンシヨン》によって観測するニコ独自の尺度スケールだ。彼女はその力で、純色の七王の中でも緑の王グリーン・グランデと青の王ブルー・ナイトが抜きん出た情報圧を持っていることを見抜いて、ハルユキに教えてくれた。

　しかし、今のニコの言葉は、ハルユキには意外なものだった。なぜなら、ハルユキが想像している《偽にせブラック・ロータス》の正体が当たっていれば、そいつの情報圧は七王に迫る規模であるはずだからだ。

「み、見えなかった……って、それはつまり、黒いアバターはレベル１とか２とかの新米ニユービーだった、ってこと？」

「…………うぅーん、そう言われっとそれも違うような気がすんだよな……。なんつぅか、まるで、その場にいながら実体がない……みたいな……」

　腕を組んでしばし唸うなったニコは、突然顔を上げると再びハルユキを睨にらんだ。

「おいクロウ！　その言い方、やっぱなんか心当たりがあんだろ！」

「えと、ええと、ええっと………………」

　やや身を引いた姿勢で数秒間葛かつ藤とうしてから、ハルユキは観念し、こっくりと頷うなずいた。

「う、うん。話すよ、知ってること全部。でも……凄すごく長い話になるから、ご飯食べながらにしよう……」




　冷凍ピザでいい？　と訊きこうとしたハルユキに皆まで言わせず、ニコは「カレー！」と宣言した。どうやら、先日のカレーパーティーで登場した手作りカレーライスがなんだかんだ言ってかなりお気に召したらしいのだが、しかしその要求は難易度が高すぎる。

「い、いや無理だよニコ、だってあのカレー、実質的にはチユと四シ埜ノ宮ミヤさんだけで作ったようなもんだし」

「なにも同じもん作れとは言ってねーよ。適当に材料切って煮てルー入れりゃ何とかなんだろ……あたしも手伝うからさっ、がんばろ、ハルユキお兄ちゃんっ」

　──というやり取りでミッションが開始され、買い物フェーズと調理フェーズを経てどうにかカレーらしきものが完成した時、リビングのアナログ時計は午後七時を回っていた。

　ダイニングテーブルに、こればかりは冷凍もので勘かん弁べんしてもらったご飯と、具がじゃが芋いもと人にん参じんと玉たま葱ねぎ、鶏とり肉にくだけのカレーがよそわれた大皿が二つ並んだところで、ハルユキはとりあえず確認した。

「あの、ニコ、今日はもしかして……」

「泊まってく」

「そ、そうですか」

　──昨日の、先輩＆師し匠しようのお泊まり会とカチ合わなくて本当に良かった！

　としみじみ思いながら、声を揃そろえて頂きますを言う。スプーンを持ち、カレーとご飯をバランスよく乗せて、恐る恐る口へ。

「………………あ、あれっ……これは、意外に……」

「………………なんだ、ゼンゼンいけるじゃん」

　好感触なインプレッションを述べ合って、同時にぐいっとスプーンを立てる。カレールーのパッケージにＡＲ表示される参考調理動画をかなり簡略化して作ったわりには、ちゃんとカレーの味がするのが凄すごいことのような当たり前のような。

　──などと考えてから、ハルユキはようやく半年前の《五代目災さい禍かの鎧よろい事件》の折にニコから貰もらったプレゼントのことを思い出し、二さじ目をすくいながら首を傾かしげた。

「あれ、でも、ニコって料理得意なんじゃなかったっけ？」

「……そのスプーンに乗っかってる、あたしが切ったニンジン見りゃ解わかるだろーが！　あんたの腕と大差ねーよ、イヤミのつもりか!?」

　ノーマルモードから赤の王モードへと変化しそうになるニコを見て、慌あわてて否定する。

「ち、ちち違うよ！　だって、前にニコがくれたクッキーすっごく美味おいしかったから……」

　それを聞いた途と端たん、ニコの眉み間けんからタテジワが消え、代わりにほっぺたが少しだけ赤くなった。

「ま、真顔でそーゆーこと言うなよな！　……あ、あれだよ、お菓子系は別なんだよ。パドがセミプロでさ、色々習ってっから……」

「へええ！　そうだったんだ……」

　プロミネンスの副長でありニコの保護者的存在でもあるブラッド・レパードことパドさんは、練ねり馬ま区桜さくら台だいにあるケーキショップでアルバイトをしている。ハルユキは、メイド風の制服を着たままエレバイを駆る彼女の雄姿を思い出しながら、続けて言った。

「じゃあ、パドさんはカウンターだけじゃなくて厨ちゆう房ぼうにも入ってるんだね。凄すごいなあ、将来はそっちに進むのかな」

「はぁ？　あんた何言ってんだ、パドはあの店の……」

　そこまで言ったニコは、なぜか口を閉じるとにんまり笑った。

「まあいいや、ともかくあたしの料理スキルはお菓子限定なんだよ、それも簡単なやつだけ」

「でもあのクッキーすごくサクサクで、でもしっとりもしてて、ほんとに美味おいし……」

「だーかーら！　その話はもういいよ、冷める前にさっさと食うぞ!!」

　まくし立てるや勢いよくスプーンを動かし始めるニコを、ハルユキは我知らず微笑ほほえみながらしばらく見詰めていたが、やがて自分もチキンカレーを山盛りすくうと口いっぱいに頰ほお張ばった。ニンジンもジャガイモも不格好で、少しだけ煮えすぎだったが、でも一人で食べる冷凍ディナーより何倍も美味しいと思えた。

　二人とも一回ずつお代わりすると小型の鍋なべはきれいに空からになったので、協力して後片付けをし、交替でお風ふ呂ろに入り、ソファに並んで宿題を終わらせると、時間はあっという間に夜九時を回ってしまった。

　ハルユキの平均的就寝時刻は十一時前後だが、ニコが大きな欠伸あくびをしたので、今日は僕も早めに寝ようと考えながら立ち上がる。明日はいよいよ文化祭当日なので、たっぷり睡すい眠みんを取っておくに越したことはない。

「ウチの母親、明日まで帰ってこないから、そっちの寝室使っていいよ」

　ハルユキが言うと、パジャマ代わりのロングＴシャツ姿のニコは「ほわぁーい」と二度目のあくび混じりに答え、大人しく母親の寝室に向かった。廊下でおやすみの挨あい拶さつを交わし、ドアの向こうに小さな背中が消えると、ふうっとひと息。

　反対側にある自分の部屋に入り、枕まくら元もとの目覚まし時計をボイスコマンドでセットしてから、どさっとベッドに横たわる。以前は、睡眠時はニューロリンカーを外すようにしていたが、最近は付けたままのことが多い。理由は、ごくたまにだが、寝ている時にレギオンの仲間たちからコールが入ることがあるからだ。大抵ネボケて妙な反応をしてしまうが、それでも呼びかけには応こたえたい。夜半にふと心細くなり、誰だれかとの繫つながりを感じてみたい気持ちは、ハルユキにもよく解わかる。

　──ゆえにハルユキは、部屋の明かりを消し、瞼まぶたを閉じ、意識が眠りの淵ふちに沈みかけた頃ころに聞こえた声が、オンラインのボイスコールかと思ってしまった。

「おい、もう寝ちったのかよ、クロウ」

「は……う、ううん、まだ起きてまふ……」

「……そんなら、ちっと話あんだけど」

「はひ、どうぞ……」

　暗くら闇やみの中で目をしばしばさせながら、ネットワーク越しであるはずの会話の続きを待っていると──。

　ぼすん！　という音とともにいきなりベッドが揺れたので、ハルユキは仰ぎよう天てんして三センチほど飛び上がった。

「のわ!?　な、ななナイトライト、オン」

　慌あわてて常夜灯を点つけ、体を左に回転させると、目の前に紛まがう方なきニコの姿があった。右手で頭を支えて横向きにベッドに寝そべり、なぜか不ふ機き嫌げんそうな顔つきでハルユキを睨にらんでいる。

　──もしかして、ボイスコールじゃなくてダイブコール？　これはニコのアバター？

　といまだ完全覚かく醒せいに至らない頭で考え、とりあえず触さわってみようと右手を伸ばしかけたが、寸前で爽さわやかな石せつ鹼けんの香りに気付く。アバターにも匂においを設定することはできるが、この香りは明らかに有アリ田タ家浴室に常備されている石鹼のものなので、それをわざわざニコが再現する理由がない。ということは……

「……ほ、本物？」

「ったりめーだろ」

「……な、なんで……あ、そっか、大だい丈じよう夫ぶだよ、母さんの部屋はオバケ出ないよ」

「ちっげーよ！」

　左手でハルユキのお腹なかに一いち撃げき叩たたき込んでから、ニコは言った。

「あのさ、考えてみたら、あんた肝かん心じんなことをさっぱり話してなくねぇ？」

「か、肝心？　というと…………」

　柔らかいオレンジ色の間接光に照らされるニコの顔を数秒間まじまじと見てから、ハルユキはやっと思い出した。確かに数時間前、カレーを作る前に発言している。『長い話になるからご飯食べながらにしよう』と。そしてその長い話とは──赤のレギオンを、神獣レジエンド級エネミーで襲しゆう撃げきした、謎なぞの黒いアバターについて、だ。

「あ……あっ、そうか！　そうでした！」

　ベッドの上で体を起こし、本能的に正座に移行して、ハルユキは頭を下げた。

「ご、ゴメン、忘れてた！　べつに誤ご魔ま化かそうとしたわけじゃないんだよ、ただその、カレーが意外に美味おいしかったから食べるのに夢中になっちゃって……。もちろんちゃんと話はするよ、じゃあえーと、とりあえずリビングに……」

「めんどくせぇ、いいよこのままで」

　腰を浮かせかけたハルユキの言葉を遮さえぎり、ニコはごろんと仰あお向むけになると瞼まぶたを閉じた。

　──このままと言われてもぉ、としばし葛かつ藤とうしてから、ハルユキもやむなく再度座り直した。考えてみれば、五日前もこのベッドで一いつ緒しよに寝ているのだ。二回目ならいいのかと言われればいいはずがないが、赤の王の仰おおせとあらば、従わないわけにもいかないような気がするようなしないような────

「つっても、実は、あたしもある程度見当はついてんだ」

　不意にニコがそんなことを囁ささやいたので、ハルユキは思考を中断して隣となりを見た。

　いつの間にか奪取した枕まくらに、リボンを解ほどいた赤毛を載せたニコは、両眼を天てん井じように向けたままそっと唇くちびるを動かした。

「あの偽にせロータスの正体じゃなくて、目的のほうだけどな。あいつは多分、プロミうちのエネミー狩りを邪じや魔ましようとしたわけでも、あたしを狩ろうとしたわけでもねぇ。狙ねらいは多分……見ることだ」

「み、見る……？　観察……ってこと？」

「そうだ。もっと言えば、戦力評価……プロミネンスの主力メンバーと、そしてあたし、スカーレット・レインの、な……」

　そう口にした瞬しゆん間かん、ニコの──二代目赤の王の顔に、今日エレベータホールに現れてからいちばん厳しい表情が浮かんだ。ハルユキは一度息を吞のみ、小声で確認した。

「で、でもニコ、問題の黒アバターは、戦せん闘とうが始まる前に地面に潜もぐって消えた、って……」

「ああ。消えたけど、恐らく逃げたわけじゃねえ。どこか近くから、あたしたちがエネミーと戦うのを見てたんだ。──くそっ、最初からそうと気付いてりゃ、使わなかったのに……」

「使う……？　な、何を？」

「あたしの強化外装……《インビンシブル》の、いままで隠してた力を、さ」

　その言葉の意味を理解した時、ハルユキは自分の体がぶるっと震ふるえるのを止められなかった。

　二代目赤の王の、《不動要塞イモービル・フオートレス》という二つ名の由来となっているのは、もちろん武装コンテナ群を全展開した時の巨大な姿だ。《インビンシブル》なる固有名のそれはニコがレベルアップのたびに段階的に獲得していった強化外装の集合体であり、現在の加速世界で最大の遠えん距きよ離り火力を持つと評される。ハルユキも、要よう塞さいモードのレインと戦ったり肩を並べたりしたことは何回かあって、その圧倒的威力は我わが身で嫌いやというほど味わっている。

　しかし、ニコの言葉を聞く限りでは、あの外装全展開状態ですらもレインの全力ではない……まだその先がある、ということになる。

「隠してた……力……って、どんなの……？」

　思わず身を乗り出し、訊たずねたハルユキに、

「教えるか、ばーか」

　ニコは当然ながらそう答えたが、すぐにごく薄うすい笑みを滲にじませて続けた。

「って言いたいとこだけど、あんたにもちっとは関かかわりがあるからな……。──ほら、半年前の鎧よろい事件の時、あたしとあんたとロータスとハカセで池袋ブクロ行って、バナナ野郎に待ち伏せ喰くらったろ？　あんとき、外装呼んだはいいけど黄色の奴やつらに張り付かれて、ブザマなとこ晒さらしたからさ……」

「で、でもあれは仕方ないよ、あんな人数がいたらどうしたって接近され……」

「仕方ないで済むほど甘ぇ世界じゃねーことくらい、あんたももう知ってるだろ！　……んで、あたしもちっとお山で修行してきたってわけだ。あんたを見習って、な」

「修行……ど、どんな……？」

「ヒント終了！　──ともかく、あたしは昨日、くそでっけぇ神獣レジエンド級エネミーから仲間を逃がすためにその奥の手を使って、そいつを見られた……へたすると録画までされちまった、ってワケだ」

　そこで一度口を閉じると、ニコは再び寝返りを打ち、正面からハルユキを見た。

「──あたしの話は以上だ。じゃあ、今度こそあんたにも聞かせてもらうぜ……あの、影みてーな偽にせロータスの正体を、な」

「…………うん、解わかった。あくまで予測だけど……」

　ハルユキは頷うなずくと、まずは正座モードを解除しようとした。しかし早くも両脚が軽く痺しびれていて、こてんと転がってしまう。もう一度起きようかとも思ったが、ニコがまるで気にしていない様子なので、ベッドに横たわったまま大きく息を吸い、その名前を口にした。

「ニコが見た黒いデュエルアバターの名前は──《ブラック・バイス》。いま加速世界にＩＳＳキットをばらまいてる集団、《加速研究会》の副会長を名乗ってる」

「…………ブラック・バイス…………」

　小声で繰くり返すニコの表情を、ハルユキは至近距きよ離りから凝ぎよう視しした。

　ハルユキがいままで、バイスの名前をニコやパドさんにも伏せていたことには理由がある。怖かった……嫌いやだったのだ。同じ《ブラック》のカラーネームを頂くあの積層アバターが、敬愛する黒の王とわずかにでも関係があると思われるのが。

　沈ちん黙もくに耐えきれず、ハルユキは自分から口を開いた。

「ニコ。ブレイン・バーストで、複数のアバターが同じ色になることがあるのかどうか、知ってる……？」

「……あたしの知る限りじゃ、《色かぶり》が発生したことは一度もない。クロウ、あんたはそのブラック・バイスの名前を、体力ゲージかマッチングリストで確認したのか？」

「え、ええと……」

　言われて、これまでの遭そう遇ぐうシーンを脳裏で順に確認してから、ハルユキは小刻みにかぶりを振った。

「──ない。バイスと出くわしたのは、基本的に全部無制限フィールドで……唯一の例外が、ヘルメス・コード縦走レースだけど、あの時は現れてすぐ消えたからゲージが出なかった……。僕もネガビュのみんなも、バイスの名前をシステム表示で見たことはないよ」

「フン、なるほどな。なら可能性としては、そのブラック・バイスっつう名前は……ほんとのアバターネームじゃなくて、ただの自称ってことも有り得るわけだな」

「えええ!?　ブラック……《純色の黒》を、勝手に名乗ってるってこと!?」

「それが事実なら、もう自称どころか僭せん称しようっつうレベルだよな」

　ちっ、と軽く舌打ちしてから、ニコはハルユキの体越しに鋭するどい視線を投げかけた。つられてそちらを見ると、窓から差し込む青白い夜光がビルトインの書架に複雑な影を落としていた。視線を戻し、ハルユキは説明を再開した。

「……ブラック・バイスは、体の薄うす板いたを自在に変形させて、他のアバターの影絵を作る能力を持ってるんだ。僕も、先輩になりすましたあいつに騙だまされそうになった。それと……ステージにできる影に沈み込んで、その中を自由に移動する力もある。だから、ニコたちが見た、《エネミーの背中から飛び降りて地面に突き刺さった》っていうのは……」

「ステージに大穴開けたわけじゃなくて、影に沈んだだけだった……ってことか」

「うん。だから、影を伝って移動して、近くからニコの戦せん闘とうを観察してたってことは……十分に有り得ると思う。付け加えれば、あいつはブレインＢ・インプラントＩ・チップＣの力で知覚を任意に減速できて……だから、無制限フィールドでニコたちを待ち伏せられたんだと思う」

「そう……か。加速研究会……のヤツだったのか…………」

　頷うなずいたニコは、徐々に全身の力を抜き、ぱたりと仰あお向むけになった。数秒してから、囁ささやき声で話し始める。

「…………さっきの、色かぶりの話だけどな。あたしは……何度か考えたことがあるよ。自分の色を変えるアイテムはないのかな、ってさ」

「い、色を……変える……？」

「別に、遠えん距きよ離り攻こう撃げきに飽きたから青くなりたいとか、支援したいから黄色になりたいとか思ってるわけじゃねーよ。ただ……あたしの色が、もう少しだけ濃くなればな、って。緋色スカーレツトから……純じゆん粋すいな、赤色レツドに」

「に……ニコ……？」

　ハルユキは、驚おどろきのあまりただ名前を呼ぶことしかできなかった。

　デュエルアバターに与えられる色は、システムがランダムに決定したものではない。ＢＢプログラムが深層イメージを読み取り、ひとつの色として表象するのだ。ゆえにカラーネームは、バーストリンカーにとって、ある意味では本名にも等しいものとなる。

　そんな、自分の《心の色》を否定するに等しい言葉を口にしたニコは、ベッドの上で体ごと縮めるようにして俯うつむいた。唇くちびるが何度か震ふるえ、いっそうかすかな声が零こぼれ落ちる。

「……半年前、黄の王イエロー・レディオは、災さい禍かの鎧よろいを解き放ってまであたしをおびき出し、レベル９サドンデスルールを利用して加速世界から退場させようとした。その理由……動機は、なんだと思う……？」

「それは……もちろん、自分がレベル10になるためじゃ……」

「多分、違う。あいつは、口で何を言っていても、心の中じゃレベル10なんかこれっぽっちも望んでないんだ。あいつはただ、あたしが目め障ざわりだから狩ろうとした。それだけなんだ」

「でも……赤のレギオンプロミネンスと黄のレギオンＣ・Ｃ・Ｃは東京の西と東で、領土もぜんぜん接してないのに……」

「邪じや魔まなのはプロミじゃなくて、あたし個人さ。レディオには……我が慢まんならないんだ。赤レツドじゃない、緋色スカーレツトのあたしが、純色の王を名乗ってるのが。そして多分それは、他の王連中も多かれ少なかれ思ってることなんだ……」

「そ、そんな！」

　ハルユキはわずかに上体を浮かせ、懸けん命めいに首を横に振った。

「そんなこと、先輩は絶対、絶対……」

　するとニコは仄ほのかに苦笑し、なだめるようにハルユキの胸に左手の指先を触ふれさせた。

「ああ、ロータスは例外だ。なんたってあいつは王連中をまとめて狩ろうとしたんだからさ。すげー奴やつだよな。ほんとにすげえよ…………」

　消える寸前、その声は深くわなないた。小さな手がそっとハルユキの右胸に押し当てられ、パジャマ代わりのＴシャツを握った。

「…………あたしが、先代の跡を継いでプロミの頭首になったのは、半分担かつぎ上げられたみたいなもんだけど……でも後悔はしてない。レギメンはいい奴やつばっかりだし、そのおかげでパドとも出会えたんだしな。だからあたしは、今のプロミを……練ねり馬まエリアを守りたい。けど……だけど…………」

　そこで言葉を途切れさせると、ニコはシーツの上で体をずらし、ハルユキの胸に強く額を押し当てた。

「…………自分でも、もう解わかってるんだ。あたしは……あたしは、弱い！」

　振り絞るような声に、ハルユキは心臓を撃うち抜かれたかのような感覚を味わった。必死に手を伸ばし、ニコの細い左肩を包みながら言う。

「そ、そんなことない、ニコはあんなに強いじゃないか。そうじゃなきゃ、レベル９になれるはずが……」

「なったから、解るんだ。オリジネーターの青の王ナイトと緑の王グランデだけじゃない、紫の王ソーンも黄の王レデイオも、そして黒の王ロータスも、一対一の本気で戦ったら、あたしじゃ……勝てない……」

　顔を上げたニコは、濡ぬれた瞳ひとみをハルユキに向けると、泣き笑いのような表情で続けた。

「……教えてやるよ。半年前、チェリーが災さい禍かの鎧よろいに取り付かれた時、あたしは強引な手段であんたのリアルを割って、この家に乗り込んだ。あんたの飛行アビリティで、鎧を捕まえてもらうためだったけど……でも、ほんとは、それだけじゃないんだ。あたしは……復活した黒のレギオンに、加速世界に帰還した黒の王ブラック・ロータスに、心の奥底でビビってたんだ。最初に攻めてくるならきっと練ねり馬まだって……黒の王が自みずから乗り込んできたら、あたしはきっと勝てない、って……。だから……まだレベルが低いシルバー・クロウのリアルを割って……攻こう撃げきされないように、保険かけとこうって、そんな、卑ひ怯きようで、小こ狡ずるいことを、あたしは、考えて…………」

　見開いた大きな瞳ひとみから、ついにぽろりと大粒の涙が零こぼれた。それでもなお口くち許もとには自じ嘲ちようの笑みを刻んだまま、ニコはか細い声を連ねた。

「そしたら……そしたら、さ。あんたも、ロータスも、いい奴やつで……あたしの話をちゃんと聞いて、ここに泊めてくれて……一いつ緒しよにご飯食べて、一緒にゲームして、一緒に寝て、それがすごく嬉うれしくて、安心したけど……でもあたし、あの日からずっと、あんたやロータスに噓うそつき続けてきた。自分が強いフリして、対等なクチきいてきた。でもほんとはあたしは、純色じゃない、紛まがい物の赤なんだ。王を僭せん称しようしてるのは、あたしも同じなんだ！」

「ち……違う、違うよ、絶対違う!!」

　右手を華きや奢しやな背中に回し、強く引き寄せながらハルユキは叫んだ。

「ニコは紛い物なんかじゃない！　誰だれよりも強くて、勇ゆう敢かんで、立派にレギオンを率いてるじゃないか！　今日の領土戦で会ったブレイズさんたちだって、ニコのことをすごく信じて、慕したってた。そんなニコが、偽にせ物ものなんてこと、あるはずが……」

「でも、あたしじゃ、あいつらを、守れない!!　チェリーを……たったひとりの《親》さえも守れなかった、あたしには!!」

　血の滲にじむような声で叫んだニコは、もう一度額をハルユキの胸に押し当てた。Ｔシャツを握る小さな拳こぶしに、自らを割り砕くだかんばかりの力が込められる。

「……感じるんだ。加速世界に、何かが起きようとしてる。ＩＳＳキットとか、メタトロンの出現よりも大きな何かが。六大レギオンの相互不可侵条約だって、たぶん永遠には続かない。もし……レディオや他の王がもう一度、もっと本気であたしとプロミを潰つぶしにきたら……」

「それでも……それでも、ニコは負けないよ！　そのために、あんなに無敵な《要よう塞さいモード》より強い力を、頑張って身につけたんだろ!?」

「レベル９同士が、本気の殺し合いをしたら……最後の最後には、あらゆるルールが吹っ飛ぶ。何でもありの心意戦になるんだ。あんたも知ってるだろ、あたしが攻撃型の心意技を使えないことを。……あたしのデュエルアバターを生み出したのは、恐怖なんだ。ハリネズミみたいな武装の殻に包まれて、外の世界を必死に遠ざけようとしてる……それがあたしの本質なんだ。心意でどんなに射程や逃げ足を強化しても、それじゃ……奴らの《破は壊かいの心意》には、絶対勝てないんだ……」

　徐々に語気を弱めながらそこまで言い終えたニコは、左手の力を抜くとぱたりとシーツに落とした。寒さに耐えるかのように、両手と膝ひざを抱え込んで小さく丸まる。

　もっともっと、幾いくらでも言葉を掛けて励ましたいのに、ハルユキの口は強こわ張ばったまま動かなかった。確かにニコはかつて、ハルユキとタクムの前で言ったことがある。自分に使える心意技は《射程拡張》と《移動拡張》に属するものだけで、《攻こう撃げき拡張》と《防御拡張》の技は習得できない、と。

　それは、実のところハルユキも同様だ。現在習得している《光線剣レーザー・ソード》と《光線槍レーザー・ランス》は射程拡張の、そして《光速翼ライト・スピード》は移動拡張の心意技で、攻撃力・防御力を強める技は一つも使えない。

　にもかかわらず──ハルユキは、大きく息を吸うと、言った。

「……なら、僕が守るよ」

　右の掌てのひらが触ふれる華きや奢しやな背中が、かすかに震ふるえた。

「ニコがピンチになったら、いつでも飛んでいく。それで、オリジネーターもビビるくらいの破は壊かいの心意で、誰だれだろうとぶっ飛ばす」

「…………あんたに、そんなの使えんのかよ」

[image: ]

　密着していなければ聞き取れないほどか細かったが、それでも少しだけ普ふ段だんの調子を取り戻したニコの言葉に、ハルユキは深く頷うなずいた。

「ネガティブパワー比べなら誰だれにも負けないよ！　王どころか、対戦ステージ丸ごと大爆発させて強制終了になっちゃうくらいのギガ・デストロイな技を……まあ、これから開発するんだけど……」

「あのなあ、それじゃあたしも巻き込まれんだろ」

　呟つぶやきながら、ニコは縮こまらせていた体をゆっくりと緩ゆるめ、顔を上げた。

　両眼は赤くなり、睫まつ毛げにもたくさんの水滴が溜たまっていたが、口くち許もとには仄ほのかな笑みがあった。左手を持ち上げ、今度はハルユキのほっぺたを軽く摘つまむ。

「……ほんと、単純な奴やつだなぁ。これがウソ泣きで、あんたをプロミに寝返らせる作戦だったらどーすんだよ」

　そう言ってにっこり笑った途と端たん、両りよう頰ほおを銀色の光が転がり落ちた。宝石のように綺き麗れいなその雫しずくが、偽いつわりの涙であるはずがなかった。

　しかし、年相応の泣き顔を見せてくれたのは一いつ瞬しゆんで、ニコはハルユキの頰を放すと、二人の間に十五センチほどあった間かん隙げきを躊躇ためらいなくゼロにした。素足の爪つま先さきがハルユキの脚に触ふれ、滑なめらかな額が左頰に押し当てられる。

「え、あ、あの、ええと」

　このベッドで一いつ緒しよに寝るのは初めてではない、とは言ってもこれほど接近したことは皆かい無むだったので、ハルユキは今いま更さらながらに上ずった声を出してしまった。しかしそれ以上何かを言ったり動いたりする前に、

「…………ありがとな」

　という声が、唇くちびるの動きとともに伝わり、ハルユキの内部にしみ込んだ。頭がすうっと静かになり、上昇しかけた心拍も落ち着いて、やがて不思議な穏おだやかさがハルユキを包んだ。

「……う……うん」

　肯こう定ていなのか否定なのか自分でも解わからない応答を口にしてから、ハルユキは無意識の動きで右手を下ろした赤毛に触れさせ、そっと撫なでた。ニコはいっそう全身の力を抜くと、ごくナチュラルな声で囁ささやいた。

「こんなこと、パドにも言えないからさ……ごめんな、色々吐はき出しちゃって」

「いいよ、話し相手くらいなら、幾いくらでもするからさ……あ、もちろん、守るって言ったのも本気だけど」

「ふふ、期待してっからな、わりとマジで」

　笑み混じりにそう答えると、ニコは一瞬だけ上目遣いにハルユキを見てから、すぐに顔を戻して言った。

「……いっぱい話聞いてもらったお礼に、ついでに教えといてやるよ」

「え……何を？」

　少しだけ首を傾かしげると、思いがけない言葉が返ってくる。

「あたしや、パドや、ネガビュの女どもが、あんたのことをかまう理由」

「は……はい？」

　ぱちくりと瞬まばたきしてしまうが、実のところそれは少し……いやかなり興味のある話だ。なぜならハルユキは今も、レギオンの女性陣に好意的に接して貰もらうたびに、心のどこかで『どうしてこんな僕を』と思ってしまっているからだ。

　しかし、少し間を置いてからニコが発した言葉は、これまた予想だにしない内容だった。

「これは、言葉で言っても伝わらねーかもだけど……あたしたち女性Ｆ型のバーストリンカーは、現実世界にいる間はいつも、ほんの少しだけど《恐怖》を感じてるんだ。さっきあたしが言ったのとは違う種類の」

「きょう……ふ？　何に、対して……？」

「そうだな……他の人間、もっと言うと現実世界の男性Ｍ型に対して、かな」

「え……えむがた、って、男のこと？」

「ああ。加速世界のデュエルアバターでいる時、あたしたちは硬い装甲に守られてる。Ｆ型でもＭ型と対等以上に戦えるだけの力を持ってる。でも、対戦が終わって現実世界に戻った瞬しゆん間かん、その力は消える。バーストリンカーとして長い時間を過ごしていればいるほど、生身の自分がいかに弱く無力か……それを感じちまうんだ」

「…………生身の……無力さ……」

　先に言われたとおり、確かに今のハルユキにはなかなか感覚的に理解しづらい言葉だった。もちろんハルユキだって、現実世界にいる時、シルバー・クロウみたいに空を飛べればと想像したことはある。クロウのように強ければ、と思ったことだってあるかもしれない。しかしそれは切実なものではない、単なる夢想で……。

　──いや。そうではない。ハルユキは、生まれて初めて加速したあの時、強く強く望んだはずだ。

　梅うめ郷さと中学校のラウンジで、黒クロ雪ユキ姫ヒメにＢＢプログラムの持つ驚きよう異いの力を教えられたハルユキは、まっさきに訊たずねた。『ブレイン・バーストを使えば、ケンカに勝てますか』と。あの時ハルユキは確かに、自分を虐いじめる相手をとことんまで叩たたきのめしたいと渇望した。生身の自分の無力さを、痛いほど知っているからこそそう思ったのだ。

　もし黒雪姫が、あの不良たちを速すみやかに排除してくれなければ、ハルユキは今も望んでいたかもしれない。現実でもクロウのように戦えれば、と。そしてそうできないことに、いつも怖おそれを感じていたかもしれない……。

　──と、そこまで考えてから、ハルユキはやっと現在の状況を再認識した。ごくん、と生なま唾つばを吞のんでから、こわごわ訊ねる。

「え……じゃあ、ニコは今……僕にも、その恐怖を……？」

「そこだよ、あたしの言いたいのは」

　幸いニコは、『ハルユキお兄ちゃん、コワイ……』的な心臓に悪いモードチェンジを見せることなく、逆にハルユキの頰ほおをぽよぽよつつきながら囁ささやいた。

「……あんたは、あたしに恐怖をまるで感じさせないんだ。多分、パドや、ロータスや、レイカーやメイデンにとってもそうなんだと思う。これって、けっこう凄すごいことなんだぜ……何せあたしは、学校の敷しき地ち内ないで、同じクラスの男子と何かのはずみで二人きりになったりするだけで、ちょっとだけど不安を感じちまうからさ。何をされるはずもないって、頭では解わかっててもダメなんだ」

「……ソーシャルカメラがあっても、怖いの……？」

「ああ。どうしても、感じずにいられないんだ。自分が装甲に守られてないこと……必殺技も、強化外装も、何ひとつ持ってないことを。加速世界で積み重ねた時間の長さに比例して、その恐怖も大きく育っちまう。いずれは、現実世界にいる時はいつも、この怖おそれにつきまとわれることになるかもな……」

「そ、そんな……」

　ハルユキは、ニコの恐怖を少しでも減らせそうな言葉を懸けん命めいに探した。だが、さっき何度も口にした、『ニコは強いよ』という励ましも今ばかりは意味を持たない。加速世界で最強に近い力を得ているからこそ、現実世界で不安を感じてしまうのだから。

　何度も口を少し開いては閉じを繰くり返していると──。

　その様子を眺めていたニコが、なぜかくすくすと嬉うれしそうに笑った。

「いいんだ、なにも言わなくて。さっき教えたろ、あんただけは怖くない、って。それだけじゃない。あんたと……ハルユキと一いつ緒しよにいると、あたしの中に溜たまった恐怖がすうって小さくなってくんだ。くっついてると、安心できるんだ。凝こり固まった負の心意が……あったかい光で、浄化されてくみたいに…………」

「………………え、えと…………」

　最も早はやどう反応していいかも解らないハルユキに、ニコは言葉どおり全身を預けるように寄りかかり、続けた。

「きっと、ネガビュの古参連中も同じこと感じてるよ。このあいだのカレーパーティーん時の、あいつらの顔ときたらさ……完全に警戒解いて、楽しそうに笑いやがって、まったく……」

「……そ、そうなのかな……」

　自分ではまったく自覚のない話であり、ことに黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コに関してはびしびし厳しいことを言われるシーンばかり思い出されるので、ハルユキは首を傾かしげた。そのまま、ニコの台詞せりふの意味をしばし考えてから、ん？　と眉まゆを寄せる。

「えっと……ニコ、それってつまり、僕が見た目からして絶対安全、人じん畜ちく無む害がいっぽいキャラだから、ということ……？」

　だとすればそれは一応リアルＭ型としてどうなのか。などとガラにもないことを考えかけたところで、ニコの両手が伸びてきて、ハルユキの顔を両側から挟はさんだ。

　いつものように、左右に思いっきり引っ張られると予測したのだが、ニコはその体勢を保持したまま穏おだやかな笑顔で言った。

「違うってば。このまぁるい顔の中身……心の話さ。ハルユキはいっつも一いつ生しよう懸けん命めいに、全力であたしたちのこと考えてくれてるって解わかるから、そばにいると安心できるんだ。──あたしだって、これでも思ってるんだ……いつか、ちゃんとお礼しないとな、ってさ」

「そ、んなこと……僕は別にその、具体的には何も……」

「いいんだよ、近くにいてくれれば、それだけで。だから……変わらないでくれよな。レベル上がって、ハイランカーになっても、お前はお前のまんまでいてくれよな。そしたら……たとえ、あたしがいつか…………」

　そこで言葉を切り、ニコはハルユキの頰ほおに添えていた両手を首くび許もとまで動かした。続いて顔も近づけ、まるでハルユキの心臓の鼓こ動どうを聞こうとするかのように触ふれさせると、微笑ほほえんだまま瞼まぶたを閉じた。

　──多分、明日の朝起きたら、ニコはいつものニコだろう。涙はもちろん、弱みなんかひとつも見せない、絶対火力の赤の王に戻っているだろう。

　──でも、僕は忘れない。ニコは赤の王であると同時に、二つ年下の、ひとりの女の子なんだってことを。そして、そんなニコを、守るって約束したことを。

　緩ゆるやかに水位を増していく眠りの淵ふちに沈み込みながら、ハルユキはそう心に刻んだ。目を瞑つぶると、かすかな息づかいが耳に届いた。聞き入るうちに思考が拡散し始め、途切れるその寸前、音源が少し移動して、頰に何かが触れる感覚があったような気がしたが、それが夢なのかどうかハルユキには解らなかった。
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　気象庁の宣言を待たずして梅雨つゆが明けてしまったかのような、爽さわやかな朝日と微風を、ハルユキは体中で浴び、吸い込んだ。

　自宅マンションを出てすぐの、環状七号線の歩道だ。普ふ段だんなら高こう円えん寺じ駅に向かう人波が途切れない時間帯だが、今日ばかりは閑かん散さんとしている。もちろん、日曜日だからだ。

　代わりに、ハルユキの隣となりには、まだ半はん覚かく醒せい状態と思おぼしき赤毛の少女がひとり。「ふわあああ[image: ～][image: ～]」という見事な大あくびを微笑ほほえましい気分で眺めていると、いきなりギロッ！　と一ひと睨にらみされてしまう。

「レディーのあくびをタダ見してんじゃねーよ」

「す、すんません……」

　ほらね、いつもの赤の王でしょ！　などと考えつつ首を縮めたハルユキに向かって、ニコはずいっと右手を突き出した。

「なら、さっさと寄越せ」

「え、ええ!?　あくび見物料!?」

「ちっげ────よ！　決まってるだろーが……あんたんトコの、文化祭の招待パスだよ！」

「あ、そ、そっか…………って、え、ええええ!?　来るの!?」

「昨日、最初に言っただろ！　あんたン家ちに来たのは、領土戦のこと謝るのが三分の一、ＥＫ未み遂すいのこと訊きくのが三分の一だって」

「……で、残り三分の一が、今日の文化祭……？」

「イエス！　ほら、早くパス二枚！」

　ニコが、突き出したままの右手の人差し指と中指だけを器用に動かすので、ハルユキはまたしても目をぱちくりさせた。

「え……二枚？　ニコと、あとは誰だれが……」

　その時、環かん七ななの反対車線を、省エネＥＶのそれとは一線を画す、実にかっこいいモーター音が通り過ぎた。反射的に向けた視線がちらりと捉とらえたのは、見覚えのあるディープ・レッド。音源は一度視界から消えたが、すぐ先の信号で高速Ｕターンを決め、こちら側の車線を北上してくる。

　りゅうぅぅーん、と回生ブレーキの作動音を響ひびかせながらハルユキたちの目の前で停止したのは、以前ハルユキも乗ったことのある大型エレクトリック・バイクだった。メッシュジャケットにジーンズ姿のライダーは、もちろん赤のレギオンの副長、ブラッド・レパード。

　パドさんは、左手でヘルメットのシールドを跳ね上げると、その指をひらっとハルユキたちに振ってみせた。

「Ｈｉハイ」

「ど、ども、おはようございます」

「おはよ、パド。わりーな、むこっかわの車線で待っとけばよかったな」

「ＮＰ問題ない。この国がいまだに左側通行なのが悪い」

　さらりと体制を批判してから、パドさんはハルユキに手を差し出した。後ろに乗れ、という意味ではもちろんあるまい。

　梅うめ郷さと中文化祭の招待状は、生徒一人あたり三通配布される。ハルユキはすでに一通を日クサ下カ部ベ綸リンに渡しているが、残りは使うあてもなく放置したままだ。確かに一度はニコとパドさんを招待しようかと思ったのだが、その後、世せ田た谷がや区下しも北きた沢ざわにある学校の文化祭が襲しゆう撃げき──もちろんバーストリンカー的な意味で、だが──されたという話を聞き、意志決定を保留したまま今日を迎えてしまった。

　しかし考えてみれば、襲撃グループのリーダーであるマゼンタ・シザーは世田谷第二エリアから東に侵攻すると宣言しており、真北にある梅郷中はまるで別方向だ。今日の文化祭が狙ねらわれる可能性は限りなく低い。

　残る問題は、ハルユキが綸に加えてニコとパドさんまで招待したと知った時のネガ・ネビュラスメンバーの反応だが……全員が、思わぬ顔ぶれの来校を喜んでくれる可能性だってあるのではなかろうか。いやいやそれを言うなら、全員がリアルでは顔を合わせないまま文化祭が終了する確率だってないとは言えない。何せ黒クロ雪ユキ姫ヒメもタクムもチユリも、自分の所属グループの出し物で手一杯のはずなのだから。

　というような思考を瞬しゆん時じに巡らせ、ハルユキはやや強こわ張ばった笑顔ながらも頷うなずくと、仮想デスクトップに指を走らせた。




　いかにバイクが大きくとも法的に三人乗りはできないので、ニコたちとは開場後に現地で合流することにして先行してもらい、ハルユキは徒歩で登校した。

　普ふ段だんは頭の芯しんにわずかな眠気が残っているのだが、今日はお祭りの高揚感に加えて、朝早く起きてクラス展示ファイルの修正をしていたせいもあってすっきりした気分だ。ウイークデーとは雰ふん囲い気きの違う道路を少し速めのペースで歩き、青梅おうめ街道を横断して少し進むと、行く手に梅郷中の正門が見えてくる。

　門柱のすぐ内側には、文化祭実行委員を中心とした制作班の力作である文化祭ゲートが誇ほこらしげにそびえていた。今年のテーマは《時》であり、それに沿ってアナログ時計の文も字じ盤ばんをモチーフとしたデザインだ。ゴールドの合成紙で仕上げられた見事な出来映えだが、制作班は今日の晴天に胸をなで下ろしていることだろう。

　正門に近づくと、何組もの生徒が記念撮影の順番待ちをしていた。普段は学校内での視界スクリーンショット保存は禁止されているが（もちろん黒雪姫を除く）、今日はエリアを限って許される。いまゲート内に並んでいる男子生徒たちの撮影終わりに素早く通過するべく、ハルユキがタイミングを計りつつ歩いていると──。

「おっ、有アリ田タ！　お前も入れよ！」

　と大声で呼ばれ、危うくつまずきそうになった。見れば、右手を振り回す長身のボウズ頭は、同じクラスの石イシ尾オというバスケ部員だ。その周りも二年Ｃ組の運動部系男子で、内心ウヒエーと思ってしまうが、ここで走って逃げないくらいの精神力はこの数ヶ月で身につけている──はずだ。恐らく。

　下腹に力を込め直し、「う、うん！」と答えながらゲートに駆け寄る。石尾たちはこの時間から早くもお祭りテンションに突入しているらしく、ハルユキを列に加えるや「イエーイ！」とピースサイン。どうにか同じポーズで笑顔を作ることに成功したハルユキは、撮影者と交替でクラスメートたちを撮ると、画像を交換した。

「バスケ部はフリースローゲームやってっから、後で来いよな！」

　と叫ぶ石尾に「行くよ！」と答え、その場を離り脱だつ。昇降口に向かって歩きながら、ふうーっと長く息を吐はく。

　この後の予定は、まず教室でクラス展示用プログラムの起動と最終確認。九時半に文化祭が開幕するので、正門までニコとパドさんを迎えに行く。十時前には日クサ下カ部ベ綸リンも来校するはずなので合流して、三人をチユリの所属する女子陸上部のクレープ屋あたりに案内────

　ここでようやくハルユキは、そのスケジュールだと綸とニコたちが不ふ可か避ひ的てきにリアルで対面してしまうことに気付いた。当然、双方を紹介せねばならないが、いったいどう言えばいいのか。『こちらはグレウォのアッシュ・ローラーさん、こちらはプロミのスカーレット・レインさんとブラッド・レパードさん』などと説明すれば、一いつ瞬しゆんで空気が凍り付く……だけでは済むまい、恐らく。

　だからと言って、一方を案内してもう一方を放っておくのもあんまりな話だ。やはりどうにかして、互いにバーストリンカーだと悟らせないような紹介の仕方を工夫するしかない。

「……となると、友達の、って言うしかないよな……ゲーム友達、までいくと危険かな……ならばカレー友達……いやいや……」

　懸けん命めいに考えつつ靴くつを履はき替え、廊下を第一校舎方面へと歩き始めたハルユキの背中を、誰だれかが後ろから軽く叩たたいた。

「文化祭の当日だというのに何を悩んでるんだい、ハルユキ君？」

「ええと、それが、後先考えずに招待状を渡しちゃいまして……」

「ほう？　誰にだ？」

「はい、一枚が…………って、わあ!?」

　隣となりを歩く生徒会副会長の姿を視認し、軽く飛び上がってから高速で頭を下げる。

「おっ、おはようございます黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩！」

「うん、お早う。──で、キミは誰だれを文化祭に招待したのかな？」

　にこやかに再度問い質ただす黒クロ雪ユキ姫ヒメに、ハルユキはややこわばった笑みを浮かべつつ答えた。

「え、ええっと……のののちほど紹介します！　そそそれで……生徒会のほうは、展示の準備終わったんですか？」

「…………ン、まあ、どうにかな。十四時からグラウンド全体を使って披ひ露ろうするから、良かったら観みにきてくれたまえ。お友達くんと一いつ緒しよに、な」

「は、はひ、必ず行きます」

　こくこく頷うなずくと、黒雪姫はひとまず招待状の件を保留してくれる気になったようで、ハルユキの背中を押して進路変更すると廊下の隅で立ち止まった。軽く咳せき払ばらいしてから、ボリュームを落として言う。

「後ほどメールでもレギオンメンバーに向けて通知するが……今日の文化祭で、万が一新手のバーストリンカー、ことにＩＳＳキットユーザーによる襲しゆう撃げきがあった場合は、無理に戦おうとするなよ。メンバー全員がギャラリーに入るので、ガイドカーソルから敵の出現位置を特定しリアルを割り出せる。無論、キミがギャラリーに入った場合は、カーソルのチェックを忘れないようにしてくれ」

「はい、それは了解しました。……でも、襲撃……あるでしょうか？」

「ン……私も、確率は限りなく低いとは思うが……実際、去年と一昨年の文化祭では、襲撃どころか学内ローカルネットへの侵入すらなかったからな。──ただ、噂うわさでは、昨日の土曜日にも……」

　そこで一度口を閉じると、黒雪姫は背中を廊下の壁に預け、鋭するどい視線を南──世せ田た谷がや方面へと向けた。

　文化祭開幕まで一時間を切り、校内の空気はいよいよ期待と緊きん張ちようがないまぜになった高揚感に満たされつつある。いまだ準備中らしいグループが殺気だった表情で走り回る傍かたわらで、笑顔の生徒たちが頭を寄せてホロウインドウを覗のぞき込み、巡回経路を検討している。

　ハルユキとしても、去年の文化祭ではいじめっ子たちに出くわさないよう終日ビクビクしていたので、今年こそ全力で楽しみたいという気持ちはもちろんある。だが今は黒雪姫の言葉が気になり、全身を強こわ張ばらせつつ訊きき返した。

「ま、まさか……昨日も、下しも北きた沢ざわ近くの学校に襲撃が……？」

「いや、調べたところ、世田谷第一エリアにある中学、高校で、昨日文化祭が行われた学校は存在しなかった。だが……マゼンタ・シザーとその配下がエリアに出没したのは事実のようだ。彼らが何の目的もなくグレート・ウォールの領土に侵入するとは思えないしな……」

「となると……次の襲撃のための下見、とかでしょうか……」

「可能性はあるが、この時期に文化祭を行う学校はかなりレアだからなぁ」

「普通は九月、十月ですもんね。梅うめ郷さと中はなんで六月なんでしょうね？」

「それは昔から我わが校に語り継がれる由ゆい緒しよある謎なぞだ。梅の一字と梅雨つゆをかけたという説もあるが、だとすれば敢あえて雨の多い時期に設定したことになり理り不ふ尽じん極きわまりない。しかしその一方で、文化祭の日は六月なのに不思議に晴れるという話もあってこれまた大いに非合理だという……いや、そうではなくて」

　咳せき払ばらいで脱線を修正すると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは美び貌ぼうをひょいっとハルユキの顔に寄せて囁ささやいた。

「つまり私が言いたいのは、この時期に文化祭を行う学校がごく少数であるならば、マゼンタたちが今日この梅うめ郷さと中まで遠征してくる可能性も考こう慮りよすべきということだ。招待状も、少数ながらネットで取引されているようだしな……」

「へえ、アドホック接続じゃないと転送できないのに、ですか？」

「その程度の制限ならいかようにも迂う回かいできるさ。私は住基ネット認証も導入して、招待客を生徒の家族・親族のみに制限すべきだという意見書を毎年上げているんだが、その都つ度ど管理部に却下されてな。ま、今年に限って言えば、ルーズな制限のおかげで楓フウ子コや謡ウタイ、あきらも招待できたんだから良しとするがね」

「あ、よかった、師し匠しようたちは先輩が招待してくれたんですね！」

「……ふうん？　やけに嬉うれしそうな顔をするじゃないか。やはり、キミが誰だれを招待したのかもこの場で聞いておくべきかな」

　黒雪姫が少々じとっとした目つきでそんなことを言うので、今度はハルユキが咳払いして話を本筋へと戻した。

「え、ええと、ともかく襲しゆう撃げきには要注意、ということですね！　いちおう、レギオン全員が事前にタッグ登録しておいたほうがいいですよね。じゃあ僕はせん……」

「私と楓子、謡とあきらでよかろう。タクム君はチユリ君と組んでもらうから、キミは招待したお友達くんの誰かと組みたまえ」

「……ハ、ハイ、了解です……」

　こっくんと頷うなずくや、黒雪姫の視線が氷属性を帯びる。

「ほう。やはり招待したのはバーストリンカー、しかも他校の生徒か。これは紹介して貰もらうのが楽しみだな」

「むぐっ……いや、その、それは……」

　あっさり誘ゆう導どう尋問に引っかかり、冷や汗を滲にじませたところで、九時のチャイムがハルユキを救った。

「あっ、ぼぼぼく、クラス展示の最終チェックに行かないと！　そそそれじゃ先輩、また後ほど連絡差し上げますので！」

「そんな逃げ方ができるようになるとは、キミも成長したものだな」

　なおもクールにそう評してから、黒雪姫はやれやれというように微笑すると頷いた。

「では、また後でな。二年Ｃ組の展示、必ず観みにいくよ」

「は……はい、大したもんじゃないですけど、でもお待ちしてます！　それでは！」

　最敬礼してから振り向くと、ハルユキはダッシュで二階への階段を上った。

　教室前の廊下は、カラフルなプラスチックモールや合成紙テープで飾り付けられ、すっかり非日常の装よそおいだった。二年Ａ組の出し物はおばけ屋や敷しき、Ｂ組は喫茶店と文化祭の定番だが、それだけに集客力も高そうだ。

　対してハルユキの属するＣ組は、《三十年前の高こう円えん寺じ》という題目の作品展示を行うのだが、内容も飾り付けも地味のひと言である。クラス展示担当がたった七人しか残らなかったので、端はなから大掛かりな企画は不可能だったという事情はあるにせよ、あまりにヤル気のない出し物では見に来てくれるお客さんに申し訳ない。

　ゆえにハルユキは、メンバーの了解を取ったうえで展示に多少の工夫を追加していた。足早に教室へ駆け込むと、すでに他の六人は集合済みで、やべっと首を縮める間もなく声が飛んでくる。

「有アリ田タくん、おそーい！」

　と叫んだのは、生イク沢ザワという、Ｃ組のクラス委員長を務める女子生徒だった。書道部に所属しているが、人数が少ないクラス展示班も自主的に手伝ってくれているという、大変マジメでいい人である。

　生沢は、横結びにした髪を一振りしてから更さらにまくし立てた。

「展示ファイル修正したいって言って持ち帰っちゃったから、起動できるの有田くんだけなんだよ！　早く動作確認しないと開場に間に合わないじゃない！」

「ごっ、ごめ……」

　フルパワーで謝罪しかけたハルユキの肩を、横からぽんぽんと叩たたく者がいた。岡オカという、長髪を校則ぎりぎりまで脱色した男子生徒で、こちらは堂々たる帰宅部だったはずだ。

「まぁまぁイインチョ、遅刻したつっても三十秒じゃんよ。有田っちも色々忙しんだよ、さっき靴箱んとこ通りがかったら、副生徒会長と……」

「わー！　は、早く起動チェックしようそうしよう！　すぐ準備するから！」

　慌あわてて割り込みをかけると、ハルユキはまず教室を見回した。机と椅い子すは全すべて運び出され、代わりに大型パネルでコの字状の通路が作られている。班の七人がいるのは、通路の入り口付近だ。

　そこまで確認すると、仮想デスクトップに手を伸ばす。今朝の七時前に修正作業が完了したばかりのファイルを、まずは学内ローカルネットにアップロード。次にＡＲ表示用プログラムを走らせると、視界に接続を受け入れるか訊たずねるダイアログ窓が浮き上がる。

　ハルユキと同時に、他の六人も指を動かし、イエスボタンを押した。すると、しゅんっという効果音が響ひびき、教室全体の見た目が上書きされた。

　樹脂タイル張りの床は、灰色のアスファルト舗ほ装そうに。天てん井じようは、すっきりと晴れた青空に。そして東西の壁と南の窓は消滅し、低いガードレールに変化する。その向こう側には広い道路が描画され、遠景には古めかしいビル群が生成される。

「お……おお!?」

　そんな声を上げた岡オカが、目の前のガードレールに駆け寄ろうとしたので、ハルユキは慌あわてて叫んだ。

「あ、危ないよ！　そこ、ほんとは壁だから！」

　いちおう衝しよう突とつ防止のために、ガードレールの上に【ここに壁があります】という警告窓を浮かべておいたのだが、岡はそれを邪じや魔まそうに避よけると歓声を上げた。

「スゲー、車走ってっし！　しかもほとんどガソリン車……おわ、あれ35サンゴーのＧＴ－Ｒじゃね!?　音かっけー!!」

　いまにも不可視の壁に突進しそうな岡のシャツをハルユキが懸けん命めいに引っ張っていると、後ろで生イク沢ザワ委員長の声がした。

「なるほど、壁や床に３Ｄグラフィックをマッピングしたのね」

「う……うん、昔の写真を展示するなら、背景もそれっぽくしてみようと思って……」

「ということは、これは二〇一〇年代の風景？」

「前後十年くらい混ざっちゃってるけどね。みんなが集めてくれた当時の写真を立体化ソフトに流し込んで作ったんだ。車はアリモノのデータを……あ、もちろん写真も見られるよ」

　岡から手を放し、ハルユキはガードレールと反対側の壁に向き直った。大型パネルも上書きされ、年季の入ったレンガ壁に変わっている。その表面に触ふれ、ウインドウを操作すると、無数の写真がポスター状に出現した。メンバーが自宅から、あるいは知人に当たって集めてきた、三十年前の高こう円えん寺じ界かい隈わいの風景だ。

　当初予定していたのは、白いパネルの表面にこれらの写真をＡＲ表示するだけの展示だったのだが、それでは少々味気ないと、ハルユキは教室を丸ごと上書きすることを考えたわけだ。しかしいざ実行してみると、これではなんだか……

「……これじゃ、写真が脇わき役やくで背景が主役みたいね」

　感じたとおりのことを生沢に口にされ、ハルユキは反射的に首を縮めた。

「ご、ごめん、勝手なことして。写真の邪魔だったら、背景元に戻すから……」

「何言ってんだよ、チョーいいじゃん！」

　と喚わめいたのは、いまだガードレールに貼はり付いたままの岡だった。

「フルゲーフルダイブゲームならいくらでも昔のクルマ運転できっけど、青梅おうめ街道走ってっとこ見んのもなんかリアルでいいな！　なぁ有アリ田タっち、ハチロクねえの!?」

「え……どっちの？」

「最初のヤツに決まってんだろ！　オレ実車見たことねーもん、いやこれもナマじゃねーけど、でも走らそうぜ！」

「わ、わかったよ、ちょっとデータ探すから……でも、その前に生イク沢ザワさんと……」

　話を、と思って再度振り向くと、委員長はもうそこにいなかった。他の班員四人と一いつ緒しよに南側のガードレールに移動して、道路越しに見える街並みを見上げている。

　その隣となりまで歩き、恐る恐る話し掛けようとしたその時、生沢が左手を持ち上げて南東方向を指差した。

「見える？　あそこの、十二階建てのマンション」

　眼を向けると、現在より全体的に少し低めの街並みから、古びた集合住宅が頭を突き出している。

「へ？　う……うん、下の方が見えないから階数は判わかんないけど……」

「十二階建てなの。あそこの十階に、私、昔住んでたんだ。とっくに引っ越して、マンションも建て替えられちゃったんだけどね」

「へえー、そうなんだ……」

　と、答える以上のことは何もできずに固まっていると、生沢は体ごとハルユキに向き直り、言った。

「ありがと、有アリ田タくん。私、人数を言い訳にして、クラス展示はとにかく出し物を作れればそれでいいやって考えてたみたい。でも、これなら、お客さんもきっと喜んでくれると思う」

「あ……じゃ、じゃあこれ、このまま使ってもいいの……？」

「もちろん、ねえみんな？」

　生沢が背後に問いかけると、残る四人の班員たちも口々に賛意を示した。──岡オカだけは、いまだガードレールに貼はり付いたまま、昔のスポーツカーが爆音を上げて通り過ぎるたびに奇声を上げていたが。

　ハルユキはほっと肩の力を抜くと、よかった、と思いながら生沢たちに向かって頭を下げた。




　開場時刻である九時三十分が近づき、ハルユキは再び正門のゲートへと移動するべく廊下を足早に歩いていた。

　いよいよニコ＆パドさんと日クサ下カ部ベ綸リンの双方と合流するという難関に挑いどまねばならないのだが、頭にあったのは別の思考だった。

　もし自分が女のバーストリンカーだったら。さっき、旧車好きでちょっとワルい雰ふん囲い気きの岡に接近された時、恐怖を覚えたのだろうか。岡がけっこうイイ奴やつなのだと感じても、なお。

　ハルユキがそんなことを考えてしまう理由はもちろん、昨夜ニコに打ち明けられたからだ。加速世界で長い時間を過ごしたＦ型バーストリンカーは、現実世界にいる時は常に無力さと、それゆえの怖おそれに付きまとわれるのだ、と。

　思い当たる節ふしがなくもない。かつての黒クロ雪ユキ姫ヒメは、学食ラウンジやローカルネットのＶＲスペースにいる時でさえ、他人を寄せ付けないピリピリした空気を身にまとっていた。その理由は、もしかしたらデュエルアバターを長期間封印していたがゆえに蓄積させてしまった恐怖だったのかもしれない。

　そんな怖おそれを、ハルユキが溶かしてくれるのだ、とニコは言った。もちろん、そういうことができるという自覚はまったくない。むしろいつでも自分のことだけで精一杯で、近しい人を気遣えずに失敗してばかりだという気さえする。

　でも、これだけは誓える。

　──僕は、先輩や、師し匠しようたちレギオンの先輩も、チユとタクも、ニコとパドさんも、そしてもちろん日クサ下カ部ベさんも、もう絶対に傷つけない。僕が原因で悲しい思いはさせない。みんなが、いつでも笑顔でいられるように、できることはなんでもする。

　手始めに、まずは今日の文化祭、思いっきり楽しんで貰もらうんだ。

　靴くつを履はき替えながらそう決意すると、ハルユキは前庭を小走りに横切り、正門に近づいた。

　そして、午前の陽光を浴びて金色に輝かがやく文化祭ゲートの傍かたわらに、赤基調の私服で揃そろえたプロミネンスの二人を見つけ、右手を上げ──ようとしてびくっとフリーズ。なぜなら、赤い二人からほんの一メートルばかり離はなれた場所に、緑系のコーディネートで決めた女子を一名発見したからだ。

　ふわふわしたショートヘアと、斜め掛けにしたポシェットを見るまでもなく日下部綸リンである。グレート・ウォールに所属するバーストリンカー、アッシュ・ローラーが溺でき愛あいする妹にして、ある意味では本人。

　赤のレギオンプロミと緑のレギオングレウオは、もちろん相互不可侵条約を取り交わしている。だからニコたちと綸は正面切って敵対する間柄ではないのだが、それも互いが六大レギオンのメンバーだという共通認識があってこそだ。いやその前に、現状ではあの二人と一人は、すぐ隣となりにいるのがバーストリンカーだということすら知らないのではないか。だとすると、何らかの原因でそうと知れた瞬しゆん間かん、対戦が始まってもおかしくない。

　それだけは、何としても回かい避ひしないと！　まずはメールか何かで、どっちかを移動させて距きよ離りを…………。

　と、考えたその瞬間。周囲を物もの珍めずらしげに見回していたニコと綸の視線が、何の因果か、同時にぴたりとハルユキを捉とらえた。

　ニコと綸は、これまた同時に笑みを浮かべ、同時に右手を持ち上げてハルユキに向けて振り──そして同時に顔を動かすと、至近距離に立ち自分と同じアクションをしている人間を二秒ほどかけて眺めた。

　この時点でハルユキは、超大型の《走って逃げたい》に襲おそわれたが、どうにか撃げき退たいに成功すると腹をくくって前に出た。かくなる上は、ニコたちが何らかのアクションを起こす前に事態を収拾するしかない。クレバーな撤てつ退たいなど犬に喰くわせろ、黒クロ雪ユキ姫ヒメもそう言っていたではないか。まあ、その言葉が、往々にして討うち死に前提のバンザイアタックを意味するのも確かだが。

　うおおおお────！

　と内心でかっこいい雄お叫たけびを迸ほとばしらせつつ、ハルユキはダッシュで三人の前まで移動すると、笑顔全開で言った。正確には、言おうとした。

「お、お待たせ！　早かっ……」

「おいハルユキ、この女誰だれだよ」

「あの、有アリ田タさん……こちら、どなた……ですか？」

　ぎろりと底光りするニコの両眼と、うるると揺れる綸リンの両眼による十字砲火を浴びせられ、ハルユキは再び硬直した。正面に立つパドさんが、真顔で呟つぶやいた。

「ＧＬグツドラツク」

[image: ]

　かくなる上は、正面突破を図るほかなし。

　という決死の判断に従い、ハルユキは当初考えていたとおり、ニコたちと綸を「自分のゲーム友達である」と紹介した。

　真っ先に反応したのは、このところ足あし繁しげく有田家を訪れ、現在ハルユキが心血を注いでいるゲームはたったひとつであることをよく知っているニコだった。綸の正面まで移動すると、カットジーンズのポケットに両手の親指をひっかけ、くいっと顎あごをしゃくる。

「どこだよ？」

　それだけで、綸リンも相手の正体を察したようだった。いや、あるいは最初から、互いに何かを感じていたのかもしれない。薄うすいグリーンのシフォンチュニックの裾すそを握るようにして、小声で答える。

「あの、緑……です。そちらは……」

「赤だよ。……おいハルユキ、念のため訊きいとくけど……」

　じろっと睨にらまれ、ハルユキは「あれ、ニコっていつ僕の名前呼ぶようになったんだろう」と考える間もなく頷うなずいた。

「は、ハイ、なんでしょう」

「こいつ、アタマじゃねえよな？」

「あ、あたま……？」

　頭を捻ひねりかけてから、ようやく質問の意味が、「こいつはグレート・ウォールの頭首、つまり緑の王グリーン・グランデじゃねえよな？」であることを悟る。

「ま、ままままさか！　ちちち違うよぜんぜんまったく」

「ふーん。ま、ならいいや……いや良かねーけど、この文化祭の間はいいことにしといてやる。ハルユキには後でセッキョーだけどな」

「……ハイ、甘んじてお受けします……」

　確かに、異なるレギオンに所属するバーストリンカーを文化祭に招待し、あまつさえ同じ場所で待ち合わせて強制的にリアル割れさせてしまうなど、不用意極きわまる行いだ。ハルユキは、三人に改めて謝罪するべく、順番に顔を見てから頭を下げた。

「ほんと、考えなしでごめんなさい。このことが原因で何か不都合が起きたら、僕が全責任を負うので……」

　だが、そこで、右方向から伸びてきた小さな手がハルユキのシャツの布地をきゅっと握った。顔を上げると、綸の柔らかな笑顔がすぐ近くにあった。

「そんなに、謝らなくて、いいです。お友達が増えるの、私、すごく嬉うれしい……です」

「あっコラ、何してんだ緑の！」

　すかさず叫んだニコが、左方向からシャツを摑つかんで引っ張る。あわわと右往左往をするハルユキを、少し離はなれた所からしばし眺めていたパドさんが、珍めずらしくふふっと声を出して笑った。

　自己紹介を済ませ──ニコは「ニコ」、綸は「リン」、そしてパドさんは少し考えてからなぜか「ミャア」と名乗った──ひとまず平和裏に四人パーティーが組まれたところで九時半となり、実行委員長による全校放送で文化祭の開幕が宣言された。

　学校中からわあっという歓声と拍手が湧わき起こり、それが収まると、アップテンポなＢＧＭに乗せて放送部女子部員による公開生放送が開始される。スピーカーではなくローカルネット経由のストリーミング再生なので、ハルユキは仮想デスクトップのコントローラから音量を少し落とすと三人に向き直った。

「それじゃ、改めて……梅うめ郷さと中学校文化祭にようこそ。今日はいちにち、僕が案内させて貰もらいます。何か、最初に見たいものの希望とか、あるかな？」

　途と端たん、すかさずニコが「クレープ！」と叫ぶ。

「……それは見たいものでなく食べたいものでは……」

「うっせ、朝飯抜きだからもうハラペコなんだよ！　だいたいあんたがシリアル用の牛乳切らしてるのが……」

「わ、わー！　わーかりました！　じゃあ、最初は陸上部のクレープ屋台ということで！」

「……賛成、です」

「Ｋ」

　そういうことになったので、ハルユキは三人を引き連れてまずは第一校舎の東端にある学食へと向かった。

　広い食堂も、今日は長机が全すべて壁かべ際ぎわに片付けられ、代わりに色とりどりの屋台が軒のきを連ねている。模も擬ぎ店てん用スペースは屋外のグラウンドにもあり、そちらが一等地なのだが、チユリたちの女子陸上部はくじ引きに負けてしまったようだ。

　とは言っても、開場直後にしては学食もかなり混雑しており、目指すクレープ屋にもすでに数名の行列ができていた。ハルユキたちが最後尾に並ぶと、ウサギ耳のかぶり物をつけた女子生徒が「いらっしゃいませー！」と笑顔で手作りの写真入りメニューを差し出すので、思わず真剣に見入ってしまう。

　意外にも十種類を超えるトッピングがあり、しかも値段が一律ということで、ハルユキが持ち前の優柔不断さを発揮しつつメニューをぐるぐる眺め回していると──。

「なによハル、来なさいとは言ったけど開場ダッシュしなくてもいいのに」

　という声が聞こえた。がばっと顔を上げると、鉄板の向こうに、小さなおたまレードル片手に呆あきれたように笑うチユリの姿。しかしハルユキが予感したとおり、その表情は約三秒で消滅する。無論、ハルユキの同行者に気付いたからだ。

「はー、へー、ふぅーん、なるほどねー」

「いや、その、これは、レギ……グループ間の親しん睦ぼくを図るための、その」

「はいはい、わっかりましたよーだ。──で、ご注文は決まりましたかー？」

　やはり頭にウサ耳を載せ、白いエプロンをつけたチユリが幸いプロ意識を取り戻してくれたので、ハルユキはそそくさとチョコバナナをオーダーした。

　ニコや綸リンたちとは楽しそうにやり取りしつつチユリが生地を焼き、相棒の女子部員がトッピングしてくれたクレープを受け取って、ニューロリンカーにチャージしてある小遣いから代金を支払う。四人分のクレープが揃そろうと、並んでいる客がいないことを確認してから、ハルユキは屋台の脇わきに回り込んで小声でチユリに訊たずねた。

「チユ、ここのお役目は何時まで？」

「んーと、午前は十一時までかな」

「そっか。じゃあ、十一時十五分からの剣道部の出し物、オレたちと一いつ緒しよに観みに行こうぜ」

　すると十余年来の幼おさな馴な染じみは、ニコたちのほうをちらりと見やってから、しょうがないなあというニュアンスの笑顔で頷うなずいた。

　食堂に先駆けした特権で、ラウンジの丸テーブルをひとつ占せん拠きよすると、四人はそこでクレープを食べることにした。考えてみればパドさんはセミプロのパティシエール、ニコはその弟子なので、洋風スイーツの評価基準はかなり高いはずだ。

　二人が一口ずつ食べ終えるのを待って、ハルユキは恐る恐る「どうですか？」と訊たずねた。するとパドさん改めミャアさんは、ごく真剣な表情で頷くと、ひと言「ＧＪグツジヨブ」。ニコのほうは左手でサムズアップしただけでもりもり食べ続けている。

　どうやら合格らしいと安心しながら右側の綸リンを見ると、シンプルないちごクレープを、ニコとは対照的なスローペースで少しずつ口に運んでいた。少し心配になり、ハルユキは顔を寄せると囁ささやいた。

「えと、もし口に合わなかったら、遠えん慮りよなく言ってくれれば……」

　僕が食べるから、と続けようとしてこれではただの食いしん坊だ、さりとてチユリに作り直せなんて怖くて言えない、と口半開きで固まっていると。

「あ、いえ、そうではないんです。とっても、とっても美味おいしい、です」

　綸はいつもの柔らかい笑みを浮かべてそう答えると、まだ七割近く残っているクレープに視線を戻し、申し訳なさそうに続けた。

「……実は、ちょっと朝ご飯を、食べ過ぎてしまって……。大だい丈じよう夫ぶと思ったんですけど、お腹なかいっぱいに、なっちゃったみたいです……。よかったら、有アリ田タさん、これ……」

　俯うつむき加減に綸が差し出すいちごクレープに、反射的に手を伸ばそうとして、ハルユキは今日何度目かのフリーズに陥おちいった。クレープは皿盛りではなく手巻きなので、黄金色に焼けた生地には綸の可愛かわいらしい歯形が刻まれている。それを自分の大口で上書きしてしまうことに倫理的道義的問題がありやなしや。

　というハルユキの葛かつ藤とうを察してか、綸が一いつ瞬しゆん眼を見開いてから、消え入るような声で言った。

「あ、ご、ごめんなさい、私、気付かなくて……嫌いやですよね、食べかけなんて」

「そ、そんなことないよ！　僕はぜんぜんいいんだけど、り、リンさんが気にするかなって……」

「き……気になんて、しま……せん。いえ、あの、悪いふうには、です。だから……これ……」

　頰ほおを赤くしながら綸がもう一度差し出したクレープを、ハルユキが受け取る直前、横から伸ばされたニコの手がかっ攫さらった。

「ぐだぐだやってんなら、あたしが貰もらーう！」

　眼光炯けい々けいそう宣言されれば、ドウゾ、と言うしかないハルユキだった。ニコはふんっと鼻を鳴らすと、いちごクレープをわずか三口で消滅させ、お冷やをんぐんぐ飲んでから思いついたように叫んだ。

「言っとくけど、食いしん坊キャラだからじゃないからな！」

「じゃあ、なにキャラなんだよう……」

　奪われてしまった悲しみに耐えつつ問うたハルユキに、ニコではなくパドさんが答えた。相変わらずの無表情ながら両の瞳ひとみを和やわらげ、

「やきもちキャラ。……で、あなたは鈍どん感かんキャラ」

「なっ、何言ってんだパ……じゃない、ミャア！　っつーかいつまでここに居るんだよ、とっとと何か観みにいこーぜ！」

　ひとしきり喚わめき、ずんずん歩いていってしまうニコを、ハルユキたちは顔を見合わせてから追いかけた。

　腹ごしらえを完了した四人は、まずは第一校舎三階の一年生クラス展示から攻めることにして、廊下の途中にある階段を上った。三教室とも実に真ま面じ目めかつ遊び心に欠ける内容で、申し訳ないと思いつつも高速で見て回り、二階へ。

　Ａ組のお化け屋や敷しきでは、ハルユキの左側にポジショニングしたニコが爆笑しまくりな一方、右側の綸リンが涙目でぎゅーっとくっついてくるので、どう反応していいのか判わからないまま暗幕を通り抜けてしまった。

　Ｂ組のコスプレ喫茶なる出し物は、ハルユキ的には少々興味を引かれないでもなかったが、クレープを食べたばかりなので通り過ぎて二年Ｃ組へ。入り口手前で立ち止まり、自分がこのクラスに所属していてあまつさえ展示作品の制作班であることをどう切り出したものか迷っていると、

「ここ、確かあんたの組だよな？」

　あっさりニコに言われてしまったので、何で知ってるんだようと思いつつも頷うなずく。

「う、うん。展示作るのも手伝ったんだけど、正直あんまり大したもんじゃないから、期待しないで……」

「あら、そうなんですか？」

　──という柔らかな声に聞き覚えはあれど、パーティーメンバーの誰だれのものでもないことは確実だったので、ハルユキはしゅばっと振り向いた。

　すると、ニコたちの背後から近づく人影三つ。

　水色のワンピースを着たロングヘアの女性は、間違いなくスカイ・レイカーこと倉クラ崎サキ楓フウ子コ。彼女にしっかり手を握られ──あるいは捕獲されている、松まつ乃の木ぎ学園初等部の制服姿の少女はアーダー・メイデンこと四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイ。

　そして、二人の隣となりには、スリムジーンズにボーダー柄のカットソーという相変わらず中性的な服装で、赤い縁の眼鏡を掛けた女性──恐らく──がひっそり立っていた。昨日レギオンに正式復帰したばかりの、アクア・カレント……氷ヒ見ミあきらである。

　厳しくも優しくもやっぱり厳しい《親》である楓フウ子コを見た綸リンが、左手できゅっとハルユキのシャツを摑つかんだ。赤の王ニコは更さらなる他レギオンとの接近遭そう遇ぐうにやれやれと首を振り、そしてパドさんはニコの隣となりで直立したまま、ネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》の誰だれかをじっと見つめているようだった。

　パドさんの様子が気になったが、艶あでやかなる女子六名＋まるっこい男子一名のアンバランス集団に周囲から視線が集まりつつあったので、ハルユキは綸をぶら下げたままひとまず楓子に向かって頭を下げた。

「おはようございます、来て下さったんですね師し匠しよう！　お二人も、ようこそです！」

「もちろんよ、鴉からすさんのためならどこにだって」

　にこやかに不ふ穏おんな台詞せりふを口にしてから、楓子は少し視線を動かした。

「それにしても、綸まで来ているとは知らなかったわ。わたしにも内ない緒しよだなんて……」

　そこで一度言葉を切ると、楓子は笑みを薄うすれさせ、眉まゆをひそめた。

「……綸、少し顔色が悪いみたいだけど……」

「あ、あの、大だい丈じよう夫ぶです！　ちょっと、朝ごはんと、クレープを、食べ過ぎてしまって」

　そう答える綸の横顔は、確かに少しばかり血色がよくないように見えた。だが、もともと色素が薄いところに、ＬＥＤライトの白っぽい光が当たっているせいとも思える。

　楓子もそう判断したのか、頷うなずくと言った。

「それでは、こんなところに大勢で固まっていたら迷惑ですし、まずは鴉からすさんのクラス展示を鑑かん賞しようさせて頂きましょう」




　結果から言えば、二年Ｃ組の出し物《三十年前の高こう円えん寺じ》を、三人から六人に倍増したゲストたちは皆楽しんでくれたようだった。

　最初にクラス委員長の生イク沢ザワが危ぶんだとおり、中にいた時間の七割方を主役の展示写真ではなく背景の３Ｄグラフィックス鑑賞に費やされてしまったのだが、そこにも意外な嬉うれしさがあった。綸とパドさんが並んで立ち、昔のバイクが通り過ぎるたびに車種の当てっこをしていたのだ。初対面のうえに別レギオンに所属する二人が距きよ離りを縮める一助となれたのなら、頑張って展示ファイルをカスタマイズした甲か斐いがあったというものだ。

　たっぷり時間をかけてお手軽タイムスリップを体験した六人は、教室を出るとハルユキに向かって小さく拍手してくれた。不意打ちにうっかり涙ぐみ、ニコに散々バカにされたことも、きっと文化祭が終わればいい思い出になる──はずだ。

　などと考えながら、集団の先頭に立って廊下を階段方面に戻ろうとした、その時。

　隣りん接せつするＢ組の教室から出てきた女子生徒が、出会い頭がしらに大きな声を出した。

「あっ、イインチョ！　ちーっす！」

　その職名でハルユキを呼ぶ生徒は、学校内にたった一人しかいない。足を止めたハルユキは、最近ようやく普通に会話できるようになった気がしなくもない相手、飼育委員の井イ関ゼキ玲レイ那ナに挨あい拶さつを返した。

「ち、ちーっす。そっか、井関さんはＢ組のクラス展示の……」

　そこまで言いかけた台詞せりふを、玲那の両手がばしっといい音をさせて遮さえぎる。顔の前で掌てのひらを合わせた玲那は、思いがけない言葉を口にした。

「イインチョ、ホウの世話サボりまくっちってマジゴメン！　来週からは、チョー気合入れてやるから！」

　平常時の五割増しで巻きの入ったロングヘアを勢いよく揺らして低頭する玲那に、ハルユキは慌あわてて声をかけた。

「そ、そんなに謝らなくていいよ、クラス展示の準備が大変だったんでしょ？」

「つっても、ホウは毎日おなかすくんだしさー。クラ展の準備あるからっつって、サボっていいわけないし。いちお帰り際ぎわにホウの顔は見に行ってたんだけどさ、なんつーか、気持ち的にすげー落ちるっつーか……」

【ＵＩ[image: ∨]　そのお心があれば、井関さんは立派な飼育委員さんなのです】

　という文字列が視界下部に表示されたので振り向くと、謡ウタイが両手を持ち上げたままにこにこ笑っていた。玲那もようやくハルユキが一人ではないことに気付いたようで、

「超イインチョも来てんじゃん！　来週はホウの世話マジちゃんと……」

　と謝罪を繰くり返しかけたところでぴたりと口を止めた。視線が左右に一往復してから、何とも言えない表情でハルユキを見る。

「いいーんちょ、ツレぜーんぶ他校よその女子じゃね？　マジどーなってんの？」

「ど、どーもなってません！　え、えーと、そんじゃ、来週からまた委員会活動がんばろうってことで……」

　早口でまくし立てつつ緊きん急きゆう離り脱だつを図ったハルユキだったが、玲那はなぜかにんまり笑って行く手を遮った。

「せっかくだしー、ウチの喫茶店寄ってけば？」

「い、いやその、さっきクレープ食べたばっかりで……」

　丁重にお断り申し上げるべく言いかけたところで、今度はハルユキが気付いた。Ｂ組の出し物は《コスプレ喫茶》のはずだが、玲那は梅うめ郷さと中の制服の上から【ＣＡＦＥどうぶつ王国】とプリントされたエプロンをつけているだけで、あまりコスチューム・プレイ感があるようには思えない。

　──という思考を表情から読んだか、玲那は「そこ気になるっしょ」とニンマリ笑って左手で教室の入り口を示した。ここまで勧すすめられればスルーもできないし、確かに何がどうコスプレなのか興味を引かれもする。

　ハルユキが恐る恐るもう一度振り向くと、ニコが全身でやれやれ感を表しつつ言った。

「そーなる気がしてたよ。ほんじゃま、行きますか」

「Ｋ」

　とパドさんがすかさず頷うなずいた理由は、日ひ頃ごろメイド風のコスチュームで働いているゆえに、実はＢ組の展示内容が気になっていた──からかどうかは定かでない。

　玲レイ那ナの、七名様ごあんなーい！　の声に押されるように入り口をくぐった途と端たん、ハルユキは両眼を何度も瞬またたかせた。玲那の他に数名いるウェイトレス役の女子生徒たちも制服にエプロン姿で、丁てい寧ねいに飾り付けられた教室内は、かなり本格的な喫茶店らしさを醸かもし出している。しかも、ＡＲ表示使いまくりのＣ組と違って、レンガ壁や木の窓枠をプリントした合成紙を貼はり付けているので相当に手間がかかっただろう。四つあるテーブルも、生徒用の机を合体させた上にちゃんとクロスを掛けてある。《どうぶつ王国》なる店名の理由は、そこかしこに飾られた大小さまざまのヌイグルミらしい。

　八人掛けの大きなテーブルに案内して貰もらったハルユキは、玲那に向かってついつい無ぶ粋すいなコメントを発してしまった。

「飾り付けすごいけど、ＡＲテクスチャ使うわけにはいかなかったのコレ……？」

「あたしらもそー思ったんだけどさー、クラスの割り当てリソースがもういっぱいいっぱいでさぁ」

「へ？　ど、どっかにＡＲ使ってるの？」

　きょろきょろ店内を見回すが、それらしき映像は見当たらない。強しいて言えば、教室の後ろ側がステージ風に高くなっていて、そこで客の生徒が四人ばかりポーズを取って写真撮影中なのが気になるが、背景はただのレンガ壁だし着ているのも梅うめ郷さと中の制服だ。付け加えるなら、玲那の他に数名いるウェイトレス役の女子生徒も、制服にエプロン姿。

　だが、同じくステージを見ていた楓フウ子コが、何かを合が点てんしたように頷いた。

「ああ、なるほど、そういうことですか。それで《コスプレ喫茶》……なかなか面おも白しろいアイデアですね」

「そーゆーコト、ワンドリンクで何度でも撮影できっから！　っと、えー、ご注文はぁ、何になさいますかぁー？」

　ハルユキには理解不能な会話だったが、店員モードの玲那をそれ以上問い詰めることもできず、卓上のメニューを見た。これはさすがに出来合いのソフトドリンクかと思いきや、並んでいる名前は【仔こ猫ねこのいたずら】だの【お昼寝ライオン】だのとこちらも凝こっている。説明文によれば、各種フレッシュジュースとフレーバーシロップを使ったオリジナルのノンアルコール・カクテルらしい。

　一同があれこれ騒さわぎつつオーダーを完了すると──ハルユキは強制的に【夕焼けカラス】、パドさんは自主的に【豹ひようの木登り】を注文した──、教室の片隅に設けられた厨ちゆう房ぼうから数分でドリンクが届いた。

　色とりどりなそれを──【夕焼けカラス】はマンゴージュースに黒タピオカを浮かせたものでけっこう美味おいしかった──わいわい言いながら飲み干したタイミングで、ちょうど撮影ステージが空あいたので、玲レイ那ナに促されるまま席を立つ。

　女子六名はどうやらコスプレ喫茶の謎なぞを解明済みらしく、迷いのない足取りで歩いていくが、ハルユキはまだ何がなにやらだ。皆にくっついてステージ前まで移動したものの、最後尾で首を左右に捻ひねっていると、くいっとシャツを後ろから引っ張られた。振り向いたハルユキの耳に、玲那が小声で囁ささやく。

「イインチョ的には、撮られるより撮るほうが楽しいかもよ？」

「へ？　あ……う、うん」

　確かに、女子六人と並んでステージに上がるよりも、カメラマンとして構図を工夫するほうがよほど性しように合っている。それに集合写真は、あとで黒クロ雪ユキ姫ヒメやチユリ、タクムと合流してからまた撮るはずだ。ハルユキは頷うなずき、楓フウ子コたちに向けて言った。

「それじゃ、僕が撮りますんで！　もうちょっと中に詰めてください……日クサ下カ部ベさん、少し右に……はい、それでＯＫです！」

　視界スクリーンショットアプリを起動し、いざ撮影、と思った瞬しゆん間かん。

　仮想デスクトップのど真ん中に、【魔ま法ほうの時間！】という文字の並ぶウインドウが出現した。下部には、ＡＲ表示の許可を求めるイエス／ノーボタン。魔法とはなんぞやと眉まゆを寄せるが、壇だん上じようの六人はこの展開を予測していたようで、一斉に指を動かしている。

　それならば、とハルユキも右手を持ち上げ、イエスボタンを押した。直後──。

　ぼわわん！　という大きな音とともに、ステージが七色の煙に包まれた。もちろん本物ではないが、反射的に仰のけ反ってしまう。煙はほんの数秒で消え去り、その中から再び顔かお馴な染じみの女性バーストリンカーたちが姿を現した。しかし。

「のわあ!?」

　ハルユキは再び上半身を後ろに傾けて叫んだ。なぜなら、六人の外見が、顔と髪と体つきを除いて激変していたのだ。それまでの私服に代わってふさふさした毛皮や羽毛が全身を包み、頭には大きな耳が生え、腰からはシッポまたは尾羽が伸びている。ひとことで表現するならば、《動物化の魔法》で変身したかのような──。

「……あ、ああ、それで魔法の時間、なのか……」

　ようやく状況を半分ばかり理解したハルユキは、改めてステージの六人を注視した。全員、異なる動物に変身したようだ。左から、綸リンは灰色の子こ鹿じか。楓子は青い大おお鷲わし。謡ウタイは白いオコジョ。ニコはピンクのうさぎ。あきらは薄うす茶ちや色いろのビーバー。そしてパドさんは、黄色に黒いヒョウ柄の、豹ひよう。

　お互いの変身した姿を楽しそうに品評する女性陣をほけーっと眺めていると、不意に更さらなる気付きが訪れ、ハルユキは再び声を上げた。

「あっ……！　もしかしてみんな、さっき飲んだドリンクと同じ動物に変身してる……？」

「そーゆーこと。てゆーかソレ、メニュー表にばっちり書いてあっけどね」

　やや呆あきれ顔でコメントした玲レイ那ナは、思いついたように付け加えた。

「イインチョ、あれっしょ。ゲームＤＬおとしてもマニュアル読まない派」

「そ、その通りです……」

　照れ笑いで答えつつ、内心ほっと胸をなで下ろす。動物化魔ま法ほうはステージ上でしか発動しないらしく、カメラマンのハルユキは制服のままだが、仮にカバだのゾウだののドリンクを飲んで皆と一いつ緒しよにステージに登っていれば、今いま頃ごろひどい有り様になっていたはずだ。

「……それにしてもコレ、すごいＡＲプログラムだね。動く人間の体に、マーカーも使わないでテクスチャをぴったり乗せるのはけっこう難しいと思うけど……」

　変身の驚おどろきが一段落すると今度は技術面が気になり、ハルユキはそう呟つぶやいた。難易度で言えば、Ｃ組のクラス展示で披ひ露ろうした壁や窓の映像化よりもかなり上だろう。

　玲那はハルユキの言葉を聞くと、半分自じ慢まんげ、半分決まり悪そうに言った。

「あたしもムズカシーことはよく解わかってないんだけどさ、アネキがけっこうでけーショップのバイヤーやっててさ、そこで開発した試着用のプログラム借りてきたんだ。ついでにあの着ぐるみのデータも」

「な、なるほど……」

　玲那の言った《ショップ》の前に省略されている単語は恐らく《ゲーム》でも《ＰＣ》でもなく、ファッション方面の何かだろう。というあたりまで何とか推測したハルユキがこくこく頷うなずいていると、

「おーいイインチョーさーん、ご歓談中すみませんがぁー、そろそろ撮影して貰もらっていいですかねぇー」

　というニコの声が聞こえ、慌あわてて視線をステージに戻す。

「あ、ご、ごめん！　すぐ撮るから……位置はそのままでいいよ、それじゃ連続で三枚行きまーす！」

　叫び返し、今度こそカメラアプリの撮影ボタンを押す。視界に大きく３カウントが表示され、０と同時にカシャッ！　という疑ぎ似じシャッター音が響ひびく。

《視界スクリーンショット》とは言うが、さすがのニューロリンカーも現状ではアイボールセンサー……つまり肉眼が捉とらえる映像をそのまま記録することはできず、リンカー前部に内蔵された小型レンズでの撮影となる。ゆえに連続撮影中は、カメラマン役は極力静止していなくてはならない。

　のだが、一枚目の写真を撮影したところで、あることに気付いて危うく俯うつむきそうになった。慌てて首を固定してから、視線だけ動かして確認する。仮想デスクトップ下部に表示されたままの、着せ替えＡＲプログラムのウインドウに、オプションメニュー展開ボタンが存在するようだ。何気なく触ふれてみると、ずらりと選択型メニューが現れる。

　大部分は【ミラノ・コレクション２０４７春夏】【ロンドン・コレクション２０４７秋冬】といった感じの名前で、やはりファッション業界の気配が漂ただようがハルユキには理解不能だ。最さい下か端たんまでスクロールすると、【アニマル・ファースーツ】という項目があり、そこに選択中を意味するチェックマークが入っている。

　恐らく《動物着ぐるみ》を意味するのであろうことくらいは解わかるので、なるほどと内心だけで頷うなずいてから、ハルユキはメニュー最下部にもう一つ項目が存在することに気付いた。名前は、【アニマル・ファースーツＳ】。

　……スーパー？　スペシャル？　ストロング？

　眉まゆを寄せつつ考えるが、こればかりは推測不可能だ。そこでちょうど三枚目の写真を撮り終わったので、どうせならこっちも試してみようと、ハルユキは指を持ち上げてストロング着ぐるみ、かもしれない項目に触れた。展開中の試着データを直接切り替えますか、という確認窓が出るので、イエスボタンを──

「あっ、イインチョ、それだめだって！」

　と隣となりで玲レイ那ナが叫んだ時にはもう、ぽちっと押していた。

　一秒後、ステージで盛大な悲鳴が──実際には、悲鳴らしい悲鳴を上げたのはニコだけだったようだが──発生した。

　顔を上げたハルユキが目もく撃げきしたのは、いままでの動物着ぐるみ姿から毛皮部分が八割以上も消滅し、代わりに素肌テクスチャが貼はり込まれた六人の姿だった。それは最も早はや《動物っぽい水着》、もしくは《ゲームに出てくる獣じゆう人じんモードの美少女》以外の何ものでもなかった。
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「こ、コラ、早く戻せ!!　ぶっ飛ばすぞ!!」

　とニコが鬼の形相で叫び、

「これはちょっと、はずかしい、です……」

　と綸リンが涙目になり、

「…………」「…………」

　あきらとパドさんが無言のまま冷たい目つきになり、

「あらまあ、これは後でかるーくお仕置きねえ」

　と微笑ほほえみながらコメントする楓フウ子コの後ろに、顔を真っ赤にした謡ウタイが隠れる。

　というステージの有り様を見て、ハルユキは完全なるパニックに陥おちいった。しゃっくりのような声を漏もらしながら、試着データ・セットを元に戻そうとする。だが、慌あわてるあまり両手を振り回してしまい、右手より先に左手がデスクトップ上の別のウインドウを押して──。

　視界に、３、２、１、とカウントが表示されたのちに、カシャッ！　とシャッター音が響ひびき渡った。

《アニマル・ファースーツＳ》のＳがセクシーのＳであることを玲レイ那ナが教えてくれたのは、全すべてが終わった後だった。




　フルパワーの謝罪と写真データの強制消去、という一連のプロセスが終了したところで、時間はちょうど十一時となった。

　急いでもう一度学食まで移動し、エプロンは脱いだもののウサミミをつけたままのチユリと合流。どうぶつ王国にチユと先輩がいなくてよかった、よかったと考えるべきだ、などと思いながらハルユキは八人に増えた一行を先導して剣道場へと向かった。

　道場の入り口に飾られた看板には、【ＳＡＭＵＲＡＩ×ＤＡＮＣＥ】なる中々に期待と不安を煽あおる筆文字が躍おどっていたが、入ってみれば立ち見席は既すでにほぼ満員だった。どうにか八人分のスペースを確保して、五分後の開演を待つ。

　その間にハルユキは、隣となりに立つ綸リンの横顔に何度か視線を送った。コスプレ喫茶にいる間も、楽しそうではあったものの、やはり普ふ段だんより口数が少ないように思えたのだ。しかし窓が全て暗幕で塞ふさがれ、照明も絞られているので道場内は薄うす暗ぐらく、顔色の良し悪しまでは解わからない。

「……あの、日クサ下カ部ベさん。もしまだ具合悪いみたいだったら、遠えん慮りよなく言ってくれればすぐ保健室に……」

　思い切って囁ささやきかけると、綸はハルユキに顔を向けて微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、でも、大だい丈じよう夫ぶ……です」

「そう……」

　頷うなずき返したハルユキは、ふと綸リンの立ち姿のどこか一部分にかすかな違和感を覚えた。あれ、と眼を瞬またたかせたが、その時、場内の明かりが完全に消えた。

　低く重い太たい鼓この音が、どこからか聞こえてくる。それは徐々に音量と激しさを増し、一いつ瞬しゆんの盛り上がりを経て、ぴたりと止まる。

　静せい寂じやくを切り裂さく強きよう烈れつなスポットライト。いつの間にか、剣道場の中央に着物姿の男子剣道部員が十数人、腕組みの仁に王おう立だちで整然と並んでいた。着物と言っても、部活用の剣道着ではない。濃紺の袴はかまに水色の裃かみしもをつけた、江戸時代の武士スタイルだ。さすがにチョンマゲのかつらまではつけていないが、額には揃そろいの白しろ鉢はち巻まきを締しめている。

　前列センターのポジションに立つのは、誰だれあろうタクムだった。今日だけは眼鏡を外し、髪を後ろに撫なでつけているので、日ひ頃ごろのハカセ感は欠片かけらもない。客席から「マユズミくーん！」と黄色い声が飛び、ハルユキは思わず左にいるチユリの様子を窺うかがってしまったが、演舞が上手うまくいくか心配でそれどころではないらしい。

　再び静寂が戻ると、タクムはゆっくり腕を解き、右手を左腰に持っていった。そこに差してあるのは、竹刀しないでも木ぼく刀とうでもない。黒塗りの鞘さやから伸びる柄つかを握り、しゅらん！　と抜き放つと、眩まばゆい銀光が宙に躍おどった。

　もちろん金属ではなく、プラスチック系素材にメタリック塗装を施ほどこしたイミテーションの刀なのだろうが、タクムの重厚感溢あふれる動作のせいで本ほん身みにしか見えない。両手で握った刀を、じりじりと大だい上じよう段だんに振りかぶる。

　そこでぴたりと静止し、緊きん張ちよう感かんが限界まで張り詰めた次の瞬間、大太鼓の轟とどろきに合わせてタクムは刀を鋭するどく振り下ろした。一拍置いて、残る部員たちも一糸乱れぬ動きで抜刀、振りかぶって上段斬ぎり。

　そこからの群舞は、圧巻のひと言だった。大太鼓の乱打に乗って、侍たちは気合いとともに踏ふみ込み、剣を振り、ジャンプし、ターンする。時には完かん璧ぺきに同期し、時には少しずつ時間差をつけて、縦じゆう横おう無む尽じんに踊り回る。

　いつしかＢＧＭもビートの利きいた和風ロックに変化し、観客席からは手拍子が湧わき上がる。ハルユキも、汗の珠たまを散らして躍やく動どうするタクムを見詰めながら、一心に両手を打ち合わせた。センターを任されたのは長身とルックスを買われてのことだろうが、おそらく下馬評のとおり、夏の大会が終われば次の部長だという理由もあるのかもしれない。

　タクムの左斜め後ろでは、小柄な侍が真剣極きわまる表情で舞っている。視線はタクムを捉とらえて離はなさず、動きについていこうと一いつ生しよう懸けん命めいのようだ。能ノウ美ミ征セイ二ジ、かつての《略奪者》ダスク・テイカーである。無制限フィールドでのサドンデスマッチに敗れてブレイン・バースト・プログラム及び加速世界の記き憶おくを失い、バーストリンカーではなくなった。

　彼に取り憑ついていた暴力的なまでの略奪衝しよう動どうは消え去り、現在では真ま面じ目めな剣道部員として、タクムのことを《拓タク先輩》と慕したっているらしい。物理加速フイジカル・バーストコマンドを使っていた頃ころの圧倒的強さは消えてしまったはずだが、もともとの才能もちゃんとあったのだろう。ダンスの動き一つ一つのキレや確かさは、ほとんどの部員を上回っている。そして何より、あどけなさの残る顔には、いかなる歪ゆがみも憎にくしみも存在しない。能ノウ美ミにとって、ブレイン・バーストはきっと、呪のろいのようなものだったのだ……。

　──いや、きっと、僕がそう思いたいだけなんだろうな。

　クライマックスに向かって激しさを増す音楽に合わせ、力いっぱい両手を叩たたきながら、ハルユキは頭の片隅で考えた。

　ブレイン・バーストは、あらゆるバーストリンカーにとって、《救い》であり《呪い》でもある。その二面性こそが加速世界の本質と言ってもいい。あの場所には、善意と悪意が等しく存在する。ハルユキとて、悪意によって導かれたならば、かつての能美のように憎しみに憑かれたバーストリンカーになっていただろう。そしてその一方、ダスク・テイカーを全損させたことで、ハルユキは能美があの世界で見つけた……将来見つけられたかもしれない善意を奪い去ったのだ。

　ブレイン・バーストに、二度目のインストールが許されていたなら。

　身勝手な感傷と知りつつ、ハルユキはそう思わずにいられなかった。もちろん現在ではほぼ見ず知らずのハルユキが誘さそったところで、能美は怪しげなプログラムのコピー・インストールなど受け入れないだろう。何より、いまの能美は加速世界の救済など必要としているまい。

　それでもなお、別の道も有り得たのだ、という思いは去らない。

《親》にまでは干かん渉しようできないが、せめて加速研究会よりも早く能美と出会っていれば。ＢＩＣだの動画トラップだのの介在しない、純じゆん粋すいな対戦だけをひたすら繰くり返すことができれば。いつかは、巨大な餓うえを抱えていた能美とも解わかり合えた。そう信じたい。

　舞台では、二人ずつ向き合った侍たちが、少し怖くなるほどのスピードで剣を打ち交わしていた。発せられる金属音は当然スピーカーから流れるＳＥだろうが、リズムにはわずかな狂いもない。相手を次々と入れ換えつつ撃げき剣けんが続き、合戦の混こん沌とんめいた様相を呈しかけたところで、一気に整列しての上段構え。音楽も振り付けもぴたりと停止し、少し遅れて手拍子も収まった、次の瞬間。

　イエアアア──!!　という太い雄お叫たけびに乗せ、全員が一斉に剣を振り下ろして、侍ダンスは終わった。

　スポットライトの下で笑顔になるタクムと能美を見詰めながら、ハルユキは全観客と一いつ緒しよに思い切り手を叩き続けた。




「マジ凄すごかったよ、タク。どれくらい練習したんだ？」

　ジャージに着替えたタクムが一行に合流するや否いなや、ハルユキは訊たずねた。見事にセンターの大役を果たしおおせた幼おさな馴な染じみは、はにかむような表情で答えた。

「いやあ、けっこうぶっつけ本番な感じだったよ。来月末にはもう都大会があるから、あんまりダンスの練習に時間割さくわけにもいかなかったし……」

「にしちゃーサマになってたじゃない。衣装とかライティングも凝こってたし」

　チユリのコメントに、タクムはいっそう照れた表情で首を縮めた。

「そっちは女子部が頑張ってくれたからね。振り付けから何から、全部。さすがにあの格好はちょっと恥はずかしかったけどね……」

「そーでもなかったぜ、ハカセ。あっちでもカミシモ着て戦えば、もうちっと勝率上がるんじゃねーの」

　にひひ、と笑いながらニコが言い、

「そ、それは褒ほめてるんですか」

　タクムが応じると、一同から朗ほがらかな笑いが上がった。普ふ段だん声を出して笑うことのないパドさんと、どこか似たところのあるアクア・カレント──あきらまでもが、並んで笑顔を見せているのがハルユキには嬉うれしかった。

　時刻はもうすぐお昼だったので、今度は屋外の模も擬ぎ店てんを巡って昼食タイムにすることにして、総勢九人にまで育った集団は昇降口から外に出た。黒クロ雪ユキ姫ヒメも合流できればついに十人パーティーだが、生徒会の出し物の調整にもう少し時間がかかるらしい。あと十五分でそっちに行けるというメールを受け取ったので、待ち合わせ場所を返信しておく。

　そこでふと、開場前に黒雪姫に言われたことを思い出し、ハルユキは楓フウ子コの傍そばまで移動すると囁ささやき掛けた。

「あの、師し匠しよう。今のところ、襲しゆう撃げきっぽい動きはないですよね？」

「そのようですね。わたしも二度ほどマッチング・リストをチェックしましたが、異常はありませんでした。まだまだ油断は禁物、ですけど」

「はい。でも、いくらキット・ユーザーでも、今の梅うめ郷さと中のリストを見ればびびって撤てつ退たいすると思いますけどね……」

　何せ、ちょっとした小規模戦域エリア全体のリストに匹敵する十人ものバーストリンカーが名前を連ねているうえに、レベル６、７、８が一人ずつ、そしてレベル９の王が二人も存在するのだ。さしものマゼンタ・シザーも、この状況で殴なぐり込んでくるとは思えない。

　ハルユキの楽観的な台詞せりふに、楓子の前にいたあきらが眼鏡に触ふれながら応じた。

「逆に言うと、王二人を同時に攻撃するチャンス、でもあるの。キットを感染させることだけが目的なら、敗北覚悟で特攻してくることも有り得る」

「りょ……了解です。僕もこまめにリストをチェックして、なるべくなら先に見つけて先制攻撃できるようにします」

「その意気はいいけど、ポイントの無む駄だ遣づかいには気をつけるの」

　あきら──アクア・カレントにそれを言われると実に重みがあり、ハルユキは無言でこくこく頷うなずいた。

《四元素エレメンツ》たちとそのような会話をしたものの、ハルユキは、内心ではやはり今日の襲しゆう撃げきはあるまいと予想していた。マゼンタたちの拠点である世せ田た谷がやからは距きよ離りもあるし、状況的にも襲撃者側のリスクが大きすぎる。ヘタに手を出せば、返り討うちだけではなくリアルを割られるかもしれないのだ。ＩＳＳキットを受け入れながらも極きわめて理性的だったマゼンタが、無む謀ぼうな襲撃を強行するとは思えない。

　しかし──。

　ハルユキは、三日前に感じた小さな危き惧ぐを、忘れてしまっていた。

　マゼンタ・シザーによる襲撃は存在した。しかもそれは、文化祭が始まった時にはすでに終了していたのだ。

　そうと悟ったのは、左斜め後ろを歩いていた日クサ下カ部ベ綸リンが、ハルユキにもたれかかるように声もなく倒れたあとのことだった。










　　　８




　最初は、ブレイン・バーストとは無関係な、本物の体調不良だと考えた。

　思い返せば、綸は朝から顔色が優すぐれないようだった。本人は朝食を食べ過ぎたからと言っていたが、単なる消化不良が何時間も続きはしないだろう。気配りの至らない己を責めながら、ハルユキはタクムに手伝ってもらって、取り急ぎ綸を第二校舎一階にある保健室まで連れて行った。

　幸いベッドは全すべて空あいていて、綸を一番奥に寝かせたものの、養護教諭である堀ホツ田タ先生の姿がない。部屋を見回すと、デスクの上に、【一時外出中：職員室にいます：間もなく戻ります】というホロタグが回転している。ハルユキは先生を呼びに行くために部屋を飛び出しかけたが、タクムの「僕が呼んでくるからハルは日下部さんについてて」という言葉に引き留められ、やむなくベッド脇わきに戻った。

「鴉からすさんのせいじゃないわ」

　という声に顔を動かすと、女性陣でただ一人付き添った楓フウ子コが隣となりに立っていた。大挙して保健室に押しかけるわけにもいかないので、他の六人には前庭の噴水そばで待機して貰もらっている。楓子が同行したのは、もちろん綸の《親》だからだ。

「……わたしが気づくべきでした。綸リンはこう見えてけっこう無理をする子だってこと、よく知っているつもりだったのに……」

「いえ……僕、午前中から、日クサ下カ部ベさん具合悪そうだなって思ってたんです。なのに、あちこち連れ回しちゃって……」

　きつく唇くちびるを嚙かみ締しめ、目の前のベッドに横たわる綸を見やる。頰ほおは青ざめ、呼吸も浅く忙せわしない。数時間も調子が悪かったのなら、ただの貧血などではないだろう。季節外れの風邪かぜか、それとも……。

　自責の念にかられつつ、そんな思考をぐるぐると巡らせていると──。

　不意に、綸が薄うすく眼を開け、消え入るような声で囁ささやいた。

「…………ごめんなさい、有アリ田タさん。ごめんなさい……楓フウ子コ師し匠しよう……」

「あ、謝ることないよ日下部さん。僕こそ、無理させちゃってごめん……もうすぐ、保健の先生が来るから……」

　ハルユキは、大きくなろうとする声を懸けん命めいに抑えてそう応じた。しかし綸は、青ざめた顔を小さく左右に動かし、言った。

「これは……風邪とかじゃ、ないです。私の体は、なんとも……ないんです。苦しんでいるのは、私じゃなくて、デュエルアバター……。──兄さんは、昨日、ＩＳＳキットを、寄生させられて……しまったんです……」




　アッシュ・ローラーがマゼンタ・シザーに乱入されたのは、土曜日の午後のことだと綸は語った。場所は、世せ田た谷がや第一エリア。学校を出て、環かん七なな通りでバスに乗り、ニューロリンカーをグローバル接続した直後だったらしい。

　防御不可能の遠えん隔かく技わざ《ダーク・ショット》を連射するマゼンタ相手に、アッシュは善戦した。だが、心意攻こう撃げきを躊躇ためらわない敵に心意なしで対抗することは不可能だ。ついに走れなくなったアッシュに、マゼンタはハサミを用いた《手術》を施ほどこし、ＩＳＳキットを強制的に寄生させてしまった。

　本来なら、即座に楓子に連絡し、対応策を相談すべき場面だ。だが、綸のたった一人の兄、日下部輪リン太タの人格を持つアッシュ・ローラーは、対戦が終わる直前、愛する妹に向けて念じたのだという。一日くらいなら楽勝で耐えてみせる。だからお前は、明日の文化祭、思いっきり楽しんでこい、と。




「……私……兄さんの言いつけを破って、師匠に連絡しようって、何度も思いました。でも……私……感じてたんです。兄自身が、有田さんの学校の文化祭を、何日も前からずっと楽しみにしてたこと……だから……私…………」

　震ふるえる声でそう呟つぶやくと、綸は白いタオルケットの下から右手を出し、首のニューロリンカーにそっと触ふれた。

　そこでようやくハルユキは、午前中に綸リンと会った時に受けた違和感の原因に気づいた。

　日クサ下カ部ベ綸は、普ふ段だんパステルグリーンのニューロリンカーを使用している。そして対戦をする時だけ、メタリックグレーのものに取り替える。兄・輪リン太タが使用していたニューロリンカーで、ブレイン・バースト・プログラムはそちらにインストールされている。

　だから、対戦する必要のない今日の文化祭では、綸は自分のニューロリンカーを着けているべきなのだ。しかし朝に正門で合流した時から、綸の首には兄の端たん末まつが装着されていた。その理由はもしかしたら、渋しぶ谷や区の病院で眠っている輪太に文化祭の雰ふん囲い気きを伝えたかったから、かもしれない。

　だが、ＩＳＳキットの真の恐ろしさは、その精神的寄生が加速していない時も、それどころかニューロリンカーを外していても着実に進行するところにある。綸の対戦用端末に侵入したキットは、昨日綸が帰宅し、就寝し、今日梅うめ郷さと中に赴おもむいて、文化祭を見物する間もじわじわと成長し続けていたのだろう。

「……これ以上寄生が進む前に、急いで浄化しないと……」

　ベッドにかがみ込み、外装に稲妻状のクラックが走る綸のニューロリンカーを凝ぎよう視ししながら、ハルユキは喉のどから声を押し出した。人格変容が進んでからでは、キットの解除が困難になる。先日世せ田た谷がやエリアで出会ったショコラ・パペッターの親友二人も、ショコラの必死の呼びかけに、当初はまったく耳を貸そうとしなかったのだ。

　──いや、それ以前に、キットに支配されてしまったアッシュ・ローラーなど見たくない、絶対に。

　ハルユキは勢いよく顔を上げると、左の楓フウ子コに向き直った。ネガ・ネビュラス副長たる彼女も大きな衝しよう撃げきを受けている様子だったが、ハルユキと視線が合うや毅き然ぜんと頷うなずいた。

「鴉からすさん、まずはアッシュの状態を確認しましょう。ですが、ローカルネット経由で対戦するとサッちゃんたちまでギャラリーで引き込んでしまうので……」

「直結対戦ですね。ケーブル、一本ならあります」

　小型のデイパックを探り、ＸＳＢケーブルを取り出す。楓子のポーチからも同じものが出てきたので、これで三人を直結できる。壁かべ際ぎわにあった折りたたみ椅い子すを二つ広げ、腰掛けると、ハルユキはケーブルの一方を自分のニューロリンカーに挿さし、もう一方を綸に向かって差し出した。

「日下部さん……いい？」

　囁ささやきかけると、綸はいまだ苦しそうながらも、ほんの少し微笑ほほえんで見せた。

「あの時と……逆、ですね」

　言葉の意味はすぐに解わかった。十日前、六代目クロム・ディザスターとなってしまったハルユキはレギオンの仲間たちの前から逃亡しようとしたのだが、マンションの一階で初対面の綸に阻そ止しされたのだ。綸リンはハルユキを、地下パーキングに駐とめてあった楓フウ子コの自動車のリアシートに押し倒し、強引に直結した。ハルユキを、救うために。

「……必ず、お兄さんを助けるから」

　ハルユキが囁ささやくと、綸はかすかな笑顔のまま頷うなずき、首を右に傾けた。露あらわとなったニューロリンカーの直結端たん子しに、ハルユキは右手のプラグをそっと挿入した。

　ほぼ同時に、ハルユキのニューロリンカーにも左側から楓子のケーブルが接続される。二重のワイヤード・コネクション警告が表示された時、廊下を足早に近づいてくる複数の足音が耳に入った。タクムが養護教諭を連れて戻ってきたのだろう。

　ハルユキはちらりと楓子に視線を向け、同時に頷いた。通常対戦は最長でも一・八秒。先生が到着するまでには確実に終了できる。

「スターターはわたしが」

　楓子はそう宣言すると、ハルユキに異を唱えさせず、すぐさま加速コマンドを囁いた。

「バースト・リンク」

　仮想の雷鳴が轟とどろき、眼前の綸と保健室の風景、そして午後に向けていよいよ盛り上がる文化祭の喧けん噪そうを青く凍らせていった。




　せめて陽性のステージで有れかし、というハルユキの願いは半分だけ叶かなえられた。

　足が平面に触ふれる前に、アコーディオン主体の賑にぎやかな音楽が聞こえてきたのだ。オールド格かく闘とうゲームなら各ステージ専用のＢＧＭがつきものだが、ブレイン・バーストでは音楽つきステージはかなりレアだ。

　陽気なようで、たまに音が外れるせいか少しおどろおどろしい雰ふん囲い気きのあるＢＧＭを聞きながら、ハルユキは素早く周囲を見回した。屋外──恐らく梅うめ郷さと中第二校舎の屋上。ギャラリーゆえに、対戦者二人からかなり離はなれた場所に実体化したのだ。

　空は暗いが、地上の梅郷中学校は暖色系の明かりに包まれている。二階ほどの高さに闇やみ雲くもに張り巡らされた電線から幾いくつもぶら下がるのは、現実世界ではもうお目にかかれない大型白熱電球。じじ、じじ、とノイズを放ち、時折頼たよりなく明滅する光の下では、実体を持たない人型のシルエットが三々五々蠢うごめいている。輪になって踊ったり、集団でそぞろ歩く人影は棒のように細く、背丈も一メートルほどしかないので、音楽と同じく賑やかさと妖あやしさが入り交じった光景だ。

　校舎の壁沿いにはみすぼらしい屋台がぎっしりと並び、やはり実体のない影の店主が色々と妙ちきりんな代しろ物ものを売っている。現実世界の文化祭と雰囲気が似ているようで、どこかが決定的に異なるこれは、《奇き祭さい》ステージだ。属性は中位の暗黒系。

　暗黒だけあって行動阻そ害がい型ギミックがあれこれ仕込まれているトリッキーなステージだが、今回は戦闘が行われない可能性もある。ハルユキは屋上の端はしまでダッシュすると、ガイドカーソルの指し示す方向を見下ろした。

　双方の対戦者も、すでに保健室から外に出ているようだった。ハルユキが陣取る第二校舎と第一校舎に挟はさまれた前庭の昇降口側に、車くるま椅い子すに腰掛ける細身のデュエルアバターが見える。周囲をうろちょろする小さな人影たちを意に介さず不動を保つのは、ネガ・ネビュラス副長、《鉄腕》スカイ・レイカーだ。

　彼女の見据える方向にアッシュ・ローラーがいるはずだが、指向性に欠ける白熱電球の光は届く距きよ離りが短く、前庭の正門付近は暗くら闇やみに沈んで見通せない。しかしいつものアッシュなら、対戦が始まるや否いなや盛大にエンジンを噴かしつつ「ヘイヘェーイ！」とやるはずだ。沈ちん黙もくを保っている時点で、すでに本来の精神状態ではないのだと判断せねばならない。そう考えたハルユキは、いてもたってもいられずに屋上から身を躍おどらせた。

　ギャラリーゆえに、三階分の高さを落下しても衝しよう撃げきはない。保健室の窓の外側に降り立ったハルユキは、レイカーと状況を話し合うために車椅子に近づこうとした。

　しかし、その直前──。

　カッ、と強きよう烈れつな光が正門あたりの闇を切り裂さいた。

　光源の色は、見慣れたハロゲンランプの黄白色ではなかった。赤信号か、いっそ血のような深しん紅く。垂直に伸びる照射範囲から、黒いシルエットたちがわらわらと逃げ惑う。

　続いて、内燃機関の駆動音がステージに轟とどろいた。それも、いつもの陽気なＶツインサウンドではない。どろどろと低く湿った唸うなりは、大型生物の威い嚇かく音おんのようですらある。

　不吉な光と音を浴びせられても、車椅子上のスカイ・レイカーは微動だにしない。流体金属状のヘアパーツと白いワンピースの裾すそだけをかすかに揺らしながら、じっと前方を凝ぎよう視ししている。

　その静けさに焦じれたかのように、ついに赤いヘッドランプが動いた。

　最初はゆっくりと近づき、徐々に速度を上げ、電球の明かりの下に入った瞬しゆん間かん、エンジンが猛たけ々だけしく吼ほえた。その加速はバイクの域を超えていて、ハルユキの眼には、黒と銀をまとう大型獣じゆうの跳ちよう躍やくとしか見えなかった。

　比較すれば遥はるかに小さな車椅子に座するスカイ・レイカーだが、迫り来る巨体を見てもなお動こうとしない。茜あかね色いろのアイレンズを少しだけ細め、タイミングを計っているようだ。しばらく前の領土戦で、レイカーはアッシュの突進攻撃を、ぎりぎりまで引きつけてからバックダッシュしつつバイクのブレーキレバーを思い切り握って前転させる、という神かみ業わざで防いだことがある。

　しかし今回も同じ方法が使えるとは思えない。バイクの加速が段違いだし、レイカーの後方わずか十メートルにはもう昇降口の扉があり、そのうえ奇き祭さいステージは建物内進入不可なのでバックダッシュするためのスペースがまるで足りない。

「し……師し匠しよう!!」

　ボリュームを抑えながらも、ハルユキは叫ばずにいられなかった。

　だがレイカーは、車くるま椅い子すの両輪に柔らかく手を置いたまま一点に留とどまり続ける。至近距きよ離りに迫ったヘッドライトがレイカーの全身を血の色に染め、エンジンの轟ごう音おんが髪とスカートをはためかせる。

　猛然と回転するバイクの前輪と、車椅子の華きや奢しやな車輪が接触しようした、その刹せつ那な──ついにレイカーが動いた。正確には、ハルユキが見たものは幾いく重えにも連続して煌きらめく銀光の残像でしかなかった。車椅子は、ハルユキにも視認できないほどのスピードで、回転しながら左へ逃れたのだ。

　レイカーが操る車椅子の、静止状態からの恐るべきダッシュ力は、他のデュエルアバターが自前の足で発揮するスピードを遥はるかに凌りよう駕がしている。ほとんど短距離テレポートにも等しい機動力だが、それは前進か後退にしか使えないとこれまでハルユキは思っていた。何せ車椅子の車輪は本体に固定されて、舵かじを切ることができない。当然真横には動けず、停止している所から左右にダッシュするためにはまず旋せん回かい、しかるのちに前進する必要がある。

　なのに今、レイカーの車椅子は、どういう理屈なのか連続旋回しながらまっすぐ左へ滑すべったのだった。その挙動を大型バイクは追い切れず、一いつ瞬しゆんの火花だけを散らして通り過ぎ、閉ざされた昇降口へと突き進んだ。激突を予感し、ハルユキは歯を食い縛しばった。

　だが、衝しよう撃げきも爆発も生まれなかった。壁面の直前で、バイクは獣けもののように一瞬身を沈めるや急角度で跳ちよう躍やくしたのだ。校舎の壁にタイヤが接触すると、そこで激しいスピンターン。九十度回頭してから、ぴたりと停止する。

　垂直の壁に金属の巨体が貼はり付いたまま動かないさまは、重力感覚がおかしくなりそうなほど異様な眺めだった。確かにアッシュ・ローラーのバイクは《壁面走行》アビリティを持っているが、こんなふうに壁の途中で止まったことはなかったはずだ。

　いや、それを言うなら、バイクそのものが以前とは違っていた。まったく面おも影かげがないほどの変へん貌ぼうぶりだった。

「…………アッシュ、さん……」

　声ならぬ声を絞り出しながら、ハルユキは壁面の──ちょうど梅うめ郷さと中の校章があるはずの位置に静止するバイクを見上げた。

　前後のタイヤは太さを増し、トレッドの中央にまるで牙きばのような鋭い突起が連続している。フロントフォークやガソリンタンクは蛇へびを思わせる銀色の鱗うろこに覆おおわれ、エンジンから排気系に至っては生物の内臓の如ごときグロテスクな姿だ。

　いや、それはもう本当に生物なのかもしれなかった。なぜなら、マシンの主人であるはずのライダー……即すなわちアッシュ・ローラー本人が、バイクと融ゆう合ごうしてしまっているのだ。ハンドルを握る両手も、ペダルを踏ふむ両足も、頭や体までもが鱗模様の金属殻に包み込まれて外からはまったく見えない。

　にもかかわらず、ハルユキはバイクから放射される強きよう烈れつなまでの視線を感じた。その理由はすぐに解わかった。

　赤い光を放つヘッドライトは、ライトではなかった。それは巨大な、ひとつの眼球だった。黒い有機体に包まれた、深しん紅くの瞳ひとみ。ここしばらくの間に何度も目もく撃げきした、虚うつろであると同時に強烈なまでの悪意と欲望を秘めたひとつ眼め。

「そんな……バイクに……ＩＳＳキットが…………!!」

　ハルユキの呻うめき声が聞こえたかのように、赤いヘッドライトが、ゆっくりと一度まばたきをした。

　内臓めいたエンジンが低く唸うなり、黒と銀色の生体機械は、ヘッドライトを地面に向けたまま壁面をゆっくりと上昇……つまりバックした。本来のアッシュ・ローラーのバイクならば絶対に不可能な挙動だ。赤い光の照射方向がぐりぐりと動き、前庭の南側で再び静止するスカイ・レイカーを捉とらえる。獲物を狙ねらう肉食獣じゆうのように、ライトが素早く二度瞬しばたたかれる。

　その様子からは、寄生するＩＳＳキット自体がバイクを動かしているとしか思えない。殻の中のアッシュ・ローラーがどのような状態に置かれているのかは、現状では推測も不可能だ。この直結対戦の目的は彼と話して状況を確認することだが、そうするにはまずバイクを無力化する必要があろう。だが、あそこまで使用者と一体化してしまっている以上、強化外装だけの選択的な破は壊かいは困難を極きわめる。転倒させようがひっくり返そうが、バイクは身のうちに吞のみ込むライダーを離はなさないだろう。

　何より恐ろしいのは、キットが強化外装に寄生しているというイレギュラーな事象と、短時間でここまで強まってしまった支配力が、《浄化》を妨さまたげるのではないか……という想像だ。デュエルアバターが寄生されている間は、人格への干かん渉しようも続く。今すぐにでもキットを切り離し、封印カードにまで還元しないと、アッシュ・ローラーと日クサ下カ部ベ綸リンが……かつて何度もハルユキを助けてくれた、二人の大切な友達が、変わってしまうかもしれない。

　身を焼くような焦しよう燥そう感かんに駆られ、ハルユキは夢中で叫んでいた。

「アッシュさん……眼を醒さましてください、アッシュさん！　あなたは、そんなキットになんか負けない……そうでしょう!!」

　すると、その声に応じるかのように、バイクのエンジンが唸り声を高めた。

　直後、ハルユキは見た。赤いヘッドライトの両側、有機的にうねるカウリングの表面に、ぼこっと二つの大穴が口を開けるのを。

　だがそれは、ライダーが解放される前兆などではなかった。穴の奥に、闇やみより黒いエネルギーが凝ぎよう集しゆうしていく。紫色のスパークが瞬またたき、バイク全体が激しく身み震ぶるいする。何が起きるのかを直感的に察したハルユキは、再び声を上げようとした。

「師し匠しよう、避よけ……」

　しかし言葉は重々しい振動音にかき消された。カウリングの穴から、漆しつ黒こくのエネルギー弾が発射されたのだ。ＩＳＳキットが装着者に付与する心意技のひとつ、《ダーク・ショット》。命中したもの全すべてを虚きよ無むエネルギーによって崩ほう壊かいさせる恐るべき遠えん隔かく攻こう撃げきが、しかも、二発同時に。

　心意弾がわずかに掠かすめただけでも、華きや奢しやな車くるま椅い子すは破壊されて走れなくなるだろう。なのにスカイ・レイカーは動かなかった。迫り来る二条の闇やみを毅き然ぜんと見詰めたまま、ふわりと右手を持ち上げる。五指を緩ゆるやかに開き、まっすぐ前にかざした手を小さく一回転させながら──

「《旋回風路スワール・スウエイ》」

　技の名が告げられると同時に、水色の輝かがやきが右手を包んだ。光は掌てのひらを中心に凄すさまじい勢いで渦巻き、風を呼び起こす。それはたちまち小型の竜巻にまで成長し、前庭全体を震ふるわせる。

　二発のダーク・ショットは、竜巻に触ふれるや吞のみ込まれ、猛もう烈れつなスピードで回転しながらもそれ自体に意志があるかのようにしぶとくレイカーへと近づいていく。掌までもう数センチというところまで迫ったが、しかしそこで回転の勢いに屈して竜巻から弾はじき出され、一発は第一校舎、もう一発は第二校舎の壁に命中した。

　進入不可ということは破壊不可でもある建物オブジェクトの壁が、虚無エネルギーの爆発によってごっそり削り取られる。あれほどの威力の心意技を弾いたからには、スカイ・レイカーが生み出した光の竜巻も心意によるものだろう。防御性能、発動速度、ともにまさしく達人の域だ。

　心意技は、その性質によって四つに分類される。

　力の源を希望とするか、絶望とするか。効果を個に及ぼすか、範囲に及ぼすか。

　ハルユキの知る限り、スカイ・レイカー──倉クラ崎サキ楓フウ子コは《範囲を対象とする正の心意》の、最強の使い手だ。なぜなら彼女は、心意システムを信じているのだ。ブレイン・バーストを、加速世界を、そこで見み出いだし育てた絆きずなの力を。

　楓子なら、きっとアッシュ・ローラーを闇から引き戻してくれる。綸リンを苦しめる悪意を打ち払ってくれる。ハルユキは、その確信を抱いだきつつレイカーから視線を外し、昇降口上部の壁面に貼はり付いているはずの生体バイクを見上げた。そして、愕がく然ぜんと眼を見開いた。

　いない。眼を離はなしていたのはほんの数秒なのに、バイクが消えている。だが、そんなことは有り得ない。《移動する時やかましい音を発する》というアッシュ・ローラー最大の弱点は、ＩＳＳキットにも克服できないはずだ。

　万が一、ミッションを構造変化させてバック走行が可能になったように、ガソリンエンジンの爆発音もどうにかして消せたとしよう。だが、バイクがバイクである限り、タイヤで壁なり地面なりを蹴けらねば移動できない。あんな牙きばみたいな突起が並んでいるタイヤなら、激しいノイズが聞こえてしかるべき……

　────いや、違う。

　一箇所だけ、タイヤの音さえ立てずに移動できる場所がある。それは、

「師し匠しよう！　上です!!」

　ハルユキは、絶叫しながら空を振り仰あおいだ。奇き祭さいステージの夜空に星はなく、今にもひと雨来そうなほど分厚い雲に覆おおわれている。三方を校舎の壁に切り抜かれた、灰色の矩く形けいの真ん中に、ひときわ黒い影が存在した。バイクだ。二発のダーク・ショットが校舎に命中した時の轟ごう音おんにまぎれて、一いつ瞬しゆんだけエンジンを噴かして壁からジャンプしたのだ。

　跳ちよう躍やくして獲物に襲おそいかかる肉食獣じゆうそのものの挙動で、バイクはスカイ・レイカーめがけて落下してくる。もちろん、車くるま椅い子すのダッシュ力なら回かい避ひは可能だろう。だが、あれほどの重量級オブジェクトが地面に激突すれば、大型アバターの踏み付けストンプ以上の振動波が発生する。移動中によろめき効果を喰くらえば、軽量な車椅子は転倒してしまう危険がある。と言って、避よけなければ下敷きになって大ダメージは必至──。

「……師匠……！」

　ギャラリーの身では何の干渉もできない、それ以前に対戦者の十メートル以内に近づけない、と頭で解わかっていてもハルユキは本能的に校舎の壁かべ際ぎわから飛び出しかけた。

　しかしその寸前に見た。レイカーの両眼が、暗がりの中で鋭するどく光るのを。

　これは彼女にとってのチェックメイトではない。逆だ。楓フウ子コは、バイクが跳躍するのを……機動力が失われる空中で無害な腹を晒さらすのを、じっと待っていたのだ。

　レイカーの背中に、眩まばゆい水色の閃せん光こうが生まれた。どうっ！　という強きよう烈れつな噴射音。白い帽ぼう子しが吹き飛び、ワンピースも粉々に千ち切ぎれて消滅、車椅子までもが後方に押し流される。

　次の瞬間、スカイブルーの装甲を持つ優美なＦ型アバターは、背中から二条の噴射炎を伸ばしながら弾はじかれるように離り陸りくした。シルバー・クロウの全力急上昇を遥はるかに超えるスピード。空を願う彼女の心が生み出した、ブースター型強化外装《ゲイルスラスター》の力だ。

　落下中のバイクの高さまで瞬時に到達したレイカーは、一見華きや奢しやな右手を躊躇ためらいなくエンジンの下部に打ち当てた。拳こぶしでも貫ぬき手てでもなく、掌しよう打だ。雷鳴の如ごときインパクト音が轟とどろき、消化管めいたマニホールドが千切れ飛んで、エンジンブロックの各所に入った亀き裂れつから真っ赤な炎が迸ほとばしる。

　それでも、生体バイクは止まらなかった。ヘッドライトに寄生するキットが強烈に光ると、前後のタイヤをどす黒いオーラが包み込む。さすがに回転するのは後輪だけだったが、間近で吹き荒れる漆しつ黒こくの過剰光に触ふれたレイカーの長い髪が音もなく引き裂かれる。恐らく、近接型心意技《ダーク・ブロウ》に相当する能力だろう。あの回転に巻き込まれれば、レイカーとて無事では済むまい。

　しかし、空色のアバターは臆おくする気配もなく、続けて左手の掌打をエンジンに叩たたき込んだ。ひび割れが更に広がり、漏もれ出た火炎がオレンジ色の雨となって地上へ降り注ぐ。タイヤの回転が鈍にぶり、赤い眼球も苦しげに明滅する。
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　バイクのダメージは甚じん大だいだが、ハルユキの視界右上に表示されるアッシュ・ローラーの体力ゲージはほとんど減っていなかった。ここでようやく、ハルユキは楓フウ子コの真の狙ねらいを悟った。生体バイクの、文字通りの心臓部であるエンジンを地上戦で攻こう撃げきすれば、その上に被かぶさる形で金属殻に閉じ込められているアッシュ本人をどうしても巻き込んでしまう。だが、空中で真下から攻撃すれば、ライダーを誤爆することなくエンジンだけを狙える。

　つまり楓子は、恐るべき生体バイクの破は壊かいではなく、アッシュ・ローラーを傷つけないことを第一に考えて戦っていたのだ。

　────さすがです、師し匠しよう!!

　ハルユキが、胸の裡うちでそう叫ぶと同時に、ゲイルスラスターがいっそう高らかな駆動音を響ひびかせた。

　バイクの重量をスラスターの推力が上回り、黒い巨体がぐっと持ち上がる。そのタイミングでレイカーは一いつ瞬しゆんだけ両手をエンジンから離はなすと、左右の掌しよう打だを一度に撃うち込んだ。ほとんど零ぜろ距きよ離りからの一撃にもかかわらず、エンジンブロックが完全に粉ふん砕さいされフレームも前後に引き裂さかれて、バイクはほとんど真っ二つになった。直後、巨大な爆発が奇き祭さいステージの暗い空を真っ赤に染め上げた。

　火球に吞のみ込まれたレイカーと、そしてアッシュの体力ゲージが急減少する。しかしそれはすぐに止まった。いっぱいに開いた両眼で、ハルユキは見た。球形に広がる爆炎を貫いて上昇する、水色の光跡を。夜空を目指して高く高く舞い上がるスカイ・レイカーの両腕には、見慣れた革ジャンにスカルフェイスのアバターが、しっかりと抱かれていた。

「……師し匠しよう…………アッシュさん…………!!」

　涙ぐみながら、ハルユキは出せる限りの大声で叫び、両手を思い切り振り回した。




　再び前庭に着地したレイカーのところに、ハルユキは急いで駆けつけようとしたが、途中でどんなに足を動かしても前に進まなくなってしまった。考えてみれば、強化外装を破は壊かいしても対戦そのものは継続中なので、ギャラリーが対戦者の十メートル以内に立ち入れないルールも生きているわけだ。

　禁止ゾーンの境界で空むなしくジタバタしていると、楓フウ子コがちらりとハルユキを見て、苦笑の気配を滲にじませながら「待ってなさい」とばかりに右手を上げた。

　続いて掌てのひらの向きを九十度回転させると、いまだ気絶している様子のアッシュ・ローラーのヘルメットに、ずびし！　と容よう赦しやないチョップ。アッシュの体力ゲージが五パーセントほど減るのも意に介さず、もう一度手を持ち上げながら優しく囁ささやき掛ける。

「起きなさい、アッシュ。三つ数える前に起きないと、次はもうちょっと痛くしますよ♡　はい、さーん、にー、いち……」

　びゅっ！　と二発目のチョップが繰くり出され、それがガイコツ顔の真ん中に炸さく裂れつする寸前、

「ノオッ!!」

　野太い喚わめき声が響ひびき、革グローブを嵌はめた両手が小さなバッテンを作った。

「ノー・モア・チョッピング!!　起きました、パーフェクトにウェイクアップしました師匠ッ!!」

「あら、そう？　なら、自分で立ちなさい」

　言うやいなや、これまでアッシュの背中を支えていた左手を外す。どてんと落下する愛まな弟で子しを意に介さず、楓子は素早くインストメニューを操作。出現した確認窓をアッシュが寝転がったまま押すと、ハルユキの視界に、対戦の引き分けドロー終了を告げる炎文字が燃え上がった。

　直後、これまで行く手を遮さえぎっていた障壁が消滅し、勢い余ってでんぐり返ってしまう。一回転してから起き上がり、ハルユキは全速力で二人の所に駆けつけた。

「あ……アッシュさん！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　大の字になったままのライダーの隣となりでキキッと急停止し、顔を覗のぞき込みながら叫ぶ。

「なんだ、テメーもいやがったのかよカラス野郎。ザッツオーライに決まってんだろ、俺様がチョップの一発や二発で……」

「チョップの話じゃないですよ!!　頭……っていうか、思考っていうか……」

「ンだとコラ、俺様のアタマはエブリタイム・メガ・クゥ──ルに決まってんだろ」

　言い返し、両手でサムズアップして見せるアッシュだが、やはりその声にいつもの元気はない。ハルユキはアッシュに手を貸して上体を起こさせると、自分もその横に正座した。車くるま椅い子すを回収してきた楓フウ子コも、二人と向き合う形で腰掛ける。

　短い沈ちん黙もくを、最初に破ったのはアッシュだった。あぐらをかいた両りよう膝ひざに手を置くと、師にして《親》である楓子に深々と頭を下げる。

「……すんません、師し匠しよう。ドジ、踏ふんじまいました」

「謝る必要はないわ。事態を予測できなかったわたしの責任でもありますから」

　そのやり取りを聞き、ハルユキは大きく息を吸い込むと、対戦が始まる前から用意していた言葉を口にした。

「あの……本当に謝らなきゃいけないのは、僕なんです！」

「どういうことですか、鴉からすさん？」

「…………僕、今週の水曜日に……つまりアッシュさんが襲しゆう撃げきされる三日も前に、マゼンタ・シザー自身の口から聞いてたんです。北を攻めるのは諦あきらめて、東に侵攻する、って。その時、真っ先に思いつくべきだったんです。僕がマゼンタと遭そう遇ぐうした世せ田た谷がや第二エリアの東は、下しも北きた沢ざわのある世田谷第一エリア。そして、そのすぐ東は、渋しぶ谷や第三エリア……綸リンさんの通う学校がある、渋谷区笹ささ塚づかなんです……」

　断腸の思いでそう告げた、次の瞬しゆん間かん。

　ハルユキの襟えり首くび──の代わりに首くび許もとの装甲を、アッシュの右手が摑つかみ上げた。

「……カラス野郎!!　てめぇ…………何で知ってやがんだ！　アイツが、笹塚女子学院中等部のスチューデントだってことをよォ！」

「そ、そこですか!?　っていうか、学校名までは知りませんでしたよ！　ぼんやりと、笹塚のあたりってくらいしか……」

「黙だまらっシャルアァ────ップ！　さてはテメー、朝対戦の後にストーキングしやがったな！　こっそり綸リンと同じバスに乗って、学校までつけてったんだろーがこのエロガラス!!」

「そ、そんなことしたら僕が遅刻しちゃうじゃないですか！」

「うっせぇ、てめー綸と遅刻とどっちがインポータントなんだ!!」

「そ……その突っ込みなんか変ですよ！」

「はい、そのへんにしないと痛くしますよ？」

　しゅばっ。と二人が元の状態に（アッシュはあぐらを通り越して正座に）戻ったところで、楓子はまずハルユキに顔を向けて言った。

「鴉さん。確かに、せっかく得た情報を活いかせなかったのは反省すべき過あやまちです。しかしそれは、マゼンタ・シザーの作戦を読み違えたわたしも同じこと。ローカルネットに侵入できる文化祭だけでなく、乱入の危険を冒して一般対戦でキットの拡散を狙ねらおうとは、わたしもロータスも予想できませんでした。万全を期するなら、問題が解決するまで、綸にグローバル接続そのものを禁じる選せん択たく肢しもあったのに……」

　空色のアバターが悔くやしげに両眼を細めると、ハルユキの隣となりで正座するアッシュが激しく髑どく髏ろヘルメットを振り動かした。

「いえ、そいつは違うっす、師し匠しよう！　テメーを守るためにネットを切って、加速世界からランナウェイしても、問題はネバー解決しない……俺は、師匠や、ロータス先生や、それにこのカラス野郎にそれを教わったんっす！」

　思いがけないアッシュの台詞せりふに、ハルユキは軽く仰のけ反り、楓フウ子コもゆっくりと一度まばたきをした。

「え……ぼ、僕がですか？」

「わたしも、そんなことを教えたかしら？」

「イエスアイドゥー！　ワードじゃなく、ライフ……ライフ…………おいカラス、《生き様》って英語でなんつーの？」

　顔を寄せたアッシュにぼそぼそ訊たずねられ、思わず考え込む。

「え、ええと……ライフスタイル……はなんか違うかな……生きる道ってことだから、ウェイ……ウェイ・オブ・ライフとかですかね？」

「アイガットイット！　そのウェイ！　オブ！　ライフ！　で教わったんっす!!」

　テンションが乱高下するにも程があるアッシュの言葉だが、ハルユキには、彼の言わんとする所が感覚で理解できた。

　第一期ネガ・ネビュラスの崩ほう壊かいを境に、黒クロ雪ユキ姫ヒメは二年にもわたってグローバル・ネットを切断して加速世界から姿を消し、楓子もまた対戦から退いて、余人の近寄れない旧東京タワーの頂上に隠いん遁とんした。しかし、二人は、その停てい滞たいした世界の壁を打ち壊こわし、外へと踏ふみ出したのだ。もう一度、自分を加速するために。

　アッシュがハルユキの名前を付け加えた理由までは解わからなかったが、ひとまず脇わきに置いて、ハルユキは頷うなずいた。

「そうですよね……。対戦に負けて、いっとき何かをなくしても、また取り戻せばいいんですもんね。アッシュさんだって、ＩＳＳキットを寄生させられても、こうやってばっちり復活してくれたわけですし。綸リンさんが倒れた時はどうしようって思いましたけど、これで……どうにか、一安心……」

　そこまで言いかけたものの、アッシュとレイカーの気配から深刻さが消えていないことに気付き、徐々に声を減速させる。

「……あの……これでもう、アッシュさんも綸さんも大だい丈じよう夫ぶなんですよね？　だって、ＩＳＳキットはアッシュさん本体じゃなくてバイクに……強化外装に寄生してたわけで、さっき師匠に、バイクごと完全に破壊されて……」

「あのな、クロウ。ぬか喜びさせてソーリーだけどな……問題は、まさにそこなんだよ」

「……ど、どういうことですか……？」

　銀面の下で両眼を見開くハルユキに、楓子が静かな声で説明した。

「鴉からすさん。強化外装は、対戦中に完全破は壊かいされても、次の対戦では元通りに復活するでしょう？　つまり、アッシュがもう一度対戦すれば、その時はまたさっきの姿に……寄生バイクに取り込まれた状態に戻ってしまうと予想されるの。ニューロリンカーに潜ひそむＩＳＳキットは、まだ消えていないのよ」

「えっ……じゃ、じゃあ、綸リンさんへの精神干かん渉しようも……」

「この対戦後も変わらず続く、と考えるべきでしょうね……」

「そ、そんな……!!」

　息を詰め、ハルユキは視界上部のタイムカウントを凝ぎよう視しした。残り時間は、約六百秒。それだけ経過すれば、せっかく楓フウ子コが破壊したキットは再生し、アッシュはまたあの恐ろしい姿に戻ってしまう……ということなのか。

「それなら……早く浄化しましょう！　メイさんかベルに頼たのんで、キットを焼き尽くすか封印カードの状態まで還元して貰もらえば、それで干渉は終わるはずです！」

　ハルユキは勢い込んで言ったが、楓子は今度も頷うなずいてはくれなかった。

「残念ですが……それも難しい、と判断せざるを得ません。メイデンの《浄化の炎》、ベルの《時間遡そ行こう》、どちらの力を使うにせよ、ＩＳＳキットを装着者から切り離はなすには、力の誘ゆう惑わくを拒こばむ意志が必要なはずです。キット自体が持つ負の心意を打ち消すほどの、強い意志が」

「なら、問題ないです！　アッシュさんが、あんなキットに負けるはずないじゃないですか！　だって今もこうして、ちゃんと、元のアッシュさんのままで……」

　前のめりになるハルユキの肩を、ライダーグローブに包まれたアッシュの手がそっと押し戻した。

「……すまねぇ、クロウ。おめぇの気持ちは俺も嬉うれしいけどよ……でも、さっき言ったろ？　問題は、あの目玉が強化外装に寄生してることだ、って。いいか……バイクは、俺の分身だ。でもよ、バイクそのものに自意識はねぇんだ。ＩＳＳキットを拒否するための心意力ってヤツを生み出せねぇんだよ……」

「そういうことです。恐らく……いえ間違いなく、浄化と遡行のどちらを試みてもバイクとキットを分ぶん離りすることはできないでしょう。にもかかわらず、バイクとアッシュはイメージ操作系によって強く繫つながっているため、精神干渉は発生してしまう。この状況を意図的に狙ねらって、アッシュではなくバイクにキットを植え付けたのだとしたら……マゼンタ・シザーは恐ろしい相手です」

「そ、それなら、アッシュさんもイメージ操作系を使ってバイクに意志を伝えれば……」

　そこまで言いかけたところで、ハルユキはようやく重要な情報を思い出した。

《強化外装に寄生するＩＳＳキット》を見るのはこれが初めてではない。約十日前、同じくマゼンタ・シザーからキットを譲じよう渡とされ、それを装着してしまったタクム──シアン・パイルも、赤い眼球を基本位置の胸ではなく右腕の強化外装《杭打ち機パイルドライバー》に寄生させていたはずだ。

　チユリに、《シトロン・コール・モードⅡ》でキットを消せないかと問われたタクムは、その可能性を否定した。理由は、キット自身が心意力によって分ぶん離りを拒こばむから……と彼は言ったが、もしかしたらタクムも感じていたのかもしれない。己の分身にも等しい強化外装がキットに侵おかされてしまえば、その分離はアバター本体への寄生よりも困難となることを。

　ハルユキの思考を裏付けるかのように、アッシュは頭を深々と項うな垂だれさせた。

「……この対戦が始まった時、俺はバイクの中で必死んなって支配権を取り返そうとしてた。でもよ……いざ戦せん闘とうになった途と端たん、とんでもねえ勢いでキットの意志みてーなもんが流れ込んできて、俺はほとんど失神しちまってさ……次に眼が醒さめたのは、師し匠しように助け出された後だったよ。なんつうのか……オリーブたちがキットに取り付かれた時は、本人の意識にキットが干かん渉しようしてる感じだったろ？　でも、俺の場合は、キットが……キットに寄生されたバイクが、自分の意志で動いてるとしか思えねーんだ。アレから、心意システムの修行もしてねぇ俺が支配権を取り返すのは、正直ムリくせぇな……」

「……そう言えば……パイルの強化外装に寄生したキットも、それ自体の意志で、僕に複製体を寄生させようとしました。あの時もシトロン・コールで巻き戻すのは無理で、結局……」

　消沈しながら呟つぶやいた自分の台詞せりふから、ハルユキはようやく次なる解決法を思いつき、勢いよく顔を上げた。

「そ、そうだ！　強化外装に寄生された場合も、あの方法なら……《ブレイン・バースト中央サーバー》の中で、並列処理中のＩＳＳキットを直接攻こう撃げきする方法なら、消滅させられるはずです！　ぼ、僕、今夜綸リンさんと直結して一いつ緒しよに寝ます！　それで中央サーバーに侵入したら、キットを破は壊かい…………」

　ここでやっと自分が何を言っているのか自覚し、ハルユキは慌あわてて両手と顔を振り動かした。

「い、いえ、違いますお兄さん！　僕、そそそうゆうつもりはぜんぜん」

「誰だれがお兄さんだギガ・サ────ック！」

　ひと声喚わめいたアッシュは、勢いよく左ひだり拳こぶしを振り上げ──。

　首を縮めるハルユキの右肩に、ぽん、と置いた。

「へ？　あ、あの…………？」

「…………まあ、なんだ。サンキューっつっとくぜ、クロウ。妹の……綸のために、そんな一いつ生しよう懸けん命めいになってくれてよ」

「…………あ、アッシュさん……？」

「でもな……すまねぇが、もうタイムアップだ。ＩＳＳキットの寄生は、すげぇ勢いで進んでる。今夜までは、とてももたねぇ……。強化外装を……バイクそのものを消滅させることも考えたけどよ、それも簡単じゃねぇんだ。方法は、直結対戦で他のバーストリンカーに譲じよう渡とするか、無制限フィールドでショップに売るしかねぇけど、それじゃ実際のとこバイクは消えねぇ。綸への精神干渉が続くどころか、ヘタすりゃ被害を広げちまう可能性もある」

「そ……んな…………」

　ハルユキは絶句した。

　バイクを手放す、という言葉をアッシュは何気ない様子で口にしたが、その重すぎる意味を彼が自覚していないはずはない。アッシュ・ローラーは、ポテンシャルのほとんどを強化外装のアメリカンバイクに注ぎ込んだバーストリンカーであり、バイクを失えば戦せん闘とう力りよくは半減どころでは済まない。今後レベルを上げるどころか、ポイントを維持することさえ途と轍てつもなく困難となるだろう。

　しかし──。

　アッシュ・ローラーの覚悟は……妹の日クサ下カ部ベ綸リンを思う気持ちは、ハルユキの想像をも大きく上回るものだった。

　シルバー・クロウの右肩に手を置いたまま、アッシュはかつて聞いたことがないほど穏おだやかな声で言った。

「クロウ。でもな……たった一つだけ、綸の苦しみを取り除く方法があるんだ。ニューロリンカーの中のＩＳＳキットを完全に消して、精神干かん渉しようを終わらせる方法が」

「……それ、は……？」

「俺が消えること、だ。今ここで、グレート・ウォールから脱退して、師し匠しようにネガ・ネビュラス加入を承認して貰もらう。そして次の対戦で、黒の王の《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》を受ける。それで、バーストリンカーとしての俺は消える。ＩＳＳキットと一いつ緒しよに、な……」

　アッシュが口を閉じても、ハルユキはしばらく反応できなかった。

　やがて、ゆっくりとかぶりを振る。何度も何度も、ひたすら顔を左右に動かし続ける。そうしながら、喉のどから掠かすれきった声を押し出す。

「……駄だ目めだ。だめです、そんなの。アッシュさんは、十日前、《鎧よろい》と同化した僕に言ってくれたじゃないですか。ギリギリまで、諦あきらめないで粘れ……歯を食い縛しばって、最後まで抗あらがってみろ、って。だから僕、頑張れたんです。こうしてみんなの所に戻ってこられたんです。なのに……なのに」

「ああ……そうだったよな。俺も……俺ひとりの問題なら、そうしたかもしれねぇ。寄生が進んで、さっき以上に暴れちまっても、最終的になんとかなりゃそれでＯＫって思ったかもしれねぇ。でもな……綸は……」

　一度言葉を切り、アッシュは地面に向けていた顔を持ち上げると、髑どく髏ろを模したシールド越しにハルユキを真まっ直すぐ見詰めた。

「……綸は、キットの精神干渉のせいで、たったの一度でも周りの人間に……特にクロウ、お前に何か酷ひどいことを言っちまったら、もう立ち直れねぇだろう。仮にその後キットだけを浄化できても、絶対に自分を許せねぇだろう。自分を責めて責めて、泣いて泣いて……そんな綸を俺は見たくねぇ。それに……手遅れになる前に自分でケリをつけたいってのは、綸自身の意志でもあるんだ。あいつは、その覚悟を決めてお前んとこの文化祭に来たんだよ。ずっと前から、すげぇ楽しみにしてた今日いちにちを、バーストリンカーとしての最後の思い出にするためにな……」

「…………でも。でも、もし、バーストリンカーじゃなくなったら、その時は」

　喉のどの奥から絞り出すように、ハルユキは言った。

「その時は……加速世界にまつわる記き憶おくを、みんな…………」

「……ああ、そうだな。でも、あいつはきっと、今日のことだけは忘れねぇよ。お前と一いつ緒しよにあちこち観みて回って、いっぱい笑って、思い切り楽しんだ、今日の記憶だけはな。だからよ……クロウ、いや、ハルユキ、もういちどあいつと友達になってやってくれ。対戦はできなくても、それ以外にも色々することあるだろ。……一緒に勉強したり、バイクレース観に行ったりな。言っとくが、兄としてそれ以上はネバー許さねぇからな」

　最後は冗談めかして言い終えたアッシュの顔を、ハルユキはまともに見られなかった。なぜなら、バイザーの下の両眼から、仮想の水滴がとめどなく溢あふれていたからだ。

　あまりにも突然すぎた。こんな結末は想像もしていなかった。日クサ下カ部ベ綸リンと知り合って、まだたったの十日なのだ。話したいこと、聞きたいことはたくさんあるのに、何ひとつ話していないし、聞いていない。

　綸だけではない。アッシュ・ローラーは、ハルユキがバーストリンカーとして初めて負け、初めて勝った相手だ。それ以来、数限りなく対戦を繰くり返し、互いに腕を磨みがいてきた。異なるレギオンに所属するライバルであり、同じ目標を……スピードの先を目指す同士だった。

　そんな綸とアッシュが同時にいなくなるなどということは、絶対に受け入れられなかった。ハルユキはすがるような気持ちで、少し離はなれた車くるま椅い子すに座すスカイ・レイカーを見やった。

　アッシュとクロウ双方の師であるバーストリンカーは、口を閉じたまま、静かにハルユキの眼を見返した。夕焼けの色のアイレンズは、ハルユキに諦あきらめを促すようにも──あるいは奮ふん起きを待っているようにも見えた。

　その両方だ、とハルユキは感じた。楓フウ子コは、ハルユキに選択を迫っている。

　アッシュの言葉にただ頷うなずき、永遠の別れを受け入れるのか。それとも、この状況でなお顔を上げ、空に行くべき道を見み出いだそうとするか。

　ハルユキは強く瞬まばたきし、涙を振り落とすと、奇き祭さいステージの夜空を見上げた。

　先の大爆発の余よ韻いんがまだ残っているのか、分厚い雲にささやかな切れ間があった。その奥に、小さな星がたった一つだけ煌きらめいていた。そんなはずはないのだが、かつて何度か絶望の淵ふちに落ち込んだ時、いつも夜空に見つけたのと同じ星だと感じた。

　右肩に乗ったままのアッシュの手を、ハルユキは左手で持ち上げ、双方の顔の前まで持ってくると強く強く握った。

「アッシュさん。まだ……まだ一つだけ、戦う道があります。バイクからＩＳＳキットを消滅させて、綸リンさんへの精神干かん渉しようを今すぐ断ち切る方法が、たった一つだけ」

「………………」

　無言で続きを待つアッシュ・ローラーを、ありったけの力を込めた両眼で見詰めながら、ハルユキは言った。

「連れん鎖さの大本を断ち切るんです。無制限フィールドの、東京ミッドタウン・タワーに存在するＩＳＳキットの本体を破は壊かいします。これから、すぐに」










　　　９




「……よく言いました、鴉からすさん」

　という楓フウ子コの囁ささやき声を、ハルユキは現実世界に復帰した直後に耳のすぐそばで聞いた。

　何かを答えるより早く、首から直結ケーブルが引き抜かれる。ハルユキも慌あわてて手を伸ばすと、ベッドで瞼まぶたを閉じている綸の首からケーブルを抜いた。それをデイパックにしまった直後、ベッドを囲む白いカーテンがさっと引き開けられた。

「ごめんごめん、遅くなって。ちょっとバイタルデータ見せてもらうね」

　そう言って空中に指を走らせる、ぱりっとした白衣姿の女性は養護教諭の堀ホツ田タ三ミ都ツだ。綸のニューロリンカーから、アドホック接続で体温、心拍等のモニタデータを引き出し、軽く眉まゆを寄せる。

「ちょっと熱があるけど、それ以外は正常値だね。お祭りでのぼせちゃったかな？　少し休んで、様子見ようか」

　その診断に、ハルユキは小さく息をつく。綸が倒れた理由は風邪かぜでも食べ過ぎでもないことは最も早はや明らかなので、ここで救急車で搬はん送そうなどということになったら事態がますます複雑化してしまう。

　いま補水液持ってくるからね、と言って堀ホツ田タ教諭が保健室の隅の冷蔵庫に向かったタイミングで、楓フウ子コがハルユキに囁ささやき掛けた。

「黛マユズミさんとみんなにはわたしから説明しておくから、あなたはもう少し綸リンについててあげて。行動方針が決まったらすぐにメールします」

「はい……よろしくお願いします」

　頭を下げると、ハルユキはカーテンの向こうで心配そうな顔をしているタクムにも軽く頷うなずきかけた。楓子は、一いつ瞬しゆんだけ綸の手を強く握るとさっと立ち上がり、タクムを促して出口へと歩いていった。入れ替わりに戻ってきた堀田教諭も、ハルユキに経口補水液のボトルを渡し、なぜか軽く微笑ほほえんでから少し離はなれたデスクに移動した。

　ハルユキは、まず綸に手を貸して上体を起こさせてからボトルのキャップを緩ゆるめた。内蔵されたストローが自動的に飛び出すので、綸の口くち許もとに持っていく。

　控えめに冷やされた液体を少しずつ飲んだ綸は、軽く吐と息いきを漏もらすとハルユキを見た。

　今ならまだ、綸は奇き祭さいステージで繰くり広げられた戦いと、交わされた言葉を記き憶おくしている。アッシュ・ローラーが──兄である日クサ下カ部ベ輪リン太タが何を語り、ハルユキが何を決意したのかを、改めて説明する必要はない。

　だからハルユキは、綸の灰色がかった瞳ひとみをじっと見詰め、短く囁きかけるにとどめた。

「大だい丈じよう夫ぶ。今度は僕が、君を助ける」

　すると、綸はかすかに俯うつむき、ゆっくりと眼をつぶった。睫まつ毛げに小さな水滴が宿り、きらきらと揺れた。

「…………ごめん、なさい。……私……」

　謝罪の理由は、ＩＳＳキットを寄生させられてしまったことと、それを隠して今日の文化祭にやってきたことだろう。ハルユキは身を乗り出し、小刻みに何度もかぶりを振った。

「日下部さんが謝る必要なんかないよ。ほんとは、僕が……僕がうっかりしてたせいで……」

　だがその先はすでにステージで口にしているので、ぐっと吞のみ込んで続ける。

「……あれの大本を、必ず消してくるから。そしたらまた、一いつ緒しよに文化祭の続きを観みよう」

　綸はしばらく俯いたままだったが、やがて顔を上げ、辛つらそうではあるが確かな笑みを浮かべた。こくりと頷きながら発せられた声は、切ないほどの清らかさでハルユキの聴ちよう覚かくに響ひびいた。

「………………はい」

　強く頷き返し、補水液のボトルを備え付けの小テーブルに置くと、ハルユキは綸をもう一度横たわらせた。タオルケットを肩まで掛けてやってから、立ち上がってベッドを離れる。

　白いカーテンを閉め、デスクでキーボードを叩たたいている堀田教諭の所まで移動すると声を掛ける。

「先生、ちょっと用事を済ませてすぐ戻ってきますので、日下部さんのこと、宜よろしくお願いします」

　ホロウインドウから顔を上げた養護教諭は、もう一度にこっと微笑ほほえむと言った。

「了解。……それで、彼女のことは、副生徒会長には内ない緒しよにしておいたほうがいいのかな？」

「ふくっ…………」

　ぎしっと背中を強こわ張ばらせつつ、ハルユキはようやく堀ホツ田タ教諭の意味深スマイルの理由を悟る。先々週の木曜日、体育の授業中に頑張りすぎてぶっ倒れたハルユキは保健室に運び込まれ、その時になぜか副生徒会長こと黒クロ雪ユキ姫ヒメが付き添ったことを堀田教諭はばっちり知っている──どころか、黒雪姫がデッチ上げた保健委員の代行証明にサインまでしてくれているのだ。

　ななな内緒でお願いします、と言いそうになるのを堪こらえ、ハルユキは答えた。

「い、いえ、問題ありません」

　すると養護教諭はもう一度微笑み、言った。

「よろしい。では、行ってらっしゃい」




　廊下に出た途と端たん、視界にテキストメール着信アイコンが点灯した。押すと、差出人は楓フウ子コではなく黒雪姫で、思わず左右を見回してしまうがもちろん当人の姿はない。開いたメールには、【生徒会室で待つ】という一文があるのみで、全レギオンメンバーにニコとパドさんを加えた八名の話し合いがどうなったのかは書かれていない。

　正直、今すぐＩＳＳキット本体の破は壊かいに挑いどむというハルユキの決心に、皆がすぐさま賛同してくれるとは思っていなかった。何と言っても、本体が隠されている無制限中立フィールドの東京ミッドタウン・タワーには、神獣レジエンド級エネミー・大天使メタトロンという恐るべき守護者が存在するのだ。攻略作戦は、今後開催される七王会議で慎しん重ちように議論される手はずと聞いている。《四し神じん》を除けば加速世界最強の存在に、十人にも満たない人数で挑むというのは困難を通り越して無む謀ぼうと言うしかない。

　以前のハルユキなら、反対された場合はたった一人でもメタトロンに挑む、などと思い詰めただろう。しかし今、そんな思考は微み塵じんも浮かばなかった。ハルユキが自じ暴ぼう自じ棄きな特攻で無限ＥＫに陥おちいっても、綸リンもアッシュも決して喜ばない。死ぬためではなく、これは救うための戦いなのだ。鎧よろいと同化し、死に場所を求めて走ったあの時とは違う。

　──だから、もし反対されたら、言葉と気持ちの全すべてを尽くして頼たのもう。無謀な作戦かもしれないが、決して不可能だと思っているわけではないのだと、皆に解わかって貰もらえるまで。

　そう決意しながら、ハルユキは賑にぎわう中央廊下を小走りで通り抜け、第一校舎に入った。

　一階の西せい端たんにある生徒会室の扉はロックされていたが、近づくと自動的に解かい錠じようされた。大きく息を吸い、スライドドアを引き開ける。

　足を踏ふみ入れ、後ろ手にドアを閉めた途端──。

「おせーぞ、クロウ！」

　ソファセットの上座にふんぞり返って脚を組むニコが、威勢良く喚わめいた。

　他の七人──黒クロ雪ユキ姫ヒメ、楓フウ子コ、謡ウタイ、あきら、タクム、チユリ、パドさんもソファから振り向き、あるいは顔を上げ、揃そろってハルユキを見た。

　直前まであんなに決意を固めていたはずが、いざ仲間たちを見ると最初の言葉が出てこなかった。ドアの傍そばで立ち尽くし、ただ両手をぎゅっと握り締しめていると──。

　ニコの正面に座る黒雪姫が立ち上がり、優しく、そして力強く微笑ほほえみながら言った。

「何を突っ立っているんだハルユキ君。時間がないんだろう？　早くそこに座れ、我々の準備はもう完了している」

　剣の主の声を聞いた瞬しゆん間かん、頭の中に溜ため込んでいた言葉の全すべては散り散りになって消し飛び、ハルユキはただひと言叫ぶことしかできなかった。

「────はい!!」




　現実時間で十分間。加速世界では七日間。

　それが、黒雪姫の指定した《強制切断セーフティ》の発動時間──すなわち作戦に費やせる時間の上限だった。理由は、八人もが安全にダイブできる唯一の場所である生徒会室を、十二時十五分から三十分までしか独占使用できなかったから、らしい。最初の五分を現実世界でのブリーフィングにあて、次の十分が実際の作戦時間というわけだ。

「すまないな、ハルユキ君。何せ文化祭の真っ最中で、生徒会役員が昼食に出ている間しか、この部屋が空あかなかったんだ」

　そう謝罪する黒雪姫に、ハルユキは慌あわててソファから腰を浮かせて両手を振り動かした。

「いえ、七日もあれば充分過ぎます。僕と四シ埜ノ宮ミヤさんの帝城脱出作戦の時なんか、目標タイムがたった二時間だったんですから」

「そーそー！　あの時でさえ待ちくたびれてバターになりそうだったんだから、七日もあったらチーズになっちゃうよ」

　ハルユキのすぐ右みぎ隣どなりでチユリが明るい声を出すと、更さらにその奥からタクムが生き真ま面じ目めに指摘する。

「チーちゃん、バターを寝かせてもチーズにはならないよ。そもそもバターになるのは、待ちくたびれる時じゃなくて高速回転してる時じゃないかな」

「そんじゃ今度、レディオの奴やつをブン回してみっか。バターになっても食うのは全力で拒否すっけどな」

　頭の後ろで両手を組んだニコが心底嫌いやそうに言うと、一同からほがらかな笑い声が湧わき上がった。

　それが収まったところで、ハルユキの正面に座る楓子が表情を改め、言った。

「時間的余裕は充分だとわたしも思いますが、今回の作戦を実行するにあたって、ひとつ大きな問題があるのです。ＩＳＳキット本体は無制限中立フィールドの東京ミッドタウン・タワーに存在すると推測されるため、わたしたちも当然《上》にダイブしなければならないのですが……」

「あっ……」

　そこまで聞いた時、ハルユキは思わず声を上げていた。即時のミッドタウン・タワー攻略を提案するなら、真っ先に考えておかねばならなかったのだ。この場の八人の中でたった一人、レベル的にも、そしてもう一つの理由でも、無制限フィールドへのダイブが不可能なバーストリンカーがいることを。

　ハルユキは、楓フウ子コの隣となりに座る氷ヒ見ミあきら──レベル１であり、また帝城で《無限ＥＫ》状態に置かれているアクア・カレントに一いつ瞬しゆん向けた視線を、すぐに卓上へと落とした。

「す……すみませんカレンさん……。僕、ＩＳＳキットのことで、頭がいっぱいになっちゃって……」

「謝る必要はないの」

　穏おだやかにそう言うと、あきらは沈ちん黙もくする一同を順に見ながら続けた。

「私のことは気にせず、今は果たすべきことを果たして。重要な作戦に協力できないのは残念だけれど……ここで一いつ生しよう懸けん命めい、皆の勝利を祈ることくらいはできるから」

「……カレン……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが呟つぶやき、唇くちびるを嚙かんだ。

　重い静せい寂じやくを破ったのは、意外にも、あきらの右に座るパドさんだった。発せられた言葉もまた、ハルユキには予想外のものだった。

「その選択はアキらしくない」

「…………」

　無言で隣に眼を向けるあきらを、パドさんはじっと見返した。直接の接点はないはずなのに、この二人がどこか似通った雰ふん囲い気きを持っていることを、ハルユキは改めて意識した。

「水は流れ続けてこそ水。停てい滞たいはアキに似合わない」

「……なら、どうしろと言うの、ミャア？」

　静かに問い返すあきらに、パドさんは普ふ段だん通りの落ち着いた表情のまま、誰だれもが考えもしなかったであろう提案を行った。

「今すぐ《無限ＥＫ》から脱出して、そのままメタトロン攻略に参加すればいい。七日もあれば、二つの作戦を連続して行うことは充分に可能。そしてこのメンバーなら、戦力的にも充分」

「し、しかし…………」

　と呟いてから口くち籠ごもったのは黒雪姫だ。だがそれも一瞬で、黒の王は毅き然ぜんとした表情を浮かべると、ローテーブルを挟はさんで正面に座るニコに問いかけた。

「…………いいのか、赤の王？　レパードの提案は、我々にとっては正直願ってもないものだ。ネガ・ネビュラスの人員だけで救出作戦を行うよりも、遥はるかに成功率が上がるだろうからな。だが、依然として困難なミッションであることに変わりはない。作戦に加われば、セイリュウの猛攻で一度ならず死ぬか、レベルドレインの特殊攻こう撃げきを受けるか……最悪の場合カレン同様の無限ＥＫに陥おちいってしまうほどのリスクを、プロミの幹部ブラッド・レパードと頭首たるスカーレット・レイン自身が負うことになるが……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが口を閉じても、ニコはソファにもたれて脚を組んだ格好のまま、しばらく何も言わなかった。だが数秒後、頭の両側で結わえた髪を一振りして頷うなずく。

「ま、今回ばかりはあたしにもノーとは言えねーよ。何せ、パドが今日までレベルアップを封印してきたのは、まさにこのためだからな」

「えっ、そ……それって、どういう……!?」

　ハルユキは、驚おどろきのあまり声を上げた。

　かなりの古参であるはずのパドさんがレベル６──ハルユキやタクム、チユリの一つ上でしかないことは、確かにずっと不思議に思ってきた。以前ニコにその理由を訊きいた時は、はぐらかされはしたものの、長年のライバルたるスカイ・レイカーと関係があるような口ぶりだったと記き憶おくしている。

　それが実はレイカーではなくアクア・カレントにまつわる理由だったのだとすれば、パドさんとカレンは、ライバル以上の密な関係だということになるのだが──。

「あ……まさか……でも、ううん、そっか……そうだったんだ……」

　啞あ然ぜんとしていると、隣となりでチユリがひとり納得したような声を出すので、ハルユキはたまらず小声で問い質ただした。

「お、おい、何が《そっか》なんだよ？」

「なーいしょ。きっと作戦が終われば解わかるわよ」

　澄すまし顔の幼おさな馴な染じみにそう言われてしまえば、食い下がっても無む駄だだということは経験的に学習している。やむなく引き下がったハルユキに代わり、再び黒雪姫が発言した。

「ダイブ開始まで残り一分三十秒、そろそろ行動指針を決定せねばならないな。──レイン、そしてレパード。アクア・カレント救出作戦への協力の申し出、有りがたく受けさせて貰もらうよ。カレンも……それで、いいな？」

　レギオンマスターに問われたあきらは、尚も迷うように俯うつむいていたが、すぐに顔を上げると真剣な表情で頷いた。

「むしろ、私からお願いするべき事柄なの。二年と半年のあいだ、閉じた環わの中を巡り続けていたけれど……私にも、もういちど彼方かなたを目指して流れ始める時が来たことを、いま、とても嬉うれしく感じている。……みんなの力、私に、貸してください」

　あきらが深く頭を下げると、楓フウ子コの左でこれまで沈ちん黙もくを守っていた謡ウタイが、空中で素早く指を動かした。

【ＵＩ[image: ∨]　レンねえ、絶対絶対、大だい丈じよう夫ぶなのです。何もかも、うまくいくのです。私たちには、幸せを運んでくる鳥さんがついてますから！】

　……ははあ、ホウのことだな。

　とハルユキが納得していると、隣となりのチユリが勢いよく言った。

「じゃあ、作戦が始まる前に、ハルのアバターを青く塗らないとね！」

「え……ええ!?　オレ!?」

「飛んでる時のカモフラージュ効果を増す効果がありそうだね」

　タクムのあくまで生き真ま面じ目めなコメントに、ハルユキを除く全員が再び笑顔になった。




　いったん通常対戦を行ってアクア・カレント救出作戦の詳細を打ち合わせてから、予定どおりの午後十二時二十分に、一同は《アンリミテッド・バースト》コマンドを叫んだ。

　四日ぶりの無制限中立フィールドは、懐なつかしい《世紀末》ステージだった。梅うめ郷さと中のグラウンドは縦横にひび割れ、錆さびたドラム缶からはちらちらと炎が上がっている。その明かりを背にして横一列に並ぶ色とりどりのデュエルアバターたちを、ハルユキは順に見詰めた。

　黒の王、《絶対切断ワールド・エンド》ブラック・ロータス。

　ネガ・ネビュラス副長にして風の《四元素エレメンツ》、《鉄腕》スカイ・レイカー。

　火の《四元素エレメンツ》、《劫ごう火かの巫女みこ》アーダー・メイデン。

　ネガ・ネビュラス所属、《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》ライム・ベル。

　同じくネガ・ネビュラス所属、シアン・パイル。

　赤の王、《不動要塞イモービル・フオートレス》スカーレット・レイン。

　プロミネンス副長にして《三獣士トリプレツクス》の一人、《血まみれ仔猫ブラツデイ・キテイ》ブラッド・レパード。

　当然ではあるが、水の《四元素エレメンツ》、アクア・カレントの姿はこの場にはない。皆から少し遅れて、こちら側で三時間後にダイブする手はずになっている。彼女の《唯一の一ザ・ワン》という二つ名も、今日を限りに消滅するだろう。無制限フィールドに再びダイブするために、蓄積していたバーストポイントを消費してレベルを４まで上昇させたからだ。

　ハルユキは、改めてアッシュ・ローラーと日クサ下カ部ベ綸リンを助けるための作戦に賛同してくれた仲間たちに礼を言うべく、背せ筋すじを伸ばしてから七人に向けて深々と頭を下げた。

「……本当に、ありがとうございます。文化祭の真っ最中なのに……何も言わずに協力してくれて……。──特にレインとパドさんは、アッシュさんとは直接の利害関係があるわけじゃないのに……」

「ちょーっと待った。その前に、もっかい確認しときたいんだけどよ……」

　頭から伸びる二本のアンテナパーツをぴこぴこ動かしながら、ニコが口を挟はさんだ。

「本っ当に、弱気オーラ溢あふれまくりのあの女が、グレウォのアッシュ・ローラーのリアルなのかよ？」

「う、うん。ちょっと複雑な事情があって、加速世界だと別人格になるって言うか……」

「そりゃ対戦中は人格変わる奴やつもいるけどさ、幾いくらなんでも変わりすぎだろ！」

　ハルユキが、その感想はごもっともなれど綸リンと輪リン太タの事情をどこまで打ち明けていいのか……と悩んでいると、ニコの傍かたわらに控えるパドさんが言った。

「でも彼女、古いバイクの車種を良く知ってた」

「そーいや、クロウんとこのクラス展示で名前の当てっこしてたな。ダチになれそうか？」

　主に問われた豹ひようは、躊躇ためらいなく頷うなずいた。

「Ｙイエス。もうなった」

「そんなら、あたしらも利害関係アリだ。……っつーわけでクロウ、作戦が始まったらあたしとパドに妙な遠えん慮りよすんなよ！」

「レイン……パドさん…………」

　ハルユキは胸がいっぱいになり、ただ名前を呼ぶことしかできなかったが、音もなく前進してきた車くるま椅い子すから楓フウ子コが立ち上がり、深く一礼した。

「わたしからもお礼を言います。ありがとう、赤の王……そしてレパード」

　どうやらニコたちは、綸がアッシュ・ローラーのリアルだということだけでなく、その《親》がスカイ・レイカーであることまでも既すでに知っているようだった。こくりと頷き返したパドさんが、珍めずらしく長めの言葉を発した。

「ＮＰ。私にとっても《親子》の絆きずなは、マスターや、あるいはライバルとの絆と同様に大切なものだから」

　それを聞いたハルユキは、ふと考えた。パドさんの言うマスターとはもちろんニコのことで、ライバルはかつて対戦でしのぎを削ったというレイカーを指しているのだろう。では、《親》はいったい誰だれなのだろうか。

　しかしその時、レイカーがもう一度赤のレギオンの二人に頭を下げ、次いで体ごとハルユキに向き直った。

「鴉からすさん。あなたにも、お礼を言わねばなりませんね。……あの子たちのために、戦いを決意してくれて、本当にありがとう」

「い……いえ！　綸さんも、アッシュさんも、僕の大切な友達ですから……」

　何度もかぶりを振ってから、大きく息を吸い、付け加える。

「……その言葉は、メタトロンを倒して、ミッドタウン・タワーに突入して、ＩＳＳキット本体を壊こわし終わった時まで取っておいてください！」

「ン、よく言ったぞ、クロウ！」

　凜りんとした声は、もちろん黒クロ雪ユキ姫ヒメのものだ。同じくハルユキの横まで進み出ると、右手の剣で空気を鋭するどく切り払う。

「この作戦は、突発的ゆえに事前準備も攻撃要員も少々不足していることは否いなめない。しかし、だからこそ見いだせる勝機もあるはずだ。なぜなら、《四眼クアツドアイズ》が加速研究会の一員であるという疑いが限りなく濃くなった以上、今後行われる七王会議の情報も奴やつらに漏もれると考えるべきだが……さしもの研究会も、このタイミングで我々がミッドタウン・タワー攻略に挑いどむとは予想できまい。つまり……」

　そこで一度言葉を切ると、剣の先せん端たんを南東の空に向け──。

「敵はメタトロン一体のみ。あの神獣レジエンド級エネミーさえ排除できれば、ＩＳＳキット本体にも刃は届こう！」

　びゅっ！　と音を立てて剣を振り下ろしてから、黒クロ雪ユキ姫ヒメは体を少し回転させ、今度は左手の剣で真東を指し示した。

「──作戦を遂すい行こうするにあたっては、《四元素エレメンツ》アクア・カレントの力と才知が大きな助けとなるだろう。ゆえに我々はまず、カレンを四し神じんセイリュウの巣から取り戻す。メタトロン以上の強敵なれど倒す必要はない。このメンバーが力を合わせれば、二次被害を出すことなく救出可能だと私は確信している。……大規模な作戦に連続して挑むことになるが、研究会の陰いん謀ぼうを叩たたき潰つぶし、加速世界を蝕むしばむ禍か根こんを断ち切るために……皆の奮ふん戦せんを期待する!!」

　黒雪姫の決然たる言葉に、ハルユキたちネガ・ネビュラスメンバーは一斉に、プロミネンスの二人はほんの少し遅れて右手を突き上げ、おう！　と叫んだ。

　手を下ろしたハルユキが、闘とう志しを燃やしつつ列に戻ると、隣となりにすすすと近づいてきたニコが背伸びをして囁ささやいた。

「あのさー、あんたのトコ、作戦の前って毎回こんな感じなのかよ？」

「へ？　……う、うん、だいたいこんな感じだけど……」

「そ、そうか……いや、なんでもねぇ……」

　ううむと腕組みをするニコを見て、ひとしきり首を捻ひねってから、ふと思いついてハルユキは訊たずねた。

「そういえば、世紀末ステージって電車は動いてるんですっけ？」

「Ｎノー。ほとんどの線路が壊こわれてる」

　とニコの後ろから答えたのはパドさんだ。視線で「なぜ？」と問うてくるので、ヘルメットの側面を搔かき搔き説明する。

「いえ、帝城の東門がある丸の内までけっこう遠いから、どうやって移動したもんかなって……歩いていくと時間かかりますし……」

　それを聞いた途と端たん、目の前のニコのアイレンズがきらーんと光った。嫌いやな予感、と思った時にはもう真しん紅くの小型アバターが両手で抱きついてくる。

「おにーいちゃんっ！　今回こそ、あたしだけをダッコして飛んでくれるよねっ！　だってスペシャルゲストだもんねっ！」

「い、いや、それは、ええと」

「おいコラ赤いの！　さっき特別扱いするなとか言ってただろうが！」

　いきなり真後ろで黒クロ雪ユキ姫ヒメの怖い声が響ひびけば、ハルユキはフリーズするしかない。

「だいたい、ただでさえ人員が少ないのに、お前とクロウだけ先に飛んでいってどうする！」

「しょーがないなぁ、なら今度も、お兄ちゃんに全員運んでもらうしかないねっ！」

「え、えええ!?　い、いやいやムリムリ、七人はさすがに無理！」

「あはは、じょーだんじょーだん！」

　そこで天使モードを終了させたニコは、ハルユキを解放してぴょんと後ろに跳んだ。頭を一振りして、トーンの激変した声で言う。

「大サービスだ、あたしが丸の内までタクシーしてやるよ。ちょっと下がってな」

「え？　は、はい……」

　タクシーと言っても、ニコ本体はこの場で最小サイズなので、せいぜいメイデン一人くらいしか運べそうにない。いっぽう強化外装を全展開しても、《不動要塞》の二つ名のとおり、サイズは激増するが機動力はほぼ消滅してしまうはずだ。

　ハルユキ以下黒のレギオンの六人は揃そろって首を傾かしげたが、パドさんが平然と距きよ離りを取るのでそれに従った。グラウンドの真ん中に一人残されたニコは、さっと右手を掲げるや叫んだ。

「着装、《インビンシブル》!!」

　途と端たん、小さな体を赤い光の柱が包む。ごごん！　と重々しく空気が震ふるえ、周囲の空間に巨大なオブジェクトが実体化していく。

　ミサイルポッド、機銃ブロック、左右の主砲、後部のスラスターつき装甲板、そして巨大な四脚の中央の空間にニコ本体が浮き上がった直後、ひときわ激しい轟ごう音おんとともに全武装が合体した。赤の王の名に相応ふさわしい威い容ようは何度見ても圧倒されるが、ほぼ固定砲台と化したこの姿の、どこをどう見てもタクシーとは程遠い。

　だが──。

　武装コンテナ群の中央に包まれ、アイレンズだけを輝かがやかせるニコは、更さらなるボイスコマンドを高らかに叫んだ。

「チェンジ、《ドレッドノート》!!」

　再び、大地を揺るがすようなと重低音が鳴り響く。

　四方に張り出していた脚部ブロックが回転し、二本ずつ前後に伸びる形で接合する。前面が斜めになった機銃ブロックが前にスライドし、ミサイルポッドがその後ろに格納される。最後部には、スラスターつきの装甲ブロックが収まる。

　左右の主砲が両サイドに密着し、最後に脚部ブロックの下からごついタイヤが合計十二個も出現した。ハルユキの眼前に存在するのはもはや《固定砲台》ではなく、全長十メートルを軽く超えるであろう《大型武装トレーラー》だった。

　呆ぼう然ぜんと眼を瞠みはりながら、ハルユキはそうか、と思っていた。

　これこそが、昨日の夜ニコが言った《新しい力》なのだ。火力をある程度維持したまま機動力をも手に入れた、不動要塞ならぬ《機動要塞モービル・フオートレス》。

　立ち尽くす黒の六人に向けて、パドさんが親指を立てた右手をくいっと動かした。次いで音もなく跳ちよう躍やくし、高さ三メートル近いトレーラーの上に飛び乗る。

　ハルユキたちもしばし顔を見合わせてから頷うなずき、次々にジャンプした。最後に、レイカーの座る車くるま椅い子すをハルユキが翼つばさを使って持ち上げ、平らな装甲板に着地する。屋根は下から見るよりもずっと広く、七人が乗ってもまだまだ余裕がある。

「……これもやっぱり、タクシーじゃないと思うのです」

　謡ウタイがぽそっと囁ささやくと、全員うんうんと頷いた。そんな突っ込みなど意に介さぬ様子で、トレーラー前部に収まったニコが威勢良く叫んだ。

「でかエネミーとかヨソのバーストリンカーに出くわさねーように、環かん七なな越えたら抜け道ぶっ飛ばすからな！　しっかり踏ふん張ってろよ！」

「あ、あの、ニコ、座席とか、シートベルトとか、せめて手すりとかは……」

「ヌルいこと言ってんなよ、タクシーじゃあるまいし！　よおっし、そんじゃ、帝城目指して……しゅっ！　ぱあぁ────つ!!」

　どこかにあるのであろうエンジンが吼ほえ、巨大トレーラーは十二個のタイヤ全すべてから土煙を巻き起こしながら猛然と発車した。あっという間に梅うめ郷さと中のグラウンドを斜めに横切り、元は文化祭ゲートだったのであろう鉄骨の門を粉ふん砕さいしつつ道路に出る。

　ほんの少し北上すると、恐怖の十二輪ドリフトを決めながら右折。広い青梅おうめ街道に飛び出すや、アスファルト舗ほ装そうを粉ふん砕さいする勢いで東へと爆走し始める。

　前傾姿勢で加速に耐えながら、ハルユキは顔を上げ、正面の夜空を凝ぎよう視しした。

　遠く離はなれた杉すぎ並なみからでは目視できないが、あの空の下に、超級エネミーに守護される帝城と、ＩＳＳキット本体を吞のみ込む東京ミッドタウン・タワーがある。

　──カレンさん。あの時助けてもらったご恩を、今日こそお返しします。

　──そしてアッシュさん、日クサ下カ部ベさん。もう少しだけ頑張って。

　──僕たちが、終わらせるから。綸リンさんを苦しめるものを、消してくるから。

「…………必ず！」

　低く叫び、ハルユキは強く右みぎ拳こぶしを握った。

　前腕の装甲からほんの少しだけ覗のぞく、《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティ習得の証あかしである導光クリスタルが、朧おぼろな夜光を集めてきらりと輝かがやいた。
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（つづく）












　　　あとがき




『アクセル・ワールド13　水際の号火』をお読み下さりありがとうございました。

　サブタイトルの読みは『みぎわのごうか』で、ぎりぎりの境界線で上がるのろし、というような意味でつけてみました。つまり、ようやく反はん撃げきののろしが上がったところで次巻に引いてしまっております……。《災さい禍かの鎧よろい》編が６～９巻の四冊かかったので、《メタトロン攻略》編はせめて三冊でと思っていたのですが、結局同じ四冊になってしまいそうです。五冊にはしないつもり……いえ絶対しません！　胸に輝かがやくＩＳＳキットにかけてお約束します！




　そんなわけで、問題はあんまり解決しない（どころか増えてる）今巻ですが、10巻収録の短編『遠い日の水音』で登場した《四元素エレメンツ》のひとりアクア・カレントがレギオンに復帰できたので、久々の戦力増強に私もホッとしています。キャラづけ要素のひとつだった《レベル１》を、展開上やむを得ないとはいえアッサリ返上してしまったのが残念といえば残念ですが（笑）、彼女がなぜ長いあいだレベル１のまま用心棒を続けていたのかとか、そのへんの動機も次巻で語れればと思っています。

　そしてこの巻ではもう一つ、かなり以前から日付だけは予告されていた梅うめ郷さと中の文化祭をようやく描くことができました。文化祭のシーンは、私があまりやらない《出来事イベントを小刻みに次次描写する》というスタイルで書いてみたんですが、ちょっと不安だったので担当さんに「こういう書き方どうッスかねえ……」とお伺いを立ててみたところ、「ライトノベルではむしろ普通ッス」というお返事に「なるほどッス！」と思いました。ＡＷのヒロインたちがほぼ全員集合（なぜか黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩だけいませんが……）しているので、楽しんで頂けたなら嬉うれしいです。




　また中ちゆう盤ばんの領土戦シーンでは、ライバルチームのメンバーとして、デュエルアバター募集企画にご応募頂いたアバターが登場しております。《ブレザー・ハート》をデザインして下さったウダさん、《オーチャー・プリズン》のユーノさん、《ピーチ・パラソル》の裏表山猫さん、ありがとうございました！　登場させるに当たって、アバター名や能力を微調整させて頂きました。ご了承下さい。




　13巻が刊行される時には二〇一三年も一ヶ月以上が経過していて、色々落ち着いている頃ころ合あいでしょうか。このあとがきを書いているのは二〇一二年十二月なので、キーボードを叩たたきながら、激動の一年間をあれこれ思い返しています。

　アクセル・ワールドのテレビアニメは四月に放送開始し、終了したのは九月でしたが、色々な準備や会議、付ふ随ずいする小規模な原稿の執筆なども入れると、二年近くもアニメ版に関かかわらせて頂きました。大変は大変でしたが、得るものも沢たく山さんありました。それらを活いかして、今後もより面おも白しろいお話を目指して書き続けていこうと思っております。二〇一三年も、ハルユキや黒クロ雪ユキ姫ヒメたちに変わらぬご応援の程、どうぞよろしくお願いいたします！





二〇一二年十二月　　川かわ原はら　礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン12　アリシゼーション・ライジング』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

12巻まではずっと表紙が黒雪姫先輩でしたが、この13巻では初のニコ単独カバーとなっております。理由はとくにありませんが（笑）、フレッシュな気持ちで五年目も頑張ります！
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イラスト／ＨＩＭＡ

10月３日生まれ。挿絵は今シリーズが初のイラストレーター。『電撃萌王』小冊子への寄稿を見た文庫編集者が、今回の挿絵依頼をオファーしたことがきっかけ。本業仕事の合間を縫って、ブログやＳＮＳサイトなどでイラストを発表している。
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